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この報告書は,日 本 自転車振興会 か ら競輪 収益の一

部 であ る機械工業振興資金の補助 を受 けて昭和50年 度

に実施 した 「総合貿易情報 システムに関す る調査 研究」

の成 果 を,と りまとめた ものであ ります。



輸 出業務の総括的 フ 欝 一 〈1)在 来 貨物
港湾経海 難懇携

港湾譲驚 薫糞駕講究婁鱗勲

凝議
織

シ ツ パ ー

(商社 ・メ ー カー)

プツキング依頼

船 積 依 頼

配 送 通 知

●

①C。mmerci。l
lnvoi⊂e

②P。ckingList

③Shipping
lnstrUC†ion

④E/D⑧ ●

⑤ 輸 出承 認 書

⑥ 検 査 証 明

⑦ 免 税 証 明

⑧ 原 産 地 証 明

輸 出 書 類

海 貨 通 関 業 者

社内手配

出庫 指 図書

貨 物 送 状

ヌ、は

包装 明細

貨物 受領 書

荷 受 メ モ

スペ ース手配

(倉 庫上 屋)

検 数 業 者

入庫通知書

検量手配

(戸前検量)

貨物搬入
検 量

古
P L マ ー ク シ ー ト

■

自主記帳

お よび

搬 入 届

貨物搬入届●

貨物受領 書

船 積 書 類

●

①Shipping

Application

②ShipPingOrder

③Mqte'§Receipt

④Biil。fLading

lOriginal&

Copies】

(S/Aセ ッ ト に よ る

E/D

iXportDeclgrq†ion

{Origin(】1&Coρies】

通関手続

検 量 業 者

㊦

施 検 用 .

入
ム

庫指

メジャー リス ト

ス リ ・・プ

検量員派遣

デー タ処理

デー タ処理

⑧

ドツグサイ ド シツプサイ ド

検 数 検 数

①frp。rtDec1。rati。n

②frp。rtDeclq耐i。n⑧

③[iXp。rtLicence

④lnspecti。nCertific。 †e

⑤ 免税 その他 関係 書類

E/D

諸 官 庁 ・管理 者 エ ー ゼ ン ト業 者

入港 手続 ・バ ース申請 等

海上保安部
税 関
港湾管理者

㊦
{ノぐ一 ス

(港 湾 管 理 者)

⑧

船
(現 地 店)

社 本 船

テ レ ッ ク ス

●B。 。ki.gM・m
.

。。klngP・ 。・pect

本 暦 よび全 国 矩 へ

●

BookingLis†

BookingNo†e

税 関
港湾管理者

税 関

BookingList

叉 はS/OCOPY

onDraftStowagePIan

本船動向

●Stowae

通 関書 類 ① 丘P・ 汁Decl。r。fi。n

②fUp。 汁Decl。rq†i。n⑧

③Commerciollnvoice

④P。ckingList

⑤ ロP・ けLicence

⑥lnspedi。nCe首ific。1e

OS/Ocopy

⑦ 免 税

⑧ 他法 令関係

　　-
…

…

船積打合せ

Aせ

検 数 依 頼

(ドツグサイ ド)

沿岸荷役作業依 頼

● 作 業依 頼 書

● 船 積 書

は し け 手 配

トラ ック手配

荷 役 打 合 せ

自 主 記 帳

(税 関)

◎

D

O

R

L

/

/

/

/

E

【b
M

B

①

②

③

④

搬 出 届●

蒼

(S/Aセ ッ ト)

①ShipPingApPlic。ti。n

②ShipPingOrder

③Mq†e'sReceipt

④BillofL。ding

を入 手

s/Q

S/OとBookingListと の

相 互 チ ェ ッ ク

S/Oサ イ ン

告

査

可

車

検
許

E/D E/D⑧

C

通 関書類セット

沿岸荷役
業者へ

PL

ED

手丸関 フ ァ イル

C/1

日銀へ
通産 省へ

船積打合せ

ギャング編成 打合せ

レ

フ

〆
⑥

◎

9
9
⑬

⇔
⇔

⑥
◎
㌻

国

ワ
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C

書

L

-
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A
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L

坪

L

L

D

D

W

y
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㌃

レ
㌻

杉

レ
杉

ご

杉

㌻

彰

レ
レ
ぷ
レ

シ
①

②

③
④

⑤

⑥
⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

⑫
⑬

⑭
⑮

⑯

⑰
⑱

⑲
⑳

⑳

● 沿岸荷役指示書(現 場)検 数員派遣

デ
検 数

o

1タ リー シ ー ト1●

員派 遣(総 積)

1は し け 送 状1●

検数 派遣

は しけ 図 ●

陸積 報 告 書 ●

貨物搬出通知

㊦

(総 積)

(積)

●

請 書

海貨通 関業 ファイル書類

① 貨物送 り状(シ ッパ ー)

② 入 庫 伝 票

③ 搬 入 届(c。py)

④ 保 管 台 帳

⑤S/0ス リップ

⑥ メジャーリス1・(c。py)フ
ァイル ⑦E/D◎(

c。py)

⑧C/1(c。py)

⑨P/L(copy)

⑩S/1

⑪S/A(c・py)

⑫B/L(copy)

⑬ 搬 出 届

⑫ 沿岸 荷役指図書

⑮ タ リー シー ト

⑯ は しけ送 り状

⑰ 陸積報告書

⑱ 沖積報告書

請

● ● 請 求 書

フ ァ イル フ ァ イ ル

検 数 フ ァ イ ル 書 類

A..総 積

① 本 船 荷 役 報 告 書

②V。ucher(A)(B)

③ タ リ ー シ ー ト

④L。 。ding
cqrgoLlst

(船積書類)

日 計 表

計表

出庫集計表

データ処理

海貨 引渡書類

① 貨物 受領 書

② 入庫 報告 書

③E/D⑧

④E/D⑥

⑤B/L

⑥E/L

⑦ 出庫 報告 書

⑧ タ リーシー ト

⑨ メジャーリス ト

●

請 求 書 請 求 書

フ ァ イル

① タ リ ー シ ー ト

②fUcepti。nList{AllB[

③LoadingCorgoList

④Report。fC。rge

Reh(】ndling

⑤ 艀 一覧表荷役 進行表 ⑤ListofL。stH。urs

⑥DWR

⑦ 船積書類送付表

B.直 積

① 作業依頼書

② 陸積報告書

③ 本船積報告書

④ 艀積付明書

(以 上 ドッ クサ イ ド)

⑥Voucher

⑦Bl。ckSbw。gePl。n

⑧DRW

(以上 シップサ イ ド)

検 量 フ ァ イル 書 類

①CLMc。py

②P。ckingLiSt

③C。mmerci・llnv。ice

④S/0(以 上2,3,4は

何 れ もCOPY)

⑤ 施 検 用 紙

(注)CLMと は メ

ジ ャ ー リス ト

検 頼

(ド ッグサ イ ド)

BookingList

荷役作業依頼
船側荷役 ・船内荷役

税 関
港湾管理者

出港手続

㊤

S/P

t

T/S,DWR,V/C

税 関

船積確認

(埠 頭)

検 数

荷受 一 覧表

1

/S,DWR,V/

(注)各 業界 が最終 的 にファ イルす る

書類,但 し,請 求書類,収 支 台

帳 の よ うな もの は省略 す る。

エ ー ゼ ン トへ ●

請 求 書 請 求 書

フ ァ イル

エ ー ゼ ン ト ・フ ァ イル 書 類

①D。ilyw。rkingRep。rt

② タ リ ー シ ー ト

③V。ucher

④S/Oc。py

⑤B。 。kingList

⑥Lo(】dingList

⑦S† 。w。geP|。n

検 数依 頼

(シ ップサ イ ド)

入港 日時打合せ

1

1

1

1

|

1

1

1

l

l

|

1

1

1

1

「

1

1

l

l

l

東 洋 信 号 所1

1-一 ー 一 一 一 一 一 一 ー 一〉

「通 過 通 知

1

1

=
…

ー

…

…

…

-

直)

oo

1```1∫ `1`

一

二▲1``』Il`.`
..

■ ■

数巷/。,,/D,M/岬 検

(総 積)

kド ックサ イ ド)

タ リ ー シ ー ト

一

一

一

一

一

一

ー

一

一

ー

一

一

1

ー

ー

DWR

V/C

リー シ ー ト

本船積報告

M/Rサ イン

(シ 。プ▽サイ ド)1

1タ リーシー ト川

lE/L⑥ll

lH/L◎l

ls/P⑥l

lDWRl

l・/cll
l

l

む
E/D

M/R

那

S/O⑥

S/A

と相互 チェック

船社 へ

・/RS/・ 虚

B/L⑥ M/R

B/L◎ フ ァ イル

B/L B/L⑥

BL
仕 分

ファイル ～～

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

船 社 フ ァ イル 書 類

①S/Oc。py

②M/Rc。py

③B/Lc。py

④S/P(各 港 分 お よび
FinqlS/P)

⑤fycePti。nList

⑥ 危 険 品 リ ス ト

⑦M/Fcopy

⑧F/Lc。py

M/F

必要 先へ発送

●F/L

±ンZづ

フ ァ イル

必要先へ発送

一

一

ー

l

l

ー

⊥
V

コ ン ビ ュ ー タ へ 揚 地 港 へ

①
荷受前

②
入港前

③
入港中

④
出港後

(注)こ の チ ャ ー トの作成 にあ た って可 な り省 略が行 われ た。 ①Shipper関 係 で は,諸 官庁 の許可,認 可 事 務,保 険,領 事 インボ イス,原 産地 証 明,各 種 検査 業務,他 法令 関係 が 省略 され た。 また,輸 出書 類 を海 貨業 者 に 引渡 してか ら以後 の

主 と して社 内業 務 に属 す る部 分 が省 か れ てい る。 これ はデー タバンクに関 す ると考 え られ る他 業種 との関係 を主 眼 とす る調査 で あ るた めで あ る。② 同様 の考 え万 が船社 に も適 用 され てい る。 ③ 検 量 部 門 で は戸前検 量のみ を図示 し,在 来 検

量 を省 略 した・ ④ 船 内,沿 岸,は しけ,ト ラ ックに関 す る部分 は,こ れ を サ ブシ ステ ム と考 えて 省略 した。



輸 出業務の総括 的 フ 羅一 纏)
〈シ ツバ ー ズ ・パ ッ ク)

羅 ンテ ナ ー貨 物 総会貿易購羅シス墜ム講叢叢轟禽

港湾経済影野魔羅1

港湾業務縫代艦鞭究委義金

工

場

で

ノ《

ン

二

ン

グ

す

る

場

ム
ロ

貨

物

倉

庫

で

バ

ン

二

ン

グ

す

る

場

ム
ロ

シ ツ パ ー

(商社 ・メ ーカー)

頼

約

願

書

械

予

衣

図

イ

ン
ン

指

㌘

積
庫

ブ

空

船

出

海 貨 通 関 業 者

輸 出書類

メ ー カ ー へ

①C。mmercial
lnvoice

②P。ckingList

③Shipping

lnstruction

④E/D⑧

⑤ 輸 出承 認 書

⑥ 検 査 証 明

⑧ 免 税 証 明

⑨ 原 産 地 証 明

⑧ 貨物検査(Yes)

⑧ 書類通関(No)

シツパ ーズ ・ウエ イ

ト,メ ジャーを もっ

て運賃計算 の基礎 と

す る場合 には検量 は

行 わない

(メ ー カ ー)

検査
Yes

検数手配

各課へ
作業依頼

No

呈
バンニ.グ 受

●

検量手配

マークシー ト

E/D⑥

輸 出書類

P/L

検 数 業 者

㊤

検 旦里
業 者

検数員派遣叉は検量員派遣

バンニング証明書

●(検 数叉は検量業者が作成) ●

E/D
D/R(B/Lを 含む セッ ト)

●

頼
約

殊

予
㌻力

空

頼

知

依

通

積

送

船

配

●

輸 出書類

①C。mmercql

lnvolce

②P。ckingList●

③Shipping

lnstruction

④E/D⑧

⑤ 輸 出承 認 書

⑥ 検 査 証 明

⑦ 免 税 証 明

⑧ 原 産 地 証 明

CLP

⊇ン ー

●

各課へ
作業依頼

荷 受 メ モ

出庫指図書 叉は包

装明細

検数手配

ス ペ ー ス手 配

検量手配

●

銀
マ ー クシ ー ト

自主 記帳

(税 関へ)

E/D◎

デー タ入力

叉は搬 入届(港 湾局へ)

輸 出書類

④ 貨物検査⑧
書類通関

⑧

⑧

数

M/t,S/○ スリップ

E/D

施検 用紙

入庫報告書

保 管 台帳

出庫指図書

メジャーリスト

S/0ス リップ

検量員派遣

データ処理

データ処 理

諸 官 庁 ・管 理 者 ター ミナル ・オペ レーター

㊤

CY内 配 置

1謳 指示

船 社

空バ ン手配

BookingProspe⊂t

入 港 手 配

Booking'1青 幸艮

ookinList

(港長へ)
危険物貨物リスト

ー

付

査
査

可

関

受

審
検

許

槻
}

) (撃ぺ..タ う

ookinMemo

ookinNo†e

BookingList

●

C/

本船動向

E/D E/D
ヤ ー ドプ ラン

C/

P

税 関 ファイル

CSP

日銀 へ 通産省 へ

CY

ゲ ー トイ ン

コンテナ ー引渡通知

検数依頼
ロ
ドレ イ エ
ー ジ 依 頼

ドレイエ ージ業 者 検数員派遣叉は 員派遣

CY内 配 置計画

危険物貨物リスト

(港長へ)

●
・ンテナー螺,ン.ン 是

付
.査

査

可

剛

受

審

検
許

蝉
○
§

E/D

CLP

E/D E/D C/

●

●

C/1

通関済書類

パンニング証明書 (検数叉は検量業者が作成)

P/L
日銀 へ

i
通産 省へ

ookingLis

CFSへ

D/R

ヤ ー ドプ ラ ン

CSP

空 パ ン手配

入 港 手 配

Booking1青 報

●

BookingProspect

関 フ ァ イル

陸 送 オ ペ
レ ー タ ー

了

ookingMem

BookingNote

BookingList

本船動向

自主記 帳

(税 関へ)

叉は搬 出届

(港 湾局へ)

T

ゲ ー トイ ン

(CYへ)

コンテナ ー引渡通知

D/R

サ イ ン

D/Rオ リジナル

BILマ ス ター

ひ
CLP

CLP●

リスト

冷凍Cリ スト

Cリ ス ト

S/P

荷役順序表

(税 関)

本 船

本 支 店 全 国 へ 連 絡

ター ミナルオペレーターへ 連 絡

オペ レー タ ー へ

①
嬬

o

　
…

…

…

…

…

…

ー

本 支店 全国へ連絡

ターミナルオペレーターへ連絡 以

陸送 オペ レーターへ

ン
前

④

o o

E/D

E/Dを 銀 行へ

B/Lを 銀 行へ

B/L

シッパ ーが最終 的に

ファイルす る書 類

⑱

⑬

◎

◎

◎

◎

⑧

1

⇔

⇔

N

C

書

l

L

D

A

ー

ノ

川

ー

L

A

ヨ

/

/

注

/

/

/

/

/

㎝

国

/

/

/

C

L

発

C

P

E

l

S

C

C

C

P

B

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭B/L⑥

⑮B/L⑥

OE/D9

⑰M/WList

dePolicy

⑲C/O

⑳ 貨物受領書

⑳ 入庫報告 書

⑳E/L

⇔ バンニング証明書

⑳ 出庫報 告書

⑳CLP◎

⑳D/R⑥

山

●

請 求 書

海貨 通関業 者が最終的

に ファ イルす る書類

① 貨物送状

② 入庫伝 票

③ 搬入届⑥

④ 保管 台帳

⑤S/○ スリップ

⑥ メジャーリスト

⑦E/D⑥

⑧C/1⑥

⑨P/L⑥

⑩S/1

⑪D/R◎

⑫B/L⑥

⑬ 搬 出届 ◎

⑭ 出庫伝票

⑮ パンニング証明書◎

⑯CLP◎

⑰ コンテナー搬入票◎

⑫ 危険物運搬許可書

●

請 求 書

検 数 業 者 が 最 終 的 に

フ ァ イ ル す る書 類
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貿易業 務の簡易 化 と貿易 情報の総合的な活用 を目的 に,コ ンピュータを中心 と

した情報 システム形成 上の問題 にっいて,昭 和47年 度 より当財 団に 「総合貿易情

報 システ ム調査委員会」(COTIS)を 設 け,国 連 ヨー ロ ッパ経済委員会(EC

E)を 初 め海外 におけ る貿 易関係 諸機関 との情報交換 を行 いなが ら,調 査研究 を

進 めてお ります。

本報 告書 は昭和50年 度 に実施 した調査研究 の成 果 をとりま とめた ものであ りま

す。 こ こに本報 告書の と りま とめにご尽力 頂いた委員 各位 に心 よ り感謝の意 を表

します とと もに,本 報告書 が広 く各方面 に利用 され,わ が国の情報処理 の発 展に

資す ることを念願 す る次第 であ ります。

もとよ り,本 報 告書 に盛 り込 まれた内容 は調査研究 の一部 であ り,調 査研究 の

過程∫ 収集 された内外 の資料 にっいては,紙 数の関係か ら十 分に掲載す るこ とが

出来ず,本 報 告書 を掘 下げ て ご利用 され るむ きは,併 せ て これ らの資料 もご利用

頂ければ幸甚 に存 じます。

昭和51年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会長 植 村 甲午郎
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想定 され る デ ー タ 共用 シ ス テム の フ ィー ジ ビ リテ ィにつ い て
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1.5.1

1.5.2

L5.3

1.5.4

1.5.5

1.5.6

1。5.7

基本データサイズ算出表

荷主,海 貨元請系統概要

船主,作 業元請系統概要

輸出貨物の発送と受領について

海運輸出入貨物滞留 日数表

CARDISの デ ー タ エ レ メ ン ツ,諸 機 能 お よ び情 報 の 標 準 化

CARDISの 潜在 的 デ ー タ エ レ メ ン ッの 機 能 分 析

2.セ キ ュ リテ ィ問 題 に関 す る調 査 研 究

2.1 わ が 国 の 貿 易 関 係 業 界 に お け る セ キ ュ リテ ィ問題 調 査

2.1.1

2.1.2

2.1.3

2.1.4

2.2

調査の範囲 と方法

デ ー タの セ キ ュ リテ ィに 関 す る考 察

各 業界 に お け る セ キ ュ リテ ィ問 題 の 現 状

デ ー タ共用 シ ス テ ムの 構 想 とセ キ ュ リテ ィ問 題

国 際 的 な場 に お い て検 討 す べ きセ キ ュ リテ ィ問 題 の 調 査

3.米 国CARDIS計 画 に関 す る調 査 研 究

3.lCARDIS計 画 と 開 発 の 現 状

3.1.1

3.1.2

3.2CARDISの 内 容

CARDIS計 画 の ス ケ ジ ュー ル と その 作 業

CARDISの 開 発 に お け る主要 な 活動
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1 総 論

1.調 査 研 究 の 背 景 と経 緯

1.1貿 易 情 報 シ ス テ ム 化 の背 景

も

●

、

国 際貿 易取 引 の 拡大 に と もな い,貨 物 輸送 手段 に お い て大 型 化,迅 速 化 等,急 速 な 進 展 をみ せ て

い る が,貿 易 業務 は,従 前 か らの 法 規,制 度,商 慣 習 等 に 拘 束 され る こ と もあ って,貨 物 移 動 の 速

度 に整 合 しな い 面 が 多 々生 じ元 国 連 を始 め 各 国 共,貿 易 関係 手 続 簡 易化 事 業 と し て,積 極 的 に問 題

の解 決 に取 組 ん で い る。

一 方 ,貿 易 関係 の 企 業 や 官 公 庁 で は 事務 デ ー タの 処 理 の た め に コ ン ピ ュー タを 導 入 し,適 用 業 務

の 拡大 と と もに 管 理計 画 の 分 野,オ ン ラ イ ン処 理 等 利 用 の 高度 化 の 方 向 に進 展 して き て い る。 そ し

て,一 つ の 事 業 体 の 枠 を越 え て オ ンラ イ ンに よ り貿 易 デ ー タの 交換 を必 要 と して きて い る。現 在 の

と こ ろ系 列 企 業 群 に限 られ て は い る もの の,ノ ン ・ドキ ュメ ン トに よ る慣 習 の 確 立,セ キ ュ リテ ィ

の 保 障等 が行 われ る よ うに な る と,密 接 な 取 引 関 係 に あ る企 業 間 にお い て 通 信 回線 を 介 して コ ン ピ

ュー タ に よ る 貿 易 デ ー タの 伝 送 が 相 当進 む もの と予 想 され る。

と くに,わ が 国 に お い て は,経 済 の低 成 長 下 の傾 向 に あ って貿 易関 係 企 業 で は,経 営 の 合 理 化,

省 力 化 によ り積 極 的 に 取 組 み,そ の 一 環 と して コ ン ピ ュー タを効 率 的 に利 用 す る方 向 で 力 が注 が れ
ぺ

よ う。 その 場 合 一つ の 枠 内 で は,合 理 化 に も限 界 が あ り,系 列企 業 との 間`取 引 量 の 多 い 企業 間 等

相 互 の 企 業 間 で,シ ス テ ム 化 の 効 果 を認 め,オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を形 成 して,貿 易 関 係 の メ ッセ

ー ジや デ ー タの 交換 が 行 わ れ る こ と とな る で あ ろ う。

貿 易 情 報 の場 合,情 報 流 通 にお い て 関係 す る業 界 が 多 く,ま た 輸 出入 の 認 証,通 関,.輸 出 入 統 計

等 で官 公 庁 を経 路 と して い るが,大 規 模 な シ ステ ム にな れ ば な るほ ど シ ステ ム 化 に 当 っ て は,中 央

官 庁 の 指 導 が強 く要 請 され る。

英 国 のLACESは す で に3年 有 余 の 稼 動 実 績 を 示 し,ま た 仏 国 のSOFIAは 今 年4月 よ り稼 動 に

入 る予 定 と報 じ られ て い る が,わ が 国 にお いて も,大 蔵 省 が 今 年 度 よ り開 発 に 着 手 し た 。 これ らの

航 空 貨 物 通 関 シ ス テ ムは,貿 易情 報 シス テ ム化 の 主 導的 な役 割 を果 す もの と期 待 さ れ る。

1.2COTISの 活 動 一 総 合 貿 易 情 報 シ ステ ム 化構 想 の ア プ ロー チ

諸 外 国 の 貿 易情 報 へ の コ ン ピ ュー タ利用 の 動 向 に 対処 して,当 財 団 で は政 府 の 指 導 の も とに,昭
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和47年 度 に総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム 調 査 委 員 会(略 称COTIS)を 発 足 さ せ,貿 易 情 報 の総 合 シ ス テ

ム 化 の 問題 に っ い て 調 査 研 究 に着 手 した
。

第1年 度 に お い て は,貿 易 情 報 は 関 連 す る業 界 ・官 公 庁 が 多 く,総 合 的 な 見 地 か らシ ス テム 化 を

図 る こ とが 重要 で あ る と して,

貿 易取 引,管 理,金 融 シ ス テ ム(第1貿 易情 報 シ ス テム)

商取 引活 動 お よ び 物流 シ ス テ ム(第2貿 易 情 報 シ ス テ ム)

通 関 シス テ ム(第3貿 易情 報 シ ス テム)

輸出 入 統 計 関 係 シ ステ ム(第4貿 易情 報 シス テ ム)

の 四 つの サ ブ シ ステ ム か らな る総 合 シス テ ム構 想 が 提案 され た 。 と くに,わ が国 の場 合,商 社 の 占

め る ウ ェイ トが 高 い こ とか ら,第2情 報 シス テ ム 化 の 範 囲 を 早 急 に 究 明 す る こ とが要 請 され た。

1第2,第3年 度 で は この 第2情 報 シス テ ム に つ い て の 具 体 的 な 問 題 点 究 明 とい う こ とで,輸 出入

に関 す る業 務 フ ロー分 析,貿 易関 係 情 報 の分 析,金 融決 済 業務 の 分 析 等 の 現 状 シス テ ムの 分 析 を実

施 した。 と くに総 合的 な シ ス テ ム化 とい う こ とに っ い て は,貿 易情 報 の デ ー タバ ン クに よ る共 通 デ

ー タの 共 同利 用 が 提案 され た
。

この 貿 易 情 報 の デ ー タ バ ン ク構 想 に っ い て は,情 報処 理 振 興 事 業 協 会 にお い て,昭 和48,49年

度 に貿 易 情 報 パ イ ロ ッ トシ ス テ ム(TIPS)と して 実験 が行 わ れ,い くっ か の 問 題 提 起 し て完 了 し

た 。 ま た 第4年 目に 当 る本 年 度 に お い て,過 去 の業 務 フ ロー お よ び情 報 分 析 に も とつ い た共 用 が 可

能 とな るデ ー タ項 目を 約300種 と し て 貿 易 輸 出 業務 全般 に わ た って 一 応 の 提 案 を作 成 す る に至 った。

合 わせ て,デ ー タ相 互 交換 お よ び セ ン ター に お け るデ ー タ処 理 シ ス テ ム につ い て の 一 つの 構 想 を と

りま とめ た。

技 術 的 問 題 に つ い て も,調 査 研 究 を進 め た。 一 つ は イ ン タ フ ェ ー ス問 題 で あ り,一 つ は セ キ ュ リ

テ ィ問 題 で あ る。

貿 易 情 報 の 総 合 シス テ ム 化 に お い て は,現 状 を無 視 して ま った く新 たな シ ス テ ム を作 り上 げ る と

い うこ とは夢 物 語 に終 って し ま うこ とか ら,貿 易関 係 企 業 や 官 公 庁 が 現 実 に保 有 し,利 用 して い る

コ ン ヒ。ユ一 夕 を通 信 回線 を 介 して 結 合 し,コ ン ヒ。ユ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を形 成 す るこ とが 前 提 とな

ってい る。

イ ン タ フ ェー ス問 題 は,ハ ー ドウ ェア お よ び ソ フ トウ ェ アの 両 面 か ら解 決 策 を 見出 す必 要 が あ る。

コ ンピ ュー タ と コ ン ビ。ユー タを結 合 し ネ ッ トワー クを形 成 す る純 技 術 的 問 題 に つ い て は,情 報 処 理

技 術 分 野 の 研 究 で,こ の 数 年 革 新 的 に進 展 し,ま た コ ン ヒ。ユー タ間 の 規 約 で あ る プ ロ トコル に っ い

て もISOで 標 準 化 作 業 を実 施 し て い るの で,総 合 貿 易情 報 シス テ ムへ の 利 用 に お い て も実 用 上 可

能 とな った とい え る。

イ ン タ フ ェー スの も う一 つ の 問 題 は,コ ン ピ ュー タや テ レ ッ クス で 貿 易 情 報 を 交換 す る場 合 の 各

業 界 間,企 業 間 等 で,メ ッセ ー ジの 形 式,使 用 す る用 語,制 御 記 号 等 メ ッセ ー ジ 交換 用 の 言 語 仕 様
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を 決 め て お か な け れ ば,メ ッセ ー ジを効 率 よ く伝 送 す る こ とが で きな く,ま た コ ン ピ ュー タ内 で の

処 理,'メ ッセ ー ジの 判 読 に 相 当 な 混 乱 を生 じ る等 不 都 合 な こ とが 予想 され る。 国 連 貿 易 手続 簡 易 化

部会 で は 「国 際 貿 易 に お け る 交換 メ ッセ ー ジ構成 の 方 法 に っ い て の 予備 実験 」 ※ と して,一 つ の メ

ッセ ー ジ交換 の た めの 言語 仕様 を 提案 し,現 在 検 討 中 で あ る。COTISで は,こ の 提 案 に つ き コ ン

ピ ュー タ ネ ッ トワー ク に お い て,こ れ を利 用 す るに は 多 くの 制 約 が あ り,問 題 が あ るが,特 定 業 務

例 え ば貨 物 輸 送 に は使 用 で き る もの と評 価 す る と と もに,危 険物 表示 の ため の フ ィー ル ドネー ムの

追加(採 択),メ ッセ ー ジエ ラ ーの 問題 に っ い て 調 査 作 業 を進 め て い る。

※ 同 部 会 では,本 件 をINTERFACE(InternationallyRecognizedFormatfor

AutomaticCommercialExchangeの 略)問 題 と略 称 され て い る。

総合貿易情報 システムの

構想

(昭 和47年 度)

一

『

一

第1貿 易 情 報 シ ス テ ム

第2〃 〃

第3〃 〃

第4〃 〃

第2貿 易 情 報 シ ス テ ム の

現状 分 析

(昭 和47,48,49年 度)

輸 入 業 務

輸 出 業 務

商社一船社流通情報分析.

貿易 決 済 業 務

●

貿 易 デ ー タ バ ンクの 概 念

一

共 用 デ ー タ項 目の 抽 出(昭 和50,51年 度)

デ ー タ共 用 シ ス テ ム の機 能(昭 和51年 度)

デ ー タ交 換 シス テ ム の機 能(昭 和51年 度)

関 連 問 題(昭 和50,51年 度)

●イ ン タ フ ェー ス

●セ キ ュ リテ ィ

・貿 易 関 係 手 続 問題 、

図1-1総 合 貿 易情 報 シ ス テ ム に関 す る調 査研 究の 経 緯

セ キ ュ リテ ィ問 題 は,企 業 や 官 公 庁 な ど一 つ の 事 業 体 の 枠 を越 え て,総 合貿 易情 報 シ ステ ムが 形

成 で き るか 否 か を決 定 す る重 要 な 課 題 で あ る。 この た めCOTISで は,従 来 主 とし て情 報処 理技 術

の分 野 で 検 討 され て きた セ キ ュ リテ ィの 保 護 方 法 に っい て研 究 を進 め て きてい たが,先 の 国 連EC

E貿 易 手 続 簡 易 化 部 会 の 主 要 議 題SecurityAspectsと して 対 象 とな った こ と もあ り,昭 和50年
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9月 に 同部 会 専 門 家 会 議 にお い て現 状 報 告 を 行 った。 と くに 貿 易情 報 の メ ッセ ー ジ交換 に お い て,

ア ク セ ス ・コ ン トロ ー ル,デ ー タ ・ス トラ クチ ャ上 で の セ キ ュ リテ ィ保 護 方法 を講 じ る問 題 を研 究

す る こ と が 必要 で あ る 旨提 案 し た。

以 上,総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム化 構 想 の 提 案 か らその 具 体 的 問題 の 究 明 に つ い て,COTISの 活 動

に つ い て 経 過 を述 べ たが,そ の 詳 細・に つ い て は 次 章 以 下各 論 に昭 和50年 度 の 調 査 研 究 内容 を報 告 す

るの で,C"参 照 頂 きた いbCOTISは 引 続 い て 昭 和51年 度 は,貿 易 情 報 デrタ バ ンクの 主 機能 で あ

る デ ー タ共 用 シ ステ ム に つ い て,内 外 シス テ ム 化 の 動 向 をふ ま え実用 の 前 能 性,実 用 上 の 問 題点 等

を 中 心 に作 業 を進 め る予定 とな っ て い る。

'
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2.昭 和50年 度 調 査 研 究 の概 要

2.1貿 易 デ ー タ共 用 の た め の 基 礎 分 析

`

、

貿 易情 報 の 円滑 な 流通 と,そ の 有 機 的 な 活 用 を図 る ため の総 合 貿 易情 報 シス テム 形 成 に お い て,

最 も有 効,か っ実 現 性 の 高 い 方 法 と して,デ ー タ共 用 シ ス テ ム に よ る貿 易情 報 の 相 互 利 用 を行 うシ

ス テ ム を開 発 す る こ とが必 要 で あ る 旨,総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム 調 査 委 員 会(COTIS)に お い て 提

案 さ れ た。 これ に も とづ き,輸 出 に関 す る地 域 的 な デ ー タ共 用 シス テ ム を考 慮 して,主 と して 横 浜

港 を モ デ ル に定 量 的 側 面 か ら,以 下 の 事 項 に っい て調 査 研 究 を行 った 。

ω 輸出 業 務 に関 す る関 連 機 関 の 関 連 密 度 の 推 定

密 度 推 定 の指 標 と して,業 務 量,時 間,企 業 系 列,官 庁 系 列 な どが 考 え られ る。

(2) .デ ー タ共 用 シ ステ ム の 入 力 デ ー タの 推 定

関 係 業 界 別 に,入 力 され る デ ー タ名,デ ー タ項 目,桁 数 等 に つ い て 推定 す る。 その 際,可 能 な

限 り,時 系 列的 に デ ー タ量 を把 握 す る。

(3)デ ー タ共 用 シ ステ ム の 出 力 デ ー タの 推 定

出力 され るデ ー タの 種 類 別 に,出 力先 で あ る業 界,機 関 ご と に デ ー タ量 を推 定 す る。 その 際,

可能 な 限 り,時 系 列 的 に,ま た デ ー タバ ン クに 入 力 後,出 力 を必 要 とす るま で の時 間 等 を考 慮 し

て デ ー タ量 を把 握 す る。

(4)デ ー タ共 用 シス テ ム に 対 す る期 待 効 果 の 調 査

地 域 の 関係 業 界,関 係 機 関 を 対 象 に,デ ー タ共 用 シ ステ ム に 対 す る期 待効 果 に つ い て,意 見 聞

取 調査 を 行 う と と もに,実 用 可 能 性 に っ い て も考察 す る 。

以 上 の 記 述 中,「 特 定 地 域 」 と して,横 浜 地 区 を モ デ ル と し た。 ま た,輸 出 とは,過 去2カ 年 に

わ た り,継 続 事 業 と し て実 施 して 来 た,輸 出 お よび 輸 入 業 務 の フ ロー の現 状 分 析 を基 準 と し,定 期

船 貨 物,す な わ ち雑 貨 を対 象 と し,在 来 貨 物,コ ンテ ナ貨 物 に分 け て 検 討 す る。

調 査 研 究 の 原 則的 事 項 は 次 の よ うに定 義 す る。

(イ)理 論 空 間 に お け る研 究 で あ る こ と。 この 調 査 研 究 は,純 粋 に 理 論 空 間 に お い て行 う。 す な わ ち,

特 定 の 機 器や 言語 を 考 慮 し て行 う もので な く,こ れ らの もの を 一 切 度 外 視 し て純 粋 に論 理 的 観 点

か ら実 施 す る。 今 日の コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン スの発 達 は,十 分 に この 立 場 を 可能 に し て い る し,

逆 に,理 論 空 間 か ら機 器 を構 想 した ほ うが,よ り合理 的 で あ る。

(ロ)デ ー タ共用 シ ス テ ム研 究 の た め に1つ の デ ー タベ ー スを 考 慮 し,共 用 デ ー タの 選定 お よ び その

定 義 を行 わ な け れ ば な らな い 。 この こ とに よ って,各 企 業 お よ び機 関 に よ って 用 い られ るで あ ろ
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うすべ ての デ ー タを網 羅 す る もの で は な い。

(・寸 輸出 業 務 の フ ロー お よ び,輸 入 業 務 の フ ロー の現 状 分 析 に用 い た 理 念 「ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

と貨 物 処 理 とを統 一的 に考 察 す るが,そ の 基 本 は貨 物 の フ ローに あ る」 と い う考 え 方 は,一 貫 し

て 堅 持 され る。

←)実 際 に デ ー タ共 用 シス テ ム 設 計 の 段 階 に お い て は,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの理 論 が 導 入

され る であ ろ う。 こ の こ とは,す で に,大 手 の 輸 出 メー カ,商 社,船 社 お よ び これ に 直 接 関 連 す

る一 部 の 港 湾 企 業 に お い て は,デ ー タ共 用 シス テ ム に関 連 す る と考 え られ る業 務 処 理 に 関 す る部

分 が,コ ン ピ ュー タで処 理 され て きて い る。 し か しなが ら,今 回 の わ れ わ れの 調 査 研 究 にお い て

は,こ れ らの 事 態 を考 慮 しつ っ,と りあ え ず全 体 の マ ク ロ的 概念 をつ く りあ げ る こ とを 目的 とす

る。

因 われ われ の デ ータ共 用 シス テ ム 構 想 にお いて は,純 粋 に論 理 空 間 で 処 理 す る とい う原 則 の 上 か

ら,「 現 状 で は あ ま り行 わ れ て い な い が,そ の よ うに し た方 が 合理 的 であ る」 とい う新 ら しい処

理 方 法 を も考 慮 す る。 し た が って,こ の 報 告 書 に は,そ の よ うな"当 為"(ま さに そ うあ るべ き

で あ る とい うこ と)を も,実 現 可 能 で あ る と考 え られ る限 りにお い て これ を含 む こ とに す る。

な お,今 回の 調 査 は 予備 的 な い しは 準 備 的 な もの で あ り,今 後 そ の 内 容 は 不 断 に検 討 され,修 正

され な け れ ば な らな い部 分 を 多 く含 ん で い る こ とを 特記 す るの で,各 方 面 の 御 叱 正 を賜 れ ば幸 で あ

る。

'

2.2セ キ ュ リテ ィ問 題 に関 す る調 査 研 究

2.2.1は じ め に

総 合 貿 易 情 報 シ ステ ムの 形 成 に お い て,貿 易情 報 や デ ー タが 正 確 に 保 たれ 相手 方 に 伝達 され る こ

と,ま た 機 密 を保 護 す るこ とが,技 術 的 に完 全 に保 持 され るか ど うか は,総 合 シス テ ム 化 の 最 も重

要 な 問 題 の1っ で あ る。

国 連 欧 州 経 済 委 員 会 貿 易手 続 簡 易 化 部 会ADPと コー デ ング専 門 家 会 議(以 下,TRADE/WP.

4/GE.1と 略)で は,「INrERFACEProblems」 の 申 で,「SecurityAspects」 と して,

研 究 課 題 の1つ とな って い る。

昭 和49年 度 に,前 述 のECE-INTERFACE案 に 対 し,COTISに お け る検 討結 果 に もとづ き,

日本 の 意 見 と し て,幾 つ か の 提 案 を し た が,そ の う ちの1が,こ の セ キ ュ リ テ ィ問題 に?な が る,

エ ラ ー メ ッセ ー ジの責 任問 題 に つ い て で あ った。 そ して,TRADE/WP .4/GE.1は,日 本 にお

いて,エ ラー メ ッセ ー ジの 責 任 問 題 を含 め,セ キ ュ リテ ィ問題 全 体 につ い て研 究 を進 め,引 き続 き

国 際 会 議 に お い て 報告 を希 望 す る 旨の 要 請 が あ り,COTISと して も,従 来 の経 緯 か ら これ に応 え

る こ とが 必 要 と考 え,セ キ ュ リテ ィ問題 につ い て の 調 査研 究 を積 極 的 に 着手 した もの で あ る。

■
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喝

2.2.2エ ラー メ ッセー ジ の 責 任 問 題

前述 の とお り,昭 和50年2月 のTRADE/WP.4/GE.1に おい て わ が 国 に 付 託 され た 標 記 問

題 を検 討 す る ため,COTISで は 専 門委 員 会 の も と に ワー キ ング グル ー プ(WGと 略)を 設 け,昭

和50年6月 の 会 議 に,第1次 報 告 を行 う こ と と し て,次 の 事項 の 調 査 検 討 を し た。

(1)ECE-INTERFACE案 に エ ラ ー メ ッセ ー ジ の責 任 問 題 か ら追 加 ま たは 訂 正 を要 す る機 能 の 有

無 あ る と し た ら,そ の 具 体 的 な 機 能 仕 様 を提 案 す るた め の 調査 検 討。

(2)エ ラー メ ッセ ー ジの 責 任 問 題,そ の もの に対 す る検 討。

(3)貿 易 メ ッセ ー ジの テ レ ック ス ま た は,デ ー タ通 信 使 用 の 実ueo(つ い て 調 査 す る。

(4)エ ラ ー メ ッセ ー ジ問 題 検 討 に 附随 して,用 語,他 の 国 際 標 準 との 関係 な どの 検 討 。

そ して 検 討 結 果,次 の 内 容 に つ い て,昭 和50年6月 の 第10回TRADE/WP.4/GE1に て 水 野

専 門委 員 長 が 出 席 して 報 告 し た。 報 告 資料 は,GEl/R.56と して 登 録 され た。 エ ラ ー メ ッセ ー

ジの 問 題 は,シ ス テ ム ・プ ロセ デ ュ ア上 の 問 題 と エ ラ ー に対 す る責 任 問 題(COMMERCIALP

RACTICE)と に大 別 され る。ECE-INTERFACE案 との 問 題 で は シ ス テ ム ・プ ロセ デュ ア と

して メ ッセ ー ジの 正確 性 を保 持 す るた め の 技 術 的 な 手 段 を組 み 込 む こ と につ い て 次 の 調 査 の 重 点 を

お くこ と と し た。 そ して コ マ ー シ ャ ル ・プ ラ クテ ィス につ い て は,技 術 的 手 段 の 検 討 の 過 程 に お い

て,必 要 の 都 度 取 り上げ る こと と した 。

シ ス テ ム ・プ ロセ デ ュ アに 関 す る問 題 と して は,メ ッセ ー ジの 送 り手 の 確 認,メ ッセ ー ジの 真 実

性(オ ーセ ンティケ ーシ ョン),伝 送 上の エ ラ ー等 メ ッセ ー ジの 正確 性 を保 つ た め,技 術 的 に解 決 す

べ き事 項,解 決 方 法,仕 様 等 に つ い て調 査 した。

この 場 合,テ レ ック スに 比 較 して,デ ー タ ・トラ ンス ミッシ ョ ンで は,ハ イレ ベ ル な技 術 的 解 決

方 法 が 考 え られ る。

次 に,テ レ ッ ク スま た は デー タ ・ トラ ンス ミッ シ ョンに よ る貿 易 メ ッセ ー ジ交換 の 実 情 につ い て

各 国 の 現 状 と将 来 の 動 向 に つ い て,貿 易 メ ッセ ー ジの 種類,メ ッ セー ジの オ ーセ ンテ ィケー シ ョン,

メ ッセ ー ジ ・エ ラ ーの 種類,エ ラーの 検 出,エ ラ ーの 訂 正,エ ラ ーの 責 任,責 任 の 内 容,保 証 の 裏

付(例 え ば法 律,規 則)等 の 事 項 に 調査 す る必 要 が あ る。

この た め,COTISメ ン バ ーの 企 業 内 に お け る エ ラー ・メ ッセ ー ジに 対 す る責 任 と,実 際 に行 わ

れ て い る エ ラ ー防d二方 法 及 び,関 連 業界(又 は対 官 庁)間 での エ ラ ー ・メ ッセ ー ジの 処 理 に つ い て

の サ ン プ リン グ を行 っ た。 調 査 対 象 の 業 種 は 次 の とお りで あ る。 ま た,表1-1に 調 査結 果 を掲 げ

る。

○

o

o

商 社(輸 出入 業者 と して の)シ ス テ ム

銀 行 シス テ ム

銀 行 共 同 テ レ ッ ク ス為 替 シ ス テ ム
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○ 航 空 会 社(国 際 貿 易 に たず さ わ るキ ャ リ ヤー と して の)シ ス テ ム

○ 船 会 社(同 上)シ ステ ム

表1-1貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 に お け る エ ラー 問題 に 関 す る実 態 調 査

一 日本 に お け る サ ンプ ル調 査 の 事 例 一

会 社 名

質問項目
A銀 行 全 銀 共 同 テ レ為 替

シ ス テム
B船 社

1.コ ン ピ ュ ー タ の 使 使 用 使 用 使 用
用

2.国 内 に おけ る貿 易 本 支 店 間 の メ ッセ ー ジ 銀行間為替取引および telexに よ る メ ッセ ー

メ ッ セ 　 ジ に 関 す る 交換 決済業務 ジを受信し関係部門に
コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 自動配信する
業務

3.国 際 間 の 貿 易 メ ッ 送 受 信 メ ッ セ ー ジの テ な し telexに よ る メ ッ セ ー

セ ー ジ に 関 す る コ ン ス ト ・サ イ フ ァ ・チ ェ ジを受信し関係部門に
ビ ュ ー タの 適 用 業 務 ッ ク,外 国 か らの 送 金 自動配信する

の2重 受 信 チ ェ ッ ク

4.オ ー ソ ラ イ ズ さ れ テ ス ト ・サ イ フ ァ ・チ 部 門 コ ー ドを マ ニ ュ ァ

た メ ッ セ ー ジ で あ る エ ッ ク,通 番 チ ェ ッ ク
v

ル に よ り マ ス タ ー コ ー

ことの確認方法(社 ドと付 き合せ る

内の場合)

5.オ ー ソ ラ イ ズ さ れ テ ス ト ・サ イ フ ァ ・ チ 専 用 回 線 か らの メ ッセ

た メ ッ セ ー ジ で あ る エ ッ ク 一 ジ は 全 て ,オ ー ソ ラ

ことの確認方法(企 イ ズ さ れ た メ ッ セ ー ジ

業間の場合)

6.チ ェ ッ ク デ ジ ッ ト 使用せず 銀 行 コ ー ドを モ ジ ュ ラ

に よ りエ ラー を検 出 ス10法 で チ ェ ッ ク

し て い る メ ッセ ー ジ

の項目とその方法

7.2重 送 信 に よ り エ 通 番,日 付,金 額, 金 額 金 額,精 算 場 所,支 払
ラ ー を検 出 して い る 発信人 い先
メ ッ セ ー ジ ま た は 項

目

8.誤 っ て 重 複 して 送 通 番 チ ェ ッ ク 通 番 チ ェ ッ ク 通 番 チ ェ ッ ク

られ た メ ッ セ ー ジ の 、

検出方法

9、 そ の他 の方 法 に よ 通 番,送 信 店,受 信 店 伝 送 コ・一 ド,メ ッ セ ー

りエ ラ ー を検 出 し て 名,メ ッ セ ー ジ の ヘ ッ ジ,フ ォ ー マ ッ ト,使

い る場 合 の メ ッセ ー ダ ー,フ ォ ー マ ッ ト, 用 文 字,通 番,メ ッセ

ジの 項 目 とその 方 法 エ ン ドマ ー ク 等 の チ ・エ 一 ジ長 ,㌦発 信 銀 行 名,

ッ ク 受信銀行名

10,メ ッ セ ー ジ エ ラ ー L直 接発信者に照会す コ ン ピ ュ ー タ に よ り エ メ ッセ ー ジ の 種 類 に よ り

の検出後の処置 る ラーの内容を発信銀行 ① 正 しい デ ー タの 確 認
2担 当部 門 に 連 絡 し, に返送 をす る

顧客に照会する ② 誤 り部 分 の み の メ ッ
セ ー ジの 返 信

③ メ ッセ ー ジ全 文 の 再

送信をする

11,メ ッ セ ー ジ エ ラ ー 発信銀行にて修正 発信者にて修正
の修正方法

1

一 β 一
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会 社 名

質問項 目
C船 社 航 空 会 社

、

D商 社

1.コ ン ピ ュ ー タ の 使

用

使 用' 使 用 使 用

2.国 内 に お け る貿 易

メ ッセ ー ジに関 す る

コ ン ピ ュー タの 適 用

業 務

船 荷 証 券,コ ンテ ナの

イ ンベ ン ト リ

積 荷 予約

・専 用 コ ン ピ ュ ー タ に

よ る メ ッ セ ー ジ ス イ

ッ チ ン グ

・貨 物,乗 客 情 報 に 関
一.,

す る メ ッ セ ー ジ の 父

換

各 種 商 社 業 務 に 関 す る

メ ッセ ー ジ 交換

3.国 際 間 の 貿 易 メ ッ

セ ー ジに 関 す る コ ン

ピ ュー タの 適用 業務

コ ン テ ナ の イ ン ベ ン ト

リ ー

同 上 同 上

4.オ ー ソ ラ イ ズ され

た メ ッセ ー ジで あ る

こ との確 認 方 法(社

内 の場 合)

専用回線を使用 ATA/IATA通 信 マ

ニ ュア ルお よ びSITA

通 信 手 続 に も とつ く コ

ン ピ ュー タを利 用 した

チ ェ ック

● フ ォ ー マ ッ トチ ェ ッ

ク

●発 信 者 コ ー ドの チ ェ

ッ ク

・ 専 用 回 線 チ ャ ネ ル の

確 認

5.オ ー ソ ラ イ ズ され

た メ ッセ ー ジで あ る

こ との確 認 方法(企

業 間 の場 合)

同 上 ナ シ

6.チ ェ ッ ク デ ジ ッ ト

に よ り エ ラ ー を 検 出

し て い る メ ッセ ー ジ

の 項 目 と そ の 方 法

使用せず モ ジ ュ ラ ス 方 式 に よ

るAWBナ ン バ の チ ェ

ッ ク

ナ シ

7.2重 送 信 に よ りエ

ラ ー を検 出 して い る

メ ッセ ー ジま た は項

目

使用なし ナ シ 数字項 目のみ

8.誤 って 重 複 して 送

られ た メ ッセ ー ジの

検 出 方 法

通 番 チ ェ ッ ク 通 番 チ ェ ッ ク 専用 回 線 ご との 通 番 チ

ェ ッ ク

9.そ の 他 の 方 法 に よ

りエ ラ ー を検 出 して

い る場 合 の メ ッセ ー

ジの 項 目 とその 方法

プ ロ グ ラ ム に よ る ロ ジ

カ ル チ ェ ッ ク

全 メ ッ セ ー ジ に 対 し て

メ ッ セ ー ジ,フ ォ ー マ

ッ ト,ア ド レ ス,発 信

者 の チ ェ ッ ク

10.メ ッ セ ー ジ エ ラ ー

の 検 出 後 の 処 理

発信者に返信する コ ン ピ ュ ータ に よ る発

信 者 へ の 返 信

エ ラ ー の修 正

11.メ ッ セ ー ジ エ ラ ー

の 修 正 方 法

発信者にて修正 コ ン ピ ュー タに よ る 自

動 再 送 また は テ レ タ イ
プ にお け る発 見 者 の 要

求 に ょ る再送

発信者よ り本社の事故
係を経由して受信者へ
訂正文を送る

◎ エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ問 題 検 討 に 附 随 す る問 題 の 検 討

o用 語

o純 技術的問題 との関係(例 えば,他 の国際標準との関係)
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○ 将 来 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 技 術(例 えば コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クの た めの プ ロ トコ ル等)

◎INTERFACE問 題 全般 に関 す る こ と

メ ッセ ー ジ ・エ ラ ー 問題 を検 討 す る に 当 っ て,INTERFACEの 国 際 標 準 が 適 用 し よ うとす る範

囲等 次 の 事項 に つ い て 予 じめ 検 討 し,コ ンセ ンサ ス を得 て お く必 要 が あ る。

O

O

O

O

O

O

ま た,

一 夕伝 送 効 率
,,

・この 日本 の 報 告 に対 し て ,英 国 代 表 のMr.Trafordよ り国 際 標 準 と して のINTERFACE問 題'

'の中 に は ,エ ラ ーの 訂 正 に 対 す る標 準 を含 め るべ き で あ り,SITPROレ ポー トで は 十 分 な 注 意 が

払 わ れ て い な か っ た こ と,及 び ま た国 際 的 に 検 討 され て い な か った こ と を指 摘 し,こ の 点 か ら も 日'

本 の研 究 は 価 値 あ る との 発 言 が み り,併 せ て議 長 よ り,タ イム リ ーに 価 値 あ る報 告 を行 っ、た 日本 に{
対 し て 感 謝 の 意 が 述 べ られ た。'.

2.2.3エ ラー1・メ ッセー ジ問 題 か らセ キ ュ リテ ィ問 題 へ の 発 展

前 項 に て 記 述 し た よ うに,TRADE/WP.4/GE.1に お い て は エ ラー ・ン ッセ ー ジの 責1任問

題 が広 い 意 味 での セ キ ュ リテ ィ問題 へ と発 展 し て きた。

COTISと し て も,国 際 会 議 に お い て取 り上 げ られ た テ ー マで あ る とい う こ とで は な く,COTI・

S本 来 の 研 究 課 題 で あ る'貿 易 情 報 シス テ ム に お け る,デ ー タ ・ベ ー ス構 想"の 一環 と して 研 究 す

i、必要,認 め,。 キ。,デ 澗 題。継続研究す、。と挟 定、,そ して昭和,。編 以降,.W。 、こ

iて研究牒 樋 ね頂 在に至・ている・
三 然 しな が ら,セ キ ュ リタ イの 問題 は非 常 に 巾 が広 く,COTISと し'てそ の範 囲 を ど こ・まで 絞 るが

:ヅ?め 醜 ○ つたが,÷ 応純技術的⑭ 囲及び・・RADE/W…/GE・'1の 場・・〔 ・も・

:共通の問題とじて議 でぎるもの噸 定ぽ クセス'コ ン ト　 ル・㌃ タ'　 ス'ス 凶
1チ ャr・ に っ い て の 作 業 を 行 っ た 。...、.t-

(1)ア ク セ ス ・コ ン ト ロ ー ル

① ユ ー ザ の 認 識 一'∴ ㌶ オ ・ ∵.い ㌦

② パ ス ・ワ ー ド(定 期 的 な 変 更 を 含 む)

③ ア ク セ ス'・ マ ト リ ッ ク ス ・テニ ブ ル 』 … 一 ・パ ー ・∴

適 用 範 囲

適用 メ ッセ ー ジの 種 類

使 用 シ ス テ ム(テ レ ッ ク ス,コ ンピ ュ ー タな どの ハ ー ドウ ェ ア)

標 準化 の 対 象(項 目,フ ォー マ ッ ト,フ ィー ル ドコ ー ドな ど)

書 類 との 両 立 性

書 類 の 代 替 性(証 葱,証 明 書,・有 価 証 券 な ど)

コ ン ピ ュー タの 汎用 性 に鑑 み,貿 易 メ,ッセ ー ジ以 外 の 適用 業 務 を考 慮 し て,使 用 効 率,デ

コ ン ピ ュー タの 他 の 適 用 業 務 等 も問 題 も併 せ て研 究 す る必 要 が あ る。
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令

各 ア クセ ス す る人の レベ ル,範 囲 に よ る読 み 取 り/書 き込 み の 許 可 。

④ ロ ジ カル ・プ ロテ ク シ ョン

論 理 的 な 条 件 を 設定 して,ア クセ スを コ ン トロー ル す る。

(2)デ ー ダ ・ベ ー ス ・ス トラ クチ ャ

デ ー タ ・ベ ー スの 相 互 利用 を効 率 的 に行 うた め に,デ ー タ ・ス トラ クチ ャの 標 準 化,ま たは ス

キ ー マ,サ ブ、・ス キ ー マに よ る 標 準 的 な アク セ ス 方 式 の 採用 。 い

この 結 果 に つ い ては,昭 和50年9月 の 第11回TRADE/WP.4/GE.1に お い て,GE1/

R56関 連 で 日本 政 府 代 表 よ り報 告 した。

本 報 告 に 対 して,米 国 代 表 よ り"セ キ ュ リテ ィ問 題 研 究 の 重 要 性"が 指 摘 され る と共 に,米 国 の

CARDI・S(米 国 貨 物 デ ー タ 交換 シス テ ム)に お い て も,セ キ ュ リテ ィ問 題 を既 に研 究 を 行 って お

り,日 本 の 作 業 に っ い て大 い に関 心 を持 って い る 旨の 発 言が あ った。

ま た,フ ィ ン ラ ン ド代 表 よ り"セ キ ュ リテ ィ問 題 に デ ー タ ・ベ ー ス ・ス トラ クチ ャ まで も取 り扱

うの は 非 常 に難 か し く,従 って メ ッセ ー ジ交 換 の レベ ル に 限定 し て作 業 す る方 が良 い の では な い か"

との 発 言 が あ った 。 プ

・の 問馴 関 して ・ま,・ ・≒ カ ル そ ・'・・ぼ ○ 町 … ざ・ よ.り・新 し … 一 マ とし て催

し た 方 が良 い か もしれ な い との ア ドバ イ ス が あ り,・さ らにDAVID議 長 よ り,各 代 表 に お い て,セ

キ ュ リテ ィ問 題 に関 心 の あ る とこ ちは,直 接 日本 代 表 に連 絡 を ど って ほし い 旨発 言 が あ った。

■

2.3内 外にお ける願 解 シろ、恒 ∫畑 動.向._.

総 合 貿 易情 報 シ ス テム の 形 成 に 資 す る た め,内 外 にお け る貿 易 情 報 シ ス テ ム化 の 動 向 を把 握 す る

こ とは,重 要 な 調 査 事 項 と して い る。' ..い ・,

昭和5。年廊 おいて.∴特記すべ きとどとして一 本においてぽ,'航空貨物に関して・醐 ジ・テ

ムNACCS,輸 入取 引 関 連 ア プ リケ ー シ ョ ン,貿 易情 報 の サ ポ ー テ ィン グ ・シ ステ ム な どの 開 発,
マ ヂ ぷ ヨ ド コ

専 用 端 末機 の 試 作 な ど具 体 的 な プ ゴジ ェ.ク トが 予算 化 され,本 格 的 な 開 発 に 着 手 した 。

海 外 に お い ては,・仏 国SOFIAプ ロジ ェ ク トが 開 発 を完 了 し,昭 和51年4月 当 初か ・らの実 用 開 始

あ亘 理 員,醐 職員噸 輌 ・・と・麺LACE・ 繊13』 ・至・てい・・≦・拡張

緬 典 ・琴国礎(BA)が 蝉 示・てい… が報・られt… まナ・・細 ○ ・昭和50年6

月 のTRADE/WP.・4/GE、1の 席 上CARDIS計 画の 腰 が 各 国 に 公表 さ九 国 際 的}・ も洛 国

δ嗣 遠 デ勾 こ欲 き嬢 響極 るもの・して洛 国の関心を集めア・・

以 下,里RAPE/wp.4の 活 動 状 況 に併 せ て 各 国 の 動 向 に つ い て 概 要 を紹 介 す る 。
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Z3.1国 連 欧 州 経 済 委 員 会 貿 易 手続 簡 易 化 部 会 の 活 動 状 況

国連 欧 州 経 済 委 員 会(略 称ECE)は,貿 易 拡 大 委 員 会 の もとに,貿 易 手続 簡 易 化 部 会(略 称T

RADE/WP.4)を 設 け,「ADPと コ ーデ ィ ン グ」お よび 「記 載 デ ー タ と書 類 」の2っ の 専門 家

会議 に お い て 表2-2の 議 題 に つ い て 具 体 的 な 検 討 を 行 って い る。

な お,昭 和51年 当初 か らは,議 題 別 に タ ス ク チ'一ム制 を と り,個 別 の 問題 に関 して,よ り時 間 を

か け て 具体 的 に検 討 す る こ とに な り,現 在 の と こ ろ,図2-2に 示 す タ ス クチ ー ムが 設 け られ て い

る。

本年 度 は,昭 和50年6月2日 ～6日,9月22日 ～26日,昭 和51年2月23日 ～24日 に会 議 が 行

わ れ,COTISヵ ・ら,日 本 政 府 代 表 の 専 門 的 な ア ドバ イザ と し て,6月 には,水 野 専 門 委 員 長,市

川 専門 委 員,9月 に は,伊 藤 専 門 委 員(同 行 者 小 林 事 務 局 員)を 派 遣 し,セ キ ュ リテ ィ問 題 に関 し

前述 の 報 告 を行 った。

UnitedNations

EconomicandSocialCouncil

EconomicCommissionforEurope

CommitteeonTheDevelopmentofTrade

WorkingPartyonFacilitation

InternationalTradeProcedures

GroupofExpertsonAutomatic

DataProcessingandCoding

TT1-1'
DataEleme'nts&Coding

TT1-2
1nterfaceRequirements

TTl-3
AlignedDocumentationln
ADPSystems

GroupofExpertsonData

RequirementsandDocumentation

TT2-lUniqueConsign-

mentReferenceNumber

TT2-2Signaturesonln-

ternationalTradeDocuments

TT2-31mportProcedures

TT2-4Promotionof

AlignedDocumentation

TT2-5AlignedMultimo-

dedTransportDocuments

T.T.2-6Defini・tionsof

DocumentaryFunctions

図1-2国 連TRADE/WP.4の 組 織
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表1-2昭 和50年 度 にお け るGE1の 活 動

議 題 1975年6月 1975年9月

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トの 研 究 ○ ○

セ キ ュ リテ ィ 問 題 ○ ○

CARDIS計 画 ○ ○

コ ー ドの 標 準 化

。 国 コ ー ド

。 通 貨 〃

。 船 名 〃

。 港 〃1

。 移 動 形 態 〃

。 輸 送 〃

。 梱 包 〃

○

○

○

○

○

○

O

d

○

○

○

○

用語の定義 ○
」

貿易文書における日付の表現 ○ ○

メ ッセ ー ジ構 成 の 標 準化 ○

各 国ADP化 プ ロ ジ ェ ク トの 経 過 ○

ア ラ イ ン ド ・ ドキ ュ メ ン ト とADP化, ○

作業計画の見直し ○

表1-3昭 和50年 度 に お け るGE2の 活 動

匂

議 題 1975年6月
'1975年9月 1975年2月

ア ラ イ ン ド ・イ ン ボ イ ス の レ イ ア ウ ト ○ ○

ECEレ イ ア ウ ト ・キ ー 特 別 会 合 報 告 の 検 討, ○ ○

サ イ ン問 題 ○ ○

危険貨物のデータ項 目と文書化 ○ ○

輸送の流れの図式化 ○

UCRN(貨 物 の 単 一固 有 ナ ン バ ー)の 問 題 ○ ○

文 書 と デ ー タ エ レ メ ン トの 分 析 ○ ○

ISOと の 協 力 ○

航空輸送における簡易化 ○

貿易文書の機能の定義 ○ ○ ○

移 動 形態 コー ド ○ ○

ECEレ イ ア ウ ト ・キ ー よ り の 各 国 の 逸 脱 ○

法 律 問 題 . ○

作業計画の見直し ○ ○

AWBワ ル ソー 協 定 に 関 す る考察 ○

貿 易 文書 の ア ラ イ ソ メ ン ト化 〇

一13一



2.3.2日 本

① 航 空 貨 物 輸入 シ ステ ム

この シス テ ム はNACCS(NipponAirCargoClearanceSystem)と 呼 ば れ,成 田 空 港

に お け る 輸入 貨 物 の 空 港 到 着 か ら,貨 物 の 上 屋 引 取 りまで の 関 連 業 務 をADP化 しよ うとす る計

画で あ って,昭 和49年 よ り大 蔵 省 関 税 局,東 京 税 関 が 中 心 とな って推 進 し て お り,昭 和50年 度 末

を も って 「基 本 設 計(第1次 案)」 を作 成 した 。'

この シ ス テ ム は,税 関 は も とよ り,航 空会 社,上 屋 業 者,通 関 業 者等 関 係 民 間業 界 を 含 め た 航

空 輸 入 貨 物 に関 す る総 合 的 シ ス テ ム で あ って,税 関 手 続 き につ いて は,簡 易 通 関 制 度,納 税 の 自

動 振 替 等,新 制 度 の 創 設 を図 る ほか,民 間業 界 よ りの ア クセ ス にあ た って も,使 用 しゃ す い シ ス

テ ム とす る よ う民 間の 意 見 を取 り入 れ る な ど,考 慮 を 払 って い る。

この シ ス テ ム で は,処 理 を オ ン ラ イ ン方 式 で 行 って お り,デ ィス プ レイ端 末 機 か らのAWB

(エ ァ ・ウ ェイ ビル)情 報 の 受 入 れ と と もに,貨 物 との 照 合,通 関 場 所 や 陸 揚 形 態 に よ る仕分 け

等 を行 う。 これ らに よ り,仮 陸 揚 届 受 理 通 知 書,TACM(TransitAirCargoManifest)

運 送 承 認 通 知 書 等 を出 力 す る と と もに,航 空 会 社 の指 示 に よ り,通 関 業 者 へ 到 着 通 知 書 を 出 力 す

る。 また,上 屋 にお け る貨 物 管 理,搬 出 書 類 の 作 成 を 行 う。

通 関 手 続 関 係 業 務 と し て は,貨 物 の 確 認 と と もに,関 税,内 国 消 費 税 等 の 課 税 計 算,評 価補 正,

他 法 令 チ ェ ック,等 を行 な い,各 種 審 査 に振 分 け られ る。 各種 審 査 には,簡 易 審 査,書 類 審査,

現 物 検 査 が あ り,そ れ らに対 応 し た措 置 が と られ る。

関 税 等 の 納 付 は,銀 行 口座 振 替 方 式 と直 納 方式 が設 け られ て い る。

② 輸 入 取 引 関 連 ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ム

通 商産 業 省 で は,貿 易 手 続 の シ ス テ ム開 発 が 緊 要 な課 題 で あ る と して,昭 和50年 度 よ りこ の 問

題 に つ い て 研 究 を 開 始 し た。

貿易 手 続 は,輸 入,輸 出 あ るい は 海運,航 空 の 輸送 手 段 の 相 違 に よ って,各 々手 続 きが 異 な る。

この う ち,複 雑 な 関 税 付 加 計 算 等 シ ステ ム化 の 要 請 の 特 に強 い 航 空 輸入 税 関 シ ス テ ム との 関 連 か

ら,輸 入 取 引 関 連 に つ い て,航 空 輸入 を 中 心 に 今 年 度 は 調 査 研 究 を行 った。

調 査 に 当 って は,輸 入 取 引 関 連 手 続 きの情 報 フ ロ ー を詳 細 に分 析 す る と と もに,デ ー タ量,手

続 頻 度 等 を 調査 して,現 行 手 続 きの全 体 を把 握 す る と と もに,関 連 業 界 に つ い て,関 係 機 関,業

界 の 役 割 り,そ こ で のEDP化 の 現 状 に っ い て 調 査 し てい る。

各 種 制 度,法 律等 に つ い て も考 察 を行 い,現 行 手 続 きの 中 で どの よ うな 問題 点 が あ るか,シ ス

テ ム化 の ニ ー ズ の把 握,シ ス テ ム化 に 当 って の 制 度,法 律 面 か らの 問題 点 を指 摘 して い る。

これ らを も とに,輸 入 手続 き の シス テ ム化 に 際 して,貿 易 手 続 きは ど うあ るべ きか,望 ま しい

シ ス テ ム化 の 将 来 像 等 の 研 究 を行 った。 シス テ ム 化 の基 本 構 想 とし て は,当 面 の シス テム 化 の 対
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① 貨物到着 ②

]
④

5

申 告 事 項 人 力 通 関 業 →ADP

「 一一 一 一 ー ーー ー ー 一1

甦 量 豊 二・ 一一ー 一…
「一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 「
1入 力 控 プ リ ン ト ア ウ ト1ADP→ 通 関 業

_」L__一 一 「 一 一 　

:

税 額 等 確 認 ・申 告 入 力 通 関 業→ADP

「 一一 ー ー 一 一 ー 一 一 「
1審 査 区 分 定`ADP選
L_________」
「 一 一 一 一 　 一 ー ー 一「
1申 告 控 プ リ ン ト ア ウ トlADP→ 通 関 業

____JL____〒

「一ー一一

⑥ぎ
(簡 易審査扱)

F=ニ=∋==二=口

ll申告確罪 。,。,・DP－ 掴

⑦

(書 類審査 ・現品検 査扱)

(納 税 のな い場合)

齊 類 提 出

審 査

審 査 終 了 人 力

通関業→税関

税関

税関→ADP

L～ 一～ 、一一._,_一 … 」
r

-一 一ー 一⊥一一～ 一.～
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〉

象 業 務,業 務 処 理 概 略,シ ス テ ム 化 の 前 提 条 件,シ ス テ ム化 の ため の 検 討 事 項 を列 挙 し,具 体 化

の た め の 指 針 を策 定 した。

③ サ ポ ー テ ィン グ ・シ ス テム

貿 易 手続 の シ ステ ム 化 に あ た っては,各 関 連 業 界 に お い て も独 自 にADP化 等 が推 進 さ・れ て お

り,シ ステ ム 化 の よ り効 率 的 な 運 用 を 図 るた め に は,よ り高 い レベ ル か ら個別 シ ス テム を統 括 し,

デ ー タの 共用,交 換 等 を行 う必 要 が あ る。 この た め,各 個 別 シ ステ ム 間 で の 情 報 交 換 をよ り円 滑

に行 うた め の シ ス テ ム を,サ ポ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム と名 付 け,こ れ に つ い て の研 究 を,輸 入 取

引 関 連 シス テ ム と併 行 し て,行 った 。

サ ポ ー テ ィ ン グ ・シス テム で は,シ ス テ ム問 の デ ー タ 交換,ユ ー ザ端 末か ら各種 貿 易情 報 シ ス

テ ムへ の 自 由 な アク セ ス を可 能 に す る イ ンタ フェ ー ス機 能,各 種 マ ス タ ー ・フ ァ イルの 一 元 管 理,

機 密 保 護 を含 む セ キ ュ リテ ィ対 策 等 の 機 能 が重 要 とな る。

これ らの 機能 を実現 す るた め,前 記 大蔵 省の 貨物 輸 入 シ ステ ム,通 商産 業 省 の 輸 入取 引 関 連 ア

プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ムの シ ス テ ム 全体 像 を把 握 す る と と もに,入 出 力 デー タを 調 査 し,共 通

項 目化 ・ 一 ド化,デ ー 彊 に つ いて ・分 析 瀧 を行 う ど と もに・ 他 の 貿 易願 シス テ ム ・ 銀 行

シ ス テ ム,商 社 シ ス テ ム,海 外 の 輸入 通 関 シス テ ム 等 に つ い て 調査 し た。

ま た,技 術 的 な 可 能 性 を検 討 す る た め,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワご クに っ い て も研 究 を 行 い,

サ ポ ー テ ィン グ ・シ ス テ ムの 基 本 案 を 作成 して い る。

■

`

2.3.3英 国

英 国 ロ ン ドンの ヒー ス ロ ー空 港 に お い て,1971年 よ り稼 動 して い る航 空 貨物 シ ステ ム(LACE

S)は,輸 入 通 関 お よ び貨 物 管 理 シス テ ム ど じて順 調 に 稼 動 して きた が,開 発 計 画 の フ ェー ズIVに

あ た る 輸出 シ ス テ ムの 開 発 に あ た って,1975年8月BA(BritishAirways)よ りの ク レ ー ム

に よ り,こ の拡 張 計 画は 中 止の危 機 に 瀕 し て い る。

LACES開 発 の 中 心 的 役 割 を果 し て い るNDPS(TheNationalDataProcessingServ-

ice)が 示 した 拡 張 計 画 の 仕 様 書 に対 し,LACESの 最 大 ユ ー ザ で あ るBAは,い くっ か の 欠 点 を

指 摘 す る と と も に,LACESの 輸 出 シス テム とBA独 自で 稼 動 して い る輸 出 貨 物 管理 シ ス1テム を結

合 す る こ とは,BA側 の シ ス テ ムの 能 率 を 大 幅 に 低 下 させ る と して,LACESの この 拡 張 シ ヌテ ム

に 反 対 を表 明 し た。 ・ 』'・.、

BAは,LACES処 理 の25%を 占 め てお りsこ の1社 め み の 脱 退 だ け で もLACESシ ス テム に と

って 大 きな打 撃 で あ るの み な らず,他 の 多 くの 航 空 会 社 もB・Aを 見習 うこ とは必 至 とみ られ,LA

CESシ ス テ ム は大 きな 試練 に 立 た され て い る。"

1976年1月 に,BAは,ハ ー ド ウ ェ アの 切換 え期 限 で あ'る1980年 を最 後 に,現 在LACESで 行

って い る輸 入 貨物 管 理 シ ス テ ム も,自 社 シ ステ ム で実 施 す る こ と と し,そ の 後 は通 関 の み をLAC
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ESで 行 うこ と を表 明 して い る。

この 間 の 事 情 は,シ ス テ ム開 発 サ イ ドと ユ ー ザの コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの 重 要 性,ユ ーザ 保 有 の 自

社 シ ス テ ム と共 同利 用 シ ス テ ムの イ ンタ フ ェー ス と競 合 の 問 題,共 同利 用 シ ス テ ムの ユ ー ザ に対 す

る メ リ ッ ト配分 の分 析 の 問 題 等,今 後 の 貿 易情 報等 共 同 利 用 の シス テ ム に大 きな課 題 を投 げ か け て

い る とい え よ う。

2、3.4仏 国

仏 国 で は,パ リ地 区 の 空 港 に お け る コ ン ピュー タ に よ る通 関 シ ス テム をSOFIAプ ロ ジェ ク トと

し て,1973年 開 発 に着 手 し た 。 しか し,税 関 と エ ァ ・フ ラ ン ス を中 心 と した 航 空 会 社 との 間 で 仕

様 の 調 整 が つ か ず,一 応 の 仕 様 の も とに 設 計 す る こ とで,1974年6月 に 両 者 の 打 合 せ を完 了 した 。

そ の 後,引 き続 き,税 関 は航 空 会 社 との 間 で,両 者 の 要 求 仕様 の 調 整 を計 って きた が 合 意 が 得 られ

ず,・最 終 段 階 に至 り,航 空 会 社 は,こ の プ ロジ ェク トか ら手 を引 き,SOFIAは 税 関 単 一 を スffン

サ ー と して1975年12月 末 に 開 発 が 完 了 し た。 税 関 と して は,今 後 この プ ロ ジ ェク トを大 陸内 地 上

輸 送,船 舶 等 に よ る 輸 出 入 貨 物 に も拡 張 して い きた い意 向 を も って い る。

SOFIAの ソ フ トウ ェ アの 開 発 は,CSIFが 中 心 とな りSEMA,SESAが 担 当 し,イ ンス トラ

ク シ ョン数 で300,000に 達 し た。 ま た,OSに っ い て も,メ ー カ提 供 の もの は使 用 せ ず,全 てCS

IFが 開 発 し た。

投 入 さ れ た ソ フ トウ ェ ア要 員 は,最 高時70名,常 時50名 で,1976年12月 末 に 完成 した。

ハ ー ドウ ェ アはIRIS802台 に よ るデ ュー プ レ ック ス方 式 とな って い る。

費 用 に つ い て は 開 発 資 金 の50%は,ユ ー ザ が 負 担 し,ま た,1タ ー ミナル 当 り年 間8万 フ ラ ン ま

での7年 間 以 内 に つ い て は,運 用 費 の50%ま で を 税 関 に お い て 負 担 す る。

す で に,ハ ー ドウ ェ ア お よ び ソ フ トウ ェ アの 開 発 は 完 了 し,1975年12月 末 に 税 関 に 引 き渡 され

て い るが,税 関 側 の 受 け入 れ体 制 が 整 って い な い た め,1976年4月 よ り稼 動 予 定 との こ と であ る。 ¶

2.3.5米 国

米 国 運 輸 省 は,輸 出入 手 続 に お け る費 用 削減 プ ロ ジ ェ ク トの1つ と し て,1975年6月TRADE

/WP.4に おい て,CARDIS計 画(U.S.CargoDataInterchangeSystem)を 発 表 し た 。

これ に よれ ば,運 輸 省,NCITD,TDCCの3者 に よ り開 発 推 進 され,1974年3月 にCARDIS

草 案 を作 成,推 進 計 画 と達 成 目標 の 実 施 予定 表 が 報 告 され た。 本 シス テ ム は,米 国 内 を流 通 す る全

て の 貨 物 デ ー タ を対 象 とす る と と もに,米 国 が 輸 出入 す る貨 物 デ ー タ を 包含 し て お り,商 品 の表 示

記 述,コ ー ド体 系 等 に つ い て も,国 際 的 調 和 を 目指 し,関 係 各 国 の シス テ ム と も イ ンタ フ ェー ス を

持 つ な、ど,非 常 に大 きな シ ス テ ム を 目標 と して い る。

ま た,開 発 計 画 は,1976年 ま で に実 験 的 イ ンタ フ ェ ー ス ・シ ステ ムを 確 立 し,1977年 に は テ ス

↓
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トお よび 評 価 を完 了 させ,1978年 な い し1979年 に は実 稼 動 させ る とい う非 常 に 急速 な シス テ ム開

発 の 計 画 とな って い る。

シ ステ ム ・コ ン セ プ トに よ れ ば,CARDISの 特 徴 と して,次 の3つ が あ げ られ る。

① 統 一 デ ー タ ベ ー ス概 念 を 導 入 し た こ とで,貨 物 デ ー タは,CARDIS仕 様 に も とづ き 集 中 され

る フ ァイル,ま た は分 散 され た フ ァイル に か か わ らず,統 一 さ れ た デ ー タベ ー ス が構 築 され る。

② メ ッセ ー ジ 交換 機 能 を果 す もの で,ユ ーザ が メ ッセ ー ジ交換 を す る場 合,CARDISセ ン タを

介 し て,必 要 に よ り,ユ ー ザの デ ー タベ ー ス を使用 し,定 形 処 理 また は 編 集 を行 な い 相手 ユ ーザ

に 伝達 す る。

③ 複数CARDISの 概 念 を 導 入 した ことで あ って,CARDISセ ン タの{まか に,地 域 ご と に,ユ

ーザ別(業 界 別)に 部 分 的 な 貨 物 デ ー タ ・フ ァイ ルを 保 有 す る サ ブCARDISを 設 け,必 要 に よ

り,互 に ア ク セ スが 可 能 で あ る こ と。

このCARDIS計 画 に対 し,カ ナ ダは,米 国 と陸続 き とい う こ と もあ り,CARDISの 適用 範 囲,

費 用 分 担,運 営 主 体,業 界 反 応 等 多 くの 問 題 が あ り,ま た,実 用 の 可能 性 に 疑 問 が あ る。

英 国 は,CARDISの ため の 標 準 と国 際 標準 との 調整 に っ い て,ま た,国 際 法 が 特 別 に必 要 とな

るか,必 要 な らば制 定 され るま で の タ イ ム ラ グは ど うす るか 。

ソ連 は,CARDISは,米 国 の 問 題 の み な らず他 の 国 々の ユ ー ザに も影 響 が あ るの で,TRADE

/WP.4で も研 究 す る必 要 が あ る。

な どの 反 響 が あ った。

CARDISに つ い て は,各 論3章 お よ び 付録 資料 の 詳 細 を参 照 の こ と。

■

も
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1.貿 易 デ ー タ 共 用 の た め の 基 礎 分 析

は じ め に

`

繍 査は.貿 易データ期 のための基礎分析を行 うため・港湾締 研究所へ委託し,「 港湾業務

近代化研究委員会」の協力の もとに実施されたものである。

ここでは,輸 蝶 務を中心 とした地域的なデータバンクを締 して横 浜地区をモデ・レに注 と

して定量的側面か ら調査研究を行 ったものである。

なお,今 回の調査は予働 な ものであ り,'今後その酪 は不断鹸 討 され・修正されなければな

らない部分を多 く含んでいる。

1.1輸 出業務 に関す る関連機 関の関連密度の推 定

P

●

1.1.1輸 出業 務 に 関 す る 総括 的 フ ロー チ ャー ト

「総 合 貿易 情 報 シス テ ム調 査 報 告 書 」Hお よ び 皿 に 含 まれ て い る輸出 お よ び輸 入 の フ ロ ーチ ャー

トは,そ れ ぞれ 海 貨 通 関業 者 の 業 務 の ・ ・ 一,そ の 対 象 と範 囲 を 明確 に す る こ とで あ ・ 了こ・ 今 回 は

輸 出 業 務 に関 す る デー タ バ ンクの概 舗 成 を 目的 とし て い るの で ・ 糖 醜 業 都 け で な く,関 連

す るす べ て の業 務 を総 括 的 に チ ャー ト化 し た 。

フロ ー チ ャー トの 作 成 に 当 って は,そ の 内 容 を次 の よ うに三 つの カ テ ゴ リー に分 割 し た。 これ は

業 務 の 体 系が 甚 だ 離 で,1枚 の チ ・一 トに作 成 す る と・ わ か りに く くな る欠 点力sあるか らで あ る・

a)輸 出 業務 の 総 括 的 フ ロー(1)在 来 貨 物

b)輸 出 業 務 の 総 括 的 フ ロー(H)コ ンテ ナ ー貨 物 一 シ ッパ ー ズ ・パ ック

c)輸 出 業 務 の 総 括 的 フ ロ ー(皿)コ ンテ ナ ー貨 物 一 キ ャ リヤ ー ズ ・パ ッ ク

a)在 来 貨 物

海 貨通 関業 者 が,荷 主 を代 行 して 直接 本 船 に貨 物 を 送 りこ む 直積 と,エ ゼ ン ト業 者 が 船 社 を代

行 して 一括 船 積 す る船 積 とを1枚 の チ ャー トに 同 時 に 記 入 ・し ・ か つ 一 つ の シ ップ メ ン トの 時 間 的

関係 を あ らわす た め に,① 荷 受 前,② 入 港 前,③ 入 港 中,④ 出 港後 と,そ れ ぞれ 貨 物 お よ び 本 船

作 業 の 時 間的 経 過 に よ っ て区 分 し た 。 しか し,多 くの シ ップ メ ン ツの 流 れ は,商 品 の性 質 に ょ っ

て異 な り商 取 引 の 繊 や慣 行1金 融 輔}・ よ ・て異 な り,・天 候 遠 路 事 情 そ のイ也多 くの 醗 に

よ って 影 響 され る。 した が って1枚 の チ ャー トで 正確 な 区 分 を行 うこ とは 困 難 で あ るが,一 応 こ

こ に示 して あ る分 割 の ラ イ ンは,概 念 的 な もの であ る。 同様 に各 種業 務 の フ ロー も,商 品の 性 質
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や店 社 の 慣 行,そ の他 の事 情 で異 な っ て く るが,こ こに 示 して あ る もの は 標 準 的 ケ ー スを 想 定 し

て作 成 した もの で あ る。 同 様 の 手 法 が,コ ンテ ナ ー貨 物 の フ ロ ーに つ いて も採 用 され てい る 。

フ ロ ーチ ャー トの 中 に 記 さ れ て い る帳 票 も また,か な りの 省略 が 行 われ て い る。 ここ に示 され

て い る もの は,全 体 の 流 れ のKeyと な る もの ば か りで あ っ て,こ の 流 れ に付 随 して各 業 者 の 企業

内 部 にお い て,多 くの 帳 票 が っ く られ て い るは ず で あ る。 これ らの もの も,各 商社 に よ って著 る

し く異 な るの で,フ ロー チ ャー トか らは 除 外 して あ る。

チ ャー トの 下 段 に,各 業 界 が最 終 的 に フ ァイ ル す る基 本 的帳 票 を列 記 した 。 さ らに,本 船 の 入

出 港 に関 す る多 くの 手続 きが 省略 さ れ て い る。 これ は船 舶 情 報 と して,主 と し て港 湾 管 理 者 が 関

与 す る部分 だか らで あ る。

b)コ ン テ ナ貨 物 一 シ ッパ ー ズ ・パ ッ ク

コ ン テ ナ貨物 の処 理 は,大 別 し て シ ッパ ー ズ ・パ ック,キ ャ リヤ ー ズ ・パ ッ クに分 け られ る 。

シ ッパ ー ズ ・パ ック とは,輸 出 者の 責 任 に お い て,コ ンテ ナ に貨 物 が詰 め られ る場 合,キ ャ リヤ

ー ズ ・パ ック と は,船 社 の 責 任 に お い て コ ン テ ナ に貨 物 が詰 め られ る場 合 で あ る。

シ ッパ ー ズ ・パ ッ クに お い て も,類 型 的 に二 つの ケ ー ス に 分割 され る。 メ ー カ ・ヤー ドに お い

て コ ンテ ナ に詰 め られ るケ ー ス と,海 貨 通 関 業 者 の 倉 庫 に お い て コ ンテ ナ に詰 め られ るケ ー スで

あ る。 この 両 者 の フ ロー が,① の 記 号 で,2段 に分 け られ て 記 され て い る。

コ ン テナ 貨物 の通 関業 務 は か な り簡 略 化 さ れ て い る。 す な わ ち その 約70%は 書 類 だけ の 通 関 で

す ま され る。 この さ い検 定 業 者 お よ び検 数 業 者 が,公 的 な 証 明 機 関 とし て 「バ ンニ ン グ証 明書 」

を,税 関 の 委 任 を受 けて 発 行 す る。

シ ッパ ー ズ ・パ ックの 場 合 に お い て は,当 然 の こ となが ら,荷 主 を代 行 す る海 貨 通 関 業 者 に 業

務 が集 中 し て い る 。

c)コ ンテ ナ貨 物 一 キ ャ リヤー ズ ・パ ック

キ ャ リヤ ー ズ ・パ ッ クは,前 記 の よ うに,船 社 の 責 任 に お い て コ ン テ ナ に貨 物 を詰 め る ケ ー ス

で あ る。 この場 合 はCFSお よ び タ ー ミナ ル ・オ ペ レー タ に業 務 が 集 中 す るの が 特 色 で あ る。 シ

ッパ ー ズ ・パ ッ ク と同 様 に,通 関 の 時 点 の 相 違 で,類 型 的 に二 つ に分 け られ る。 一つ の ケ ー ス は

海 貨通 関業 者 が通 関 をす ませ て 貨 物 をCFSに 持 ち こ む場 合,他 の ケ ース は未 通 関 貨 物 をCFSに

持 ち こん で,CFSで 通 関 す る場 合 で あ る。 タ ー ミナル ・オペ レー シ ョンの 原 則 か らす れ ば,通

関 済 の 貨物 をCFSに 持 ち こ む のが 原 則 と され るが,現 実 に はか な りの 量 の 未 通 関 貨 物 がCFSに

持 ち こま れ る。

上 記 の 関 係 を区 別 す るた め にチ ャー トの 中 で は,① の 上段,① の 下段 に 両 者 の業 務 が わ け られ

て い る 。通1関業 務 の他 の 部 分 は,シ ッパ ー ズ ・パ ック と大 体 同 じ で あ る。
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1.1.2基 本 帳 票 の 選 定及 びExchangeCenterへ の 関連

輸 出 業務 の フ ロー ・チ ャー ト作 成 の 結 果,こ れ らの フ ロー を通 じて使 用 され る基 本 帳 票 の 選 定 を

行 った。 この 内 容 は,次 に 示 す リス トの通 りで あ るが,こ の 場 合 も,在 来 貨物(BreakBulk

Cargo)と コ ンテ ナ貨 物(CoutainerCargo)の 二 つ に分 け られ て い る。そ れ ぞ れの 帳 票 に番 号

を付 し,大 体 に お い て,使 用 の 時 間 的 順 序 に よ って配 列 され て い る。

先 ず 在 来 貨 物 の リス トを見 る と,.1～39の 帳 票 が挙 げ られ て い るが,こ の うちn617のFreight

Chargeと あ るの は,現 在 は存 在 しな い もの で あ る 。 これ を こ こに 挿 入 し たの は,検 定機 関 がCL

M(MeasureList)お よ びS/0ス リ ップ を コ ン ピ ュ ー タで作 成 す る段 階 で,各 運 賃 同 盟 の フ レー

ト ・チ ャー ジを ア ウ トプ ッ トす る こ とが,将 来 の シ ス テム 化 の 上 で非 常 に 合理 的 で あ る し,そ の よ

うにな るで あ ろ う とい う予測 的考 慮 に も とつ く もの で あ る。 また27～37の 多 数の 帳 票 は,検 数 業

者 か タ リー シ ー トか ら展 開 す る もの で あ って,主 と して 船 積 作 業 に 関 す る もの で あ る。 この 部 分 は

将 来,船 積 作 業 の シス テ ム(LoadingSystem)と し て 一括 さ れ るべ き もの で あ る 。

次 に コ ンテ ナ 関係 帳 票 を見 る と,20～29の 帳 票 は,タ ー ミナ ル ・オペ レー タ(CFS)が 作 成

す る もの で,在 来 貨 物 の よ うに,検 数 業 者 の帳 票 は 影 を ひ そ め て し ま う 。但 し現 実 には,コ ン テ ナ

・ヤー ドに お い て,こ れ らの 作業 に従 事 し てい るの は,多 数 の検 教 員 お よ び検 量 員 で あ る。 商取 引

お よ び通 関 に関 す る部 分 は,在 来,コ ン テ ナ と もに殆 ど同 じで あ る。

FreightListとManifestは,デ ー タ ・エ レメ ンッの 分 析 か らは 除外 され て い るが,国 際 的 な

基本 帳 票 に は変 りが な い の で,こ こ に は,在 来 貨 物,コ ンテ ナ貨 物 に関 す る二 つ の リス トに加 え ら

れ てい る。 これ らの もの は,現 在 船 社 の 内 部 業務 と してADP化 が 進 ん で い る。 さ らにExport

CargoStatisticsお よ びPortStatisticsが 加 え られ て い る。 これ らの もの は,シ ス テ ム 化

の 後 に,シ ス テ ムの 中 に 加 え るべ き性 質 の もの で あ る 。
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表1-1
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InsuranceApPlication

InsurancePolicy

貨 物 送 状

包 装 明 細

搬 入 届

入 庫 報 告 書

出 庫 指 図 書

保 管 台 帳

ExportDeclaration◎

FreightCharge

,MeasureList

S/OSIip

StowagePlan

ShippingApplication

ShippingOrder

Mate,sReceipt

BillofLading

搬 出 届

沿 岸 荷 役 指 図 書

TallySheet

陸 積 報 告 書

本 船 積 報 告 書

本 船 荷 役 報 告 書

LoadingList

32,

33.

34.

35、

36.

37.

38.

39.

Add

Voucher(A)(B)

艀 一 覧 表,荷 役 進 行 表

DailyWorkingReport

ExceptionList

ListofLostHours

BlockStowagePlan

FreightList

Manifest

ExportCargoStatistics

PortStatistics

ExportDataExchange構 想 図 汎 例

Source-1:ド キ ュ メ ン ト1が オ リ ジ ナ

ル な イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン に よ っ て 作 成

され る こ と を意 味 す る 。

2-2a:ド キ ュ メ ン ト2が,内 容 を 変 更

し な い ま ま他 に 移 転 さ れ る 。

D十2:新 ら し い デ ー タ(D)が 追 加 さ れ る

16d:新 ら し い デ ー タ を 追 加 さ れ た 帳 票

16。

(Dフ ァ イ ル(File)

IHP:In-HouseProcessingの 略 で,

社 内 業 務 へ の 展 開 を 意 味 す る 。

Rt帳 票 の 返 還 。

この 構 想 図 はDocumentationの 見 地 か ら

の もの で,実 際 の デ ー タ バ ン ク に は 次 の2つ

の もの が,少 く と も追 加 さ れ ね ば な らぬ 。

1.CargoInventorySystem .

2.LoadingSystem
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表1-2KeyDocuments(forContainerCargo)

BookingList』30.BillofLading

CommercialInvoice31.FreightList

PackingList32.Manifest

ShipPingInstruction

ExportDeclaration⑬

ExportLicenseAddExportCargoStatistics

CertificateofOriginPortStatistics

InsuranceApPlication

InsurancePolicy

貨 物 送 状.

包 装 明 細

搬 入 届,搬 出 届

入 庫 報 告 書

保 管 台 帳

出 庫 指 図 書

ExportDeclaration◎

FreightCharge

MeasureList(orCLM)

S/OSIip

コ ン テ .ナ搬 入 票

ContainerStowagePlan(CSP)

ContainerLoadPlan(CLP)

バ ン ニ ン グ証 明 書

DockReceipt(D/R)

(B/LMaster)

危 険 物 リ ス ト

冷 凍 コ ン テ ナ ・リ ス ト

特 殊 コ ン テ ナ ・ リス ト

荷 役 順 序 表

StowagePlan(S/P)

汎 例.

Source-一 口－P-1:ド キ ュ メ ン ト1が オ リ ジ

ナ ル な イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン に よ っ て 作

成 さ れ る こ と を 意 味 す る 。

2-2a:ド キ ュ メ ン トが 内 容 を 変 更 し

な い ま ま他 に移 転 さ れ る 。

D+2・ ドキ ・メ ン ト2唖 らし い デー タ

(D)が 追 加 さ れ る 。

16d:新 ら し い デ ー タ を 追 加 さ れ た ド キ ュ

メ ン ト16。

(D:フ ァ イ ル

IHP:In-HouseProcessingの 略 で 社

内 業 務 へ の 展 開 ・.・,

Rt:ド キ ュ メ ン トの 返 還

こ の 構 想 図 は 主 と し てDoculnentation

の 見 地 か らの もの で,実 際 の デ ー タ バ ン ク に

は,次 の2つ の もの が 追 加 さ れ る こ と が 望 ま

し い 。

1.CargoInventorySystem

2.LoadingSystem
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1.1.3CentralDataExchangeの 構想

在 来 貨 物 お よ び コ ンテ ナ貨 物 に関 す る選 定 され た基 本 帳 票 の 全部 を,1つ の デ ー タベ ー ス(デ ー

タ ・セ ンタ ー)に 関 連 せ しめ る と仮 定 し,そ の 関連 密 度 の概 要 を示 し た もの が,こ の チ ャー トで あ

る。 在 来 貨 物 お よ び コ ンテ ナ貨 物 関 係 を,そ れ ぞれ 別 々の チ ャー トに 作 成 して い る。 こ こに示 され

て い る数 字 は,そ れ ぞ れ基 本 帳 票(KeyDocuments)の リス トに 付 され て い る番 号 を意 味 す る。

周 囲 に そ れ ぞ れの 業 界 の枠 を設 け て,枠 の 中 にそ れ ぞ れ の 業 界 に お け る帳 票 の 内 部 展 開 な い しは 流

れ を示 し,中 央 の 円 に そ れ ぞ れ の帳 票 が 関 連 す る よ うにな って い る。

中央 の 円 は2重 に な っ てお り,外 側 の 円 は,単 純 な デ ー タ交 換(DataExchangeな い し はDa-

taInterchange)を 意 味 し,内 部 の 円 は,セ ・ンタ ー で行 わ れ るべ きデ ータ ・プ ロセ ッシ ングを意

1味 す る
。

こ こで,前 記 の リス トに な い デ ー タ が追 加 され て い る。 そ れ は

AD:AdministrationData

;で,行 政 上の 指 示 を伝 達 す る た め の もの で あ る。 シ ッパ ーす な わ ち 輸 出 者 の デ ー タは,す べ て 海貨

通 関 業 者 を通 じて 中央 の セ ン タ ー に 関 連 す るよ うに 作 図 され て い る。 これ は 後 に出 て くる デ ー タ エ

レメ ンッ の分 析 に お い て,誰 が デ ー タ を エ ン トリーす るか とい う問題 と関 連 し て くるが,実 際 には

シ ッパニ が デ ー タの 或 る もの を 直 接 イ ンプ ッ トす る場 合 が若 干 出 て来 る と思 われ る が・ 大 体 に お い

て海 貨 通 関業 者 が その 大 部 分 を 処 理 し てい る こ とに 間違 い な い 。 何 故 な らば カ ー ゴ を チ ェ ッ クし な

い で,書 類 の デ ー タ を エ ン ㌧リーす る こ とは,甚 だ乱 暴 な 方法 で あ る か らで あ る。

セ ンタ ーの 内部 の円 形 の 処 理 に は す べ てDが 追加 され て い る。 このDは セ ン ター の プ ロ グ ラム に

含馳 力1つセ ンタ 「 に フ ・iル され て い る デ 三 夕で あ るこ と を意 味 す る・

1.1.4関 連 密 度 の推 定

関 連 密 度の 推 定 につ い て は,CentralDataExchangの 構 想 に お い て次 の 結 果 を得 た。 ただ し

・れ敵 定されているデづ ベースの帳票の関係(デ ータの往復)に よ弾 繍 算であって・1つ

の純粋に論理的な ものである。(%の 小数点以下切捨)

① ..在来貨物

海貨通関業者39%

税関(通 関業務)14%

港湾管理者 』4%

検定業者 「12% 、

検数業者"13%

船 社10%
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図1-2Central DataExchange(輸 出 帳 票 関 係)構i想
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エ ゼ ン ト業 者

沿 岸 荷 役 業 者

本 船

合 計

② コ ン テ ナ貨 物

海 貨 通 関 業 者

税 関(通 関 業 務)

港 湾 管理 者

検 定 業 者

検 数 業 者

船 社

タ ー ミナ ル ・オ ペ レー タ ー

フ レ ー ト ・ス テ ー シ ョン

本 船

合 計

8%

1%

4%

100%

32%

13%

1%

11%

2%

8%

10%

21%

2%

100%

米 国CARDISの 分 析 で は シ ッパ ー/フ オ ー ワー ダ ーが 提 供 す る デ ー タが 全体 の61%,キ ャ リ

ヤー が 提供 す る もの が31%と な って い る。 わ が 国 の 場 合 は 関 連 業 務 が多 数 の 業 種 に分 割 され て い

るの で,直 接 米 国 の 数 字 と比較 す る こ とは困 難 で あ るが,通 関 業務 お よび検 量 業 務 を海 貨 通 関 業 と

合せ る と65%,さ らに船 社,エ ゼ ン ト,検 数,本 船 を合 せ る と35%と な る。以 上 は在 来 貨 物 に 関

す る もの で あ る が,コ ン テ ナ貨 物 に つ い て 見 る と,同 様 の計 算 で,海 貨 通関 業56%,船 社 に タ ー

ミナ ル オ ペ レー タ,CFSを 加 えて41%と い う数 字 に な る。

¶
1.2デ 一 夕 エ レ メ ン ツ の 分 析

12.1ア プ ロ ー チ

,11

輸 出 デ ー タ バ ン クの 考 察 に際 して,次 の よ うな アプ ロ ー チ を行 った。 前項 を要 約 す る と

(1)輸 出 の総 括 的 フ ロ ーの 作 成

輸 出 業務 に 関 係 す る諸 業務 の フ ロー を,在 来 貨 物 お よ び コ ンテ ナ貨 物 に分 け て,次 の フ ロ ーチ

ャー トを作 成 し た。

① 輸出 業 務 の総 括 的 フ ロー(1)在 来 貨 物

② 輸出 業 務 の総 括 的 フロ ー(H)コ ン テ ナ貨 物,シ ッパ ー ズ ・パ ック

③ 輸 出 業 務 の総 括 的 フロ ー(皿)コ ン テ ナ貨 物,キ ャ リヤー ズ ・パ ッ ク
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② 基 本 帳 票 の 選 定

以 上 の 輸 出業 務 の総 括 的 フ ロー は 関 連 す る基 本 帳 票 を 次の よ うに選 定 し た 。(表1-1,1-2)

① 在 来 貨 物39

② コ ンテ ナ貨物32

(3)CentralExchangeの 概 念

これ らの 帳 票 を 一 つの デ ー タ ベ ー ス に関 連 させ,単 純 な デ ー タ交換 お よ びデ ー タ ・プ ロセ ッシ

ン グに分 類 して,在 来 貨 物 お よ び コ ンテ ナ貨 物 別 に,そ れ ぞれ の チ ャー ト(関 連 図)を 作成 し た 。

各 業 界 の セ ンタ ーに 関連 す る帳 票 の比 率 は,次 の とお りであ る 。(往 復)

① 在 来 貨 物

海貨通関業者

税関(通 関業務)

港湾管理者

検定業者

検数業者

船 社

エゼ ント業者

沿岸荷役業者

本 船

＼ 合 ・計

3639%

1314%

144%

1112%

1213%

1010%

88%

11%

44%

91100%

在 来 貨 物 の セ ンタ ーに 関 係 す る割 合(帳 票)は,海 貨 通 関 業 が39%で 第1位 を 占 め,こ れ

に通 関 業 務 関 係 の14%を 加 え る と53%は,荷 主 一一 海 貨 の 関 係 とな る 。 次 に同 様 の,仮 定

され て い るセ ンタ ー に関 す る コ ン テ ナ関 係 帳 票 の 関 連 を見 る と,次 の よ うに な る 。

② コ ンテ ナ貨 物 、.『't

海 貨 通 関 業 者

税 関(通 関 業 務)

港 湾 管 理 者

検 定 業 者

検 数 業 者`

船 社

タ ー ミナ ル ・オペ レー タ

フ レー ト ・ス テー シ ョン

本 船

合 計

32

13

1「

11

2

8

10

21♪

2'

100

32%

13%

1%

11%

2%

8%

10%.

21%

2%

100%
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コ ンテ ナ貨 物 の 場 合 に も,海 貨 通 関 業 の割 合 は 大 き く32%,通 関 業 務 を加 え て45%で ある 。

在 来 貨 物 と異 な って,フ レー ト ・ス テ ー シ ョン21%,タ ー ミナ ル ・オ ペ レー タ10%,合 計

31%と い う数 字 が 出 て い るの は.コ ンテ ナ ・オペ レー シ ョ ンの特 殊 性 か ら来 る もの で あ る 。

1.2.2デ ー タ ・エ レ メン ツ 分 析

別 表 に示 す よ うに総 計379の デー タ ・エ レメ ンッ を抽 出 した 。 これ らの デ一 夕 エ レメ ン ッは,現

在 の 帳 票 よ り抽 出 し た生 の もの で,シ ス『テム 化 を前 提 と して の帳 票 の 統 一,デ ー タ ・エ レメ ンッの

用 語 の統 一,さ らに 定 義 を行 う以 前 の 未 整理 の デ ー タで あ る。 帳 票 の フ ォー ム や用 語 の 統 一が,わ

が 国 で は まだ 行 わ れ て い な い の で,各 社 に よ って 用 語 や フ ォー ムが 異 な って い るが,こ とに 示 した

もの は 一 応 標 準 的 と考 え られ る もの であ る 。

次 に,こ れ らの デ ー タ ・エ レメ ンッ を カ テ ゴ リー 別 に七 つ に区 分 した 。

A.関 係 者(Parties)

B.ル ー テ ィン グ(Routing)

C.品 名 等 の デ ス ク リ プ シ ョ ン(Description)

D.商 取 引 デ ー タ(Commercial)

E.政 府 関 係(Government)

F.貨 物 管 理.(CargoInventory)

G.船 積 作 業(Loading)

デ一 夕 エ レメ ンッの 分 析 を行 うに あ た っ て,米 国 のCARDIS(CargoDataInterchange

System)レrf-一 トを参 照 し たが,特 に,Fお よ びGはCARDISに は 存 在 しな い,独 得 の もの で

この経 過 を述 べ る と次 の とお りで あ る 。

① 米 国 と 日本 との運 送 形 態 の ち が い

米国 は大 陸 国 家 で各 州 に分 れ,広 大 な 面積 を持 ち,内 陸 輸送 機 関 は,鉄 道,ト ラ ヅ ク・航 空 機

が,国 際海 上 輸 送,国 際 航 空 輸送 と連結 す るIntermodalTransportationを 形 成 して い る。

船 舶 か ら鉄 道,ト ラ ッ ク,航 空 機 と連 結 す る と こ ろの 大 規 模 の 内 陸 輸送 は,わ が 国 には 存 在 しな

い。 ま た,米 国の よ うに 鉄 道 お よ び トラ ック に よ る外 国 貿 易 も,わ が 国 に は 存 在 しな い 。 わ が 国

の 外 国 貿 易 は,港 湾,空 港 に は じ ま り(輸 出),港 湾/空 港 に終 る。 その後 の 陸 送 は米 国 にお け

る配 送 業 務(drayage)の 範 囲 を で な い 。

② 米 国CARDISの よ うな,海 陸 空 一体 の シス テ ム化 は,わ が 国 で は必 要 で な い とい う印 象 を 受

け た 。

し たが って,わ が 国 に お い ては,米 国 の よ うな 海 陸 空 一体 の シス テ ム 化 の 必要 は 存在 しな い と

考 え られ る。 特 に空 港 と海 港 との 関係 は,海 空 の 輸送 が,米 国 の よ うに'intermodalで は な い

の で,こ の 両部 門 は,業 務 の 内容 も著 し く異 な るし,相 互 に イ ン タフ ェイ スを 持 つ こと を考 慮 し
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なが ら,別 々に シス テム を開 発 し て差 支 え な い と考 え られ る。

③9貿 易 情 報 システ ム を サ ポ ー トす る貨 物 管 理 と船 積 の シス テム

われ わ れ の 当面 し てい る課 題 は 輸 出 貿 易 に 関 す る デ ー タバ ン クの 可能 性 に 関 す る検 討 で あ る
。

この 場 合,既 定 の 方 針 と し て,「 書 類 事 務 」 と 「貨 物 管 理 事 務 」(作 業 関係 業務)を 統 一的 に処

理 す る とい う考 え 方 に 立 って い る。 この理 由 は,港 湾 とい う複 雑 な業 務 の体 系 を通過 す る情 報 の

フ ロー を検 討 す れ ば,当 初 報 告 した とお り(「 総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ム調 査 報 告書 」 〔H〕)港 湾

全体 の フ ロ ーを シス テ ム化 しな い 限 り大 きな 成 果 は期 待 で きな い とい う ご とであ る。 す な わ ち,

£噌ロ ー2(;!c)
1ニ11`i=111

の 実 現 で あ る。

この 実 現 の た め に必 要 な 業 務 が,シ ス テ ム 的 見 地 か ら,次 の よ うに 規 定 され るで あ ろ う
。

a)貨 物 管 理 の シス テ ム(CargoInventorySystem)

貨 物 の 発 送 業 務

包 装

保1税地 域 へ の 搬入 業 務

入 庫 検 量

入 庫 手 続

通 関 事務

船積 の た めの 準備,貨 物 の 整 理

出庫 手 続

在 庫 残 高

出 庫 業 務

b)船 積 作 業 の シス テム(LoadingSystem)

船 積 貨物 の在 庫及 び ス テ ー タ スの確 認

船 積 作業 計 画 の確 認

貨 物 の最 終 保 管場 所 か らの 発 送

本 船 に お け る貨 物 の受 領

本 船 作業 デ ー タ

手 仕 舞 業 務

④ 貨 物 の 発 送 か ら船 積 終 了 ま で の 関 連 デ ー タ ・エ レメ ン ッの 総 数 は379で あ る。 この デー タ数 は

未 整 理 の ま まの もの で あ るが ・ 当 初 第1次 の 考 え方の 整 理 が行 わ れ て い る。 単 純 化,統 一 化 の作

業 は引 続 き行 わ れ な け れ ばな らな い が,当 面提 供 す る デー タ に は,次 の もの が 削 除 され て い る。
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LetterofCredit(L/C)

L/Cに 含 ま れ る デ ー タ はCommercialInvoiceに 出 て 来 る の でL/Cデ …:タ そ の も の は

削 除 し て さ し っ か え な い と 考 え た 。 しか し これ は 外 国 貿 易 の 基 本 帳 票 の 二一つ で あ る の で,CO

TIS提 案 の い わ ゆ る 第1情 報 シ ス テ ム に お い て は,必 ず 含 ま れ な け れ ば な ら な い 。

領 事 イ ン ボ イ ス

そ の 内 容 はCommercialInvoice・ に 網 羅 さ れ て い る し,米 国.や 他 の 国 々 に お い て も廃 止

(削 除)の 意 向 が あ る の で,こ こ で は 削 除 し た 。 、'.・.'

Custom,sInvoice.・

外 国 の 帳 票 で あ る の で,こ こ で は 省 略 し た 。,

FreightList

CargoManifest

何 れ も現 在 船 社 の 社 内 業 務 と し て シ ス テ ム 化 し て い る し,か つ そ の デ ー タ ・エ レメ ン ッ はB

/Lデ ー タ に よ っ て 全 部 カ バ ■ さ れ るの で こ の 表 か らは 除 外 し た 。 但 し,こ れ ら の も の は,L

/Cと 同 じ く国 際 的 取 引 の 基 本 帳 票 で あ る の で,次 の 作 業 段 階 に お い て は 追 加 さ れ る べ き で あ

る 。 一}',

以 上 の 除 外 例 を 除 き,全 体 を 七 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 け た 。

デ ー タ ・エ レ メ ン ッ の カ テ ゴ り 一{

A.関 係 者(Parties)の デ ー タ ・エ レ メ ン ッ ・

B.ル ー テ ィ ン グの デ ー タ ・エ レ メ ン ツ.・,

C.品 名 等 に 関 す る デ ス ク・リ プ シ ョ ン の デ ー ダ ・エ レ メ ン ツ

D.商 取 引 に 関 す る デ ー タ ・エ レ メ ン ッ(Docnmentation)

E.政 府 関 係 デ ー タ'エ レ メ ン ツ

F.貨 物 管 理 の デ ー タ ・エ レ メ ン ツ

G.船 積 作 業 の デ ー タ ・エ レ メ ン ッ ・'.

こ の う ち,Fお よ びGは,前 記 の 理 由 に よ り加 え,こ の 案 独 自 の もの で あ る 。 そ れ ぞ れ の グ ル

ー プ で は
,Aグ ル ー プ で は,そ れ ぞ れ の エ レ メ ン トに 対 し てA1;A2・,A31・ ・… の よ うに,B

グ ル ー プ で はB1,B2,B3… … の よ う に そ れ ぞ れID(識 別 記 号)を 付 し て 整 理 し た 。 こ の

IDは 別 表 デ ー タ ・エ レ メ ン ッ 分 析 表 に そ の ま ま使 用 さ れ て い る。 但 し こ の カ'テ ゴ リ ー の 区 分 は

暫 定 的 な もの で,後 の デ ー タ検 索 等 の シ ス テ ム ・テ ク ニ ッ ク と 関 連 し て,デ ー タ 構 造 論 の 立 場 か

ら 再 検 討 さ れ る べ き もの で あ る 。

⑤ デ ー タ の 重 複 な い し は 転 記 の 回 数 ・

(デ ー タ ・エ レ メ ン ト)(転 記 回 数)・

Shipper(出 荷 空 名)48・ 、e'・
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OceanVessel(本 船 名)

DescriptionofGoods(品 名)

Marks&Nos.

na&KindofPackages

海 貨 通 関 業 者 名

PortofDischarge

PortofLoading

Consignee

S/0!va

Voyage/la

B/L/柘

GrossWeight

パ ー ス 名

Measurement

蔵 置 場 所

NotifyParty

入 港 年 月 日

Quantity

FinalDestination

4

3

1

7

8

0

0

3

3

3

2

2

1

0

0

0

9

9

8

4

4

4

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

以 上 が 上 位20デ ー タ ・エ レ メ ン ッで,以 下 単 一 の1回 使 用 に至 る まで 多 くの 転 記 が く りか え

され て い る。

ここ に提 供 す るデ ー タ ・エ レメ ン ッ分 析 表 は,シ ス テ ム設 計 に至 る ま での 最 初 の 予 備 的 調 査 で

あ って,今 後 引 続 き次 の よ うな作 業 が 行 わ れ な けれ ば な らな い 。

(1)必 要 デ ータ の追 加

a)国 際 貿易 で あ るの で,相 手 国 が 必要 とす るデ ー タ ・エ レメ ン ッの選 定

b)貿 易 情報 セ ン タ ー(仮 りにCenterofTradeInformationSystemの 略 称 と してCO

TIS,あ る い は総 合 貿易 情 報 シス テ ム調 査 委 員 会 が研 究 開 発 し よ う として い る セ ンタ ー と い

う意 味 でCOTISセ ン ター と呼 ぶ こ とに す る)が 内 部 的 プ ロ グ ラム とし て保 有 す べ きデータ ・

エ レメ ン ッの 追 加 。

② 各 エ レメ ン トの用 語 の 統 一 と定 義

オ ー ソラ イ ズ され た組 織 な い し機 関 に よ って,ユ ーザ の コ ンセ ンサ ス を得 て,用 語 の 統 一

お よ び,定 義 を 行 わ な けれ ばな らな い 。

(3)諸 帳 票 の簡 素 化,標 準 化

一34一
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直

前 項 の 作 業 を行 う前 段 階 の 作 業,な い しは 平行 した 作 業 と し て帳 票 の 簡素 化,標 準 化 が 必

要 で あ る 。 この標 準 化 は,次 の よ うな順 序 で行 うべ きで あ ろ う。

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

貨物 管 理

船 積 作 業

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン分 野 に つい ては,さ き に貿 標 委 の 試 案 が あ り現 在 日本 貿 易 関 係 手 続

簡 易 化 協 会(JASTPRO)に お い て検 討 中 であ る。

(4)デ ー タ ・エ レメ ン ト機 能 の 追 加 的 分 析

この 作 業 に よ って,更 に必 要 な デ ー タの追 加 と 削除 を行 うべ きで あ る。

(5)今 後COTISが 開発 す べ き シス テ ム は,.

基本 シ ス テ ム ドキ ュメ ンテ ー シ ョン'シ ス テム

国 際 貿 易 の 領 域 に お け る書 類 事 務 のADP化 が 最 初 に取 りあ げ られ る べ きで あ る。 但 し

これ だけ で は,前 に説 明 し たよ うに不 十分 で あ るの で,こ れ を バ ッ ク ア ップ す る サ ブ シス

テ ム と し て,次 の もの を開 発 す べ きで あ る。

サ ブ シ ス テ ム

a)貨 物 管理 シス テ ム(CargoInventorySystem)

b)船 積 作 業 シ ス テ ム(LoadingSystem)

こ こに示 し た デ ー タ ・エ レメ ンッ は,こ れ らの 三 つ の もの の 領 域 を カ バ ーす る よ うに選 定 し

て あ る。

●

デ 一 夕 エ レ メ ン ッの分 類(書 類 発行 日付 お よ び署 名 は 別 に扱 う)

A関 係 者(Parties)

関 係 者 とは,貿 易 情 報 シス テ ム(輸 出)に お いて 書 類 事 務 お よ び貨 物 の 発送 よ り相 手 国 輸

入 者 に 引 渡 され る ま での 貨 物 の運 送 処 理 お よ び 管理 に関 係 す る機 関 お よ び企 業 を 言 う。

(通 し番 号)

L

2

3

4
1

5

6
,

7

8
,

Al

A2.

A3.

A4.

A5.

A6.

A7.

A8.

通産省貿易局輸出課

通産局(地 方)

通商事務所(港 湾所在地)

商工会議所

税関(大 蔵省 ・日銀)

港湾管理者

外国為替銀行

保険会社
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B

9

α

1

2

3

4

5

6

7
.

&

9

α

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

A9.輸 出 者(shipperで,'商 社 お よ び 直 貿 メ"カ)

AlO.輸 入 者(Consignee)"

AIL通 知 先(NotifyParty)

A12.製 造 業 者

A13.包 装 業 者

'Al4
.'運 送 業 者 ・(陸 運 ・通 運)

A15.海 貨 通 関 業 者

A16.検 定 業 者

Al7.検 数 業 者

A18.上 屋 倉 庫 業 者'

A19.は し け 業 者

A20.沿 岸 荷 役 業 者

A21.船 内 荷 役 業 者'

A22.エ ゼ ン ト業 者'''"

A23.埠 頭 業 者(TerminalOperator,CY,CFS)

A24.船 社"h'・ ・d

ル ー テ ィ ン グ ・デ ー タ

ル ー テ ィ ン グ ・デ ー タ とは 貨 物 の 運 送(Shipment)ル ー トに関 係 す る施 設,運 送 機 器,

仕 出 し,仕 向,蔵 置の 場 所 等 の 関 連 デ ー タを 言 う。

5

6

7

8
1

9

0

1

2

a

4

5

6

7

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

L

2
1

3

4

5

6

7

&

9

0

L

2

3

ユ

ユ

ユ

ハ

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

本 船 名(Vessei;OceanVesS61,'M/S,等 〉

船 長 名(Master)

国 籍(Flag)

航 海 番 号(Voyage!%)'・

仕 向 国(DestinationCountry)

仕 向 港(DestinationPort;PdrtofDischarge)

積 替 港(TranshipmentPort)

積 替 船 名(Transhipmentto)1

接 続 輸 送(Transhipmentto,PlaceofDelivery)

仕 出 港(PortofLoading)

最 終 荷 渡 地(FinalDestinationfortheMerchantReference)

貨 物 発 送 日

貨 物 受 領 日
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C

8

9

0

L

2

3

4
1

5

6

7

&

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

工

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

4

5

6

7

&

9

α

1
.

2
1

3

4

5

6

7

&

9

0
.

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

蔵 置 場 所 ・`

車 輌 番 号

ドレイ マ ン(サ イ ン)

CY(サ イ ン)

コ ンテ ナ置 場(コ ンテ ナ ヤ ー ド,マ ー シ ャ リン グヤ ー ド)

搬 入 日時

本 船 積 込 日時

サ ー ビス ・タ イ プ(受 領)CY,CFS,Doorの 別

サ ー ビス ・タ イプ(配 送)CY,CFS,DoOrの 別

貨 物 発 送 地(From)

貨 物 受 領 地(PlaceofReceipt)

接 続 輸 送(LocalVessel/Precarriageat)

は し け名(船 長 名,は しけ 番 号)

埠 頭 名

ピー や名(船 積 作 業 場 所)

ブ イ番号

上 屋 名(番 号)

沿 岸 回漕

戸 前 受

入 港 口

出 港 日

経 由 港(VoyageVia)

相 手 港到 着 日

荷 渡 予定 日

品 名,荷 姿,重 量 等 に 関 す る デ ス ク リ プ シ ョ ン ・デ ー タ

62.

63.

64.

65.

66.

67.

68.

C1.

C2.

C3.

C4.

C5.

C6.

C7.

品 名(DescriptionofGoods)

品 番

数 量(Quantity)

マ ー ク 及 び 番 号(MarksandNumbers)

純 重 量(NetWeight)

総 重 量(GrossWeight)(Shipment当 りの 外 各 種 ケ ー ス で 使 用)

才 数(容 積)(Measurement/Volume)
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D

9

0

1

2

a

4

5

6

7

&

9
.

α

L

2

3

4

5

6

7

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

&

9

0

工

2

3
.

4

5

6

7

&

9

0

L

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

総 容 積(TolalMeasurement)

ケ ー ス 番 号(Case/釣

統 計 品 目 番 号(税 関 用)

荷 姿(KindofPackages)

コ ン テ ナ 番 号(Containerna)

コ ン テ ナ 数(!%ofContainers)

コ ン テ ナ ・タ イ プ(ContainerType)

コ ン テ ナ ・サ イ ズ(ContainerSize)

コ ン テ ナ 自 重(ContainerWeight/TareWeight)

コ ン テ ナ 総 重 量(GrossWeight)

M/W(Cft)(コ ン テ ナ 詰 貨 物1個 毎 のmeasurement)

W/T(lbs)(コ ン テ ナ 詰 貨 物1個 毎 のWeight)

シ ー ル ナ ン バ ー(Seal/願)

コ ン テ ナ 詰 パ ッ ケ ー ジ 数(TotalNumberofPackages)

C22.取 扱 注 意(SpecialHandling/SpecialInstruction)

C23.温 度(ReeferTemperature)

C24.危 険 品(DangerousLabel/Classification)

C25.品 目 別 容 積 お よ び 合 計

C26.リ ベ ニ ュ ー ・ ト ン(RevenueTons)

商取 引 に関 す る デ ー タ

商取 引 に関 す る デ ー タ とは,国 際貿 易 取 引 上 の書 類(L/C,CommercialInvoice,

BillofLading等 の 商 取 引 に関 す る デ ー タ,お よ び貨 物 運 送,保 管等 に 関 す る取 引関 連

デー タ を言 う。

〔A〕

88.

89.

90.

91.

92.

93.

94.

95.

Commercial

DA1.

DA2.

DA3.

DA4.

DA5.

DA6.

DA7.

DA8.

Invoice

送 状 番 号(Invoicena)

作 成 地/月 日(Place&Date)

貨 物 保 険 金 額(AmountInsuredonCargo)

輸 入 税 保 険 金 額(AmountInsuredonDuty)

L/C!va'

L/C発 行 日

有 効 期 限(ExpiryDate)

L/C開 設 銀 行(IssuingBank)
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6

7

8

9

0

1

0
V

9

9

0
∨

0

0

1

1

〕

2

3

4

5

6

7

&

9

0

!

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

B

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

〔

〕

41

C

-

〔

5

6
.

7

&

9

0

エ

2
.

3

4

5
,

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

DA9.決 済 方 法/条 件,通 貨( ,Terms/MethodofPayment)

DAIO.参 照 番 号(Reference!va)

DA11.単 価(UnitPrice)

DA12.金 額(Amount)

DA13.受 渡 条 件(FOB,CF,CIF)

DAI4.合 計 金 額(TotalAmount)

ShippingInstruction,ShippingApplication

DB1.海 上 運 賃(OceanFreightRate)

DB2.前 払 地(FreightPrepaidat)

DB3.後 払 地(FreightPayable
.at)'

DB4.B/L発 行 地,月 日(Place&DateofIssue)

DB5.オ リ ジ ナ ルB/L枚 数(!vaofOriginalBs/L)

DB6.シ ッ パ ー-ij求 枚 数(ShipPer'sRequirements)

DB7.運 賃 率(Rate)

DB8.建 ト ン 当 り賃 率(Per)

DB9.前 払 金 額(Prepaid)

DBIO.後 払 金 額(Collect)

DB11.為 替 相 場(Ex.Rate)

DB12.前 払 円 金 額(TotalPrepaidinYen)

InsuranceApPIication

DC1.海 上 保 険 証 券 番 号(PolicynaorCertificatcma)

又 は 承 認 状 番 号

DC2.

DC3.

DC4.

DC5.

DC6.

DC7.

DC8.

DC9.

DC10,

DC11.

DCI2.

保 険 金 支 払 地(Claim,ifany,Payableat)

付 保 条 件(Condition)

保 険 金 額(AmountInsu .red)(C/1に 同 じ)

保 険 証 券 発 行 地,月 日(PlaceandDateofIssue)

保 険 証 券 又 は 承 認 状 発 行 枚 数(raofPoliey/Certificateissued)

貨 物 保 険 金 割 合(CIF)(AmountInsured(%):Cargo)

輸 入 税 保 険 金 額(CIF)割 合(AmountInsured(%):Duty)

イ ン ボ イ ス金 額(InvoiceAmount-),、

保 険 料 円 換 算 率(Exch.Rateat)

貨 物 保 険 料 率(Rate:Cargo)

輸 入 保 険 料 率(Rate:Duty)
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126.

127.

128.

〔D〕

129.

130.

131.

132.

133.

134.

DC13.保 険 代 理 店(Agent)

DC14.積 載 船 の 明 細(ParticularsofOceanVessel)

DC15.代 理 店 手 数 料 割 合

BillofLading(B/L)

、

注S/0,B/Lの 主 要 ア イ テ ム はShippingInstructionお よ びShippingAppli-

icationに 網 羅 さ れ て い る 。

1

2

3

4

5

6

の

DD

の

の

の

の

船 荷 証 券 番 号(B/L/κ)

S/0番 号(S/Ond)

ハ ッ チ 番 号(StowedinHacthma)

主 席 検 数 員(Checker)

一 等 航 海 士(ChiefOfficer)

船 長(FortheMaster)

E政 府 関 係 デ ー タ(GovernmentData)

〔A〕銀行証認用E/D

5

6

7

&

9

0

!

2

3

4

5

6

7

&

9

0

工

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

L

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

A

A

A

A

A

.A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

輸出承認又は許可の別

輸出承認番号

輸出許可番号

外国為替(手 形)条 件

L/C取 消不能

L/C取 消可能

D/P

D/A'

送金小切手

その他

手形期限

一覧払

一覧後 日払

船積後 日払

その他

未使用残高

接受年月 日

有効期限
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1

2

a
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0

1

2

3

4

5

6
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&
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α

L

2

a

4

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

EAI9.決 済 方法(信 用 状 の もの)

EA20.買 取 日(銀 行)

EA21.買 取 金 額(銀 行)

EA22.認 証 年 月 日(銀 行)'

EA23.認 証 番 号(銀 行)

EA24.輸 出 許 可 年 月 日(税 関)

EA25.輸 出 許 可 番 号(税 関)

輸 出 申告 書(通 関 用E/D)

EB1.あ て 先(税 関 長)

EB2.輸 出 申 告 年 月 日

EB3.出 港 予定 年月 日

EB4.都 市

EB5.国 家

EB6.本 船 扱"

EB7.ふ 中 扱

EB8.品 名(統 計 品 目番 号)

EB9.生 産 地

EBIO.添 付 書類(免 税,他 法 令)

EB11.仕 入 書

EBI2.輸 出 検査 証 明 書

EB13.輸 出 取 引 承 認 書

EB14.そ の 他 関 税 法 第70条 関 係許 可,承 認 書 等

EBI5.同 上 法 令 名

EBI6.取 扱 区分

EB17.輸 出 貿 易 管理 令 第 条,号 扱

EB18.別 表 第 の 扱 －

EBI9.内 国 消費 税 輸 出 免 税(還 付 金)扱

EB20.統 計 品 目番 号

EB21.単 位

EB22.数 量(第1単 位,第2単 位),

EB23.申 告 価格(円 貨,外 貨 建,FOB等)

EB24.申 告 書枚 数

EB25.保 税 運 送
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0
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C

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

〔

EB26.陸 路

EB27.海 路

EB28.空 路

EB29.期 間(年 月 日か ら年 月 日ま で)

EB30積 込 年 月 日(船 積 確 認 年 月 日)

EB31申 告 番 号(E/Dne)

EB32.積 込 港 符 号

EB33.貿 易 形 態 別 符 号

EB34.仕 向 国(地)符 号

EB35、 通 関 士(記 名押 印)

上 屋荷 捌 地 使 用 許 可 願,上 屋 野積 場 使用 願,港 湾 施 設 物 揚 場 使 用 願

ECl.出 荷 主 名'

EC2.輸 送 手 段

EC3.蔵 置 場 所 の 施 設 名

EC4.蔵 置 場 所 の 種 類 －t'-

EC5.蔵 置 場 所 の使 用 区 画 番 号

EC6.使 用 期 間

EC7.使 用 日数

EC8.'使 用 面積

EC9.外 国貨 物

ECIO輸 出 貨物

ECI1.内 国 貨物

ECI2.搬 入 年 月 日

EC13.搬 出 年 月 日

ECI4.搬 入 に関 す る許 可 又 は 承認 の 種 類,番 号,年 月 日
　

EC15.は しけ船 腹 トン数

EC16.は し け船 長 名

EC17.陸 揚 げ使 用 期 間

EC18.積 込 使 用 期 間

F貨 物 管 理 デ ー タ(CargoInventoryData)

211.

212.

F1.貨 物 送 状 番 号(CargoInvoicena)

F2.ト ラ ッ ク 運 転 手 名
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2
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F
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F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

トラ ック運 賃

貨 物 受領 時 の 状態(ExceptionattheTimeofReceipt)

包 装 料 金

入 庫 番 号

入 庫 数量(才 積,重 量)

入 庫 年 月 日

出庫 数 量(パ ッケ ー ジ毎 容 積,容 積 合計)

出庫 年 月 日

添 付 書 類

残 庫 数 量

申告 月 日

出庫 免 状 番 号

荷 受 者

作 業 担 当者

在 庫 数

保 管 料

荷 役 料

雇 用 調 整 負 担 金

前3者(18,19,20)合 計

搬 出 明 細,許 可,承 認,又 は 届 出番 号

許 可 月 日

荷 主 マー ク(MainMark)

揚 港 マ ー ク(PortMark)

仕 向地 マ ー ク(DestinationMark)

ケ ー ス ・マ ー ク(CaseMark)

原 産 国 マー ク(ExportMark)

品質 マ ー ク(QuantityMark)

数量 マ ー ク(QuatityMark)・

取 扱 注 意 マー ク(CaTeMark)

は い 付 け場 所

保 管 台 帳 番 号

単 価

価 額
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5

5

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

上屋貨物

寄託貨物

便 名

注文番号

倉 番

許可数量

通 関 料

リス ト代

保管料その他

請 求 額

請 求 先

下払メモ

支店支所

年 月 日

倉 庫 名

倉 庫 坪

収容能力

繰 越

月間総入庫(ト ン)

月間総出庫(ト ン)

G船 積 作 業 デ ー タ(LoadingData)

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

G1.

G2.

G3.

G4.

G5.

G6.

G7.

G8.

G9.

G10.

Gl1.

作業種別(輸 出,輸 入)

当初陸積予定数量

前 日迄陸積数量

本 日陸積数量

累 計

差 引

本船荷役開始時間(From)

本船荷役終了時間(to)

経 岸

はしけ積

天候(本 船荷役時)
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2
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2

2
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2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

G12、

Gl3.

G14.

Gl5.

G16.

G17.

Gl8,

G19.

G20.

G21.

G22.

3

4

5

6

7

&

9

0

エ

2

3

4

5

6

7

8

9

0

輻

2
1

Ω

Ω

Ω

㏄

Ω

Ω

Ω

㏄

㏄

㏄

㏄

O

㏄

㏄

㏄

㏄

G3

倒

㏄

脳

作 業 種 別(Discharge,Load,Shift,Reload)

TotalP'kgs(tally)

〃W ./T

〃M/T

Checker(Registered!16Dockside)

Checker(Reg』isteredmaShipside)

M/R件 数

E/D件 数

Sheet!吃

コ ン テ ナ ー 添 付 書 類

Certificate/va

Certificate件 数

作 業 日(Fromto時 間)

Tota1(作 業 個 数)

Total(作 業 細 別 計)

天 候

通 関,未 通 関 の 別

haofP'kgs(方 面 別)

Kgs(方 面 別)

M3(方 面 別)

R/Tons(方 面 別)

CFSオ ペ レ ー タ ー

Containerna(方 面 別)

Sealma(方 面 別)

D/RMa(方 面 別)

Shipper(方 面 別)

Commodity(方 面 別)

n60fP'kgs(方 面 別)

Remarks(方 面 別)

GrandTotal(方 面 別)

ReceivingCargo(方 面 別)

StuffingCargo(方 面 別)

TallySheet・

(ド ッ ク サ イ ド)

(シ ッ プ サ イ ド)

コ ン テ ナ 搬 入 票

ContainerStowagePlan

Certificate

ContainerPackingList

ContainerWorkingReport

CFSReceiving&Stuffing

CargoListSummary

以 上General及 び コ ン テ ナ ・デ ー タ
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㏄

㏄

㏄

艀行先

S/O面 元値数

本目積個数

数量(容 積)

艀積累計個数

〃 重量

荷役開始時間

〃 終了時間

陸横桟数員

(は しけ毎)

(

(

(

(

(

(

!,

〃

ノノ

〃

〃

〃

)

)

)

)

)

)

本 船 荷 役 時 艀 元 個 数P'㎏s

〃M/Wtons

艀 ご と本 日積 高P'㎏s

〃M/Wtons

艀 ご と累 計/残 高P'kgS

〃M/Witons

艀 ご と仕 向 港

〃 遭倉…番(Hatch/la)

荷 役 開 始 時 間(日 時)

〃 終 了時 間(日 時)

荷 役 時 間 内 訳D(日 中)

〃H(半 夜)'

〃A(夜 中)

作業依頼書

陸積報告書

艀横付明細

本船積報告書

以上艀直積データ

330.

331.

332.

333.

334.

335.

336,

33Z

338,

339.

G65.

G6'6.

G67.

G68.

G69.

G70.

G71.

G72.

G73.

G74.

積 荷 上 屋(船 積)

積 荷 は し け(船 積)

積 荷 通 過

Waiting(Date)

〃(Fromto)時 間

Gang

Reason

RiggingGear(Date)

〃(Fromto)時 間

Gang
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3

3

3

3

3

3

3

3

G75HatchMa

:;1:∫再tchO竺lose;:1:)、 。)時間

G78.Gang

G79.Hacthna

G80.ForemanSupply(Date)

G81.〃(Fromto)時 間

G82.Men

G83.Tota10rderedGangs(Date)

"(D

:T・)日 中G84・

G85.』"(N.T.)夜 間

G86.〃(Total)

G87.ForkLiftOperation(Date)

G88.〃(Fromto)時 間

G89.Capacity

G90.Units

G91.Pres.WirePkg/Pits/■a

G92.Tally(本 船 種 付 量)(Total)

G93、"(W/T)

G94.〃(M/T)

G95.PreslingWire-Pice

G96.PalletizePits

G97.A.F.(種 付 略 図)

G98.Sheet/ta

G99.Foreman(サ イ ン)

G100.Tally(Sheet/ra)

G101."(Ton,W/M)

G102.〃

G103.ハ ッ チ 毎 横 付 量(P'kgs)/va1～M・7別 々 に 記 入
.

G104,〃(Stow)

G105.Remarks

GIO6.Draft(入 港 時)

G107.WorkingTime(ハ ッ チ 毎)
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373.

374.

375.

376.

377.

378.

379.

G108.

G109.

G110.

GIIL

G112.

Gll3.

G114.

LostHours .(ハ ッ チ 毎,中 食,そ の 他 の 理 由 に よ る)

NetHours(ハ ッ チ 毎)

TotalLostHours

Remarks

Draft(出 港 時)

Damage(NatureofDamage

&Remarks)

E.L.発 行 日(ExceptionList)

本 船 荷 役 報 告 書

Voucher

TallySheet

DailyWorkingReport

ExceptionList

LoadingCargoList

ReportofCargoRehandl-

ing

ListaofLo .stHours

DailyReportofWork

BユockStowagcPlan

etc.

以上ステベ船積及び本船積 データ

,

.

,

4
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表1-3デ 一 夕 エ レ メ ンツ分 析 表 関 連 記 号

1.帳 票 等

*統 一帳 票 デ ー タ(貿 標 委)

Aシ ッ プ メ ン トの 追 跡

BCommercialInvoice

CShipPingInstruction

DShippingApplication

EInsuranceApPlication

FlnsurancePolicy

G輸 出 承 認 書

H銀 行 認 証 用E/D

IExportDeclara垣on(税 関)

JShippingOrder.

KBillofLading

L貨 物 送 状

M入 庫 報 告 書

N保 管 台 帳

0出 庫 報 告 書

PCLM・

QS/0ス リ ッ プ

R沿 岸 作 業 指 小 書

Sタ リ ー シ ー ト(倉 出 し)

T陸 積 報 告 書 『

U本 船 タ リ ー シ ー ト

V本 船 積 報 告 書

r[.関 連 業 種分 類

Sシ ツパ ー

F海 貨 通 関 業 者

C運 送 業 者

B銀 行

1保 険 会 社

D仕 向地/コ ンサ イ 二 －

G政 府機 関

M検 定 業

T極 数 業

0オ ペ レー タ ー 、

'

`

r

2

a

4

5

6

7

8

9

バ ン ニ ン グ 証 明 書

コ ン テ ナ 搬 入 票

CLP

DockReceipt

危 険 物 貨 物 リ ス ト

ヤ ー ド ・プ ラ ン

荷 役 順 序 表

StowagePlan

特 殊 コ ン テ ナ ・リ ス ト
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表1-4デ ー タ エ レ メ ン ッ 分 析 表

l

O
O

ー

カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの 提 供 者 データの受領者/使 用者 下記の諸機能お よび帳票をサポートする
一別ID

SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV123456789

CO ブ ッキ ン グ!吃 C
.

SFCD ACD234

A9 シ ッパ ー/輸 出 者 S
.

SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPRT149

A10 コ ンサ イ ニー/輸 入 者 S SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJK49

Al1 通知先 S SFCBIDGMTO *ABCDJK4

DA1 イ ン ボ イ ス!% S SFBID *BCDEF

DA2 インボ イス作成地/月 日 S SFBID *BC

DA3 貨物保険金額 S SBID *BEF

DA4 輸入税保険金額 S・ SBID *BEF

DA5 L/C/飯 S SBIDG *BGH

DA6 L/C発 行 日 S SBIG *B

DA7 有効期限 S SBIG *BC

DA8 L/C開 設銀行 S SBIG *B

DA9 決済方法/条 件 S SBG *BGH

DA10 参照番号 S SIG *BG

DA11 単 価 S SBIDG *BCEFGH

DAI2 金 額 S SBIDG *BCEFGH

DA13 受渡条件 S SBIDG *BC

(FOB/CE/CIF)

DA14 合計金額 S SBIDG *BC

DB1 海上運賃 C SCD *CDK4

DB2 前払地 C SCBD *CDJK4

DB3 後払地 C SCBD *CDK4
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羅二⌒

撫

B

オ

シ

運

ト

前

後

為

前

海

承

保

付

保

保

同

貨

輸

イ

保

貨

輸

保

積

代

,

4

5

6

7

8

9

0

1
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1

2

3

4

5

6
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カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの 提 供 者 データの受領者/使 用者 下記 の 諸 機 能 お よ び帳 票 を サ ポ ー トす る

一別ID SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV123456789

DD1 船荷証券番号(B/L%) C SCDTO ヌ(AJKS34

DD2 S/O番 号 C
-SCDTO

*AJSU

DD3 ハ ッチ 番 号 C SCDTO *AC－

DD4 主席検数員 C SCTO *AKU

DD5 二 等航海士‥ C SCTO *AKU

DD6 船 長(B2) C SCTO *AK

B1 本船名 C SFCBIDGMTO *ABCDIJKUV348

B3 国 籍 C SFC *ADEK

B4 航海番号 C SFC *ADK4

B5 仕向国 C SFCID *AI

B6 仕向港 C SFC *ABCDEIJKRSTUV4

B7 積替港 C SFCIb *ABCDEIJKRSTUV4

B8 積替船名 C SFC・ID *ABCK

B9 接続輸送 C SFCID *ABCK4

BlO 仕出港 S SFCID *ABCK34

B11 最終荷渡地 S SFCI層D *ABCK34

B12 貨物発送日 SC SFCD *AKL

B13 貨物受領 日 SFCMTO SFcb *AMSU4

B14 蔵置場所 F SFC *AMNR68
ノ

B15 車輌番号 FC SFC *AL24

B16 ド レ イ マ ン(サ イ ン) C SFC *A2

B17 CY(サ イ ン) C SFC *A2

B18 コ ン テ ナ置 場 0 SFC *A678

B19 搬入 日時 FO ! SFC *AM2

」
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B20 本船積込 日時 0 SFCD *AUV6

B21 サ ー ビス タ イ プ(CY, S SFCID *ABEF234

CFS,DOOR,受 領)

B22 サ ー ビ ス タ イ プ(CY, S SFCID *ABEF234

CFS,DOOR,配 送)

B23 貨物発送地 S SFCI AELR2

B24 貨物受領地 FO SFCI AELR24

B25 接続輸送 S SFCI *ABEK

B26 はしけ船名 TO SFC ARST

B27 埠頭名 FO SFC ATUV

B28 ピ ー や 名 FO SFCG ATV

B29 プ ィ名 0 SFCG ATUV

B30 上屋名(番 号) FO SFCG ASTV

B31 沿岸回漕 F SFC ACDISTV

B32 戸前受 0 SFC ACDTV

B33 入港日 C SFCG AIS

B34 出港日 C SFCG AIK

B35 経由港 S

'

SFCIDG ABCDIK

B36 相手港到着日 C SFCD A

Cl 品 名 S SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVI2345

C2 品 番 S SFCBID ALMNO

C3 数 量 ST SFCBID'GMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV12345

C4 マ ー ク S SFCBIDMTO *ABCDIJKLMNOPQRSTUV134

C5 純重量 S SFC DIJKLMNO4

C6 総重量 SM SFCDGMTO BCDIJKLMNOPQRTV124

C7 才数(容 積) SM SFCDMTO DIJKLMNO4
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カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの 提供 者 データの受領書/使 用者 下 記 の 諸 機 能 お よ び帳 票 を サ ポー トす る

一別ID SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV123456789

C8 総容積 SM SFCDGMTO BCDIJKLMNOPQRTV124

C9 ケ ー ス番 号 S SFCDMTO .AB'(PackingList)J

C10 統計品目番号 F G・ 1

C11 荷 姿 S SFC'DMTO ABCDIJKLMNOPQRSTUVI234

Cl2 コ ン テナ番 号 S
、

SFCDGO *ACI・123456789

C13 コ ンテ ナ数 S SFCDGO *CIJK24678

C14 コ ン テ ナ ・タ イ プ S SFCDGO CK24

Cl5 コ ン テ ナ ・サ イ ズ S SFCDO C2468

Cl6 コ ン テ ナ ・自 重 S SFCDO C248

C17 コ ン テ ナ総 重 量 S SFCDO *C248

C18 M/W(CFT) S SFCD B'

C19 W/T(ibs) S SFCD B'

C20 シ ー ル/" S SFCDGMTO *AC134

C21 パ ッケ ー ジ総 数 S SFCD *C134

C22 取扱注意 S SFCDMTO *C12345678

C23 温 度 S SFCDO *C12345678

C24 危険品 S SFCDMTO *C123456789

C25 品目別容積及び合計 S SFCD B'134

C26 リ ベ ニ ュ ー ・ ト ン S SFC CK4

EA1 輸出承認又は許可の別 S SFBG GI

EA2 輸出承認番号 S SFBDG GHI

EA3 輸出許可番号 S SFBDG GHI

EA4 外国為替手形条件 S SFBDG GHI

EA5 L/C取 消不能 S SFBDG GHI.

s ` ■
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カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの提 供 者 データの受領者/使 用者 下記 の 諸 機 能 お よ び帳 票 を サ ポ ー トす る

一別ID
SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUv123456789,

EB17 輸出貿易管理例条,号 扱 F SFG 1

EBI8 別表第 の 号扱 F SFG 1

EB19 内国消費税輸出免税扱 F SFG 1

EB21 単 位 F SFG 1

EB22 数 量 F SFG 1

(第1単 位,第2単 位)

EB23 申告価格 F SF(1 1

EB24 申告書枚数 F SFG I
I

EB25 保税運送 F SFGO 1

EB26 陸 路 F SFGO 1

EB27 海 路 F SFGO 1

EB28 空 路 F SFGO 1

EB29 期 間 F SFGO 1

EB31 申告番号 F SFG 1

EB32 積 込 港 コ ー ド F SFG 1

EB33 貿 易形 態 別 コ ー ド F SFG 1

EB34 仕 向 国(地)コ ー ド F SFG 1

.EB35 通関士名 F SFG 1

F1 貨物送状番号 S SFCO ALM2

F2 トラ ック運転 士名 S SFCO L

F3 ト ラ ッ ク運 賃 C SFCO

F4 貨 物 ス テ ー タ ス F SFCO A

F5 包装料金 F SFCM L

F6 入庫番号 FM SFM AMNO
`
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カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト
1

デ ー タの 提供 者 データの受領書/使 用者 下記 の 諸 機 能 お よ び 帳 票 を サ ポ ー トす る,

一別ID SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVI23456789

F54 月 間 総 入 庫(ト ン) F SFGMTO N

F55 月間 総 出 庫(ト ン) F SFGMTO NO

G1 作業種別(輸 出,輸 入) T SFCTO T
'

G2 当初陸積予定数量 T SFCTO
『T

G3 前 日迄陸積数量 T SFCTO T

G4 本 日陸積数量 T SFCTO T

G.5 累 計 T SFCTO T'

G6 差 引 T SFCTO T

G7 本船荷役開始時間(From)T SFCTO UV

G8 本船荷役終了時間(to) T SFCTO UV

G9 経 岸 T SFCTO AUV

GlO は し け積 T SFCTO AUV

Gll 天 候 T SFCTO UV

G12 作業種別 T SFCTO UV

G13 総 個 数 T SFCTO UV

G14 W/T T SFCTO UV

G15 M/T T SFCTO UV

G16 検数員(ド ックサイ ド) T SFCTO UV

G17 検数員(シ ップサイ ド) T SFCTO UV
一

G18 M/R件 数 .T SFCTO UV

G19 E/D件 数 T SFCTO UV

G20 シ ー ト% T SFCTO
'UV

G21 コ ンテ ナ添 付 書類 T SFCTO UV

G22 証明書〃`件数 T SFC、TO UV
,
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G24 総作業個数 T SFC'TO UV

(本船荷役開始時)
,

G52 はしけ元個数 T SFCTO V

G54 はしけ毎本 日積高(P'kgs)T SFCTO v

G55 〃(M/wt) T SFCTO
'V

G56 はしけ毎累計/高 T SFCTO V

(P'kgs)

G57 〃(M/wt) T SFCT』0 V

G58 はしけ毎仕向港 T SFCTO V

G59 〃 倉 番 T SFCTO・ V

G62 荷 役 時 間 内 訳(日 中.) T SFCTO, UV

G63 〃(半 夜) T
『SFCTO

UV

G64 〃(夜 中) T ,SFCTO UV

G68 作業待時間(日 付) T SFCTO UV

G69 〃(From-to) T SFCTO 、 UV

G70 ギ ャ ン グ T SFCTO UV

G71 理 由 T SFC、TO UV

G72 リツギ ングギヤー(日 付) T SFCTO UV

G73 〃-(From-to) T SFCITO
'

UV

G74 ギ ャ ン グ T SFCTO UV

G75 ハ ッチ番 号 T SFC-TO UV
'

G76 ハ ッチ開/閉(日'付) T
o

SFCTO UV

G77 〃(From-to) T SFCTO UV

G78 ギ ャ ン グ T SFCT・O UV
一

G79 ハ ッチ番 号 T SFCTO UV
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カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの 提 供 者 データの受領者/使 用者 下記 の 諸 記 能 お よ び帳 票 をサ ポ ー トす る

一別ID
SFCBIDMTO SFCBIDGMTσ *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV123456789

G80 フォアマンサプライ(日 付) T SFCTO ,UV

G81 〃(From-to) T SFCTO UV・

G83 オ ー ダ ー ・ギ ャ ン グ 数 T SFCTO

、

UV

一 (日 付)

G83' "(P .T.) T SFCTO UV

G84 〃(N .T.) T SFCTO UV

G85 合 計 T SFC.TO UV

G86 フ ォーク リフト稼動(日 付) T SFCTO UV

G87 〃(From-to) T SFC『TO UV'

G88 キ ャ パ シ テ ィ T SFCTO UV'

G89 ユ ニ ッ ト T SFCTO UV

G90 プ レス リン グ,ワ イ ヤ ー T SFCTO UV

P'kgs/Pits/吃

G91 ターリー総 数(本 船種付) T SFCT=0 UV

qg2 〃(W/T) T SFCTO UV

G93 〃(M/T) T SFCTO UV

G94 プ レ ス リ ン グ T SFCTO UV

(ヴ ィ ヤ ー/ピ ー ス) 「

G95 パ レ ッ ト(ビ ッ ツ) T SFCTO UV

G96 A.F.横 付 略 図 T SFCTO UV

G97 シ ー ト% T SFCTO UV

G98 フ ォァ ー マ ン(サ イ ン) T、 SFCTO UV

G99 タ リー シ ー ト茄 T SFCTO UV

G100 〃(tonW/M)
T SFCTO UV

∩ , も
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G101 タ リー シ ー ト(容 積) T SFCTO UV

G102 ハッチ毎横付 量(P'kgs) T SFCTO UV

G103 〃(ス ト ウ) T SFCTO UV

G105 入 港 時 ドラ フ ト T SFCTO UV

G106 ハ ッチ 毎 作 業 時 間 T SFCTO UV

G107 ハ ッチ毎 ロス ト・タイム T SFCTO UV

G108 〃 ネ ッ トイ乍業 時 間 T SFCTO UV

G109 総 ロ ス ト ・ ア ワ ー T SFCTO UV

G111 出港 時 ドラ フ ト T SFCTO UV

G112 ダ メ ー ジ T SFCTO UV

G113 エクセプション ・リス ト発 行 日 T SFCTO UV

A1 通産省貿易局輸出課 S SFG GHI

A2 通産局 S SFG GHI

A3 通商事務所 S SFG GHI

A4 商工会議所 S G 1

A5 税 関 F SFG 1

A6 港湾管理者 FO SFCGO HI、

A7 外国為替銀行 S SFBG AEF

A8 保険会社 S SFBG *AEF

A12 製造業者 S SFBG *AEFHILM－

A13 包装業者 S SF

A14 陸運業者 S SFCO ALM

A15 海貨通関業者 S SFCGMTO *ACDIJKLMNOPQRSTUV1234

A16 検定業者 M SFCMTO MNOPQ13

A17 検数業者 T SFCMTO RSTUV1356789

A18 1二屋 倉 庫 業 者
"

F SFCGMTO MNORT
－ 亀⇔



カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト デ ー タの 提 供 者 データの受領書/使 用者 下 記 の 諸機 能 お よ び帳 票 を サ ポ ー トす る

一別ID
SFCBIDMTO SFCBIDGMTO *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV123456789

A19 はしけ業者 F SFCGMTO STUV

A20 沿岸荷役業者 F SFCGMTO RST

A21 船内荷役業者 F SFCGMTO UV

A22 エ ゼ ン ト業 者 O SFCGMTO LMNOPQ56789
'

A23 埠頭業者 O SFCGMTO JLMNOPQUVI23456789

A24 船 社 S SFCBIDGMTO *ACDEFIJKUVI23456789
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1.3デ ー タ量 及 び デ ー タ サ イ ズ,デ ー タの 提供 者 と 利 用 者

1.3.1ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 頻 度

1シ ッ プ メ ン ト当 りの デ ー タ量 は,1シ ッ プ メ ン ト1品 目,1マ ー ク とい う仮定 の も とに5,000

キ ャ ラ ク タ ー とい う推 計値 を得 た 。(付 録H参 照)こ れ を コ ー ド化 す れば,3,000と い う計 算 を行

っ た。

オ ン ラ イ ン に よ る シ ップ メ ン ト ・デー タの保 存期 間は,各 方 面 で現 在 行 って い る シ ス テ ム化 の経

験 を もと に し て オペ レー シ ョン ・ベ ース で60日,事 務 処 理 ベ ー スで90日 とい うの が 妥 当な線 で あ

る。現 在 オ ン ラ イ ン処 理 を し て い る場 合 で も,ハ ー ドウ ェアの 性 能 に よ っ て60日 と し て い る と こ

ろ もあ る が,デ ー タバ ンクを 考 慮 す る場 合 には 最 少 限90日 とい う線 が 妥 当 で あ る と考 え られ る。

商社 等 の 決 済 機 能 を果 す た め には,更 に30日 を必 要 とす るが,シ ス テ ム ・サ イ ジ ン グの 見 地 か ら

は,90日 とい うの が適 当で あ る と考 え られ る 。米 国 のCARDISに お い て も,こ の90日 とい う数

値 を採 用 しよ う と して い る。 港 湾 に お け る オペ レー シ ョンの ラ7イ リン グは45日 を 平 均 値 と考 え

るo

トラ ンザ クシ ョ ンの頻 度 に っ い て は,次 の よ うな計 算 を行 った 。

1ケ 月 間(平 均 値)の 横 浜 港 に おけ る帳 票 処 理 件 数

ExportDeclaration50,000(枚)

BillofLading*37,000

ShippingOrderB/Lに ほぼ 同 じ

CommercialInvoice通 常E/Dと 同 じ

囲*B/L枚 数 は,B/L作 成 料 を 支 払 った もの35,000枚,こ れ に無 料 でB/Lを 作 成

した もの を2,000枚 と推 計 した 。 実 際 には 今 少 し 増 加 す る 可能 性 が あ る 、

確 実 なKeyと な る数 値 はE/Dの50,000件/月 であ る。

この1ケ 月 のE/D件 数 を1日 にな おす(50,000÷20日)と 約2,500で あ る。さ らに1日 の作 業

時 間 を7時 間 とす れ ば,2,500÷7時 間1時 間 当 り360件 で あ る。 次 に 将 来 デー タベ ース を設 定 し

た場 合 主 要 な 業 界 が,そ れ ぞ れ デ 一 夕 ベ ー スヘ ァ クセ ス す る割 合 す な わ ち トラ ン ザ ク シ ョ ンの頻 度

を考 え る必 要 が あ る 。

先 ず 海 貨 通 関 業 者 で あ るが,セ ンタ ーへ の ア ク セ スは,在 庫 管理,E/Dお よ びB/Lの 三 つ に

大別 され る。 在 庫 管 理 の 件 数 は,日 に よ っ て異 な り1社 で1日1～2件 の こ と もあ れ ば,300件 に

も達 す る こ と もあ る 。 セ ンタ ー へ の ア クセ スは,そ の3倍,す な わ ちShippingInstructionの

3倍 とみ られ る。E/D,B/Lは 大 体 同 じ数 と見 て,こ れ も 日に よ って 異 な る。 港 全 体 の 量 を考

察 す れ ば,E/D1件 に対 し て,そ れ ぞ れS/1,B/Lも1件 つ つ と仮 定 す る。 この 仮 定 は 若 干

の 誤差 を 含 む で あ ろ うが,業 界 の経 験 か らす れ ば,そ の 誤 差 は3～4%に と どま る もの と 見 られ る。

一63一



以 上 の 仮定 を基 礎 と して 次 の よ うに計 算 す る。

1時 間 当 りの 海 貨 通 関 業 者 の トラ ンザ ク シ ョン頻 度

在 庫 管 理360×3ア ク セ ス=1,080

S/1360×2

E/D360×2

B/L1

そ の他2

〃=720

"-720

"360

〃720

合 計3,600

す な わ ち,横 浜 港 全 体 の 海 貨 通 関 業 者 の1時 間 当 りの トラ ンザ ク シ ョ ン頻 度 は3,600あ る。 これ

を先 に示 し た関 連 密 度 の 推 計 比 率 に関 連 させ,海 貨 通 関 業 者 の 比 率 を50%と す る(検 定 業 者 を加

えた65%と い う数 字 か ら検 定 業 者 を 引 去 った もの)と,港 全 体 の 業界 の セ ンタ ー へ の ア ク セ スの

頻 度 は 倍 とな り,1時 間 に7,200回 で,こ れ を1日(7時 間)に な お す と50,400回 とな る で あ ろ う。

す な わ ち,こ の 数値 を1時 間7,200と 決 定 す る。

これ は,何 れ も雑貨 を主 体 と して 考 察 した 数 字 で あ る。

1.3.2入 出 力 デ ー タ ・サ イ ズ,デ ー タの 提 供 者 と 利 用 者,時 間 的 要 素

デー タ ・エ レメ ンッ分 析表 に よ って,現 在 す で に'シス テ ム化 され て い る部 分 お よ び推 定 に基 づ き

デ ー タの サ イ ジ ン グを行 った 。 将 来 デ ー タ ベ ー ス設 定 の 場 合 に基 本 的 デ ー タ とな るで あ ろ うと思 わ

れ る277の デ ー タ ・エ レメ ン ッ を選 定 し付 録Hに 示 して あ るよ うに,各 エ レ メ ン トの 最大 桁 数,累

計,お よ び コー ド化 に対 す る可 能 性 の検 討 を行 った 。

最大 の桁 数 は1品 目 に つ き マ ー クの 「20桁 ×10行=200」 で あ っ たが,マ ー クの 処 理 問題 は今

後 の 一つの 課 題 とな るで あ ろ う。277の デー タ ・エ レメ ン ッの 累計 は,今 回 の 集 計 で 計 算 で きた数

字 は4,582ま での もの で あ っ た。 これ に討 議 の結 果,推 計 を 加 え て,1シ ップ メ ン ト当 りの キ ャ ラ

クタ ー を5,000と 推定 し た。 コー ド化 す れ ば,こ の 数 値 は3POOと な るで あ ろ う。 コ ー ド可能 と見

られ る もの は,付 録Hの リス トに 列 記 して示 し て あ る。

デ ー タの 提供 者 お よ び利用 者 に つ い て は,デ ー タ ・エ レメ ンッ分 析 表 に お い て,各 エ レメ ン トの

発 生 源(提 供 者),お よ び利 用 者,関 連 す る帳 票 お よ び機 能 が 示 さ れ て い る。 こ こで,シ ッパ ーが

提 供 す るよ うに記 され てい る エ レメ ンッの 主 要 部 分 は,実 際 には 海 貨 通 関 業 者 が 提供 す る。 これ は

主 と して ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・カ テ ゴ リー に属 す る もの であ って,貨 物 の在 庫 管理 の カ テ ゴ リー

に入 る もの は,主 とし て海 貨 通 関 業 者(一 部 を検 量 業 者)が 提 供 す る。船 積 作業 に関 す る もの は,

検 数 業 者 の タ リー シー トか ら展 開 され る(在 来 貨 物),ま た は タ ー ミナル ・オ ペ レ ー タ(CFS)提

供 に よ る もの で あ る。 この よ うに,'デ ー タの 提供 者 の 数 は限 られ て い るが,利 用 者 は 更 に広 汎 に わ

た っ てい る(分 析表 参 照)。
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1シ ップ 当 りの 時 間 的 経 過 は 甚 だ まちまちであ る。通 常,貨 物 を工 場 か ら出 してか ら2～3週 間 と

され て い る が,こ れ は貨 物 の 種 類 に よ って その 処 理 が 著 し く異 な るの で ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー ス で な

い と正 確 な デ ー タ を 得 る こ とが で きな い 。 また これ を類 型 的 に ま と め る こ とは 危 険 で あ る。 す な わ

ち誤 りを犯 す公 算 が 甚 だ し く大 きい 。 時 間的 経 過 に作 用 す る要 素 は,そ の外 に も甚 は だ大 きい もの ・

が あ る。 商取 引の 慣 行 に よ る相 違,金 融 事情 の 影 響(た とえ ば 月末 集 中),コ ス ト面 か らの 要 素

(は し け,ト ラ ッ ク等 の 運 送 手 段),行 政 上 の措 置 が 及 ぼ す影 響(通 関 関 係,パ ー ス指定 等 々),

そ の他 天 候 事 情 や道 路 交 通 事 情 も影 響 を及 ぼ す で あ ろ う。 何 れ に して も,平 均 値 とし て2～3週 間

とい うもの が,業 界 の 経 験 値 と して 得 られ る。 この 時 間 は,貿 易 事 務 の 簡 素 化 の 上か ら注 目す べ き

で あ る。 た とえ ば,横 浜 積 一 米 国 太 平 洋 岸 の 海上 運 送 に要 す る時 間は8日 な い し9日(高 速 コ ン

テ ナ船 に よ る),太 平 洋 岸 か ら米 国 東 岸,た とえ ば ニ ュー ヨ ー ク ま での 鉄 道 輸送(ピ ギ ー バ ッ クあ

るい はCOFC)は5日 間 で あ る。 これ によ って,貨 物 が 走 っ てい る時 間 よ り港 頭 に滞 留 し て し)る

時 間 の 方 が,は るか に 長 い とい うこ とで あ る。 米 国港 湾 に お け る滞 留 時 間 を これ に加 え る と,港 湾

にお け る業 務 処理 の 高 速 化 が極 め て 重要 な課 題 とな るで あ ろ う。

次 に,ト ラ ンザ ク シ ョンに要 す る時 間 で あ る が,こ れ は 主 と して 処理 の 内 容 お よび 機器 の性 能 に

依 存 す る。 デ ー タが,磁 気 テ ー プで送 られ て きて,ダ イ レ ク トに イ ンプ ッ トす れ ば,処 理 速 度 は非

常 に早 くな る。 現 実 に は,マ ー ク シー トの 利用,テ レ ック ス ・テ ー プ とカ ー ドとの 組 合 せ 等 に よ る

処 理 が 広 く行 わ れ て い るが,入 力 媒 体,出 力 媒 体 の 速 度 に よ って 所 要 時 間は 著 し く異 な っ て い る。

プ ロ グ ラム の 内容 も ま た速 度 に 与 え る影 響 の 一つ で あ る。 一つ の 例 で あ るが,現 在 行 われ て い る も

の を参 考 ま で に 示 す と200伴 な い し300件 の イ ンプ ッ ト作 業 が15分 な い し30分 を要 し て い る。

イ ンボ イ スや シ ッ ビ ン グ ・イ ン ス トラ ク シ ョンが 磁 気 テ ー プで くるか,シ ッパ ーか らオ ン ラ イ ンで

送 られ て 来 る・と速 度 は 非常 に 早 くな るが,こ れ を 港 で イ ンプ ッ トす るこ とに な る とか な りの 時 間 を

要 す る。 た とえ は,オ フ ラ イ ンで紙 テ ープ に打 って入 力 す る とす れ ば1件 当 り3分 な い し5分 を要

す るで あ ろ う。磁 気 テ ー プ にす れ ば,約1分 前 後 と考 え られ る。

1.4想 定 さ れ る デ ー タ 共 用 シ ス テ ム の フ ィ ー ジ ビ リ テ ィに つ い て

(フ ィ ー ジ ビ リ テ ィと予 期 され る効 果)

(1)以 上 に検 討 した 港 湾 に お け る輸 出 の デー タ共 用 シス テ ム構 想 につ い て は,討 議 の 結果,十 分 に

現 代 の コ ン ピ ュー タ技 術 の範 囲 内 にあ る こ とが結 論 づ け られ て い る。 但 し,論 理 的 には 十 分 の 可

能 性 を持 っ てい るが,技 術 的 な細 部 の 各論 お よ び業 界 の 関係 づ け に か な りの 日時 と努 力 と を必 要

とす るで あ ろ う。 この観 点 か ら,特 に シ ッパ ー側 の 協 力 が 重 要 で あ る と考 え られ る。

② 仮 定 され た 共 同 シス テ ム ・セ ンタ ーの 設立 を 可能 に す る第 一 の 条件 は,こ れ に よ って 生 じ る メ

リ ッ トの 合 理 的 配 分 で あ る。 す で に,ド キ ュ メ ンテ ー シ ・ンを 全 部 機 械 化 す る とす れ ば,年 間

8,000億 円 の メ リ)ト が あ る こ とが 報 告 され て い る し・B/Lが1日 早 く荷 主 の もとに 上 っ て く
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れ ば,月 間100億 円 くらい の 金 利 負 担 の軽 減 が 可 能 で あ ると 考 え られ る。 ま た本 船(1万 トン級)

が1日 早 く出 港 で きれ ば,船 社 は1隻 に つ き100万 円 の経 費 の節 減 が で き る で あ ろ う。 これ らの

メ リ ッ トは,シ ッパ ー(荷 主)お よ び船 社 が 割 合 多 く受 け る とい うこ とが 考 え られ,港 湾 サ イ ド

の メ リ ッ トは比 較 的 少 い。 し た が って,統 一的 な シ ス テ ム化 に よ って 生 じ る彪 大 な メ リッ トは,

これ を生 み 出 した 作業 の 現 場 に も一淀 の 率 を 定 め て返 され るべ き もの で あ る。 港 湾側 の コ ンセ ン

サ ス を得 る第 一の 条件 が,こ の メ リッ トの 合 理 的 配 分 にあ る もの と考 え られ る。

⑧ 機 密保 護 お よび プ ラ イバ シ ー の問 題 が 多 くの 業 者 の関 心 の対 象 で あ った 。 セ キ ュ リテ ィ問題 は

広 汎 な 問 題 であ るの で,こ の 点 に関 す る 十分 な技 術 的,制 度 的 措 置 が考 え られ な け れ ば な らな い

と考 え られ る。

(4)シ ス テ ム設 計 の 前 段 の 作 業 と して,統 一 コ ー ドの 作 成,帳 票 の 標 準 化 が 必 要 で あ るが,そ れ に

も増 して重 要 な こ とは,業 務 自体 の 標 準 化,こ れ に対 す る レ ジス タ ンス の 除 去 に あ ると考 え られ

る。 この 問題 の 解 決 には,何 等 か の 制 度 的 な 配慮 が必 要 で あ る と考 え られ る。

㈲ この シ ス テム を設 定 す る上 か ら,税 関 の 輸 出通 関 業務 の シ ス テ ム化 が 重 要 な1つ の ポ イ ン ト と

な るで あ ろ う。 む しろ通 関 の シス テ ム が全 体 を リー ドす る立場 に あ る とい う考 え方 が,多 くの 業

者 の 見解 で あ っ た 。 さ きに 述 べ たパ ラ グ ラ フ2と も関 連 して,新 らし い シ ス テ ム料 金 の 体 系 が 設

け られ な け れ ばな らな い と い う意 見 も提 出 され た。

(6)貨 物 の 流れ と書 類 の 流 れ と を 検 討 した 結 果,荷 主 側 で の 貨物 の 発 送 シ ス テム を確 立 し,標 準 化

の要 請 が 多 く提 出 され た。 これ にっ い て は,す で に 「総 合 貿易 情 報 シス テ ム調 査 報 告書 」Hで 述

べ られ て い る が,あ らた め て 付録 に 説 明 を加 え た。 特 に,パ ッキ ン グ リス トの 作 成 者 と して の包

装 業 者の 地 位 が,デ ー タの 提 供 者 と し て,加 え られ な けれ ば な らな い と考 え られ る。

(7)期 待 され る効 果 と して,パ ラ グ ラフ2に 述 べ た よ うに,シ ッパ ー や船 社 の 期 待 効 果 に対 し て,

港湾 関 係 者の そ れ は比 較 的 小 さい もの であ るが,そ れ で もな お か な りの メ リ ッ トを得 る こ とが で き

る。 た と えば,B/L作 成 の た め大 手 の 海 貨 業 者 で は多 くの 専 従 職 員 をか か え て い るが,管 理 費

を 入 れ て月 給30万 とし て も,大 手 の 場 合 で は 月 間300万 円 程 度 の 削 減 は 可 能 で あ ろ う。 ま た海

上 運 賃 の 問 会 せ の た め に,海 貨 と船 社 との 間 に 交 され る電 話 の お びた だ し い 量 と,こ れ が 自動 化

さ れ る こ とに よ って 船 社,海 貨 と もに多 くの メ リ ッ トを得 る こ と が で きる 。 そ の他 作 業 会社 に お

い て も在 来 船 で船 内 荷 役 作 業 の ロ ス タ イ ムは40%と 算 定 され,そ の 間 船 社 も作 業 会 社 も無 駄 な

賃 金 を払 っ てい るの で あ る が,こ の ロス タ イム の 多 くが作 業 と情 報 との組 合 せ の 不 足 か ら来 て い

る と考 え られ る 。

その 他 多 くの場 所 で,こ うし た作 業 上 の ロ スが 存 在 す る。 これ らの ロ スは,情 報 シス テム の 完

備 に よ って救 われ る もの が 多 い と見 られ る。
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1.5付 属 資 料

1.5、1基 本 デ ー タ ・サ イ ズ 算 出 表

カテゴリ デ ー タ エ レ メ ン ト 最 大
累 計

コ ー ド

備 考一別ID 桁 数 化可能

CO ブ ッキ ン グ% 5～10 10

A9 シ ッパ ー/輸 出 者 120 130 ○ 住 所,社 名,支 店名

A10 コ ンサ イ ニ/輸 入 者 120 250 ○ 住 所,社 名,支 店 名

A11 通知先 120 370 ○ 特 定 の とこ ろは 略 称 で 足 り る。

DA1 イ ン ボ ス46 5～10 380 頭 に 商社 名 を入 れ,年 間 ラ ンニ ン グ ナ

ンバ ー 部 課(品 種)を 添 付

DA2 インボス作 成地/月 日 38 418 地 名 最大30年 月 日(19000000)8

DA3 貨物保険金額 10～15 433 小数を含む 単位記号2 .

DA4 輸入税保険金額 1(卜一15 448

DA5 L/C/危 1(ケー15 458 ○ RL－ 銀行(2)支 店表 示(4)一 追 番(不 定
'

一5)

DA6 L/C発 行 日 .8 466

DA7 有効期限 8 474

DA8 L/C開 設銀行 30～50 524 ○ 行 名 ・支 店名

DA9 決済方法/条 件 20 544 決済方法(代 金回収時期(8)手段②決済

通 貨(3)条 件(7))

DA10 参照番号 5～10 554

DAll 単 価 10～15 569 小数を含む

DAI2 金 額 10～15 584 小数を含む

DA13 受渡条件(FOB等) 3 587 表意がよい

DB1 海上運賃 10 597

DB2 前払地 30 627

DB3 後払地 30 657

DB4 B/L発 行地 30 687

DB5 オ リ ジナ ルB/L枚 数 1 688

DB6 シ ッパ ー要 求 枚 数 2 690

DB7 運 賃 率(Rate) 5 695 小数を含む

DB8 トン当 り運 賃 率 5～10 705

DB9 前払運賃額 10 715

DB10 後払運賃額 10 725

DB11 為替相場 5 730

DB12 前払円金額 10 740

DCl 海上保険証番号又は承 5～10 750

認状番号
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カテゴリ 最 大 コ ー ド

デ 一 夕 エ レ メ ン ツ 累 計 備 考
一別ID 桁 数 化可能

DC2 保険金支払地 30 780

DC3 付保条件 30 810 ○'

DC4 保険金額 10～15 825

DC5 保険証券発行地/月 日 38 863 発 行 地(30)月[1(8)

㏄6 同上発行枚数 2 865
`

DC7 貨物保険金%(CIF) 4 869 頭(2)下(2)

DC8 輸入税保険金%(CIF) 4 873

DC9 イ ンボ イ ス金 額 10～15 888

DC10 保険料円換算率 5 893

DC11 貨物保険料率 4 897

DC12 輸入保険料率 4 901

DC13 保険代理店 30 931

DC14 積載本船明細 30～50 981

DC15 代理店手数料割合 4 985

DD1 船荷証券番号(B/壌) 10 995

DD2 S/O/吃 10 1ρ05

DD3 ハ ッチ番 号 1 1,006

DD4 主席検数員 20～30 1,036

DD5 一等航海 士
20～30 1ρ66

DD6 船 長 20～30 1ρ96
`

B1 本船名 20～30 1,126

B3 国(船)籍 15 1,141 ○ コ ー ド化 で は ③

B4 船舶番号 5～10 1ユ51

B5 仕向国 15 1ユ66 ○ コ ー ド化 で は(3)'

B6 仕向港 30 1ユ96 ○ 同 」二

B7 積替港 30 1,226 ○

B8 積替船名 25～30 1,256 ○

B9 接続輸送 30 1,286 ○
没

B10 仕出港 30 1,316 ○
A

B11 最終荷渡地 30 1,346

B12 貨物発送 日 8 1354

B13 貨物受取 日 8 1362

B14 蔵置場所 30. 1,392

B15 車両番号 5～10 1,402
v

トラ ック,貨 車,

、B16 ド レ イ マ ン 20～30 1,432 」

B17 CY担 当者 2(ン～30 1,462

B18 コ ンテ ナ 置場 30 1492
、
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カテゴリ 最 大 コ ー ド

デ ー タ エ レ メ ン ト 累 計 備 考
一別ID 桁 数 化可能

B19 搬入日時 12 1,504 (8)+時 分(4)

B20 本船積込 日時 12 1,516

B21 受取 サ ー ビ ス タ イ プ 1 1,517 ○

(DOOR等)

B22 引 渡 サ ー ビス タ イ プ 1 1,518 ○

B23 貨物発送地 30 1,548 工場名

B24 貨物受領地 30 1,578

B25 接続輸送 30 1,608

B26 はしけ船名 25～30 1β38

B27 埠頭名 15 1653 ○

B28 ピ や 一 名 4 1β57

B29 ブ イ名 5 1,662

B30 上 屋 名 ・番 号 30 1,692

B31 沿岸/回 漕の別 1 1β93 選択のみ

(到 着 ル ー ト)

B32 戸前受(TRS/%) 1 1β94 〃

B33 本搬入港日 8 1,702

B34 出港 日 8 1710

B35 経由港 30 1,740 ○

B36 相手港到着 日 8 1,748

C1 品 名 30～60 1β08 1単 位 の シ ップ メ ン トは1品 名 と限 ら

な い 。

C2 品 番 5～10 1,818

C3 数 量 5 1,823 ケ ー ス単 位

C4 マ ー ク 200 2ρ23 20桁 ×10行

C5 純重量 7～10 2ρ33 単位を含む

C6 総重量 7～10 2ρ43 同 上

C7 容 積 8 2ρ51

C8 総容積 8 2P59

C9 ケ ー ス番 号 10 2P69 ㈲+⑤ ～ 行を変えて分割,通

C10 統計品目番号 7 2ρ76 ○ 番 で な く飛番 が あ り伸 び あ り。

Cll 荷 姿 15 2ρ91 ○

Cl2 コ ンテ ナ番 号 14 2,105 ○

C13 コ ン テ ナ 数 3 2,108 1シ ップ メ ン トに要 す る個 数

Cl4 コ ン テ ナ タ イ プ 2 2,110 ○

C15 コ ン テ ナ サ イ ズ 2 2,112 ○

C16 コ ンテ ナ総 重 量 5 2,117 コ ンテ ナ1個 当 た り(小 数 を含 む)
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カテゴリ 最 大 コ ー ド

デ ー タ エ レ メ ン ト 累 計 備 考一別ID
桁 数 化可能

C17 M/W(cft) 6 2ユ23 コ ン テ ナ1個 当 た り(小 数 を 含 む)

C18 W/T(1bs) 5 2,128 同 上

C19 コ ンテ ナ 自重 4 2,132

C20 シ ー ル/危 12 2,144 (4}一(7)

C21 パ ッケー ジ総 数 4 2,148 コ ン テ ナ1個 内 蔵 数

C22 取扱注意 30 2,178

C23 温 度 7 2,185 (3)～(3)

C24 危険品 2 2,187 グ レー ド分 類

C25 品目別容積一合計 8 2,195 (4),(4)

C26 リ ベ ニ ュ ー ト ン 7 2202

EA1 輸出承認又は許可の別 1～5 2207 ○

EA2 輸出承認(許 可)番 号 13 2220 ○ 通 産局名(3)一 商品分類(1)一 年(2)一 迫番(5)

EA3 L/C(取 消 不 能 ・可 1 2,221 「

能別)

EA4 手形条件(D/P,D/ 1 2,222 ○

A,小 切 手)

EA5 手形期限 5 2,2.27 ○ 一 覧 払 ・否(1)・ 一 覧 後 日払(4)・ 船 積

後 日払(共 通)

EA6 未使用残高 1(〉～15 2242 通貨単位を入れる

EA7 接受年月日 8 2250

EA8 有効期限 8 2,258

EA9 決済方法 1 a259 ○

EA10 銀行買取 日 8 2,567

EAI1 認証年月 日(銀 行) 8 2,575

EA12 認証番号(銀 行) 17 2,592 ○ RC－ 銀 行 表 示(2}支 店表 示(4)年(2}一

追 番(5)

EA13 輸出許可年月日(税 関) 8 2,600

EA14 輸出許可番号(税 関) 12 2β12 ○ 現状は申告先税関分署 ごとに通関業者
1

(3)一迫 番(4)申 告 番号 と同 －

EB1 税関長(宛 先) 15 2β27 文字打出しが原則,特 定化 している

EB2 輸出申告年月日 8 2β35

EB4 都 市 30 2β65 文字表記

EB5 国 家 15 2β80 同上

EB6 本船扱一ふ中扱 1 2β81

EB12 輸出検査証明有無 1 2β82

EBI3 輸出取引証明有無 1 2β83

EB17 輸出貿易管理令 条 号扱6
1

2β89
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カテゴリ 最 大 コ ー ド

一別ID
デ ー タ エ レ メ ン ト

1 桁 数
累 計

化可能
備 考

EBI8 別表第 の 号扱 4 2β93

EBI9 内国消費税輸出免税扱 1 2,694

EB21 単 位 4 2,698 文 字 表 記 第1単 位② ・第2単 位(2)

EB22 数 量(第1単 位,第2 10 2708 (5)・(5)

単位)
1

EB23 申告価格 10' 2,718 、

EB24 申告書枚数 2 2720

EB25 保税運送の有無 1 2,721

EB26 同 ルー ト(陸,空,海 路) 1 2,722

EB29 同期間 16 2,738 (8)か ら(8)ま で

EB32 積込 港 コー ド(税関 用) 3 2741 ○

EB33 貿易形 態別 コード(") 3 2,744 ○ 第1符 号(1)・ 第2符 号(1)・ 第3符 号(1)

EB34 仕向国 コー ド(〃) 3 2,747 ○

EB35 通関士名 20～30 2777

F1 貨物送状番号 5～10 2787

F2 トラ ック運 転 手 名 20～30 2,817

F3 ト ラ ッ ク運 賃 7 2β24

F4 貨 物 ス テ ー タ ス 3～30 2,854 ○ 注書 きを含む

F5 包装料金 7 2,861
'

F6 入庫番号 5～10 2871 現 状 通 関 業 営 業 所 番 号(3)一 迫 番(4)

F7 入庫数量 10 2,881 セ ッ ト数(5)十 ヒ。一 ス 数(5)

F8 入庫年月日 8 2β89

F9 出庫数量 10 2,899

F10 出庫年月日 8 2,907

Fl1 残高数量 10 2,917

F13 輸出申告年月日 8 2,925

Fl5 荷受者 30 2,955 ○ 企業名

F16 担当者(作 業担当) 30 2,985

F18 保管料 7 2,992

F19 荷役料 7 2,999

F20 雇用調整負担金 6 3005

F32 は い つ け場 所 5 3,010

F33 保管台帳番号 10 3,020 年 月 日 ・セ ク シ ョ ン ・入 庫 番 号(年 ご

とに追番が多い)

F34 単 価 8 3,028

F35 価 格 10 3,038

F36 上屋貨物 ・倉庫貨物別 1 3ρ39
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カテゴリ 最 大 コ ー ド

デ 一 夕 エ レ メ ン ツ 累 計 備 考
一別ID

桁 数' 化可能

F38 便 名 5～10 3ρ49 トラ ッ ク,貨 車,は し け

F39 注文番号 8～10 3,059

F40 倉 番 3 3,062

F41 許可数量 10 3,072 (5),(5)

F42 通関料 5 3,077

F47 下 払 い メ.モ 6(ト200 3,277
.

10項 余 の ア イ テ ム あ り,数 量(4),支

払 先(4),金 額(7),18桁 ×10

F50 倉庫名 30 3,307 ○

GO 作業年月日(陸 積) 8 3315

G1 作業種別(輸 出輸入) 1 3,316

G2 当所陸積予定数量 5 3321

G3 前日迄陸積数量 5 3,326

G4 本 日陸積数量 5 3,331

G5 累 計 5 3β36

G6 差 引 5 3,341

G7 本船荷役開始日時分 12 3,353

G8 同 終了時分 4 3357

G9 経岸/は しけ積の別 1 3,358 1

Gl1 天 候 6 3364

Gl2 作業種別 1 3,365

(Load.Dis.,

Reload,Shift)

G13 総個数(陸) 3 3,368 タ リー シー トは1作 業 ごとの 記 録

G14 W/T 7 3375

Gl5 M/T 7 3β82

Gl6 シ ップ サ イ ド検 数 員 20～30 3,412

G17 ド ックサ イ ド検 数 員 20～30 3,442

G18 M/R件 数 3 3,445

G19 E/D件 数 3 3,448

G20 シ ー ト!% 2 3,450

G21 コ ン テナ添 付 書 類 10 3460

G22 証明書%件 数 ユ3 3473 %脚+件 数(D

G24 総作業個数 5 3,478 作業残高

(本 船荷役開始日)

G52 はしけ元個数 5 3483 荷役開始前

G54 はしけ毎本 日積高(Pkg) 5 3,488

G55 〃(M/W) 7 3,495

一73一



カテゴリ

ー別ID
デ ー タ エ レ メ ン ト

最 大

桁 数
累 計

コ ー ド

化 可 能
備 考

G56 はしけ毎累計積 高(Pkg) 5 3,500

G57 〃(M/W) 7 3,507

G62 荷役時間内訳 210 3,717 (ハ ッチ名(D・ 時 間 帯 別(1)・ 開 始 時 間

(4)・終 了 時 間(4))× 作 業 時 間帯3× 最

大 ハ ッチ数7

G68 作業待時間(日 付) 9 3,726 ハ ッ チ 名(1)・ 日付 ⑧

G69
!

〃(From-to) 20 3746 (時 間(4)・ 時 間(4))×5

G70 ギ ャ ング数 7 3,753 ギ ャ ン グ 数(1)× ハ ッ チ 数7

G71 理 由 30 3183

G72 リ ツ ギ ン グ ギ ャ 一 時 間 252 4,035 (ハ ッチ 名(1)・ 開 始(4)・ 終 了(4))×1

日4回 ×7(ハ ッチ 最 大 数)

G73 同 ギ ャン グ数 7 4ρ42 ギ ャ ン グ数(D×7

G75 ハ ッチ開 閉 時 間 119 4,161 (ハ ッ チ 名(1)・ 開 始(4)・ 終 了(4)・ 開 始

(4い 終 了(4))×7

G76 同 ギ ャ ン グ数 7 4,168 (1)×7

G80 フ ォマ ン サ プ ライ時 間 63 4231 (開 始(4)・ 終 了(4)・ ハ ッチ 名(1))×7

G58 はしけ毎仕向港 6 4237 ○

G82 オーダーギ ャング(日 付) 8 4245

G83 ギ ャ ン グ数(D.T) 2 4,247

G84 同(N.T) 2 4249

G85 合 計 2 4251

G87 フォー ク リフ ト稼 便墳寺間 48 4299 時 間(8隊6(ハ ッチ 数)

(From-to)

G88 同キ ャパ シテ ィ ・ユ ニ ッ ト 24 4,323 ((3)・(1})×6

G90 プ レ ス リ ン グ ワ イ ヤ 4 4327 個 数 ②/ワ イ ヤー数(1)

Pkg1パ レッ ト%

G91 タ リー個数(本 船横 付) 4 4,331

G92 同(W/T) 7 4β38

G93 同(M/T) 7 4345

G94 プレスリンクてワイヤ/ピ」ス) 4 4349

G95 パ レ ッ ト(ビ ッ ツ) 4 4,353

G96 A・F横 付 略 図 10 4,363 通 常 ハ ッチ%と 組 み 合 わせ 倉(4)一 階(3)

一平 面(3)を表 示

G97 シ ー ト/循 1 4346 パ レ タ イ ズ ドカ ー ゴ リ ス ト用

G98 フ ォ ア マ ン(サ イ ン) 20～30 4394

G99 タ リ ー シ ー ト/% 3 4,397

G100 〃(W/T) 7 4,404
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カテゴリ
デ ー タ エ レ メ ン ト

最 大
累 計

コ ー ド

備 考
一別ID 桁 数 化可能

G101 タリー シー ト%(M/T) 7 4411

G102 ハッチ毎横付量(Pkg) 5 4416

G103 〃(M/T) 7 4,423

G105 入 港 時 ドラ フ ト 6 4429 船 首(2)・ 船 尾 ② ・単 位(2)

G106 ハ ッチ 毎 作 業 時 間 28 4457 (4)×7

G107 "ロ ス タ イ ム 28 4,485 (4)×7

G108 〃 ネ ット作業時間 28 4513 (4)×7

G109 総 ロ ス ト ア ワ ー 5 4,518

G111 出 港 時 ドラ フ ト 6 4,524

G112 ダ メ ー ジ 50 4,574

G113 エクセプ治 ソリスト(日 付) 8 4,582

A1 通産省 30～10 ○

A2 通産局 30～10 ○

A3 通商事務所 30～10 ○

A4 商工会議所 3(卜 一10 ○

A5 税 関 3(ン～10 ○

A6 港湾管理者 3(ト10 ○

A7㎡ 外国為替銀行 30～10 ○

A8 保険会社 3〔}～10
噛

○

A12 製造業者 3()～10 ○

A13
、 包装業者 3(}～10 ○

A14 陸運業者 30～10 ○

Al5 海貨通関業者. 30～10 ○

A16 検定業者 3()～10 ○

A17 桟敷業者 30～10 ○

A18 上屋倉庫業者 3(レ)10 ○

A19 はしけ業者 30～10 ○

A20 沿岸荷役業者 3(〉～10 ○

A21 船内荷役業者 30～10 ○

A22 エゼ ン ト業 者 30～10 ○

A23 埠頭業者 3(ト10 ○

A24 船 社 30～10 ○

計 4β22
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1.5。2荷 主 ・海 貨 元請 系 統 概 要

㈱1.受 委 託関 係 を表 す この 「荷 主 ・海 貨 元 請 系統 」 は,本 来 企 業 機 密 で あ り,そ の 故 に 本調 査 で

は,公 表 され た 資料 だけ を根 拠 と した 。 す な わ ち,

日本 海 事新 聞社 編 「港 運 手 帳 」(昭 和44年)の 京浜 港の 部 分

2.「 荷 主 」 は 画 質 メ ー カ ー,商 社,運 輸 コ ン トラ ク タ ー,一 部 の 船 社 が 入 る。 船 社 は 集 貨 した

貨 物 の 在 庫 管理,通 関 を委 託 す る場 合 が あ るか らで あ る。

3、 「海 貨 元 請 」 は,港 湾 運 送 事 業 第1種 の 免 許 を 持 ち,そ の 業 務 は荷 主 の委 託 を受 け て船 積 み,

船 卸 し,通 関 等 の 業務 を 一元 的 に行 な うもの を 指 し て い る。 この中 に は,今 日港 運 事 業 の免 許

が な く,通 関業 の 免 許 だ け で業 務 を行 な う者 もあ る。 「海 貨 元 請 」 は 仮 称 に す ぎな い 。

4.「 海 貨 元 請 」 の 扱 う荷 主,品 目は,こ の表 だ け に ど どま る もの で は な い 。 こ れ らは,ご く僅

か な 例 にす ぎな い こ と に注 意 さ れ た い 。

5.こ の 系統 概 況 は,過 去 の 時 点 の もの で あ り,固 定 的 な もの で は な く,今 日 ます ます 流 動 化 し

つ っ あ る。

荷 主 ・海 貨 元 請 系 統 概 況

荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 荷主名(取 扱品目) 海貨元請名

(ア) 11.安 宅 産 業 渋沢海運

1.吾 嬬 製鋼 毛塚運輸 (原 木) 東港運輸(東 京)

芙蓉海運 ' 山根運輸

2.ア イ ワ(音 響機 械) 山本機船
、

大同運輸

3.ア ミ ノ飼 料 工 業 三宝運輸 大東運輸

4.ア ジ ア マ ガ ジ ン ズ 協 和 船 舶 サ ー ビス 毛塚運輸`

5.新 井 清 太郎 商 店 石川組 12.網 島 商 店 東西運輸

6.旭 電化 工(輸 入) 国際埠頭 (電 接製品)

7.旭 硝 子 三菱倉庫(横 浜) (イ)
'

大東運輸 1.い すず 自動車(輸 出) 結城運輸倉庫

8,荒 川 林 産 化学 工 業 向南運輸 日本運輸

9.朝 日物 産 八光運輸商会 栗林運輸

10.味 ノ素(輸 入) 国際埠頭 2.イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 山本機船

三宝運輸 (カ メ ラ)

内外 日東 3.伊 藤 万 二葉組回漕店

4.出 光 興産 築港興業

一76一

か

▲



Q

(

荷主名(取 扱品目) 海貨元請名
l
l荷 主 名(取 扱品 目)
「

海貨元請名

5.井 関 農 機 第 一 港運 i4.沖 電 気 矢吹海運

6,伊 藤 幹 三 郎 商 店 日本運輸 i5.小 野 田 セ メ ン ト 東海運

7.E・ ア ム ラ ソ ン ズ 東邦港運 　 新和運輸

8。 石川 島 播 磨 重 工 武蔵貿易通関 ・6 .大 阪 セ メ ン ト 富士港運

(造 船資材) 盛 徳 海 運 , 7.岡 本理 研 内外 日東

秋元運輸倉庫 8.岡 本 富士浅野海運

浅上航運倉庫 9.大 倉 商 事 横浜海陸商会

「

第 一港 運 日本港運協業組合

9.伊 藤 忠 オ ー ト 東西荷扱所 10.王 子 製 紙 渡辺運輸(東 京)

10.伊 藤 忠 商 事 上組(横 浜) 万年屋回漕店

国際倉庫 栗林運輸,

(雑 貨) 京浜倉庫 (カ)

(航 空 機 部 品). 京浜航運 1.海 外 貿 易 互興運輸

北村回漕店 2.加 藤 物 産
i

富士浅野海運

中外倉庫運輸 3.外 務 省(雑 貨,電 日成運輸倉庫

山根運輸 気製品う

杉船回漕店 4、 片倉 工 業 日本港運協業組合

三宝運輸 5.笠 間 鉄 鋼(鋼 材) 渡辺運輸(東 京)

ニ チ ウ ン 6.神 奈川県輸入木材 常 盤 海 運 ・

(生 糸) 関野運輸 組合

小川運輸 7.関 東電化 工(輸 入) 国際埠頭

日本港運協業組合 8.川 崎 製 鉄 浅上航運倉庫

(ウ) (鋼 材) 山本機船

1.宇 部 興 産 ジ ャ パ ン エ キ ス プ レス 国際倉庫

(石 炭) 渡辺 運 輸(東 京)、 (鋼 材) 渋沢倉庫

2.江 間 忠 木 材 日本国際輸送 相模運輸倉庫

(オ) 秋元運輸倉庫

1.オ パ ー ル 機 器 寿産業 小川運輸

(流 量計) 9.兼 松 江 商 ニ チ ウ ン

2.オ リ トー ン(輸 出) 協 和 船 舶 サ ー ビス 上 組

3.大 阪鋼 材 第 一 港 運 山根運輸
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 荷主名(取 扱品目) 海貨元請名
1 一

三洋運輸 3.小 松 カ シ ンヌ販 売 誠貿易運輸

国 際 コ ンテ ナ タ ー ミナル 4.小 松 製 作所 京浜港運

三幸運輸 5.小 西 六 横浜貿易通関

日本港運協業組合 6.神 戸 製 鋼所 大東港運

内外 日東 7.光 陽社 東西荷役所

(木 材) 望月海運 8.紅 大 貿 易 セ ン トラル トレーデ ィング

築港興業 9.国 策 パ ル プ 山根運輸

岡 本 フ レ イ タ ー ズ (サ)

(キ) 1.サ ン石 油 互興運輸

1.キ ッ コ ー マ ン醤 油 向歯運輸 2.三 豊 製 作 所 誠貿易運輸

2.キ ャ ノ ン 山本機船 3.三 泰 貿 易 セ ン トラル トレーデ ィング

3.キ リ ン ビ ー ル 三菱倉庫(横 浜) 4.山 陽 パ ル プ 山根運輸

4.極 東 フ ル ー ツ 新興海陸運輸 5.山 水電 気(家 電) 京浜倉庫

5.極 洋 中村荷役運輸 6.三 洋 電 機 日本港運協業組合

6.極 東 貿 易 東京貿易運輸 7.山 陽 特 殊 鋼 大東港運

7.菊 地 色 素 工業 東京貿易運輸 8.三 共 生 興(織 物) 関野運輸

8.北 日本製紙(雑 貨) 万年屋回漕店 9.三 機 工 業 静神運輸

9.協 同飼 料(飼 料) 京浜倉庫 (シ)

10.汽 車 製 造 丸池海運 1.シ ェ ル 石 油 上野石油倉庫輸送

11.金 商 又 一 岡 本 フ レ イ ター ズ 2.シ ー ベ ル ヘ グ ナ ー 東京貿易運輸

金商運輸倉庫 3.シ ャー ズ ロ」 バ ッ ク 大 日通運

(ク) 4.シ ュ ガ ー 静神運輸

1.組 合 貿 易 三協運輸 5.ジ ャパンプレイプロダクト 東邦港運

2.久 保 田 鉄 工 ・ 大同運輸 6.信 越化 学 山根運輸

3.グ ン ゼ 産 業 セ ン トラル トレーデ ィング 7.新 日本製糖(原 糖) 京浜倉庫

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 8.志 村 化 工(ニ ッケ 渋沢海運

エ ク ス プ レ ス ル鉱石)

(コ) 9,白 石 カ ル シ ュ ー ム 東西運輸

1.コ ー ン ズ 商 会 山九運輸機工(横 浜) (原 材料)

武蔵貿易通関 10.新 興 産 業 静神運輸

2.コ ア ミ 東京貿易運輸 11.新 日本 コ ン コ ー ス 三宝運輸
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 荷主名(取 扱品目) 海貨元請名

12.新 日本 実業 大東運輸 (雑 貨) 住友倉庫(横 浜)

13。 昭 和 電 工(鉱 磧 石 八幡回漕店 岡 本 フ レ イ タ ー ズ

肥 料,カ リ オ ラ イ ト (セ)

電 極,研 削 材) 1.西 武建 設 中田回漕店

(輸 入) 国際埠頭 2.西 武 自 動 車 東西荷扱所

14.十 条製 紙 日本紙運輸倉庫 3.ゼ ネ ラ ル 物 産 いつみ倉庫

渡辺運輸(東 京) 4.墨 東 商会 セ ン トラル トレーデ ィン グ

(機 械) 万年屋回漕店 5.全 購 連(飼 原料) 八幡回漕店

栗林運輸 三協運輸

15.食 糧 庁 国際倉庫 日新運輸倉庫

(雑 食)(神 奈川
新興海陸運輸 (ソ)

食 糧 事 務 所)

16.新 日本 製 鉄

日本埠頭倉庫

i富士海陸運輸

1.ソ ニ ー 高 瀬 運 輸

ジ ャパ ンエキ ス プ レス

大黒倉庫 日本運搬社

東海運 1(タ)

東港丸薬海運 1.高 島 屋 京極運輸商事

第一港運 2.大 洋 漁 業 上 組

三栄商会 中村荷役運輸

小川運輸 3、 第 一製薬(輸 出入) 協 和 船 舶 サ ー ビス

(ス) 4.第 一 セ メ ン ト 新和運輸

1.水 産 庁 新興海陸運輸 5.大 丸貿易(食 料 品) 山本機船

2.ス トロ ン グ 商 会 向南運輸 6.大 同 製 鋼 芙蓉海運

3.ス ト ッ ク小 島 東西荷扱所 7。 大 日本 イ ンキ 工業 北村回漕店

4.ス タンダー ド工 業 高瀬運輸 8,太 陽 製 鋼 常盤運輸

5.住 友 金 属 工業 富士港運 9.大 協 石 油 結城運輸倉庫

6.住 友林 業 望月海運 10.大 三 商 会 渡辺運輸(東 京)

7.住 友 商事 渡辺運輸(東 京) (チ)

漢土航運倉庫 1.秩 父 セ メ ン ト 新和運輸

国際倉庫 2.千 代 田 化 工 建 設 第一港運

山根運輸 3.中 央 海 外 交 易1 セ ン トラル トレー デ ィング

秋元運輸倉庫 4.蝶 理 ・ 京浜港運
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請業 荷主名(取 扱品目) 海貨元請業

大森回漕店
一

21.ト ビ。一 工 業 京浜港運

(ツ) (鋼 材原料) 東京国際埠頭

1.鶴 見 曹達 国 際 埠 頭22.東 芝 内外 日東

(テ)

1.帝 人

川(雑 貨)

ll

山根 運 輸ii

京 浜内外 フォワーディング

中 外 倉 庫 運 輸

2.天 竜 電 気 工 業 向南運輸 i23東 芝運輸興業 ジ ャ パ ン パ ン ラ イ ン

3,帝 国 電 波 高瀬運輸
124

.東 芝 機 械 富島運輸

4.帝 国 産 業 向南運輸 25.東 芝 製 鋼 芙蓉海運

(ト)
'

26.東 食 向南運輸

1.ド ッ トウェル(雑 貨) 盛徳海運 三洋運輸

2.ト ー レ シ ク コ ー レ 向南運輸 東 海運

3.ト ウキ ョウセントラル トイズ大 東 港 運 27。 トヨ ダ 自動 車 販 売 上 組

4.東 和 燃 料 築港興業 金商倉庫運輸

5.東 京 コ ー ク ス 中田回漕店 結城運輸倉庫

6.東 京 瓦斯 中田回漕店 28.ト ー メ ン 上 組

7.東 京 貿易 誠貿易運輸 石川組

8.東 京 製 鉄' 毛塚運輸 中外倉庫運輸

9.東 京 築 建 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル (原 木) 豊 組

エ ク ス プ レ ス" 三協運輸

10.東 京 電 力 富士海陸運輸 二葉組回漕店

11.東 洋 ラ ジエーター 京浜港運 富士浅野海運

12.特 殊 製 鋼 京浜港運 岡 本 フ レイ ター ズ

13.東 洋 醸 造 セ ン トラル トレーデ ィング 29.東 洋 曹 達 工 業(曹 石原運輸倉庫(東 京)

14.東 洋 電 気 望月海運 達灰工業薬品)

15.東 洋 パ ル プ` 向南運輸 (ナ)

16.東 急 エ ビ ス 国 際 コ ン テ ナ タ ー ミナ ル 1.南 海 物 産 山九運輸機工(横 浜)

17.図 書 印 刷 静神運輸 2.南 里 貿易 東西運輸

18.東 洋 火熱 工 業 三幸運輸 3。 南 洋 貿 易 向南運輸

(鋼 材) (二)

19。 東 急 車 両 丸池海運 1.新 潟 鉄 工 京浜内外 フォワーディング

20.東 邦 亜 鉛 国際埠頭

・
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 荷主名(取 扱品目) 海貨元請名

2.ニ ュー メ タ ル ケ ミカ セ ン トラル トレーデ ィング 23.日 本 航 空 国際倉庫

ル コ ー ポ レー シ ョ ン 24.日 本配 合 飼 料 八幡回漕店

3,日 東 タ イ ヤ 毛塚運輸 (飼 料)

東京通運 25,日 本 水 産 三菱倉庫(横 浜)

4.日 東 製 粉 新興海陸運輸 26,日 本 精 工 京浜港運

新和運輸 27.日 本 機 械 貿 易 京浜航運

5。 日 東 セ メ ン ト 新和運輸 (皮 革材料)

6.日 東 金 属 工 業 望月海運 28.日 本 製 糖 京浜港運

(鋼 材) 29.日 本STジ ・ンソン 義勇海運

7.日 清 製 粉' 新興海陸運輸 30,日 本 ビ ク タ ー 東西運輸

日本国際輸送 (電 器製品)

8.日 新 製 鋼 大黒倉庫 31.日 本 揮 発 油 山九運輸機工(横 浜)

9.日 産 農 林' 渋沢海運 32.日 本 カ ー ボ ン(電 .阿部 商 会

10.日 産 化 学 工 業(輸 入) 国際埠頭 極電解板)

北村回漕店 33.日 本 ナ シ ョ ナ ル 金 ジ ャ パ ン エ キ ス プ レス

11.日 産 自動車 横浜輸送 銭登録機

相模運輸倉庫 34.日 本 車 両 丸池海運

12.日 軽 化 工(輸 入) 国際埠頭 35.日 本 パ ル プ 山根運輸

13.日 本 バ ナナ輸入組 合 上 組 36.日 本 製 鋼 所 栗林運輸:

14.日 本 冶金 工 業 東港丸薬海運 37.日 本 ス テ ン レ ス 大 日通運

15,日 本 金 属 工業 望月海運 38.日 本 マーカンタイル

'

富士浅野海運

(鋼 材) 39.日 本 農 産 工業 八幡回漕店

16.日 本 瓦斯 化 学
「

ニ チ ウ ン (飼 料)
ト

17.日 本 鉱 業 東港丸薬海運 40.日 本 サ イ ロ(マ イ
'日 本 埠 頭 倉 庫

18.日 本 楽 器 製 造 望月海運 ロ メ イ ズ)

19.日 本 ド ン ホ ス 製 造 京浜航運 41,日 本石油(潤 活油) 八幡回漕店

(冷 暖房機具部品) 42,日 本 専 売 公 社 京浜倉庫

20,日 本 コ ロ ン ビ ア ニ チ ウ ン
(煙 草) 日本塩回送

21.日 本 特 殊 農 薬 製造 八幡回漕店 43.日 魯 漁 業 鈴江組倉庫

(農 薬) 中村荷役運輸

22.日 本 ア イ ビー エ ム 国際倉庫 新興海陸運輸
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 荷主名(取 扱品目) 海貨元請名

44.日 本 鋼 管(輸 入)

1

国際埠頭 三協運輸

富士海陸運輸 ニ チ ウ ン

(肥 料) 八幡回漕店 日本港運協業組合

京浜港運 岡 本 フ レ ィ タ ー ズ

ジ ャ パ ン エ キ ス プ レ ス 日本国際輸送

芙蓉海運 (ネ)

(製 鉄原材料) 盛徳海運 1.ネ ッ ス ル 日本 三菱倉庫(横 浜)

大黒倉庫 (ノ)

(鋼 材) 新和運輸 1.野 村 貿 易 互興運輸

栗林運輸 浅上航運倉庫

小川運輸 秋元運輸倉庫

45,日 商岩 井(輸 入) 国際埠頭 2.野 村 事 務 器 築港興業

(鋼 材,油 脂) 結城運輸倉庫 3,野 田 合 板 東邦港運

(麻 類) 安田倉庫 4.野 沢 組 北村回漕店

矢 吹 海 運 、 5.野 崎 産 業 大同運輸

大森回漕店 (ハ)

京浜港運 1.パ イ ロ ッ ト万 年 筆 関野運輸

相模運輸倉庫 2.パ イ オ ニ ア(ス テ 高瀬運輸

日本国際輸送 レ オ,ス ピ ー カ ー) 寿産業

山根運輸 ジ ャパ ン エ キ ス プ レ ス

(原 木) 渋沢倉庫 3.伯 東 貿 易 互興運輸

大東運輸 4.早 川 運 輸 誠貿易運輸

毛塚運輸 (ヒ)

(製 材,原 木) 東京国際埠頭 1.日 立 製 作 所 ほ か 日 日立 運 輸東 京 モ ノ レー

小川運輸 立全製品 ル

46.口 綿 実 業 大森回漕店 2.日 立 運 輸 東 京 モ ノ 矢吹海運

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル コ レ ー ル ジ ャパ ン バ ン ラ イ ン

ク ス プ レ ス 3,日 立 造 船 上 組
、

渋沢海運 4.日 立 精 機 富島運輸

東港運輸(東 京) 5.日 野 自動 車 岡 本 フ レ イ タ ー ズ

(輸 入) 協 和 船 舶 サ ー ビス
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名 i荷 主名(取 扱 品 目)
!

海貨元請名

(フ)

大黒倉庫

富士海陸運輸

14.マ ミヤ

i5 .馬 鵬 髄 商
…

i6 .丸 松物 産(輸 入)
]

高瀬運輸

大東運輸

協和船舶サービス

1.富 士 港 運 静神運輸 17.万 代 屋 富士浅野海運

、i8.丸 善 石 油
F.

築港興業

2.富 士三 機 工 業

3.富 士電 機

4.富 士重 工業

5.不 二越

li

望 月 海 運'9.丸 ・善

i'

早川 運 輸110丸 紅(原 木)

ii昧 運搬

日
東京留易運輸ll

l

大東港運

東港運輸(東 京)

山根運輸

日本国際輸送

6.文 化 貿 易 互興運輸F 築港興業

7.古 河 鉱 業 早川運輸 芙蓉海運

8.古 河 電 機

(へ)

1.米 国 貿 易

早川運輸l

i

l
五典運輸

(原 皮)

三協運輸

三幸運輸

山九運輸機工(横 浜)

2.ベ ン ベ ル 築港興業 (雑 穀,飼 肥料) 中外倉庫

(ホ) 鈴江組倉庫

1.本 田技 研 横浜貿易通関 内外日東

日新運輸倉庫
:

小川運輸

2.本 州 製 紙(紙 パ ル プ) 盛徳海運 向南運輸

万年屋回漕店 (コ コ ア 豆,コ ー 安田倉庫

渡辺運輸(東 京) ピ ー 豆,麻,雑 食) '

3.保 土 谷 化 学 国際埠頭 上 組

4.細 田 貿 易 内外日東 関東郵船運輸

5.北 南 米 貿 易 東京貿易運輸 京 浜 港運 ・

6.北 辰 電 機(計 器) 寿産業 国際倉庫

7.宝 幸 水 産

(マ)

新興海陸運輸1

}
|

日本国際輸送

三井倉庫(横 浜)

1.マ イ ル ス メ タル コ ー ポ 国際埠頭 (ミ)

(輸 入) 1,三 菱 商 事(輸 入) 国際埠頭

2.マ ッ ク ス フ ァ ク タ ー 横浜海陸商会 (コ コ ア豆) 安田倉庫

3.マ リ ン ペ ン ト 築港興業 上 組
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荷主名(取 扱品目) 海貨元請名
↓

荷主名(取 扱品目) 海貨元請名

矢吹海運 8.三 井 物 産 大東運輸

(肥 料,穀 類) 八 幡 回 漕 店, (雑 貨機械) 宇徳運輸

三菱倉庫(横 浜) 向南運輸

国際倉庫 上 組

義勇海運 芙蓉海運

関東郵船運輸 八幡回漕店

石川組 三井倉庫(横 浜)

中外倉庫運輸 国際倉庫

1 いつみ倉庫 関東郵船運輸

山根運輸 (原 木) 東港運輸(東 京)

(ア ス ベ ス ト,自 金商運輸倉庫 山根運輸

動車,非 鉄金属) 日本国際輸送

芙蓉海運 東京通運

日新運輸倉庫 望月海運

日本運輸 日本運輸

日本紙運輸倉庫 東港丸薬 商運

鈴江組倉庫 築 港 興 業 ・

東邦港運 東京貿易運輸

第 一港 運 日本紙運輸倉庫

岡 本 フ レ イ タ ー ズ 毛塚運輸

2.三 菱 油 化 山根運輸 日新運輸倉庫

3.三 菱 セ メ ン ト 山本機船 二葉組回漕店

4.三 菱 製 鋼 京浜港運 9.三 井 金 属 鉱 業(輸 入) 国際埠頭

5.三 菱 電 機 義勇海運 ` 富士海陸運輸

6.三 菱 製 紙 富士海陸運輸 (メ)

山根運輸 1.明 治 製 薬(薬 品) 関野運輸

7.三 菱 重 工 業 2.明 和 産 業 山根運輸

(機 械,雑 貨) 矢吹海運 シ 海浜海陸商会

(造 船資材) 盛徳海運 3.明 治 製 菓 いつみ倉庫

三宝運輸 4、 明 治 商 事 向南運輸

丸池海運

一84一

台

◆



θ

一

荷主名(取 扱品目) 海貨元請業
1

荷主名(取 扱品目) 海貨元請業

(モ)

1.森 永 製 菓 日本海陸運輸

(ワ)

い.和 光物 産1 日本港運協業組合

2.守 谷 商 会

3,モ ー ビ ル 石 油

富島運輸

静神運輸

i
l

l荷 主不明の もの

4.モ ンゴメ リー ウ ォー ド 大 日通運 1.バ ナ ナ 日本通運

(ヤ)
i2 ,木 材
1

日本通運

1.ヤ シ カ 高瀬運輸 13鋼 材
|

日本通運
.

2。 八 幡 エコンスチーッレ 三栄商会 i4米 日本通運

3.梁 瀬 商事 杉船回漕店 i5.砂 、 糖 日本通運

4.八 洲貿 易 三洋運輸 i6,油 脂
八光運輸商会

5.八 欧電 気 中外倉庫運輸 7.漬 物 八光運輸商会

6.ヤ ユ ベ ル ク 商 会 互興運輸 8.食 品 大和運輸

(ユ) 9.雑 貨 大和運輸

1.ユ ー ナ イ ト貿 易 東邦港運 i
八光運輸商会

2.ユ ニ バ ー サ ル 静神運輸
;

11α 合 板
横浜富島組

(

3.U.S.L.(雑 貨)

4.湯 浅 電 池

5.豊 産 業

三 幸 運 輸[ii1.ワ イ ヤ ー ロ ー プi

i

大 平 洋 運 輸1i12.ス テ ン レ ス

互興運輸 ㍑ 、シジ

横浜富島組

横浜富島組

横浜富島組

(ヨ) 14.玩 具 横浜富島組

1.吉 川 建 材(砂) 山本機船 15.家 電 製 品 豊栄港運

2.横 浜 木 材 常盤海運 16.タ イ ヤ 丸全昭和運輸

3.横 浜 ゴ ム 大 日通運 17.品 名 不 明 横浜商船運輸

4.吉 田 工 業 関野運輸 山元商事

(ラ) 明正交易起業

1.ラ イ オ ン ア ー マ ー 東西荷扱所 まるま運輸

(リ) 山根運輸 1
1.リ ー ガ ル 大 日通運 i

i
2.リ ー ベ ル マ ン 静神運輸 1
3.理 研 真 空 工業 E体海醒 輸/

4.菱 三 商事
…

5.リ コ ー

1

ジ ャ パ ン エ キ ス プ レ ス

i
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1.5.3船 社 ・作 業 元 請 系 統 概 要

l

o。
O

ー

運 航 者 ・所 有 者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

9
～

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

ガ

シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビス

SplosnaPloude

(ユ ー ゴ ス ラ ビ ア)

世 界 一 周
日 本

マ リ タ イ ム
三 菱 倉 庫

.

藤 木 企 業 藤 木 企 業 全 日'検 全 日 検
日 本 海 事

検 定 協 会

回

WatermanSteamship

Co.(ア メ リ カ)

極 東 ・北 米 東 岸

(ニューヨーク・カ)レフ)
同 同 同 同 同 同 同 月2

Sovereign

MarineLine(米)

極 東 ・北 米 東 岸 .

(五 大 湖)
同

三 菱 倉 庫

日新運輸筆
同 同 .同 日 枝 同 月1

配船中止
JugolinijaLine

(ユ ー ゴ ス ラ ビ ア)
極東 ・近東地中海 同

三 菱 倉 庫

三 井 倉 庫

藤 田 企 業

笹 田 組

藤 木 企 業

笹 田 組

全 日 検

全 日 検

全 日 検

全 日 検
同

月2

月1

LauroLines(イ タ リア) 同 同 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企業 目 積 日 検 同 2ケ 月1

AryaNational

ShipPingCo.of

Pakistan(イ ラ ン)

極 東/イ ン ド ・

パ キ ス タ ン ・ペ

ル シ ャ 湾

同
三 菱 倉 庫

宇 徳 運 輸

藤 木 企 業

宇 徳 運 輸

藤 木 企 業

宇 徳 運 輸

日 枝

日 検

同

同

財団法人

検定新日本社

月1

2ヵ 月1

同
同

(カ ラチ)

Trans

Meridion

Navigation

三 菱 倉 庫 藤 木企 業 藤 木 企 業 日 検 目 積 同 月1

P.T.Pecusahaan

PerajaranSamudera

Indonesia(イ ン ドネシ ア)

日本/イ ンドネシア
日 本

マ リ タイ ム

三 菱 倉 庫

日本国際輸送

藤 木 企 業

・日本国際輸送

藤 木 企 業

日本国際輸送
全 日 検 全 日 検 同

月1

月1

ThaiMercantine

Marine(タ イ)

日 本/タ イ ・イ ン

ン ドシ ナ
同 三 井 倉 庫 笹 田 、組 笹 田 組 .

日 枝

全 日 検

目 積

全 日 検

日本海事

検定協会
月3

LauroLines

(イ タ リ ア)

極 東/近 東.・地

中海(地 中 海)

フ ル コ ンテ 元船

同 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 目 積 日 枝 同 月1

' o



ー

o。
∨
1

●

AmericaPresident 極東/北 米西岸 APLEre一 住 友 倉 庫 回

Line(ア メ リカ) (PNW)コ ンテナ rettAge一 三 井 倉 庫 日 検 自 験
日本海事

月4

nciesS.A 鈴江組倉庫
検定協会

同

同

(カ リフ ォルニ ア) 同 同 同 同 同 月8～9

コ ン テ ナ

極東/北 米東岸

同 (Atlantic 同 同 同 同 同 月2

Straits)コ ンテナ

EverettOrient Everett

Line(リ ベ リア)
極東/ベ ンガル湾

S/S
鈴江組倉庫 同 同 同 月2

鈴 江 組

同 日本/イ ンドネシア 同 同 関 東 船 舶 鈴 江 組 日 枝 日 検
財団法人

月2

藤 木 企 業
検定新日本社

同 日本/フ イリツピン 同 同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月4

日 本/ブ イリツピン
同

(バ ナ ナ)
同 上 組 同 同 同 同 同 月2

C.A.N.1.S.A 極東/南 米東岸

(ア ル ゼ ン チ ン ・リベ リ ア) (南 ア経 由)
同 鈴江組倉庫 同 月1

LaurizenLine 極 東/オ ー ス ト

(デ ンマ ー ク,イ ギ リス, ラ リ ァ,ニ ュ ー 同 鈴江組倉庫
日本海事

月1

ノル ウ ェー) ジ ー ラ ン ド
検定協会

JohnsonLine

(パ ナ マ,ス ウ ェ ー デ ン)

極東/イ ンド・パキ
シ

苛スタ ン ・ペル シ ャ湾 同 同 関 東 船 舶 鈴 江 組 目 積 目 積
財団法人

検定新日本社
2ヵ 月3

ChoYangShipping

Co.(韓 国)
日本/韓 国 同 同 小 林 産 業 同 同 同 同 月3

OrientalOrerseas
極東/北 米西岸 Orient

ContainerLine

(リ ベ リ ア)
(PNW)コ ンテナ

`

Shipping

Agency

山九運輸機工 全 日 検 全 日 検 財団法人

検定新日本社
月3
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1

運 航 者 ・所 有 者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

検 数

ドックサイ ド

検 数
検'定 サ ー ビ ス

OrientalOverseas

ContainerLine
極 東/北 米 西 岸

(PSW)コ ンテナ

Orient

Shipping 山九運輸機工 全 日 検 全 日 検
財団法人

検定新日本社

同

月4

(リ ベ リ ア) Agency

極東/北 米東岸

同 (ニ ュ ー ヨ ー ク) 同 同 同 同 月5

コ ン テ ナ

Jo㎞Swi一
BarberBlueSea

Lines(ノ ル ウ ェ ー ・ イ

ギ リ ス)

極 東/北 米 東 岸

(Gulf/East

Coast)

re&Sons

JapanLtd
宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 目 積

全 日 検

日 検

日本 海 事

検 定 協 会
月5

Yokohama

同 (PNW) 同 同 同 同 同 日 検 同 月2

極東/オ ーストラリア

CrusaderShipPing ニ ュー ジー ラ ン ド 財団法人

(イ ギ リ ス) (日 本/ニ ュージ ー

同 三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 全 日 検 全 日 検
検定新日本社

年8

ラン ド)

同 同 同 宇 徳運 輸
同

同 年5

(日 本 ・ ニ ュ ー

P&DGeneralCargo

DivisionLondon

ジー ラン ド)

極 東/紅 海

同 三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 全 日 検 同 同 3ヵ 月1

極 東/イ ン ド ・

同 パ キ ス タ ン ・ぺ 同 三 井 倉 庫 同 同 日 検 日 検 同 月2

ル シ ャ 湾

TheChinaNaviga一 極 東/オ ース トラリア

tion (日 本/ニ ュ ー 同 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 全 日 検 全 日 検 同 年5

(イ ギ リ ス) ジ ー ラ ン ド)

● ●
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TheChinaNaviga一 日 本/タ イ ・イ JohnSwi一

tion(イ ギ リス) ン ド シ ナ re&Sons
宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 全 日 検 全 日 検 日本海事検定 月1

JapanLtd
-

Yokohama

《

極東/北 米東岸
YangmingMarine

TransportCo.
(U.SAtlan-

tic&Gulf
大 永 航 運 日本 通 運 同 同 同 月2

(台 湾)
Port)

同 日本/台 湾 同 同 検定新日本社 月1

PhilipPineAce

Line(フ ィ リピ ン)『

日本/フ ィリピン 同 同 同 同 同 月1

UniversalMarine.

TransportCo. 日本/台 湾 同 同 同 同 同 月1

(シ ン ガ ポ ー ル)

・ChunLienNariga-

tion(パ ナ マ)

日本/台 湾 大 永 航 運 渋 沢 海 運 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 日 検 目 積
財団法人

検定新日本社 月1

NK

GreatPacific
同 同 日 本 通 運 同 同 月1

Narigation(台 湾)

大栄商船

TaiYoungShipping 日本/韓 国 同 同 横 浜 船 舶 横 浜 船 舶 全 日 検ミ 全 日 検 同 月1

Co.(韓 国)

SumshimShipPing
同 同 三 菱 倉 庫 同 1司 同 月1

Co.(パ ナ マ)

南星海運

NamSungShipPing 同 ・ 同 関東郵船運輸 本 間 船 舶 本 間 船 舶 全 日 検 全 日 検 同 月4

Co.(パ ナ マ)
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運航者 ・所有者

-・ 》M啄

航 路 名
千 一 一

代 理 店
タ ー ミ・ナ ル

オ ペ レ ー タ

二

船内荷役

プ

沿岸荷役
シップサ イ ド

検 数

ドックサイ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

興亜海運(韓 国) 日本/韓 国 日 本 通 運 田 本 通 運 横 浜.船 舶 横 浜 船.舶 目 積 日 枝
日本海事

検定協会

同

月2

東和商社(〃) 同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月2

三信海運 ・東栄海運 同 同 同 日 枝 日 枝 同 月2

FarEastern

Shippi・g(ソ 連)

極東/北 米西岸

(PNW)
東洋共同海運 東 海 運 同 同 同

〉

月2

同 同1(PSW) 同 同
、

' 同 同 同 月1

同

極 東/イ ン ド ・

パ キ ス タ ン ・ペ

ル シ ャ 湾(Hong

Kong/Strait

//India

同 同 同 同 同 月2

同 日本/ナ ホ トカ

(コ ン テ ナ) 同

住 友倉 庫 横浜港湾作業
同 同

同

月7

同 同 同 同 同 同 年62

StatesSteamship

(ア メ リ カ)
1

極東/北 米西岸

(PSW)
P.T.L海 外 三 井 倉 庫 同 全 日 検

日 本 海 事

検 定 協 会
月3

同 同(PNW) 同. 同 全 日 検 同 同 月1

LykesBrothers

SteamshipCo.

(ア メ リ カ)

極 東/カ プ リ海

メ キ シ コ湾(ガ

ル フ)

同 鈴江組倉庫
「

日 検 日 枝 同 月3

東 興 海 運(リ ベ リア) 極東/北 米西岸 渋 沢 海 運 宇 徳 運 輸 同 同 同 月3

PacificFarEast

Line

(ア メ リ カ)

同(PWC)

ラ ッ シ ュ船
日本 マリタイム 三 菱 倉 庫

全 日 検 全 日 検 同 月4

`
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コ ン パ ニ ー ・マ リ タ イ ム Trars

・デ ス シ ャ ル ジ ュ ー ル ・ 極東/欧 州 Maridian 同 日 検 日,検 同 4ヵ 月1

シ ェ ニ ー(フ ラ ン ス) Navigation

同 同(南 ア フ リカ) 同 同 同 同 同 4ヵ 月1

極東/北 米西岸 ジ ャ パ ン

Sea-LandService
(PNW,PSW) コ ン テ ナ 同 全 日 検 全 日 検 同 月4

(ア メ リ カ)
コ ン テ ナ サ ー ビ ス

同(韓 国)
日本/韓 国

同 同 同 同 同 月4
(プ サ ン)

"

Oriental
OrientalOverseas

Lineリ ベ リ ア

極東/北 米西岸

(PSW)客 船
Shipping 山九運輸機工 同 同 同 年3

Agency

KnutKnutzen
同(PNW)

InterOcean
三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 全 日 検 全 日・検 同 月2

0.A.S(ノ ルウ ェー) '

' Shipping

極 東/オ ー ス ト

ラ リ ア/ニ ュ ご

同
ジ ー ラ ン ド(西 』

同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月2

オ ー ス ト ラ リア)

FederalCommerce .

&NavigationCo.
極東/北 米 東 岸

(・五 大 湖')

Aoll&

CoLtd
三 協 運 輸 ご 同 同 日 枝 目 積

日 本 海 事

検 定 協 会
月1

(カ ナ ダ)

A

KoreaShipPingCo. 極東/北 米東岸
大 進 海 運 日新運輸倉庫 同 全 日 検 同 月2

(韓 国) (ニ ュー ヨ ー ク)

日 本/タ イ ・イ

同 噛 ・ ・シナ!わ 同

『

同

グ

同 同 同 月1
「「-「Lノ.P〔Pw、

コ ラ ク)
、
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運 航 者 ・所 有 者 航 路 ・名 代 理 店
タ ー ミナ ル

船内荷役 沿岸荷役
シップサ イ ド ドックサ イ ド

検 定 サ ー ビ ス
オ ペ レ ー タ 検 数 検 数 '

昌栄物産(日 本)
日本/タ イ,イ ン

京 浜 港 迩 京 浜 港 運 京 浜 港 運 京 浜 港 運 日 検 全 日 検
日本 海 事

3ヵ 月2
ドシナ(東 岸) 検 定 協 会

長 栄 海 運(パ ナマ) 極 東/カ リブ海
同 同

メ キ シ コ 湾 ・ 日 検 6ヵ 月1

(CaribbienSea)一

同 同 ① コ ー ス 同 同1 6ヵ 月1

(ル ー トの ち が 同 同

い)② コ ー ス

極 東/イ ン ド,パ

同 キ ス タ ン ・ペ ル シ 同 同 べ

1司 年2
ヤ湾(Arobian

Gulf)① コー ス
検定新日本社

同 同 ② コース 同 同 同 同 年2

同 同 ③ コー ス 同 同.、 同 同 年2

ノ

CompaniaAnonima 極 東/カ リブ海

VenezaianaDe メキ シ コ湾(ベ ネ

Navigation ズ エ ラ,大 西 洋, 東栄海運産業 三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 目 積 日 検 検定新日本社 月2

(ベ ネ ズ エ ラ) コロン ビア.カ リブ

海)

日本/タ イ,イ ン
日本 海 事

正福汽船(日 本) ドシ ナ(プ ノ ンペ 同 同 同 同 同 目 積 3ヵ 月1
検 定 協 会

ン)

同 同(ホ ン コ ン) 同 関東郵船運輸 本 間 船 舶 本 間 船 舶 同 同 同 月2

も ●
`
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正編汽船(日 本) 日本/北 ボルネオ 同 山九運輸機工 同 検定新日本社 6ヵ 月1

同
日本/ブ イリツピン

(マ ニ ラ)
同 三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 日 枝 同 同 月1

PolishOceanLine

(ポ ー ラ ン ド)

極東/北 欧

(急 行便)
CF.Sharp 日新運輸倉庫

原 田 港 湾

矢 部 組

日 新 運 輸

原 田 港 湾
同 全 日 検

日本 海 事

検 定 協 会
月1

同 同(普 通便) 同 同 同 同 同 同 同 月1

LloydBrasileiro

(ブ ラ ジ ル)

極東/南 米東岸

(南 ア経由)
同 同 同 同 月2

NeptuneOrient

Line(シ ンガ ポ ール)

極東/北 欧

(NOL)
大 東 運 輸 大 東 運 輸 同 同 月1

Compana ・Peruana

DeVapore(ペ ル ー)

極東/南 米西岸

(CPV)
同 同 同 検定新日本社 2ヵ 月3

CompaniaChilena

DeNevegacion

InterOCeaniCa(チ リ)

同

(CCNI)
同 同 小 林 産 業 鈴 江 組 日 枝 日 枝 同 月1

FrotaOceanica
苛

Brasileira

(ブ ラ ジ ル)

極東/南 米東岸

(南 ア経由)

(FROTA)

同 同 同 同 月2

IndonesiaNational

Line(イ ン ドネ シ ア)

日本/イ ンドネシア

(TrikoraL1(yd)
同 同 全 日 検 同 月1

同
同

(Karana)
同 同 同 同 月1

ThaiNationalLine

(タ イ)

日本/タ イ,イ ン

ドシナ(TMN)
同 同

、

、

日 枝
日 本 海 事

検 定 協 会
月3

川崎汽船C日 本)
極東/中 米西岸

C(AMEL)
同 同 原田港湾作業 原田港湾作業 日 検 同 同 月1

"一 ・同'一
東京/カ リブ海 メキ

シコ湾(カ リブ海A)

".同 … 同
'

同. 同 ・ 同 同 同 月1
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運航者 ・所有者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサイ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビス

川崎汽船(日 本)

極 東/カ リブ海

メ キ シ コ湾Cカ

リブ海B)

大 東 運 輸 大 東 運 輸

t層.

原田港湾作業

、

.

原田港湾作業 目 積 日 枝 日本 海 事
検 定 協 会

同

月1

同
極東/南 米西岸

(SAMEX)
同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月1

同
極東/東 南 アフリ

カ(南 アフリカ)
同 同 同 同 同 同

日本 海 事

検 定 協 会 月1

同
極東/西 アフリカ

(WAFRI)
同 同 同 同 同 同 同 月1

同

極 東/オ ー ス トラ

リア ・ニ ュー ジーラ

ン ド(WESTA)

同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月2

同

極東/イ ンド・パ

キスタン ペルシャ

湾(JIPAL)

同 同 同 同 同 同 同 月1'

同
日本/タ イ ・イン

ドシナ(JABAL)
同 同 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 同 同

日本 海 事

検 定 協 会
月2

同 同(SAIGL) 同, 同 同 同. 全 日 検 全 日 検 同 月1

川崎近海汽船

日本/シ ンガポ ー

ル ・マレー シア(ホ

ンコン ・ シンガポ

ール)

一同
同

K

原田港湾作業
,'

原田港湾作業 日 枝 日 検
'検 定新 日本社

月1

` し ■
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同
日本/北 ボルネオ

(SASAL)

同 同
一

同 月1

日 本 郵 船
極東/北 米西岸

(中 米西岸)
日 本 郵 船 関東郵船運輸 本 間 船 舶 本 間 船 舶 目 積 日 枝

日本 海 事

検 定 協 会
月1

同
極 東/カ リブ 海

メキシコ湾(カ リブ)
同 同 同. 港 栄作 業 同 。 同 同 月1

同 同(カ リブガルフ) 同 同 同 同 .同 .同 同 月1

同
極東/近 東 ・地

中海(地 中海A)
同 三 菱倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同 同 月1

同 同(地 中海B) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同(地 中海C) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(紅 海A) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(紅 海B) 同 同 同 同 同 同 ,、 同 月1

同 極東/南 米西岸 同 関東郵船運輸 本 間 船 舶 本 間船 舶 同 同
財団法人

検定新日本社
月1

同
極東/南 米東岸

(パ ナマ経由)
,

同 洞 同 同 同 同' 同 月1

同
参

極東/西 アフリカ 同

ダ7

三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同
日 本海 事

検 定 協 会
2ヵ 月1・

同
極 東/南 太 平 洋

諸 島(ニ ューギニア)
同 関東郵船運輸

`、

本 間 船 舶 本 間 船 舶 同 同
財団法人

検定新日本社
月2

同

極 東/イ ン ド ・パ

キ スタ ン ・ペルシ ャ

湾(印 度 パ キスタ

ンA) 、

同

φ'

三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同

ξ'一

同'

s'「

、

月1

同 同(B) 同 三 協 運 輸
・

同 同 同 .
同 同 月1

F

同 極東/ベ ルガン湾 同

芦

三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 同 同
-'

日本 海 事

検 定 協 会
月1
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・ 運 航 者 ・所 有 者 航 路㍉名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビス

日本郵船(日 本)
♪

日本/イ ンドネシア 日本 郵 船 山 九 運 輸 小 林 産 業 小 林 産 業 目 積 目 積
財団法人

検定新日本社

回

2ヵ 月1

同

日本/タ イ ・イ ン

ドシナ ・(バ ンコ

ックA)

同 三 島 運 輸 同
日本 海 事

検 定 協 会
月1

同 同(同B) 同 同 同 同 月1

同 同(サ イ ゴ ン) 同 同 藤 木 企 業 藤 木 企業 日 枝 同 同 月1

Transportation

MaritimaMexicana

S.A.(メ キ シ コ)

極東/北 米西岸

(DMN)

大 阪 商 船

三 井 船 舶

'

宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 同 同 同 月1

MalaysianInterna-

tionalShipPingCo.

(マ レ ー シ ア)

極東/北 欧

(DEU)
同 同 同 同 同 同 同 月1

EmpressLineas

MaritimasArgen-

tina(ア ル ゼ ン チ ン)

極東/南 米東岸

(南 ア経由)

(ELMA)

同 同 同 同 同 同
財団法人

検定新日本社
月1

GesuriLloyd

indonesiaLine

(イ ン ド ネ シ ア)

日本/イ ンドネシア 同 、同 同 同 同 同 同 月1.

大 阪商船三井船舶

(日 本)
'

極東/北 米東岸

(東 カナダ五大

湖)

同 同 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 自 校 同
日 本 海 事

検 定 協 会

同

極 東/カ リブ海

メ キ シ コ湾

(CSAカ リブ)

同
国 際 コ ン テ

ナター ミナル
関 東 船 舶 関 東 船 舶 同 同 同 月1

同 同(CSB) 同 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 同 同 同 月1

< 」
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同
同(CMA)

(ガ ル フ)
同 同 同 同 同 同 同 月1

同 極 東/近 東 ・地 ・

中 海(地 中 海)

同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(紅 海) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(南 欧) 同
国 際

コ ンテ クタ ー
同 同 同 同 同 月1

同

極東/南 米東岸

(パ ナマ経由)

(東 航南米)

同

ミ ナ ル

同 関 東 船 用自 関 東 船 舶 同 同 検定新日本社 月1

同
同(南 ア経 由)

(西 航 南 米)
同 同 同 同 同 同 同 月1

同

局

極東/東 南アフリカ

(EAA)

同(EAB)

同

局

同

同

同 ,

同

同

同

同

同

同

同

日 本 海 事

検 定 協 会

同

月1

月1

同 同(SAA) 同 lld 同 同 同 同 同 月1

同 同(SAB) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同
極 東/西 アフ リカ

(WAA西 阿)
同 同 同 同 1司 同 同 月1

同 同(WAB西 阿) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同

極 東/オ ース トラ

リア ・ニ ュー ジー ラ

ン ド(北 西 豪 州)

同 三 井 倉 庫 笹 出 糸ll 笹 田 組 同 同 検定新日本社 年4

同 同(ニ ュージーランド) 同 同 同 同 同 同 同 1」1

同(ニ ュ ジ ー ラ

ン ドB)
同

国 際 コ ン テ

ナター ミナル

宇 徳 運 輸

'、

同 同 同 同

シ

同 月1
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運 航 者 ・所 有 者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビス

大阪商船三井船舶
極東/南 太平洋諸

島(ニ ューギニア)

大 阪 商 船

三 井 船 舶

国 際 コ ン テ

ター ミナル
関 東 船 舶 関 東 船 舟〔| 日 検 日 枝 検定新日本社

同

月1

同

極 東/イ ン ド ・パ

キ スタ ン ・ペ ル シャ

湾(PGAペ ル シ

湾)

〃 宇 徳 運 輸 宇 徳運 輸 宇 徳 運 輸 日 検 同 同 月1

同 同(PGB) 同
国 際 コ ン テ

ナター ミナル
関 東 船 舶 関 東 船 舶 同 同 同 月1

同
同(PGX'ぐ ル シ

ャ湾)

国 際コンテ

ナターミカレ

宇 徳 運 輸

同 月1

同
極東/ベ ンカウレ湾

(BBA)
同 住 友 倉 庫 横浜船舶作業 横浜船舶作業 同 日 検

日本 海 事

検 定 協 会
月1

同 同(BBX) 同

住 友倉 庫

国際 コンテ

ラターミカレ

宇 徳倉 庫

同 3ヵ 月1

同
日本/イ ンドネシア

(INA)
同 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳運 輸 同 目 積 検定新日本社 2ヵ 月1

同

日本/タ イ ・インド

け

(バ ンコクBKA)

同 同 同 同 同 同
日本 海 事

検 定 協 会
月1

同 同(バ ンコクBKE) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(サ イ ゴ ン) 同 同 同 同 同 同 同 3ヵ 月2

己 φ
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ジ ャパ ン ラ イ ン(日 本)

極 東/カ リブ海 メ

キ シコ湾(Central

America)

京 浜 倉 庫 京 浜 倉 庫 原田港湾作業 原田港湾作業 同 同 同 月1

同
同(Carhbeun

Sea)
同 同 同 同 同 同 同 月1

同

極 東/オ ーストラリ

ア ・ニ ュージーランド

(ニ ュージーランド)

同 同 同 同 同 同 検定新El本 社 月2

榊原汽船(日 本)
極 東/近 東 ・地

中海(イ スラエル)
同 同 同 同 同 同

日本 海 事

検 定 協 会
月1

同

極 東/太 平 洋 諸

島(グ アム ・ニ

ュー ギ ニ ア)

同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月1

イ ン タ ー エ イ シ ャ ラ イ ン

(日 本)

日本/タ イ ・インド

シナ(Straits)
同 同 同 同 同 同

日本 海 事

検 定 協 会
月3

同

日本/北 ボルネオ

(HongKong

Sahah)

同 同 同 同 同 同 検定新日本Zl 月1

同 日本/台 湾 同 同
日 本 海 事

検 定 協 会
月1

東京船舶(日 本)
日本/イ ン ドネシア

(ジ ャ ワ)

三 菱 倉 庫 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業
'

日.検 日 検: 検定新日本社 月4

同 同(マ ス トラ) 同 1司 同 同 同 同 同 月4

三協海運(日 本) 日本/台 湾 同 同 同 同 同 同 同 月3

同

日本/タ イ ・インド

シナ(ホ ンコン ・シン

ガ}仔ツレ)

同 同 同 同 同 同
日 本 海 事

検 定 協 会
月2

弓
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運航者 ・所有者 航 路 名 代 理 店
タ ご ミヂ ル

オ ペ レ 一 夕
船内荷役

一.

沿岸荷役
シップサ イ ド

桟 敷

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

三協海運(日 本)

日本/タ イ ・イン ド

シナ(HongKoyg

Stait)

山九運輸機工 山九運輸機」: 小 林 産 業 小 林 産 業 日 検 日 枝 検定新日本社

同

月3

同 日本/フ イリツヒ。ン 同 同 同 月1

昭 和 海 運

極 東/イ ンド・ノ聾

スタン パ ルシャ湾

(JID)

昭 和 ラ イ ン

興 業
三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 日 枝 日 枝 検定新日本社 月1

山下新日本汽船(日 本)
極 東/イ ンド・パキ

スタン ・ペルシャ湾
山 新 運 輸 東 海 運 原田港湾作業 原田港湾作業 同 同

同 月2

同 中 国 同 丸全昭和運輸 同 同

同 日本/ナ ホ トカ 同 住友 倉 庫 同 同 同 同
検 定 協 会

月1

同 和 海 運(イ ン ドネシア)
日本/イ ンドネシア

(lndonesia)
同 東 海 運 全 日 検 全 日 検 配 船 ナ シ 月1

協成汽船(日 本)
日本/シ ンガポー

ル ・マ レーシ ア
東 海 運 同 原田港湾作業 原田港湾作業 日 枝 日 枝 検定新日本社 月3

同
日本/ホ ンコ ン

(ホ ンコ ン)
同 同 同 同 同 同

日 本 海 事

検 定 協 会
月1

関西汽船(日 本)

日本/タ イ ・イン

ドシナ(ホ ンコン

ス トレー ト)

相模運輸倉庫 相模運輸倉庫 相 模 船 舶 港 栄 作 業 同 同 同 月2

同}(日 本)

神 戸 船 舶
日本/台 湾 同 同 同 同 同 同 同 月2

NorthernLine

(ブ イ リ ツ ピ ン)

日本/ブ イリツピン 同 同 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 同 同 検定新日本社 月1

司 ●
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オ リ エ ン タ ル ラ イ ン

(日 本)

日本/タ イ ・イ ン ド オ リエ ンタル'

ドシナ(ス ラッカ) ラ イ ン
日新運輸倉庫 矢 部 組 原田港湾作業 全 日 検 全 日 検

日本 海 事

検 定 協 会
月2

岡
日本/ホ ン コ ン

(ホ ン コ ン)
同 同 同 同 同 同 同 月2

同 日本/台 湾 同 同 同 同 検定新日本祉

トー セ ー ラ イ ン(日 本) 日本/台 湾 上 組 上 組 同 同
日 本 海 事

検 定 協 会
2ヵ 月1

三光近海(日 本)

日本/シ ンガポール

マレーシア(東 南

ア ジ ア)

同 同 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 全 日 検 全 日 検 検定新日本社 月5・

同 同(同) 同 同 同 同 同 同 同 月5

日本郵船 ・大阪商船三井

船舶 ・山下新日本汽船 ・

川崎汽船(4社 共同配船)

極 東/オ ー ス トラ

リア ・ ニ ュー ジー

ラン ド.(ESSCO)

(コ ンテ ヂ)

大 東 運輸

大 東 運 輸

(4社 間 の

ス ペ ー スチ

ャ ー タ ー)

間 積 自 儘 同 月4

日本 郵 船 ・大 阪 商船 三 井

船 舶 ・山 下新 日本 汽 船 ・

AJCL(4社 共 同 配船)

同(オ ース トラリア)

(コ ン テ ナ)
関東郵船運輸

関東郵船 運 輸

(4社 間 のス

ペースチャーター)

同 同 同 月1

、
OSK.SHOWA.NYK

Y.SLineKLineJ.L

(6社 共 同)

極 東/北 米 西 岸

(NOWCO・PN

W)(コ ンテナ)

大 東 運 輸

関東郵船運輸

大 東 運 輸 ・

関 東郵船(6

社 間チャーター)

同 同
日 本 海 事

検 定 協 会
月3

Scandatch(デ ンマーク)
極東/北 欧

(北 欧)
Eurobridge 三'井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 全 日 検 全 日 検

日本 海 事

検 定 協 会
月1

同 同(北 欧) 同 住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業 同 全 日 検 同 月1

、

`,.,方

同

極東/近 東 ・地

中海(地 中海西

部)

同

三 菱 倉 庫

住 友 倉 庫

関東郵船運輸

藤 木 企 業

横浜港湾作業

港 栄 作 業

藤 木 企 業

横浜港湾作業

港 栄 作 業

同 同 同 .月2

--一

同 月1同 同(地 中海東部) 同
A

三 」r倉 庫 笹 出 組 笹 田 組 同 同
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運 航 者 ・所 有 者 航 路 名 代 理 店.
タ ー ミニナ ル

ベ

オ ペ レ ー タ

F

船内荷役 :沿岸荷 役
シップサイ ド

検 数

ドックサイ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

ZimContainer

ServiceHaifa

(イ ス ラ エ ル)

極東/近 東 ・地中

海(地 中海/北 米

/日 本為 ンコン

/台 湾)

GoldStar

Line
鈴江組倉庫

si

、'

. 全 日 検 全 日 検
日 本 海 事

検 定 協 会

同

月4

Zimlsrael 同(エ イラッ ト) 同 同 日 検 、 日 枝 同 月1

Gold'StarLine

H.K.(リ ベ リ ア)

極 東/東 南 アフ リ

カ(Japan/

SonthAfrica

Line)

'

同 同 鈴 江 組 鈴 江 組 全 日 検 全 日 検 同 月1

同

極 東/西 ア フ リカ

(JaμWWest

AfricaLine)

同 同 同 同 同 同 同 月1

RoyalInterocean

Lines(オ ラ ン ダ)

極東/南 米西岸

(LCAS)

PqyalIn-

terocean

Lines

住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業' 同 同 検定新日本社 月1

同

極 東/南 米 東 岸

(南 ア経 由)

(ASAS-E)

同 同 同 同 同 同 同 月1

1

同 同(ASAS-M) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同
極東/東 南 アフリ

カ(SAFSM)
同 同 同 同 同 同

日 本 海 事

検 定 協 会
月 ゴ

同 同(SAFS-E) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 同(EAFS) 同 同 、同 同 同 同 同 月1

RoyalInterocean

Lines(オ ラ ン ダ)

極 東/西 アフリカ

(FEWAS)・

Royal

Interocean

Lines

.同 同 .同 同 同 同 月1

● ∀
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MaerskLine

(デ ン マ ー ク)

極東/西 アフリカ

(FEWA

Africa)

Maersk

Line
三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 日 検 日 検

日 本 海 事

検 定 協 会
月1

極東/イ ンド ・パ

キスタ ン ・ペ ル シャ

同
湾(WEST・ ぐル

シャ)

同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月2

同 同(WayPort) 同 同 同 同 同 同 同 月1

同 日本/イ ンドネシア 同 同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月2～3

同 (サ イ ゴ ン ・べ 同 同 同 同 目 積 日 検 同 月2～3

ラ ワン)

同(South
同

Indonesia)
同 同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月3

同
日本/タ イ ・イ ン

ドシナ(バ ンコク)
同 同 同 同 日 検 日 枝

日本 海 事

検 定 協 会
月2～3

極東/北 欧

同 (FE/EU
1 '同

同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月1

Europe)

、 `

フ ァーイース ト

・アン ド'ア ト

タ ー ベ ン ラ イ ン ズ 極東/北 米東岸

(パ ナ マ) (ニ ュー ヨ ー ク)

ランチ ック ・ス 三 協 運 輸 同 同 同 月3

チーム シ ップ ・
、

エージニンシー

ズ

「.■ A

■L

,w-'9^、 ・〉 ・ 'P■ 一 婿 ・ マ
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よ 鴨

運 航 者 ・所 有 者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

横 長、

ドックサイ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

フ ァー イース ト

・アン ド ァ ト

タ ー ベ ン ラ イ ン ズ

(パ ナ マ)
日本/台 湾 ラ ンチ ック ・ス 三 協 運 輸 日 検 日 枝 検定新日本社 月6

チームシップェ

一ジェンシーズ

同 同 栄 興 船 舶 日本国際輸送 同 同
日本 海 事

月4
検 定 協 会

AmericanExport

Lines(ア メ リ カ)
極東/北 米東岸

'

(ニ ューヨーク)

日新運輸倉庫 日新運輸倉庫
原田港湾 ・

矢 部 組

日新運輸 ・

原 田 港 湾
同 同 同 月2

FlotaMercante 極東/南 米西岸

GranColombiana (South 同 同 同 同 同 同 検定新日本社 月1

(コ ロ ン ビ ア) AmericaLine)

極東/南 太平洋

大和海運(日 本) 諸島(日 本/グ 同 同 同 同 全 日 検 全 日 検 同 月2

アム)

同
同(日 本/南 太

平洋)'
同 同 同 同 同 同 同 月1

極東/東 南 アブ
SouthAfrican

Marine(南 ア連 邦)
リカ(South

Africa)

泉 和 海 運 住 友 倉 庫 日 検 日 検 日 本 海 事

検 定 協 会
月2

■
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切
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月3

9

Thailnternational

MaritimeEuteprise

(タ イ)

日本/タ イ.'イ ンド

シナ(バ ンコク)

一

同 同 同

・一 一

同
日本 海 事

検 定 協 会

KuwaitShipPing

(ク ウ ェ ー ト)

極 東/イ ンド・パ キ

スタンペ ルシャ湾

(PersianGulf)

同
三 井 倉 庫

住 友 倉 庫

笹 田 組

横浜港湾作業

笹 田 組

横浜港湾作業

日 枝

目 積

日 検

日 枝
検定新日本社 月2

W・ilhWilbelmsen

(ノ ル ウ ェ ご)

同(Persian)

Dodwell

・&CoLtd
.

上 組 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 同 同 同 月1

TheShippingCorp.

ofIndia(イ ン ド)

同(WestCo-

astlndia/

Japan)

Ho㎎Kong

&Eastern

三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 日 検 同 同 月1

同
極 東/ベ ンガル 湾

(イ ン ド)
同 同 同 同

日 本 海 事

検 定 協 会
月2

BurmaFiveStar

Shipping
同(ベ ンガル湾) 富士浅野海運 日新運輸倉庫 同 同 同 月1

BruusgaardKioserud

&Co.

(ノ ー ル ウ ェ ー)

日本/タ イ ・イン ド

シナ(Japan/

Thailasd)

Thoresen&

Co.
三 協運 輸 全 日 検 全 日 検 同 月3

「司
同(HongKong

Strait)
同 同 同 同 同 月]

B

同

日本/北 ボル ネオ

(Japan/Salah

Saramak)・

同 同 1司 同 検定新日本社 月2

BolelboBulk

Transport(フ ィリッピン)

日 本/

フ ィ リ ッ ピ ン
大 東 漕 運 大 東 港 運 ・大 東 港 運 人 東 港 運 日 検 日 枝 1司 月2

EasternShipPing

Lines(フ ィ リ ッ ピ ン ・

パ ナ マ)
-

同 .

P

Eastem

Shipping

.LinρS

三 菱 倉 庫

日短日際輸送
A

藤 木 企 業

日本国際輸送

藤 木 企 業

日本国際輸送
全 日 検

'

合 口 検 同 月5

[
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運航者 ・所有者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミ ナ ル

オ ペ レ ー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

MaritimeCompagnie

ofthePhilipPin

(フ イ リ ツ ピ ン)

日本/フ イリツピン 新浅野海運 三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 全 日 検 全 日 検 検定新日本社

同

月6

EvergreenFruit

Line(パ ナ マ)

へ

日本/台 湾 正 和 航 運 日 本 通 運
楠 原 運 輸

横 浜 船 舶

楠 原 輸 送

横 浜 船 舶
同 同

日本海事

検定協会
3ヵ 月4

SharFong

Moritime(パ ナ マ)
同 同 同 同 同 同 2ヵ 月1

YungTaNavigation

(台 湾)
同 同 同 同 同

検定新日本社

NK
2ヵ 月1

HaiTienShipping

(パ ナ マ)
同 同 同 同 同

日 本 海 事

検 定 協 会
2ヵ 月1

SouthEastMercha-

ntMarine(パ ナ マ)
同 同 同 同 同 検定新日本社 5ヵ 月2

ChinaUnionLine

(台 湾)
同 同 同 同 同 同 3ヵ 月1

KaiFarMarine

(パ ナ マ)
同 同 同 同 同 同 5ヵ 月1

ViteySteamship

(台 湾)
同 同 同 同 同

日 本 海 事

検 定 協 会
5ヵ 月1

TidesLines(パ ナマ) 同 同 同 同 同 同 年2

トー ワ ラ イ ン(日 本) 日本/台 湾
シ プ ロ ン船

舶 興業
上 組 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 同 同

検定 新 日本社

N.K
月3

信義貿易(台 湾) 同 同 同 同 同
日本 海 事

検 定 協 会
4ヵ 月1

永大航運業(台 湾) 同 同 同
同 同

検定新日本社 月1

■
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KoreaMarine

Transport(韓 国)

日本/韓 国 世 界 海 運 日本 通 運 全 日 検

`

全 日 検
日本 海 事

検 定 協 会
月10

KukjeShipPing

Co.(韓 国)
同 同 同 同 同 同 月6

AtalantaShip
'

ManagementService

(イ ギ リ ス)

日本/シ ンガポール

マレー シア

(コ ンテ ナ)

BenLine 住 友 倉 庫 同 同
検定新日本社 月1～3

小 松 海 運 マ ニ ラ ・沖 縄 有 村 産 業 鈴 江 組 鈴 江 糸且 鈴 江 組 全 日 検 全 日 検 月2

三 信 海 運 イ ンチ ョ ン 大 永航 運 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同 月1

藤 原 ラ イ ンズ 台 湾 ・バ ンコ ック 藤 原 ラインズ 京 浜 港 運 京 浜 港 運 京 浜 港 運 目 積 同 月4

関 西 汽 船

名 神 汽 船

台 湾 ・香 港 ・ペ

ナ ン ・ シ ン ガ ポ

ー ル

香 港 ・シンガポール

関 西 海 事

名 神 汽 船

相 模 運 輸 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 目 積 日 枝
月2

月1

三 菱 倉 庫

渋 沢 倉 庫

藤 木 企 業

鈴 江 組

藤 木 企 業

鈴 江 組

日.検

同

全 日 検

全 日 検

佐 津 丸海 運

ロ イ ヤル マ リン

東 南 ア ジア

〃

日本国際輸送

〃

日本国際輸送

〃

日本国際輸送

〃

日本国際輸送

〃
同 同

2ヵ 月1

2ヵ 月1

新 和 海 里

中 国 ・イ ン ド ・

ペ ル シ ャ湾

ニュー ジーラ ン ド

日新運輸倉庫 日新運輸倉庫
原田港湾作業

矢 部 組

日新運輸倉庫

原田港湾作業
同 同 月4

大 和 海 運 南 太 平 洋 ・ガム 日新運輸倉庫 E噺 運輸倉庫 同 同 全 日 検 同 月5～6

日 ノ 出 汽 船 中 近 東 同 同 同 同 日 枝 同 月2～3

TransWorld

Shipping&Trading

Co.Ltd

同 同 同 同 同 同 同 月1

小 山 運 輸

"

東 南 ア ジ ア 小 山 運 輸 上 糸11 東 洋 船 舶 東 洋 船 舶 全 日 検 同 月5

ス トレ イ ト 同 京 浜 港 運 京 浜 継 述 京 浜 港 運 同 同 月3～4
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運 航 者 ・所 有者 .航 路 名 代 理 店
タ ー ミ ナ ル

オ 〔 レ ー タ
'

船内荷役 沿岸荷役
シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

小 山 運 輸 マ ニ ラ 小 山 運 輸 京 浜 港 巡 京 浜 港 運 京 浜 港 運 全 日 検 全 日 検 月3～4

濠 州 同 同 同 同 同 同 2ヵ 月1

富 士 汽 船 中 国

商 船 三 井 工

ー ジ ェ ン シ

・一横 浜

宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 日 枝 同 月1～2

昭 和 海 運
北米西岸 昭 和 海 運 日新運輸倉庫

原田港湾作業

矢 部 組

日新運輸倉庫 ・

原田港湾作業
同 同

ペ ル シ ヤ湾

北 米 西 岸

三 菱 倉 庫

同

藤 木 企 業

同

藤 木 企 業

同

同

同

同

同

月1

協 和 海 運 南太平洋諸島 協 和 海 運 山 九 運 輸 小 林 産 業 小 林 産 業 全 日 検 同 月1

三 光 汽 船
P.N.WP.S.W

北 米 東 岸 ガ ル フ
三 光 汽 船 相 模 運 輸 相 模 運 輸

一一 ー 一 －L・ 一 ー 一.

宇 徳 運 輸

相 模 船舶

港 栄 作 業
目 積 目 積 月4

東 興 海 運 北米西岸 車 輿 海 運 渋 沢 倉 庫 宇 徳 運 輸 ・同 全 日 検 月2

東 海 船 舶
朝鮮民主主義共

和国
東 海 船 舶 山 九 運 輸 小 林 産 業 小 林 産 業 同 日 枝 月3

太 平 洋 汽 船 北 米 太平洋汽船 楠 原 運 送 楠 原 運 送 楠 原 運 送 同 同 6ヵ 月1

萬 豊 通 商 台 湾
ワ ー ル ドシ

ツ ビ ン グ
日 本 通 運 横 浜 船 舶 横 浜 船 舶 同 同 月1

南 星 海 運 釜 山 日 本 通 運 横 浜 船 舶 横 浜 船 舶 全 日 検 同 月2

三 和 実 業 台 湾 大 永 航 運 同 同 同 同 同 月2～3

㈱萬 和 ニ ュ ー ヨ ー ク 同 同 同 同 同 月2

山下新日本汽船 ガ ル フ 山 新 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 自 校 全 日 検

BenOcean ヨ ー ロ ツ ノぐ

BenLine

Steamers

Co.

住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業 全 日 検 日 検 月1

● ■
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LlqydBrasiteiro
' ブ ラ ジル 日新運輸倉庫 原 田 港 湾 原 田 港 湾 全 日 検 全 日 検 月2

Navigation

ChunglienNaniga一
台 湾 大 永 航 運 渋 沢 倉 庫 宇 徳 運 輸 宇 徳 運 輸 同 同 月1～2

ti6nS.A.

日 本 通 運 ペルシャ ・ガルフ 興 新 運 輸 日 本 通 運 第 一 船 舶 第 一 船 舶 同 同 月2

Korean
'

ShipPingCorp

東南 アジア ・北 米

西 岸 ・北 米 東 岸
大 進 海 運 日新運輸倉庫

原田港湾作業

矢 部 組

日新運輸倉庫

原田港湾作業
同 同 月3～4

ペ ル シ ャ湾

西 ア フ リ カ

DORAPSHIPPeJG 濠 州
Dorap

楠 原 運 送 楠 原 運 送 楠 原 運 送 同 日 枝 月1

Shipping

ヨ ー ロ ツ ノ¶ 三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 全 日 検 全 日 検 月3

三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同
'

住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業 同 日'検

Euro 関 東 郵 船 港 栄 作 業 港 栄 作 業 同 同

Scandatch 地 中 海 BridgeLtd 住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業 日 枝 同 月2

Euro 三 井 倉 庫 笹'田 組 笹 田 組 全 日 検 全 日 検

Scandatch 地 中 海 Bridge 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 日 枝 月2

Ltd. 関 東 郵 船 港 栄 作 業 港 栄 作 業 同 全 日 検

EVER 中 近 東 EverGreen 京 浜 港 運 京 浜 港 運 京 浜 港 運 日 検 全 日 検 月1

GREENLINES カ リ ブ 海 Line
'周

1司 同' 同 同 2ヵ 月1

原田港湾作業 日新運輸倉庫

富士浅野海運 ビ ル マ 富士浅野運輸
日新運輸倉庫

三 協
矢 部 組 原田港湾作業 同 同 月1

藤 木 企 業 藤 木 企 業

ヨ ー ロ ツ ノマ 三 協 藤 木 企 業 藤 木 企 業 日 検 全 日 検 月1～2

ペ ル シ ャ 湾 同 同 同 同 同 月1～2

タ ー ペ ～ ラ イ ン ズ
ニ ュ ー ヨ ー ク

ターペ ンラ

インズ 同 同 同 全 日 検 同 月1～2層

台 台湾 同 同
'同

目 積 同 ・月2

1-一.・.一
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運航者 ・所有者 航 路 名 代 理 店
タ ー ミナ ル

オ ペ レー タ
船内荷役 沿岸荷役

シップサ イ ド

検 数

ドックサ イ ド

検 数
検 定 サ ー ビ ス

中国遠洋運輸公司 中 国

(Sole婚nt)

東 方 輸 船

三 井 倉 庫

(SubAgent)

三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 日 検
.一

全 日 検 月1～2

KuenRyonShipping 釜 山
日 本 商 船

富 士 港 運 村 山 商 店 本 間 船 舶 同 日 枝 月2

日 本 通 運 釜 山 日 本 通 運 横 浜船 舶 横 浜 船 舶 同 同

OrientalLine
シ ンガポール ・ 香

港 ・イン ドネシア
日新運輸倉庫 同 同 同 全 日 検 同 月5

National

SteamShipCo.
P.S.W.

日 本

マ リ タ イ ム

鈴'江 組 鈴 江 組 鈴 江 組 同 同 月1

Canadian

TransportCo.
三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 目 積 同 月1

StatesLine P.S.W.

P.T.L海 外

三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 全 日 検 同 月3～4

P.N.W 三 菱 倉 庫 藤 木 企 業 藤 木 企 業 同 同
LykesLine US.GULF 鈴 江 組 関 東 船 舶 鈴 江 組 日 枝 同 月4

Oasarlnterna-

tionalS.A.

シ ン ガ ポ ー ル

イ ン ド ネ シ ア
渋 沢 海 運 渋 沢 倉 庫 宇 徳運 輸 宇 徳 運 輸 同 同 2ヵ 月1

CoschardZong

YongZu(coseo)
中 国 新 和 海 運

.

日新運輸倉庫
原田港湾作業

矢 部 組

日新運輸倉庫

原田港湾作業
同 同 月12～13

STARSHIPPING カ ナ ダ
Stor

Shipping
楠 原 輸送 楠 原 輸送 楠 原 輸 送 同 同 3ケ 月1

FoPakistan

中 国
中 国

正 和 海 運

(鈴江組海運)
鈴 江 組 鈴 江 組 鈴 江 組 全 日 検 目 積 月3～4

SofmarineCorp.

TimeLine

南 ア フ リカ

バ ン コ ッ ク
泉 和 海 運 住 友 倉 庫 横浜港湾作業 横浜港湾作業 日 枝 目 積 月2月2

哨
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EA 濠 州
Swire

三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 目 積 同 月1
Mackinnon

CrusaderShipP一 Swire

ingCo.Ltd
同

Mackinnon
同 同 同 同 同 2ヵ 月1

TunghoLine 基 隆 ・高 雄 東 和 海 運 富 士 港 運 村 山 商 店 村 山 商 店 同 同 月7

TAPEN TAPEN

SteamShip
台 湾

LinesLt止
日本国際輸送 日本国際輸送 日本国際輸送 同 同

ノ,ル ウ ェ イ ジ ア ン ボ ル ネ オ 三 協 運 輸 藤 木 企 業 藤 木 企 業 全 日 検 全 日 検 月2

ア ジ ア ラ イ ン バ ン コ ッ ク
トレセン商 会

同 同 同 同 同 月2～3

バ ン ク ー バ ー

東 海 運 原田港湾作業 原田港湾作業 日 枝 日 枝 月2
ポ ー ト ラ ン ド

東 洋 共 同
FescoLine ロ ス ア ン ゼ ル ス

海 運 同 同 同 同 同 月2
サ ン フラ ン シス コ

, 香港 ・印 度 同 同 同 同 同 月2

Transm←
西 ア フ リ カ 三 井 倉 庫 笹 田 組 笹 田 組 日 枝 全 日 検 月1

ridian

C.M.C.R. Naviga一

ヨ ー ロ ッ パ tion 同 同 同 同 同 月1

Co.Lt止



1.5.4輸 出 荷 物 の 発 送 と 受 領 に つ い て

輸 出 貨 物 の 発 送 と受 領

輸 出 貨 物 の 港 頭 向 け発 送 が,現 状 に お い て は 各 企 業 毎 に そ れ ぞ れ独 得 の 方法 を用 い,輸 出 貨物 全

体 と して は 甚 だ し く混乱 して い る こ とは,す で に 「総 合 貿 易 情 報 シス テ ム 調査 報 告 書H」(昭 和49

年3月,JIPDEC,P.219)に 指 摘 した 通 りで あ る。 わ れ わ れが 輸出 の デ ー タ ベ ー ス を 考 え る

場 合,上 記 報 告 書 に分 析 され て い るす べ て の デ ー タ を考 慮 す る必 要 は な い 。白こ こで,爾 後 の 業務 処

理 上 必 要 な 最 小 限 の デー タは,前 記 報 告 書P16に 示 して あ る デー ダ,001か ら009ま で で あ る。

す な わ ち コ ン テ ナ以外 の在 来 貨 物 を見 る と

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

荷主 名 、

出荷 主 名

受 取 海 貨 通 関 業 者 名

発 送 月 日(時 間)

到 着 月 日(時 間)

輸送 手 段(ト ラ ック 循,運 送 業 著 名)

マー ク(仕 向地)

個 数 お よ び ロ ッ ト数(ケ ー ス%)

品 名

これ らの デ ー タ に つい て,若 干 の定 義 が 必 要 で あ る。 す なわ ち・ 荷 主 とは ・Sh、ipperで 輸 出 荷

物 の所 有者 で あ る。 現 在 用 い られ てい る荷 主 とい う言 葉 は,非 常 に あい まい に用 い られ て い るの で,

こ こで はCommercialInvoiceに 記 載 され て い る輸 出 者 を荷 主 と呼 ぶ 。 出 荷 著 名 は,通 常 サ プ ラ

イ ヤ ー と も呼 ばれ て い るが,サ プライヤー とい う言 葉 も非 常 に あ い まい で,こ こで は,港 湾 へ 向 け て

輸 出 貨物 を発 送 す る者 を さ し て言 う。・た だ し,こ の 申 には,輸 出貨 物 で あ る か ど うか 不 明 の ま ま港

湾 に貨 物 を発 送 す る ケ ー スが あ るが,こ の 場 合 を も,出 荷 者 と して扱 い,次 の ス テ ップ に お い て,

外 貨 とな る か,内 貸 とな るか を 区別 す る。003,004,005は,別 に 問題 は な い 。006の 輸 送 手 段

に は トラ ック ・ナ ン バ ー(登 録 ナ ン バ ー)を 利 用 す るの が 便 利 で あ って,港 全 体 の トー タル シ ス テ

ム が で き る と きに は,こ れ が 有 効 で あ ろ う。 但 し,海 貨 通 関 業 者 が 運 賃 を 支 払 う場 合 が あ るの で,

トラ ック業 者 名 を も必 要 とす る であ ろ う。 次 に007の マ ー クであ るが,マ ー クに は メ インマ ー クの

外 に各 種 の 貨 物 取 扱 い上 の 注 意 を示 した各 種 の マ ー ク が あ る。 こ.Cで は,B/Lに 記 載 され る メ イ

ン マ ー ク と仕 向港 を示 した仕 向 地 マ ー クが あ れ ば,さ らに便 利 で あ る。'008の 個 数 及 び ロッ ト数 に

っ い て言 え ば,個 数 とは梱 包 さ れ た貨 物 の数 で あ る。 場 合 によ って は人 数,す な わ ち1つ の 梱 包 の

中 に何 個 の 商 品が 入 って い るか を示 す もの で あ るが,こ れ はPackingList'.を 添 付 す る原 則 を考

慮 して こ こで は省 略 す る。 また わ れ わ れ の調 査 で は ケ ー ス%を 貨 物 の送 り状(配 送 通 知)に 記 入 し

一112一
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て い る例 が,か な りの 数 に 上 って い る(200例 申127)。 ケー スMaと は,輸 出 船 積 貨 物 の 包 装

(梱 包)に,ケ ー ス ・マ ー ク と と もに 連 続 番 号 を付 し,貿 易 取 引 上の 単 位 ご とに,商 品 引 渡 し数 の

確 認 に用 い られ る。 パ ッキ ン グ ・リス トには,こ の ケ ース 〃6ごとに,商 品 の入 り数,品 名,品 番 等

が 記 載 され るの で,取 引 の キ イ とな る デー タ で あ る。 し たが って,個 数 と と もに ケ ー ス%を 記 入 す

る必 要 を生 じる場 合 が あ る。 な お,こ の 領 域 につ い て は,ECEに お い てUniqueReference砺

の 国 際 的 シス テ ム を作 ろ う とす る努力 が な され てい るの で,そ の成 果 を受 け容 れ るべ きで あ ろ う。

同 様 に 品名 につ い て もECEに お い てHarmonizedCommodityCode制 定 の研 究(国 際 関 税 協 力

機 構CCCへ 委 託)が 進 め られ て い るが,当 面 わ が 国 で は税 関 の 商 品分 類 に した が うべ きであ ると考

え られ る。 具体 的 に 言 うと,税 関 の 統 計 品 目分 類 コ ー ドで あ る。 とこ ろが,税 関の 品 目分類 と,通

常 商取 引 に用 い られ る商 品 名,す な わ ちCommercialInvoiceな い し はB/L記 載 の 商 品 名 とは

甚 だ し く異 な って い るの で,わ れ わ れ と して は,こ の 商取 引 上の 商 品分 類 と税 関 の 税関 の 統計 品 目

分 類 コ ー ドを 併用 しな け れ ば な らな い 。 この 品 目 コ ー ドは,大 手 の 直 貿 メ ー カ ー な どで は,輸 出 す

る 品 目が通 常 一定 して い るの で,事 前 に知 って い るが,輸 出 全 体 の ケ ー ス(輸 出の 量 で は な い)か

らみ る と,貨 物 の発 送 時 点 に お い て は,な か な か掴 み に くい。

これ と同 じケ ー ス は,船 名 お よ び船 社 名 であ る。 系統 的 に 商 品 を 輸 出 して い る大 手 の シ ッパ ー で

は,船 名(本 船 の 入 港)の 順 に貨 物 を 送 り出 す ケ ー スが あ るが,貿 易 全体 か らみ る と,貨 物 の 発 送

時 点 で船 名 お よ び船 社 名 は,ま だ わ か って いな い の が 普通 で あ るo

し た が って,上 記 の 統 計 品 目分 類 コ ー ドお よ び船 名,船 社 名 は,後 の 段 階 の ス テ ップに お い て イ

ン プ ッ トす るこ とにす る。

次 に,こ れ らの デ ー タの 流 れ か たを 注 目 しな け れ ばな らな い。 これ には,い くつ か の パ タ ー ンが

あ る。

〔P.1〕 画質 メー カ ー→ 海 貨通 関 業 者

貨物送状

冨D

吾
船積書類

(u

海貨通関業者

〉

(2)
芦

これ は大 手 の画 質 メ ーカ が,直 接 海 貨 通 関 業 者 へ 貨 物 を発 送 す る場 合 で,常 時 一定 量 の 輸 出貨

物 を送 り出 す 場 合 には メ ー カ 自体 が 直 属 の海 貨 通 関 会 社 を設 立 し,な い しは 特 定 の 業 者 を指 定 し

半 ば 専 業 的 に業務 に 当 らせ て い る。 こ うし た場 合 には,輸 出 メ ーカ の 情 報 シ ス テ ムが 支 配 し,な
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い しは 海 貨 通 関 業 者 を包 括 す る ケ ー ス が多 い 。貨 物 の 発 送 時 点 に おい て す で に 多 くの 貿 易 情 報 が

と との え られ,ほ とん どB/L作 成 の た めの 多 くの デ ー タが 得 られ る。 こ うした 場合 に は,直 貿

メー カ,海 貨 通 関 業 者,船 社 を結 ぶ オ ン ラ イ ン ・シス テ ムが 可 能 で あ る。

通 常 貨 物 送 状 に は パ ッキ ン グ リス トが つけ られ てい る。 コ ンテ ナ ーの シ ッパ ー ズ ・パ ックの 場

合 に は コ ンテ ナ ・リス トま た は ロ ー デ ィン グ ・リス トと コ ンテ ナの送 票 が つ け られ る。 上 図 に み

られ る よ うに,貨 物 の フ ロー(1)を船 積 書 類 の フロ ー に分 れ る が,通 常(1)は ② に先 行 す る。

〔P.2〕 商 社 → メ ー カ→ 海 貨 通 関 業 者

貨物送状
納品書

輸 出 の件 数 と して は ∴ 最 も多 い パ タ ー ンで あ る。 この 場 合 貨 物 は メ ー カ ・ヤ ー ドに お い て包 装

(梱 包)さ れ る場 合 と メ ー カ か ら特 定 の 包装 業 者 に わ た され,包 装 業 者 か ら直 接海 貨 通 関業 者 に

渡 され る場 合 とが あ る が,後 者 は 別 に 記 述 す る こ とに す る。 貨 物 の送 り状 ② は,し ば しば 商 社 に

対 す る納 品 書(1)を も って代 用 す る。 この 場 合,納 品書 は,貨 物 につ け て海 貨 通 関 業 者 に送 られ,

海 貨 通 関 業 者 は,荷 主 の代 理 とし て貨 物 と納 品書 とを受 領 す る。乙 の 場 合,荷 主 に対 す る納 品書

で あ るか ら,当 然 の こ とな が ら輸 出荷 物 の 送 状 とし て は欠 陥 が 多 い し,代 金 の 請求 等,輸 出業 務

に 直接 関 係 しな い もの も含 まれ て い る。 ・一

φ

曽

●

5
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〔R3〕 商社 → メー カ→ 包 装 業 者 → 海 貨 通 関 業 者

●

`

〔P.2〕 に 説 明 し た よ うに,メ ー カ と海貨 通 関 業 者 との間 に 包装 業 者 が 介在 す る パ タ ー ンで あ

って,こ の場 合 メ ー カが 複数 の 場 合,包 装業 者 が 複 数 の場 合,両 者 と も複 数 の場 合 と,そ の 組 合

せ に様 々の 変 化 が あ る。 包装 業 者 は 納 品 書 に 包装 料 金 の 請 求 を 付 し,貨 物 と共 に荷 主 に か わ っ て

受 取 る 。 この 納 品 書 は,輸 出 貨 物 の 送 り状 とい う考 え 方が 一層 稀 薄 とな る。

〔P4〕 商 社 → メ ー カ(複 数)→ トラ ック業 者 → 海 貨 通 関 業 者

原

輸
商 社

tel

1
`

一`百

Eる 積書類

ヲ 海 貨 通 関 業 者

]
(

注
文
)

爪

テ'メ ー カ ー
貨物運送依頼書

〔ノ

運賃請求書

一〔フ 〔

」メ ー カ ー トラ・ク業者一 蹴
→

, メ ー カ ー

/
/
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商 社 は トラ ッ ク業 者 に対 し て,商 社 が 輸 出 品 の製 造 を委 頼 し た 複数 の メー カ に,貨 物 の 集 貨 と

海 貨 通 関 業 者 へ の 運 送 を依 頼 す る。 し たが って,ト ラ ッ ク業 者の 運 賃 請 求 書 は単 な る運 賃 請 求 書

で あ っ て,輸 出 に関 係 す るデ ー タ とは な らな い 。海 貨 通 関 業 者 は,商 社 か ら船 積 書類 を 受 取 っ て,

は じめ て その 内 容 を知 る こ とが で き る 。

以 上 の4種 類 の パ タ ー ンを通 じて,現 実 に は 更 に これ らの もの が部分 的 に組 合 さ れ て い る場 合 が

あ るの で,一 層 複 雑 とな る。 さ きに,わ れ わ れ が 「総 合 貿 易 情 報 シス テ ム報 告書H」 に お い て 述 べ

た 通 り,こ こ には,輸 出 貨 物 を 港頭 に 向 け て発 送 す る とい う定 ま った制 度 が 存 在 しな い 。 これ に対

し て,わ れ わ れ は,制 度 と して,輸 出 貨 物 送 状 を統 一 的 に 利 用 す る こ と,一 定 の フ ォー マ ッ トと記

載 デ ー タ を統 一す る こ とを提 唱 した わ け で あ る。

●

ヨ
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←

`

1.5.5貨 物 帯 留 期間 調 査

A B

日 数 件 数 割合(%) 屯 数
'

割合(%) 件 数 割合(%) 屯 数 割合(%)

2-5 2,072 20.4 17,061 27.1 1,192 17.7 5,042 16.7

6-10 3,700 36.5 21,390 33.9 2,356 34.9 10,467 34.6

11-15 1,879 18.5 11,752 18.7 1,260 18.7 5,799 19.2

16-20 897 8.8 4,953 7.9 681 10.1 2,763 9.1

21-25 477 4.7 2,654 4.2 400 6.0 2,006 6.6

26-30 271 2.7 1,141 L8 265 3.9 900 3.0

31-35 181 . 1.8 730 1.2 135 2.0 786 2.6

36-40 122 1.2 715 1.1 112 1.7 359 1.2

41-45 90 0.9 398 0.6 61 0.9 126 0.5

46-50 56 0.6 246 0.4 69 1.0 285 0.9

51一 392 3.9 1,962 3.1 212 3.1 1,685
・5

.6

A十B

2-5 3,264 19.3 22,103 23.7

6-10 6,05:6 35・9 31,857 34.2

11-15 3,139 1&6 17,551 18.8

16-20 1,578 9.3 7,726 8.3

21-25 877 5.2 4,660 5.0

26-30 536 3.2 2,041 2.2

31-35 316 1.9 1,516 1.6

A

36-40 234 1.4 1,074 12

41-45 151 0.9 524 0.6

46-50 125、 0.7 531 0.6
1`

51一 604 3.6 3,620 3.8

調査対象期間

〃 店社

全取 扱 数 量

昭 和50年1月 ～12月

16店 社,2ブ ロ ッ ク

(A,B)

16,880件,93,203ト ン

出典;検 定 新 日本 社

横 浜 支社 資 料
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1.5.6CARDlSの デ 一 夕 エ レ メ ン ツ,諸 機 能,お よ び情 報 の標 準 化 に つ い て

NCITD特 別 報 告書 抄 訳(1975年6月)

CARDIS

Nati.ona1

DataElements,FunctionsandInformationStandardization

SpecialReportbythe

CommitteeonInternationalTradeDoeumentation(NCITD)

June1975
■

、1.背 景(Background)

11970年 お よ び1971年 に,(米 国)運 輸 省 はNCITD(NationalCommitteeonInterna-

'

tionalTradeDocumentation)と と も に,現 行 の 国 際 貿 易 書 類 事 務 の 分 析 を 行 い,か つ 必

要 な ペ ー パ ニ ワ ー ク を 削 減 す る た め の 手 順 を 勧 告 す る た め の 研 究 を 行 っ た 。 こ の 研 究 の 諸 結 果 は,

"
.PaperworkorProfitsinInterntionalTrade?"と 題 し て,1971年 の11月 に 出 版;

さ れ た 。 この 報 告 書 の 諸 結 果 の 一 つ と し て,'運 輸 省 お よ びNCITDは,CargoD4taInter-

changeSystem(CARDIS)と い う概 念 を っ く り あ げ た 。 そ れ は,国 際 貿 易 に 必 要 な 情 報 を 速

や か に 伝 達 す る た め に,エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ トラ ン ス ミ ッ シ ョ ンの 能 力 と コ ン ピ ュ ー タ技 術 を 駆

使 し,か つ 主 要 書 類 を 作 成 す る も の で あ る 。

1973年 の3月 に,Ae-.パ ー ワ ー ク の 問 題 は,ADPお よ び 高 速 デ ー タ 通 信 の 広 汎 な利 用 に よ っ

て 克 服 す る こ と が で き る と い う確 信 の も と に,米 国 運 輸 省 お よ び 英 国 のSITPRO(Simplifi-

cationofInternationalTradeProceduresBoard)と は,大 西 洋 を こ え て,デ ー タ ト ラ

ン ス ミ ッ シ ョ ン ・テ ス トを 行 っ た 。 同 様 の テ ス トは1974年 の12月 に,ホ ン コ ン とワ シ ン ト ン の

間 で 行 わ れ た 。 "
引 続 い て,PtProgressReportonPaperworkorProfitsinInternationalTrade

とい う報告 書 が,運 輸 省 とNCITDと の 協 力 に よ って 作 成 され,1973年6'月 に 出版 され た 。

米 国 運 輸 省 とNCITDと の代 表 は,国 連 のECE会 議 に協 力 して 各 種 の ミー テ ィン グに 出 席 し

てい る。 そ こ では 国 際 貿 易 の 諸 問 題,ADPお よび コー デ ィ ン グの 諸 問題 に 関 して,す で に 広 い

範 囲 に わ た る作 業 が 行 わ れ てい る。

1974年 の6月 に,運 輸 省 は,CARDISが その オペ レー シ ョン を開 始 す る以 前 に完 成 し な け

れ ばな らな い]2の プ ロ ジ ェ ク トを発 表 し た。.これ らの プ ロ ジ ェ ク トの 中 に{よ,"諸 企 業 お よ び

運 輸業 者 の要 請 に応 じ る こ との で き る デー タ ・エ レ メ ンッ を決 定 す る"こ と・ お よ び"デ ー タ ・

イ ン ターチ ェ ン ジ ・セ ン ター ・ネ ッ ト ワー ク設 定 の た めの 必 要 条 件 を決 定 す る"こ とが 含 まれ て

い た。 この 作 業 は,運 輸省 とNCITDと の 間 の契 約 と して 実 現 され,1974年 の9月 に,こ れ ら

一118一
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の 諸 問題 を 研 究 す る こ とに っ い て の 合意 が 遂 げ られ た。 この契 約 にはCARDISプ ロ ジ ェク トの

三 つ の フ ェ ーズ が論 及 され て い た が,そ れ は と りあ えず 最 近 完 了 し た フ、エー ズ1に 限 定 さ れ た 。

契 約上 の 要 請 に応 え て,二 つ の 主 要 な任 務 が与 え られ た 。 タ ス ク1は,(CARDISの 構 成 要

素 とな る)そ れ ぞれ の 私 企 業 が必 要 とす るデ ー タ お よ び イ ンフ ォメー シ ョ ンを決 定 し,こ れ を提

供 す る こ と。 タ ス クHは,米 国内 お よ び諸 外 国 に も関連 して,私 企業 のCARDISに 対 す る要 請

(requirements)を 決 定 しこ れ を 提供 す る こ と,で あ っ た。

この 問 題 は,主 と して フ ェ ー ズ1の 内 容 をな す もの で あ るが,NCITDが フ ェー ズHの 作業 を

行 うに あ た って,フ ェー ズ1の 諸 結 果 は,不 断 に検 討 を加 え る こ とが,あ らか じめ 確 認 さ れ た。

それ は,こ の シ ス テム が 実 際 に,設 置 され 運 用 され る以 前 に,こ の シス テム に対 す る諸 企 業 の 要

請}こ対 す る最 新 の 情 報 を入 手 可 能 な らし め る た めの もの で あ る 。

フ ェー ズ1の 完 成 に引 続 い て,NCITDが1975年 の5月 に は じめ た フ ェー ズHの 研 究 に は,

次 に示 す よ うな,各 種の 作 業 を 含 ん で い る。

作 業1(Task1)は,法 律 上 の 障害 の 問 題 を検 討 す る こと で,か つ そ れ は,国 内 的,国 際 的

貿易 の 貨 物 デ ー タの 交換 に,自 動 イヒ技 術 を適 用 す る場 合(現 在 お よび将 来),起 り得 る法 的 障 害

の 広 が り(dimensionsで,大 き さ,範 囲 等 の 意 味 に と られ る)を 明確 化 す る こ と(identifi-

cation)を も検 討 す る。 特 別 の 研 究 領 域 と して指 定 され た もの に,署 名 の認 証,運 送契 約,法

的 な デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ問 題,有 価 証 券 お よ び訴 訟 に 関 す るデ ー タが あ る 。

作 業2(Task2)は,情 報 の保 護 に 関 す る企 業側 の セ キ ュ リテ ィ(デ ー タ保 安)の 諸 条件,

お よ び フ ェー ズ1でCARDISに 対 して要 請 され てい る デ ー タ ・リクワ イ ヤ メ ン ッ問題 で あ る 。

特 別 の 研 究 領 域 と して指 定 さ れ た もの は,デ ー タの投 入,変 換 お よ び読 取 りに 関 す る オ ー ソ リテ

ィ問 題,お よ びデ ー タ喪 失 の リス クに 対 す る ア セ ス メ ン トの 問 題 で あ る 。

作 業3(Task3)は,CARDISの ア ウ トプ ッ ト ・リク ワ イ ヤ メ ンッで,そ ・れ はCARDIS

に関 連 す る と考 え られ る米 国 内 お よ び海 外 の 諸 シス テ ム の ニ ー ズ を満 足 させ るの に必 要 な 書類 記

載 ・事 項 お よ び サ マ リー レポ ー トで あ る。

作 業4(Task4)は,実 験 的 貨 物 デー タ交換 シス テ ム に対 す る特 定 の 計 画 お よ び 措 置 を 準 備

す る こ とへ の 援 助 。 そ れ は,海 外 の デ ータ ・エ レメ ンッの 必 要 条 件 を設 定 し,テ ス ト ・シ ス テ ム

に お け る海 外 の 参 加 者 が 必要 とす る出 力 フ ォー マ ッ トを勧 告 し,よ ろ こん で この 実験 に 参 加 し,

か つ 参 加 す る能 力 の あ る諸 国 の 確 認 を行 う こ とに よ って行 われ る 。,.

フ ェー ズ 皿 は,最 近 の契 約 にな る もの で,契 約 書 に記 され て あ るとお り,こ の シ ス テ ムの 設 置

に 関 す る もの で あ る 。 それ は,特 にCARDISと の 間 に特 殊 自動 化 され た イ ン タ フ ェiス に っ い

ての 分 析 お よび 有 効 な方 法 を決 定 す る こと を含 ん で い る。
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H.組 織 上 の 関 係

NCITDは1967年 の6月,ワ シ ン トンD.C.に 組 織 さ れ た 。 そ の 当 時,米 国 内 の 外 国 貿 易 に

従 事 す る主 要 な企 業 の グル ー プ に よ って 組 織 され,設 立 の 基 本 原 則(定 款)お よ び 規 定 は,国 際

貿 易 書 式 お よ び処 理 の プ ロ セ ス を,削 減 し,単 純 化 し,標 準化 す るた め の特 定 の 調 査 を 実 施 す る

にあ た っ て・ すべ ての タ イ プの 米 国 企 業 を代 表 す る よ うに,詳 細 な 配 慮 が行 わ れ て い る。 当時 ,

す で にあ る程 度,こ の 分 野 にお け る成 功 が 予 見 され てい た 。 す な わ ち,こ の組 織 と計 画 とは,私

企 業 お よ び政 府 機 関 の 双 方 を 満 足 せ しめ 得 る よ うな,ADPシ ス テム技 術 を用 い て 文 字 あ る い は

コ ー ド形 式 に よ り,国 際 貿 易 に必要 な 書 類 の 交換 を デ ー タ ・トラ ン ス.ミッ シ ョ ンに 変 換 す る場 合

の 手 段 とな る で あ ろ う とい うこ とで あ る 。

この組 織 は,16名 の 理 事 か らな る理 事 会 に よ っ て主 管 さ れ,11名 の委 員 か らな る執 行 部 があ

る。理 事 会 お よ び執 行 委 員 会 の 業務 は,年4回 あ るい は そ れ以 上 も,し ば しば開 催 され,そ れ ぞ

れ の メ ン バ ー は無 給 で奉 仕 して い る。 これ らの 人 々は,各 種 企 業 や組 織 の クロ ス セ ク シ ・ ンを 成

して い る。 す な わ ち,輸 出業 者,輸 入 業 者,サ プ ラ イ ヤ ー,海 上,航 空,'ト ラ ック お よ び 鉄道 の

運 送業 者,フ ォー ワー ダお よび ブ ロ ー カー,銀 行,国 際金 融 機 関,保 険 代 理 業 お よ び ブ ロー カ ー,

ポー トオ ー ソ リテ ィ,貿 易 協 会,海 運 取 引 所,サ ー ビス組 織,シ ス テ ム調 査 企 業 お よび 貿 易促 進

組 織 で あ る 。

NCITDは,そ の 出発 か ら して,米 国 政 府 各 省 お よ び 機 関 と密 接 な 関 係 を も'って 活動 した 。 こ

の 作業 は,政 府 が 関 係 す る範 囲 内 に お い そ,直 接 的 に し ば しば 行 わ れた の で あ る が,最 も密接 な

関 係 を保 ったの は,運 輸 省(DOT)の 簡 素 化 局(OfficeofFacilitation)で あ っ た。事 実,

この 局 は,'1967年 にDOTの 内部 に設 け られ た もの で,そ れ は 国 際 貿 易 書 式 問 題 に つ い て,政 府

と企 業 との 間 の 正 式 の 関 係 を設 定 す る た め に,NCI↑Dの 設 置 者 と,ホ ワイ トハ ウ スの貿 易 ア ド

バ イザ との 間 の 協 議 に よ っ て生 れ た もの で あ る
。

t

田.NCITDのCARDISへ の 参 加

CARDISに 対 す るNCITDの 初 期 の 委 員 参 加 は,40名 以 上 に拡 大 さ れた 。'こ の委 員 会 は そ

の 機 能 を 更 に密 着 させ るた め に,委 員 会 の 調 整 が 行 われ て,'"NCITD貨 物 デ ー タ交 換 委 員 会

(カ ー デ ィス委 員 会)に 変 更 さ れた 。 引 続 くDOTと の 間 で行 わ れ た 多 くの検 討 の結 果,NCITD

はCARDISプ ログ ラムの中 で,致 互 に 選 択 す る こ との で きる 若 干 の ア プ ロー チ を 評 価 決 定 した 。

これ は,NCITDの 経 験 が 最 もよ く利 用 され て い る私 企 業 の 主 要 ワー キ ン グ ・グル ー プの 同意 に

よ って 出 来 上 った もの で あ る。NCITDは ま た,米 国 お よび 諸 外 国 の外 国 貿易 の リ クワ イ ヤメ ン

ッ を完全 に カ バ ー す る こ と を保 証 す る こ との で きる,効 果 的 な,か つ技 術 的 に 健 全 な 意 志 決 定 を

DOTの 側 で可 能 に す るた め に,諸 外 国,国 際 団体,米 国政 府機 関 との 間 の相 互 討 議 に 参 加 し て

い る。

`
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'こ れ らの 活 動 は
,今 後 のCARDIS開 発 の た め に重 要 な もの で あ る 。NCITDは そ の 一連 の 内

部報 告 書 を 通 じ て,特 例 化 さ れ た 商 業 デー タお よ び 商業 上の 見 解,オ ペ レ ー シ ・ヨ ンめ 意 見,お よ

び技 術 的 ア プ ロ ーチ を,積 極 的 に提 供 して きた 。 そ れ らの もの は,DOTが 諸外 国 お よ び ・多 くの

国 際 団 体 との 間 に,そ の 調 整 お よ び 交 渉 の 役割 を果 す こ とを援 け た の で あ った 。私 企 業 を 最 大 限

に代 理 す る こ とが で きな い と して も,そ れ は最 も有効 なCARDISプ ロ グ ラム に よ って 補 わ れ る

で あ ろ う。

フ ェー ズ1に 対 し て,NCITDは,CARDIS作 業 委 員 会 を,四 つ の プ ロ ジ ェ ク ト ・グル ー プ

に 分 割 した 。 す な わ ちその う ちの 二 つ を作 業1に,他 の二 つ を作 業2に あ て た。 これ らの もの は,

作 業1に 対 して は デ ー タ ・エ レ メ ンヅ0)リ ク ワイ ヤ メ ン ッの 同 一 化,書 式 の 標 準 化,作 業2に 対

して はCARDIS諸 機 能 の決 定i現 存 シス テム の 検 討 を割 当 て て い る。

次 に 来 るべ き フ ェー ズnに 対 し ては,四 つ の プ ロジ ェ ク ト ・グルー プが 設 け られ るで あ ろ う。 ー

す な わ ち作 業1一 法 規,作 業2一 セ キ ュ リテ ィ,作 業3-CARDISア ウ トプ ッ ト,作 業

4一 実験 シス テ ムの プ ラ ンニ ン グで あ る。 この フ ェー ズllの 作 業 が進 行 し て い る最 中 に も,こ

こに示 され でい る フ ェー ズ1の 内 容 は,た えず 再 検 討 され るで あ ろ う。 必 要 な 場 合 には,完 全 な

もの に す る ため の 追 加 が行 わ れ,情 報 は最 新 に保 た れ,正 確 さに 対 す る不 断 の チ ェ ックが行 わ れ

るで あ ろ う。

他 の機 関 に よ って 行 わ れ た,こ の よ うな プ ロ ジェ ク ト ・フ ェー ズ お よ び作 業 の 内容 は,CARD

IS全 体 の 設 立 可 能 性 の検 討(CARDISfeasibilityreView)の 中 に 含 ま れ て い る。

`

IV.作 業1(TaskI)

1.各 種 の 書 式 の 標 準 化

国 際 貿 易 に使 用 され る書 式 お よび 書式 に 含 まれ て い る情 報 の 標 準 化 の 作 業 は,米 国 に お い て

は,数 年 来,成 功 裡 に遂 行 され て来 た。 基 本 帳 票 は,国 際 貿 易 に対 す る米 国 ス タ ン ダー ド ・マ

.ス タ ー と し て 同 一化 され た
。(U.S.StandardMasterforInternationalTiade)。

現 在 これ は,主 要 帳 票 の 標 準 化 の 基 準 とな っ てい る。 この マ ス ターの レイ ア ウ トは,す で に多

'く
の 貿 易 国 に お い て採 用 され て い るECELayoutKeyの 勧 告 通 りの 記 述 内 容(informa-

tioncontent)お よ び デ ー タ記 入欄 を用 い て い る。 この 準 備的 な 作 業 の 結 果,(個 々の 企 業

『にお け る)実 際 の 書式 標 準 化
,そ れ の 実用 化 が,す で に普 及 し てい る'。

各 種書 式 お よ び情 報 の 標 準 化 を,CARDIS研 究 作 業 の現 在 の フ ェー ズ に適 用 す る た め に,

二 つ の 書 類 に注 意 が集 中 され た 。 す な わ ち,船 荷 証券(BillofLading)と 商 業 送 状(Co－

㎜ercia1・Invoice)と で あ る。 これ らの 二 つ の 書式 が,基 本 的 商取 引 デ ー タの 多 くの もの

』
を 含 ん で い るの で,ま た 同 じデ ー タが他 の多 くの 書 式 に転 記 され るの で,そ の 適 切 な設 計 は,

い か な る 自動 化 シス テ ム に 対 して も,主 要 デ ー タの 適 切 な投 入 に対 し て重 要 で あ る。 この プ ラ
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ンニ ン グと設 計 とは,今 日す で に完 成 され て お り,こ れ らの 二 つ の 書 式 は十 分 に 標 準 化 され,

CARDIS用 と して 設 計 さ れ て い る。

船 荷 証 券(BillofLading)

必 要 な デー タ ・エ レメ ン ッを 記入 す る た め に,(他 の 帳 票 との)同 一 化 を 示 す 目的 を も って,

21の ブ ロ ックな い し エ リアが 設 け られ,そ れ ぞれ21の 番 号 を 付 して い る。 最 初 の20の エ リア

は,貨 物 の 運 送 に 関 係 す る多 くの 人 々が 使 用 す る共 同 の基 本 的 デ ー タ ・エ レメ ンッ を 記入 す る。

21番 目 の エ リア は オ プ シ ョ ンで 使 用 す る エ リアで あ っ て,'特 定 の 場 合,そ のB/Lに だけ 必

要 とす る デー タを記 入 す る た め に残 して あ る。 このB/Lを,世 界 の 多 くの 国 々 も使 用 して い

るが,す べ て の 必 要 デー タ を提 供 す る こ とが で き,文 字 に よ る に レ て も,コ ー ドに よ る に して

も,な い しは ス タ ンダ ー ド ・シー ケ ンス に よ る に し て もそ れ ぞ れ に 利用 され て い る。 この 単 純

化,標 準 化 の 最 終 フ ォー'マッ トはB/L情 報 に関 し て は,自 動 化 シス テム を 通 じ て,現 在 秩 序

立 った デ ご タ の流 れ を っ く り出 し てい る 。

,この 標 準 フ ォニ マ ッ トの 採 用 は,す で に海 上運 送 で は 殆 ど完 了 し,国 際 トラ ッ ク輸送 に も導

入 され つ つ あ るb同 じ 目的 を も・って,鉄 道 お よ び航 空 輸 送 に も,こ れ が 使 用 さ れ る よ うに 作 業

が進 ん で い る。'』

この 標 準B/Lが 運 送 業 者 の 間 で 広 く使 用 され て い る こ とに加 え て,同 一の フ ォー ムが,シ

〉ノC－のB/L要 請 に適用 され は じめ てい る。 その 単 純 さ,お よ び経 費 節 約 の た め に,次 第 に

多 数 の シ ッパuが,"シ ッパ ーが 提 供 す る"簡 易B/L("shipper-prqvided"short

formbilloflading)を 使 用 しは じ め て い る。(付 録E)。 い ま一 つ,同 じ よ うな利用方

法 が 広 く用 い られ て い る。 それ は,シ ッパ ーの 航 空 会社 に 対す る横取 指示 書"ShiPPer's.

letterofinstructionstoairlines"(付 録F)で あ って,す べ て の 航 空 会社 に 対 し

、て 同様 の 標 準 化 され た21欄 フ ォー ム に よ って,す べ ての 必 要 なB/L 、デ 」 タを」提供'し て い る。

・標 準B/Lが もた らUlた ,'こ の よ うに広 汎 な 成 功 は、,どの よ うな伝 送 シス テ ム に対 し て も,

適 切 な ス.タンダ ー.ド・・シ「='ケンス に よ って,・す べ ての 必 要 デ ー タ を提 供 す る こ とが で きる とい

う保 証 を提 供 す るの に,'大 い に助 け どな る もの で あ:る。 こ.れ・らの デ=ダ は,そ れ が 標 準 化 され

てい る とい うこ とに よ・っ で,信 頼 性 を増 大 して お り,こ れ を 数多'くのCARDIS関 連 業 務 に応

層用 す る チ ャ ンス を招 来 した
。 ・ ・

商業 送 状(CommercialInvoice)

付 録Gに 収 録 され て い る書 式 は,同 様 に 米 国 ス タ ンダ ー ド ・マ ス タ ー に準 拠 し た もの で あ る。

この書 式 は,す べ て の 商 取 引 関 係 者 が 必 要 とす る情 報 要 求 を 満足 させ るの に 必 要 な,共 通 の デ

ー タ'・'エレメ ン ッ を配 列 して開 発 され た 。 ま た,他 の 国 々 で行 わ れ て い る同 様 の 作 業 と目標 と

に,慎 重 な 注 意 を は ち う こ とが 必 要 で あ っ た 。 す べ ての コ マー シ ャル ・イ ンボ イ ス を 集 め,こ

れ を主 題 に よ って配 列 し,そ れ ぞれ 含 まれ て い る基本 デー タを,同 一の シ ーケ ン スに よ っ て り

,ぷρ{

、

●
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ス トを 作 成 す る こ とに よ って,米 国 か らの 輸 出 に用 い られ る必要 デ ー タ を記 載 し た多 くの イ ン

ボ イ スが,取 引 の終 りで あ る配 送(デ リバ リー)時 の 輸入 書 式 と して も使 用 す る こ とが で き る

こ とが 明 らか とな った。 同様 に して,他 の 国 々か らの 輸出 も,標 準 イ ンボ イ ス に明 細 に 記入 し

て あれ ば,米 国 にお い て,別 に 輸 入 の た めの 書 類 を 作 成 す る こ とな く,事 務 処 理 を す る こ とが

で き るで あ ろ う。

米 国 の コ マ ー シ ャル ・イ ン ボ イ ス は,個 々の 企業 間 にお い て も,ま た 異 った タ イプ の 企 業 間

に おい て も,す でに 広 く評 価 され て い る。通 常 貿易 情 報 は,買 取 人,販 売 人,銀 行 その他 の 関

係 者 ば か りでな く,そ れ は 統 計 目 的,行 政 お よ び企 業 内 部 の特 定 の 目的 の た め に必 要 な,広 い

範 囲 の デ ー タ を 含 む もの で あ る。 現 在 す で に完 成 し て い る標 準 化 され た,か っ 簡 素 化 され た米

国 の コ マー シ ャル、・イ ンボ イ ス は,別 途 目的 の ため の 使 用(optionalusage)も 可 能 であ る

し,文 字 に よ って も,あ るい は コ ー ド形 式 に よ って も,ま た は 伝送 に よ っ て も,何 れ に し て も

共 通 の シー ケ.ンスに し た.がった必 要 イ ン ボ イ ス ・デ ータ を提 供 す る こ とが で き る 。 同様 の 方 法

(act.ion)が,他 の多 くの 国 々に よ って 採 用 され て い るし,ま た 採用 され よ う と して い る。

歴 史 的 に っ く りあ げ られ た イ ンボ イ ス ・デ ー タ は大 量 かっ 時 と して 必 らず レ も必 要 な もの で

.は な か っ た。 こ、れ が 最 近 まで,イ ンボ イ スの 標 準化 を さま たげ て きた の で あ った 。 この こ とが

また,.多 .く∫D関 係 者 が用 い る異 った タ イプ ρ デ ー タQす べ て を標 準書 式 にま とめ る こ とは 不 可

.能で あ、る とい う議 論 を ま き お.こレ た 。 これ らの 恐れ と異 論 とは,標 準 書 式 が開 発 され た今 日に

お い て は 克 服 す る こ とが で きる で あ ろ う.し,す で に多 数 の 国 々一に お い て標 準 書 式 が 採 用 され は

じミダ)て'いるo,・.・'・ ド

イ ンボ イス 情報 を標 準 化 さ れ た 方 法 で 提 供 す る こ とによ って,こ れ らの デ ー汐 は非 常 に 多 く

、の 関 連 目 的の た め に使 用 す・る こと が.でき る。 た とえ ば ・商 品 の発 生 源 お よ び貨 物 の 発 送地 点 を

適 切 に 示 す こ とが で ぎ,・これ と異 っ た源 産 地 証 明 と区分 す.るこ とが で き る、で φ ろ う.。、同 様 に,

外 国領 事 館 が 満 足 す る1よう・な 情 報 を提 供 し,標 準 化 され た コマ ー シ ャル ・イ ンボ イ スは,別 に

領 事 イ ンボ イ ス を発 行 す る必 要 を な ぐ して い る。一

米 国 税 関 は,標 準 化 され た・イ ンボ イス ・デ ータ を,税 関 の情 報 シス テ.ムに投 入 し,通 関 目的

に 使 用 す る こ と.を考 慮 し て い る 。 この 方法 によ っ.て,税 関 の デー.タ要 求 に応 え る た め,ADP

また は マ ニ'ユァ ルの 手 法 の 研 究 が行 わ れて いる 。 他 の 多 くの 国 々に お い て も,同 様 に イ ン ボ イ

スの 標 準 化 が行 わ れ 同様 な 研 究 が行 わ れ て い る。B/Lお よびC/1デ ー タt/・エ レメ ンッの 標 準

.化は,他 の 各 種書 類 の 削 除 の た め の キ イ と して提 供 され て い る。残 存 す る若 干 の 帳 票 は 一度 の

ダ イ ビ ン グに よ って,あ るい は,"ワ ン ・ラ ン ∴ シス テム に よ って 同 時 に作 成 され る よ うに標

準 化 され てい る。 この こ とは,要 求 され てい る情 報 の,最 終 的 な標 準 化 お よ び単 純 化 の た め に

重要 な こ とで あ る。 トラ ン ザ ク シ ョ ンの た め に 最 少 限 に ま で縮 少 され たそ の よ うな イ・ン フ ォメ

ー シ ョ ンは ,文 字 あ るい は コ ー ド形 式 で この 目的 の た め に提 供 す る こ とが で き,ど の よ う なA
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DPシ ス テ ム に対 して も,'コ ス トの 点 で 妥 当 な もの とな り,特 にCARDISの よ うな 包 括 的 シ

ス テ ム に 対 し て妥 当 な もの で あ る。 削 除,単 純 化,標 準 化 の 作 業 が,す べ て の 書 式 あ る い は文

書 に つ い て 行 わ れ て お り,そ れ は,結 果 と して 出 て来 る基 本 デ ー タを コ ン ピ ュー タ化 す るこ と

を 目的 と し た もの で あ る。

2.デ ー タ ・エ レメ』ンツ

私 企 業 が 必 要 とす る 情 報,お よ び 必 要 デ ー タを決 定 す るた め に,現 在 国 内 で用 い られ て い る

書 式,国 際 貿 易 の 書式,お よび これ に 関 す る以 前 の研 究 につ い て,一 つ の 調 査 が 行 われ た。 こ

の 結 果 得 られ た多 くの リス トが,(そ れ ぞ れ の)企 業 に 配 布 さ れ,デ 一 夕 エ レメ ン ッ に対 す る

ニ ー ズ,お よ び その 最 近 の使 用 が確 か め られ た
。付 録H-Mに ブ レー ク ・ダ ウ ンされ た若 干 の

グル ー プ ご とに,デ ー タエ レメ ンッ が 別 々に 使用 され て い る こ と(distinctiveuse)が 明

らか とな っ た。 シ ッパ ー(Shippers)と は,輸 出 者,輸 入 者 の よ う'にシ ッパ ー ζし て同 一視

す る こ との で き る企 業 を含 ん で い る。'フ ォー ワー ダー(Forwarders)と はフ ォー ワー ダ ー ・

ブ ロー カー7お よ び その 代理 業 務 を営 む 者 を含 ん で い る。 運 送 業 者(Carriers)と は 海 上 輸

送 お よ び 航 空 輸 送 業 か ら得 た特 別 め 応 答 を含 ん で い る。鉄 道 お よ び トラ ッ ク業 の デ一 夕 エ レメ

ン ッ は,シ ッパ ーお よ び フ ォご ワー ダ ーか ら得 た 応 答 の 中 に 含 まれ(coveredby)て い る。

こ れ らの 運 送 業 者 は第 一義 的 に 国 内 輸送 に 従 事 す るr者で あ り,最 初 の 調 査(inquiry)に は

含 まれ てい な か つ た 。 しか し,1今 後 の 調 査 の 対 象 とな る で あ ろ う。銀 行 お よ び保 険 会 社 は,彼

等 め 特 定 の 要 請 に つ い て 応答 した 。 一般 的 な 情 報 ユ ー ザ ー と して の ポ ー トオ ー ソ リテ ィ,各 種

団 体,等 々 は,他 の 者 が 作 成 した リス トの エ レメ ンツが,彼 等 の情 報 目 的の ニ ーズ に適 す るか

ど うか を検 討 した 。`

一 つめ シス テム を設 計 す るに あ た って
,デ 一 夕 エ レ メ ン ッの 使 用 に対 して 重要 な関 係 を 有 す

るの は,誰 が デー タ を シス テ ム に投 入 す るか とい うこ との決 定 で あ る。 この こ とは,付 録Mに

列 記 さ れ て い る。 シッパ ー お よ び フ ォー ワー ダ ー に よ って,そ れ ぞ れ の機 能 と書 式 の た め にデ

ー タ を用 意 す る こ と に関 係 す る企 業 にっ い ては
,多 様 な パ リエ ー シ ョジが 存 在 す る。 シ ッパ ー

'か ら発 生 す る と見 られ る多 数 め デ ー タエ レメ ン ッは
,過 去 に築 きあ げ られ た,シ ッパ ー ー フ

ォー ワー ダ ーの 関係 に よ っ て,実 際 に は フ ォ ー ワー ダ ーか ら発 生 す る'(originated)。 この

付 録 に 示 さ れ て い る フ ォー ワー ダー関 係 の デ三 夕は,明 らか に,フ ォー ワー ダー に起 源 す る と

み られ る もの に 限 られ て い る。

この よ うに して,61%の デ 一 夕 エ レ メ ン ッが,シ ッパ ー な い し は フ ォー ワー ダー に よ っ て

提 供 され,31%が 運 送 業 者 によ って 提 供 され て い る。

さ ら に後 の 使 用 の ため に保 管(記 憶)さ れ るデ ー タ につ い て言 え ば,こ の デ 一 夕 エ レメ ンラ

数 は,そ れ ぞ れの シ ッ'プメ ン トにっ い で多 重 使 用 され る(formultiplefunctions)か,

な い しは 次 の シ ッ プ メ ン トに その 多 くを使 用 す る た め の もの で はな い。 付 録Kは 特 定 の デ ー タ
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の 使用 頻 度 が 示 し て あ る。 最 大 限,33の 異 った 機能 な い しは書 式 が7一 単 一の デ ー タ エ.レメ ン

ト{,関 係 す る.6.8%の デ ー タ エ ・・ ンッが15～33回 使用 され4・8%が10～14回 ・13・1%

が5～9回 使 用 さ れ る。 残 りの75:3%は1～4回 使 用 さ れ る だ け で あ る。 それ 故 に,次 の シ ッ

プ メ ン トに使 用 す る た め の デ 一 夕 エ レ メ ン ッの ラ イ フサ イ クル を含 む そ の 他 の 要 素 に よ って,

単 一の シ ップ メ ン トに繰 返 し数 多 く使用 さ れ,一 度 入 力 し,多 重 利用 の た め に保 管 され る デ ー

タ土 レメ ンツの 数 は,約50で あ る。

デ 一 夕 エ レメ ンッの 分 析 に関 す る,い ま 一つ の ア プ ロー チ は,そ れ らの デ ー タエ レ メ ンツ を

使 用 し また は受 取 る関 係 者 の 数 を考 察 す る ことで あ る。 付録Lに 示 し て あ る通 り,68%の デ

一 夕 エ レメ ンッは,列 記 され て い る関 係 者 の75%以 上 に関 係 す る。 こオtらの 結 果(complia-

tion－ 従 属)は,企 業 内 の デ ー タ エ レメ ン ッの配 列 分 散 が,利 益 の 追 求 に と もな って,広 汎

に分 散 して い る こ とに よ る もの で あ った 。 これ らの 返 答 は,CARDISの 作 業 グル ー プ に よ っ

て注 意 深 く検 討 され,分 析 さ れ,企 業 お よ び政 府 に よ って使用 され て い る 若干 の 書 式(forms)

の デ 一 夕 エ レメ ンツの 使 用 を考 慮 し て,調 整 さ.れた 。・

他 の 国 々に お い て使 用 され,要 求 され て い る デ 一 夕 エ レメ ン ッの リス トに 関 連 せ し め る た め

に,1974年4月19日 のECEの 研 究"StracturedGroupingofDocumentsandHea-

di。g、 ・に対 し て,予 備 的 な チ ・ ックカ桁 わ れ ナ・・ タ ー ミ・ ・ ジー に お い て 相 違 が 有 り得 るに

もか か わ らず,こ の研 究 に列 記 さ れ てい る基礎 的 タ イ プの書 類 と比 較 し,共 通 の 意 味(Co㎜ 一

〇nmeanings)が 用 い られ た 。 これ らの もの は,付 録Hの3-10お よ びMに 列記 され て い る。

この 初 期 的 な作 業 は,一 つ の 例 にす ぎな い 。 そ れ は あ る 種の デ ー タ エ レ メ ン ッに っ い て は,共

通 の 利 益 が あ る こ と を示 し,相 互 の研 究 開 発 で 定義 を 明確 に し,さ らに 拡 張 す る こ と を示 し た

もの で あ る。

3.CARDISデ ー タ構 造

研 究 の 現 在 の 段 階 に お い て は,メ ッ セー ジ構 造 の た めの,確 定 し た デ ー タ ・レコ ー ドを つ く

る こ とは,時 期 尚 早 で あ る。 しか し な が ら,国 際 貿 易 に お け る 商品 の 動 き に対 応 す るデ ー タの

イン タ ー ア ク シ ョ ンを 含 む それ らの 機能 を秩 序立 って 検討 す る ため に;デ ー タに つ い て の あ る

秩 序 立 て が必 要 で あ る。 最 初 に(primarily),こ の 構造 設定 は,各 種 のCARDIS機 能 を

検 討 す る際 の 助 け とな る。 そ し て容 易 に 検討 す る こ とが で き,か つ 決 定 す る こ とが で きる。 次

の基 準が 考 察 され るべ きで あ る。-

1.提 唱 され て い るCARDIS機 能 を サ ポー トす る ための 十分 な デ 一 夕 エ レメ ンッ が 存 在 す

るか ど うか?

2.提 唱 され て い るCARDIS機 能 を サ ポ ー トす るの に必要 な,デ ー タベ ー ス の 全 体 的 サ イ

ズ(generalsize)0

3.誰 が デ 一 夕 エ レメ ン ッの 最 新 の 提 供 者 で あ るか?
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4.誰 が(CARDISの も と で の)デ 一 夕 エ レメ ン ッ の 提 供 者 で あ る べ き で あ る か?

こ れ に 加 え て,デ 一 夕 エ レ メ ン ッ を 論 理 の カ テ ゴ リ ー の 中 に 秩 序 立 て る こ と は,新 らし い デ

ー タ エ レ メ ン ッ を 発 見 し
,重 複 し て い る デ 一 夕 エ レ メ ン ッ を 発 見 し,不 必 要 な エ レ メ ン ッ を 発

見 す る こ と を 助 け る 。

そ れ 故 に,こ の 作 業 は,既 知 の デ 一 夕 エ レ メ ン ツ を6っ の 構 造 カ テ ゴ リー に 分 類 す る 。 そ れ

ぞ れ の カ テ ゴ リー は,国 際 貨 物 運 送 に 係 りの あ る 詳 細 な 情 報 を,そ れ ぞ れ 一 つ の レベ ル に 整 理

し た もの で あ る 。 そ し て そ れ は 付 録Nに お い て,次 の よ うな 定 義 に し た が っ て,表 に 作 成 し て

あ る 。

カ テ ゴ リ ーICarriageDescription

こ の エ レ メ ン ッ の グ ル ー プ は 船 舶,航 空 機,ト ラ ッ クな い し は そ の 他 の 運 送 に

関 す る も の で,そ れ に よ っ て 一 つ ま た は 多 くの シ ッ プ メ ン トを 運 ぶ もの を 記 述

す る 。

カ テ ゴ リ ーHTransitModuleDescription

こ の エ レ メ ン ッ の グ ル ー プ は,海 上 コ ン テ ナ ー,航 空 パ レ ッ ト,イ グ ル ー,パ

ン,な い し は 他 の コ ン テ ナ ー で,運 送 車 輌 に の せ て 用 い る 運 搬 用 容 器 を 記 述 す

る 。

カ テ ゴ リ ー 皿lShipme.ntDescription

こ の エ レ メ ン ツ の グ ル ー プ は,シ ッパ ー お よ び 運 送 人 の 双 方 の 同 意 の も と に

Carriageが 準 備 さ れ,そ れ に よ っ て 運 送 さ れ る と こ ろ の 商 品 と 経 路(rout-

ing)と を 記 述 す る 。'

カ テ ゴ リ ーIVInvoiceDescription

こ の エ レ メ ン ッ の グ ル ー プ は,販 売 人,買 取 人,内 ど こへ"の ア ドレ ス,"誰

へ"(invoiceto)の ア ド レ ス;そ の 他,イ ン ボ イ ス 面 の ア イ テ ム ・デ ス ク

リ プ シ ョ ン を 除 き,す べ て の 他 の エ レ メ ン ッ を 記 述 す る 。

カ テ ゴ リ ーVPackageDescription

そ の エ レ メ ン ッ の グ ル ー プ は,ケ ー ス,パ ッ ケ ー ジ,カ ー ト ン,あ る い は シ ッ

パ ー に よ っ て パ ッ ク さ れ た 他 の コ ン テ ナ(容 器)を 記 述 す る 。 ,

カ テ ゴ リ ーVIItemDescription

こ の カ テ ゴ リー の デ 一 夕 エ レ メ ン ツ は,付 録Jに 示 され て い る。 そ れ ぞ れ の カ

テ ゴ リー の,機 能 に 対 す る 関 係 は 付 録Oに 表 で 示 さ れ て い る 。
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VO.作 業2(Task2)

1.CARDISの 諸機 能

NCITDは 過 去 数 年 間 に わ た って,ペ 一一・x7ーワー クに よ る イ ン フ ォメー シ ・ンの 伝 達 に替 え

て 自 動 化 テ ク ニ ック を用 い るCARDIS概 念 にっ いて,こ れ を 会 員 に知 ら し めて きた 。(こ れ

に よ っ て)多 くの 企 業 が,CARDISが 伺 をな すべ きか とい うこ とに つ い て,そ れ ぞれ 彼 等 自

身 の 考 え 方 を発 展 させ て きたの で,企 業 を代 表 す る会 員 に対 して何 を 優 先 的 に設 定 す べ きで あ

るか とい うこ とを 決定 す る こ とが 重 要 で あ った。 この こと は,若 し もCARDISが 一 つの モ ジ

ュ ール と し て(modularway)設 置 され,そ の 初 期 の 有 効 性 が最 終 的 な 受容 性(accepta-

bility)に 影 響 を 及 ぼす とす れ ば,極 めて 重 要 な こ とで あ る 。

付 録Pは,NCITDお よ び他 の 商業 関 係 者 へ の ア ンケ ー トに対 す る回答 で あ って,そ れ は メ

ンバ ー 会員 が 最 初 に.CARDISに どの よ うな 関 係 を持 つ か,最 終 シス テム に どの よ うに 関 連 す

るか,シ ップ メ ン ト情 報 の 保 有(retaining),デ ー タ ・フ ァイル への ス トレー ジ,他 の 若

=Fの 特 殊 な シ ス テ ム性 格 お よ び期 待 され る可 能 性 にっ い て の 彼 等の 期待 を示 す もの で あ る
。書

類 の 作 成 に加 え て,情 報 交 換 に 関 す る他 の 技 術 が 多 分 入 手 可 能 とな る 一方 に お い て,潜 在 的 な

多 くの ユ ー ザ ー に対 し て,現 行 の処 理 方 式 の 中 で,情 報 交 換 の 範 囲 内 に お い て コ ミュニ ケ ー シ

ョ ンを行 う目的 を も って,多 くの書 式 が リス トア ップ され た。 リス トに 記 載 され た書式 の或 る

もの を削 減 し,他 の もの を定 着 させ よ うとす る研 究(action)が 行 われ てい る一 方 で,多 く

の 会 員 に対 して,現 在 使 用 され て い る書 式 に 代表 され る よ うな既 存 の 機 能 に 対 して 彼等 の 優 先

権 を与 え るべ きで あ るか とい う質 問 が発 せ られ た 。

付 録Pに 見 られ る よ うに,回 答 の サ ンプ ルは,約 半 数 が シ ッパ ー で,こ れ に銀 行,運 送 業 者,

フ ォー ワー ダ ーが 続 い て い る。 残 りは ポ ー トオ ー ソ リテ ィ,諸 団体,保 険 会 社,お よ び サ ー ビ

ス ・ビュ ー ロ ーで あ る。

初 期 の シ ス テ ム に対 し て選 定 され た 書類 機 能 に よ三 て,彼 等 の 関 係 を もつ 優 先順 位 が,次 の

よ うに グ ル ー プ化 さ れ た。 ・

80%以 上

70%以 上

60%以 上

47%以 上

OceanBillofLading

DockReceipt

DeliveryPermit

ArrivalNotice

ShipPersExportDeclaration

CommercialInvoice

AirWaybill

ShipmentTracing

OceanManifest
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Booking

BillofLadingInland

ShipPersLetterofInstruction・"

Certifi,at,。fO,igi。'"

AirCarrierManifest

LDeliveryInstructions

ConsumptionEntry(Formal)

CertificateofInsurance

企 業 関 係 者 の 回答 の うち,幽70%以 上の グル ー プ に包 まれ る ものの 機 能 を 見 ると,貨 物 の 実

際 の動 き,デ リバ リーの 受 領,シ ッパ ー な い し彼 等 の フ ォ」 ワー ダー と海 上運 送 業 者 との 間 の

タ イ トル や責 任 の 転 換,最 後 に仕 向地 ぺ の 貨 物 の 到 着 を含 ん で い る。60%か ら47%に 記 され

た もの の 機 能 は,も っと細 か な,自 動 化 が 望 まれ て い る ジ ジプ メ シ ト,航 空 貨物 輸 送,シ ップ

メン トの ト レー ス に関 す る書 類 事 務 を含 ん で い る ・付 録Qば ・ 輸 出に 関 す る初 期 シ ス テ ムの シ

ス テ ム フ'ロー に お け る 諸 関 係を 示 し て い る。

CARDISフ ァイル に お け る情 報 の 保 有(retenti〒on)に つ い て は,回 答 の 半 数 が90日 を

'

適 当 とし て い る。1/3の もの は90日 以 上,『残 りの もの は シ ップ メ ン トを カ バ ーす る 期 間 で あ

るべ きーだ と考 え てい る。 ・'tt1

シ ス テ ムに 対 す る その 他 の 期 待 に つ い て 言 えば,約88%が,デ ー タの デ ー タベ ー ス へ の 保

有 を希 望 し た。 こ れ らの う ち半 数 は,1つ め デ一 夕 ゼ ンタ ー を選 び,'他 の もの は 一 つ以 上 の デ

ー タ セ ン タ ー を選 ん だ
。 ほ とん どすべ ての 者 が,"セ キ ュ リテ ィ とプ ラ イバ シ ー"が 重 要 で あ

る と考 え た。"メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ"お よ び"ユ ーザ システム とのイ ンタ ー フ ェイ ス"お

よ び"イ ンプ ッ トお よ び ア ウ トプ ッ トを,電 話 ま た は 郵便 で 処理 す る機 能"に'対 す る要 望 は,

数 は 少 か った が 高度 な もの で あ った 。

その 他 の 機 能,(す な わ ち)運 送 業 者の コ ンテ ナ ・コ ン トロー ル,各 種証 明,統 計 分 析,料

金 相 場,輸 入 法 規 の チ ェ ック ・リス トの よ うな機 能 は,'回 答 者 の30%未 満 が,初 期 のCARD

ISに 必要 で あ る と考 え,運 送 業 者 の す べ て が,コ ンテ ナ の コ ン トロー ルが 必要 で あ る と 答 え

たo

初 期 の シ ス テ ム に対 す る特 定 の 選 択 が 行 わ れ た一 方 に お い て,高 い パ ー セ ンテー ジを も って,

多 くの 人 々が,最 終 シス テ ム に 示 され てい るす べ て の ア イテ ム ー そ れ は 初 期 の シ ス テ ム に 優

先 配 置 さ れ る ア イテ ム に追 加 され る もの で あ る が 一 が,初 期 シス テ ムが 成 功 裡 に運 営 され た

後 に,最 終 シス テ ム に追 加 され るべ きで あ る こ と を,明 らか・に表 明 し た。 この シス テ ム は,一

つ の モ ジ ュ ール と して 設 置 され るの で,最 終 シス テ ム に対 す る追 加 的 検 討 は,そ れ らの 追加 が

ア ップ デー トな 情 報 で あ り,若 干 の修 正 も含 まれ るよ うに,更 に深 く'追求 す る こ とが で き る。
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2.国 際 的 参 加

CARDISプ ロ グ ラ ム設計 の この 第1の フ ェー ズ に お い て,他 の 国 々で行 われ て い る 同 様 の,

な い しは 関 連 す る計 画 に対 して注 意 が払 わ れ た 。 世界 中 で,CARDISが 検 討 さ れ て い る と こ

ろで は ど こで で も,多 大 の 興 味 を示 し,多 くの 質 問 や,米 国 で開 発 され てい る もの に 対 す る情

報 の 要 求 が提 示 され た 。提 唱 され てい るCARDISシ ス テ ム機 能 にっ い て,他 の 国 々の 代 表 者

た ち に対 して 行 われ た説 明,お よ び それ が他 の 国 々の 同様 の 目的 に対 し て どの よ うな 関 係 を持

つ か とい うこ とにつ い て,多 くの 討 論 が 行 わ れ た 。 シス テム の 範 囲,オ ペ レ ー シ ョ ンの 機 能 と

最 終 目標 につ い て,現 時点 で は,ハ ー ドウ ェア,セ ン タ ー,オ ペ レー シ ョン技 術,経 営 問題 よ

りも多 くの 関 心 が 寄せ られ た'。

CARDISに つ い て,国 際 的 な団 体(parties),お よ び国 々に対 して 情 報 提 供 を行 うに さ

い し て,国 連 欧 州経 済委 員 会(ECE)の 専 門 家 会 議(1お よ び2)の 年4回 の 会議 は,協 力

的 で あ りか つ大 きな 助 け とな った 。 ア ィ デ ァ の 交 換 の 場 を 提 供 され る と い うこ とに 加 え て,

ECE会 議 の メ・ン バ ー諸 国,国 際 団 体,ECE書 記 局 は,CARDISに 関 す る貴 重 な研 究 や 報 告

書 の ソー ス とな っ て い る○ これ らを通 じ て,次 の よ うな 主題 に対 す る他 の 国 々の 貴 重 な,か つ

最 新 の 情 報 を 集 め る こ とが で きた。

国 際 貿易 に お け るタ ー ミノ ロ ジー の定 義

デ 一 夕 エ レ メ ンツ お よ び必 要 イ ン フ ォメ ー シ ョン

国 名 コ ー ドの 開 発

船 名 コ ー ド

CCCに よ って 引 続 き開発 され て い る 商 品分 類 な い し コー ド

CARDIS計 画 の 国 際 性 を強 調 す る に'さい し て,他 の 国 々に よ って準 備 され て い る イ ンタ フ

ェー ス の 研 究 との 間 に,初 期 情 報 構 造 の イ ンタ ー フ ェ イス を持 つ こ とに注 意 が 向 け られ た 。

SITPROと の 間 の契 約 に よ る主要 な 調 査 計 画 の 中 に は,CARDIS開 発 に関 して完 全 に 評 価

す る こ との で き る貴 重 な 情報 が 含 まれ て い る。 また 最 近 完 成 され た北 欧 グル ー プの 研 究 は,こ

れ らの 諸 国 との 間 の デ ー タ交換 を 計 画 す る に 当 って の ガ イ ドラ イ ンとな る もの で あ る。 フ ィ ン

ラ ン ドは,他 の 国 々 との デ ー タ交 換 の シス テ ム との イ ン ター チ ェ ン ジに関 す る3年 が か りの 研

究 結 果 を 最近 配 布 し た。 カ ナ ダ(COSTPROを 通 じ て)も 又 近 々 同様 の 研 究 を 開 始 す る こ と

が 了解 され て い る。他 の 国 々に お け るこ れ らの 諸 活 動,研 究 の 成果 と連 絡 を 持 つ こ と の重 要性

は,い く ら強 調 して も強 調 し きれ な い もの であ る。 情 報 交 換 の デ モ ンス トレ ー シ ョンを さ らに

実 施 す る前 に,他 の 国 々の イ.ンタ ー フ ェ ー ス計 画 が 国 際 的 にな リク ワ イヤ メ ンツ を もた ら し,

また技 術 的 に密 接 な 協 力 を保 つ手 段 と して,不 断 に 紹 介 さ れ る であ ろ う。

ECE(ジ ェネ パ)と 協 力 して 行 わ れ る作 業 は,各 国 の"基 本帳 票"と の 間 に残 っ て い る 若

干 の 食 い違 い との 間 の 同 一 化,出 来 得 れ ば これ を 除 去 す る た め の努 力 を続 け て い る。 これ らの
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基 礎 と してECELayoutKeyを 用 い る こ とに ょ って,多 くの 国 々の 統 一書 式 な い し は キ イ

は・ 現 在 す で に内 容 とされ るデ ー タ,記 入 場 所,順 列 に 関 して 実 質 的 に統 一 さ れ てい る。米 国

が 全 幅 的 に 参加 して い る諸 活 動 は,可 能 な 限 り食 い違 い を 除 去 し,比 較 的 に僅 か な 残 余 の 不統

一 な デ ー タは ・ その 国 の 除 外 例 と して 処理 す る こ と にな るで あ ろ う。 この 目的 を完 遂 しな が ら,

・マニ ュ アル で 作 成 さ れ る に して も,ADPデ ィス プ レ イや プ リン テ ィン グ ・シ ス テ ム を 通 す に

して も,デ ー タ エ レメ ンッ お よ び そ の表 現 の 基 本 的 共通 性 に対 す る,よ り一層 の 保 証 が与 え ら

れ る で あ ろ う。

㌧現 在 デ ー タお よび 書 式 の 標 準 化 作 業 を行 い
,将 来 のADPシ ス テ ム を 目ざ し て い る す べ て の

国 々,ECE,国 際 的 な 貿易 簡 素 化 機 関 と不 断 に 連 絡 を保 つ こ とは,CARDIS設 定 の 決 定 的

成 分 とな る で あ ろ う。1

3現 在 の ボ リュー ム,コ ー デ ィン グお よ び オ ー トメ ー シ ョ ン

国 際 企 業 に お け る今 日の デー タ'・プ ロセ ッシ ン グお よ び コ ー デ ィ ジ グの 状 態 を評 価 し,CAR

DISが 処 理 すべ き ポ リ 三 ーム を 推計 す るた め に ・ 一つ の 質 問 状 が 配 布 され た。 回 答 の 集計 が

付 録Rに 示 さ れ て い る。'ここに 示 され て い る数 字 は,調 査 対 象 とな っ た諸 企 業 の 平 均 の 経験 値

を現 して い る。 そ して そ れ は,CARDISの デ ザ イ ナ ー に,そ れ ぞ れ の タ イ プ の企 業 の基 本 数

値 を提 供 す る もの で あ る。 こ れ らの 数 値 を用 い て,特 殊 な技 術 的 キ ャパ シ テ ィ,ス ピー ドを サ

ポ ー トす る た め に 必要 な最 適 参 加 の状 態 が 推 計 され るで あ ろう 。 ・

この シ ス テ ム に お い て繰 返 し使 用 され る デ ー タの 必要 につ い て,特 記 す べ き こ と は,約75

%の 国 際 貿 易 が,繰 返 し行 わ れ る もの で あ る こ とが報 告 され た 。 この こ とは,著 しい量 の デ一

夕 エ レ メ ンッが 保 有 さ れ,爾 後 の新 らしい シ ップ メ ン トに っ い て は,デ ー タを 再 投 入 す る必 要

が な い とい う前 提 を サ ポ ー トす る もの で あ る。 さ らに検 討 を進 め て,ど の デ一 夕エ レメ ン ッが

"Cの カ テ ゴ リ1Lに 属 す るか とい う
こ とが,付 録1に 示 して あ る。 そ して,そ れ に よ って,デ 一

夕 エ レメ ン ッの 一 覧 表 に 示 して あ る よ うな デ ー タ を シ ッパ ー や キ ャ リヤー が イ ン プ ッ トす る作

業 を 省 略 す る こ とが で き る。

この 調 査 は,そ れ『そ れ の カテ'ゴ リー に示 され て い る運 送 業 者 や その 代 理 業 者 が,現 在 国 際 貿

易 書類 事 務,第 一 義 的 に 輸 出について,ど の く らい デー タ ・プ ロ セ ッ シ ン グを行 って い る か と い

う'こ'とが%で 示 され て い る6ま た,こ の オ ペ レ ニ シ:1ン め 可 能 性 に つ い て 見 る に,輸 出 は主 と

し て企 業 内 シス.テム,輸 入 は多 くの もの が サ ー ビス ・ビ ュー ロを利用 す る こ とが 示 され て い る。

20%か ら30%の もの が,企 業 内 で の あ る 種の ア プ リケ ー シ ョ ンを利 用 す る こ とを 表 明 して い

る。'それ に もか か わ らず,そ れ らの 機能 の 中 に は 一つ の 類 似 性Csimilarity)'が あ り,CA

RDISの 機 能 調 査 に お い て最 高 の 優 先 順 位 を示 し て い る。

コ ー ドに関 す る調 査 では,大 部 分 の企 業 が 顧 客 ,商 品,売 り手,運 送 人,国 名 に つい て 自社

内 の コ ー ドを 使 用 して い る 。 しか しな が ら,ScheduleB,DUNS,IATA,お よびSchedule
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Kの 使用 が多 い こ とが著 る しい現 象 で あ る。

デ ー タ ・プ ロセ ッシ ン グお よ び伝 送 機 器 に対 す る質 問 で は,こ の 調 査 に回 答 を よせ た企 業 は

中位 の サ イズ,す な わ ち新 ら しいCARDISコ ンフ ィギ ュ レー シ ョ ンに対 し て イ ンタフ ェ イ ス

を持 つ こ との で き る第3世 代 お よ び第4世 代 の設 備 を持 って い る こ と を指 摘 す る外 に,結 論 を

出 す こ とは で きな い 。

●

t

皿.結 論

1.書 式 の標 準 化

船 荷 証 券(B/L)と 商 業 送 状(C/1)に つ い て は,デ 一 夕 エ レメ ンッ の 標 準 化 と統 一が で

きて い る。標 準B/Lの 採 用 は,海 上運 送 にお い て は ほ とん ど完 了 し,国 際 トラ ッ ク輸 送 に 現 在

導 入 され つつ あ る。 鉄道 お よ び航 空 輸送 へ の 採用 運 動 が 進 め られ て い る。 こ れ に加 えて. ,同 じ

フ ォー ムが シ ッパ ーのB/L要 請 に利 用 され つ つあ る。

商業 送状 の標 準 化 は,米 国 か らの 輸 出 の み な らず,相 手 国 の 輸入 業 務 へ の 使 用 を主 導 す る機

会 を 提供 して い る。

2.デ ー タ;レ メ ン ッ

約200の デ ー タ エ レメ ン ッが,国 際 貿 易 の 最 も主要 な書 類,な い しは 基 本 的 機 能 を遂 行 す る

もの の中 で,最 近 同 一 化 され た 。 これ らの うち60%は シ ッパrな い し フ ォt－ワー ダー に よ っ

て,30%は 運 送 業 者 に よ って 投 入 され る。 これ らの デ 一 夕エ レメ ンツ の25%は,各 種 機 能 を

遂行 す るた め に5回 な い し33回 使 用 され る。 ま た,86%の デ ー タ エ レメ ンッ は,関 係 す る企

業 の57%以 上 に 関連 す る。

3.CARDISデ ー タ構 造 ・、.."

準 備 的 な デー タ構造 の 各 種の カ テ ゴ リーが,一 覧,分 類 お よ び今 後 の 最 適 な情 報 フロ ー を決

定 す るた め に設 定 され た。 これ らの もの は,,Carr.iageDescription,TransitModule

Description,ShipmentDescriptionJnvoiceDe、scriPtion,PackageDescrip-

tionお よ びItemDescriptionを 含 ん で い る。 、 ・t:・ ∴..

4.CARDIS機 能

a.NCITDが 決 定 し たCARDIS機 能 に対 す る諸企 業の 選 択 で は,第 一 に直 接 貨 物 の動 きに

関 係 す る もの,デ リバ リーの 受 取,有 り得 べ き タ イ トル や 責 任 の移 転,仕 向 地 への 実 際 の貨

物 の到 着 が 挙 げ られ る。 この シ ス テ ム に対 す るモ ジ ュール の 追加 の 順 位 が 付 録Pに 示 され て

い る。 あ る割 合 の企 業 カ テ ゴ リーの 回 答 に よ って,こ の シ ス テム が,す べ ての 構 成 部 分

(Components)に 対 して,公 平 に サ ー ビス を提 供 す べ き こ とが 考 慮 さ れ な けれ ば な ら な

いo

b.CARDISの 可 能 性 に対 す る企 業 の 見 解 は,デ ー タの保 有 お よ び検 索 が で きる あ る種 の デ
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一 夕ベ ー スが
,ユ ー ザ の反 復 デ ー タ ・イ ンプ ッ トを最 小 限 に す る た め に必 要 で あ る こ との 認

識 を 示 して い る。 ユ ー ザ に 対 して シ ッ プメ ン トの 開 始 か ら少 く と も90日 は デ ー タ を 保 有 す

る と ころ の,中 央 集 中 化 され た デ ー タ ・セ ンタ ー また は地 理 的 に離 れ た幾 つか の'セ ンタ ー

の数 の 選定 が 表 明 さ れ た 。

5.国 際 的参 加

CARDISに 対 す る 企 業 側 の 要 請 を決 定 す る に さ い して,国 連ECEの 年4回 の 専 門 家 会 議

に よ って 検 討 され て い る 同 様 の 計 画 に対 して 注 意 が 払 わ れ た 。 対 象 とな る ものは,必 要 とされ

る デー タ エ レメ ン ツ,タ ー ミノ ロ ジー(用 語)の 定 義,コ ー ドの 開 発,イ ンタ ー チ ェ ンジの 方

法 で これ らの もの は,い ろい ろの 国 で作 業 が 行 われ て い る。 さ らに必 要 な 書 類 にっ い て,相 互

に 受容 れ る こ との で き る標 準 様 式 の 設 定 であ る。

6.最 近 の ボ リュー ム,コ ー デ ィ ン グ,お よび オ ー トメ ー シ ョ ン

a.よ り詳 細 な シ ス テ ム の特 殊 化 お よ び デ ザ イ ン基 準 の た め に,商 取 引 の 量,コ ー デ ィ ン グ,

お よ び オ ー トメ
、一 シ ョ ンの 最 近 の 状 態 に 関 す る基 礎 的 情報 が 提 供 さ れ る。 報 告 され た 国 際 貿

易 の75%が,繰 返 し 行 わ れ る業 務 であ る こ とは,特 記 す べ きで あ る。 この こ とは,著 る しい

量 の デ 一 夕 エ レメ ン ッが(セ ン ターに)保 有 され ・ 繰 返 し行 わ れ る シ ップメ ン トに対 して,そ

の 都 度 デー タを投 入 す る必 要 が な い と い うこ との 保 証 を サ ポ ー トす る もの で あ る。

b.国 際 貿 易 に お け る書 類 作 成 に デ ー タ ・プ ロ セ ッ シン グを 利用 す る こ とは,そ れ ほ ど量 的 に

大 き くな い(isnothigh),そ して それ は,第 一義 的 に 輸 出 に関 す る もの で あ る。

c.現 在 用 い られ て い る コー デ ィン グ ・シス テ ム は,顧 客,商 品,販 売 人○ 運 送 人 お よ び国 名

に 関 す る社 内 シス テ ム で あ る。 た だ し,ScheduleB,DUNS,'IATA,お よびSchedu-

1eKに 対 す る使 用 が著 る し い。

7.そ の 他'

CARDIS計 画 に包 含 され る各 種 エ ー ジェ ン シー に よ って 遂 行 さ れ る機 能 の 同 一化 をは か る

た・め に,引 続 きフ ィー ジ ビ リテ ィ ・・ス タ デ ィお よ び イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ンに対 し て,全 体 と

して 詳 細 な,同 一化 され た 計 画 が必 要 で あ る。
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`

■

CARDIS付 録H

付録1-Mに 対 す るデ 一 夕 エ レ メ ン ッ ・リス ト注 解

潜在 的CARDISデ 一 夕エ レメ ンッの機 能 的分 析

デ 一 夕提 供 者/受 領 者/デ ー タ エ レ メ ン トの使 用

S

F

C

B

I

Z

D

I

G

シ ッパ ー ま た は シ ッ パ ーの エ ー ジ ェ ン ト

フ ォ ー ワ ー ダ ー,ブ ロ ー カ ー,エ ー ジ ェ ン ト

キ ャ リヤ ー(運 送 人)ま た は キ ャ リヤ ー の エ ー ジ ェ ン ト

銀 行

保 険 会 社

保 険 一 ク レー ムの 場 合 の み使 用

デ ス テ ィネ ー シ ョ ン(仕 向 先)/コ ン サ イ二 一

内 部 プ ・ グ ラム

政 府 機 関

諸 機 能/書 式(そ の デ ー タ エ レメ ン トに よ って サ ポ ー トされ る)

."

*

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

米 国 ス タ ン ダ ー ド ・マ ス タ ー に 含 ま れ て い る デ 一 夕

シ ッ プ メ ン トの 追 跡

シ ッ パ ー の エ ク ス ポ ー ト ・デ ク ラ レ ー シ ョ ン(E/D)

コ ン マ ー.シ ャ ル ・イ ンボ イ ス(C/1)

信 用 状

イ ン ラ ン ドB/L

シ ッパ ー の レ タ ー ・オ ブ ・イ ン ス トラ ク シ ョ ン(ShippingInstruction)

オ ー シ ャ ンB/L(船 社 又 は 荷 主 が 提 供)

エ ヤ ー ・ウ ェ イ ビ ル

ド ッ ク レ シ ー ト

デ リ バ リ ー ・パ ー ミ ッ ト(DeliveryOrder)

付 保 証 明 書

原 産 地 証 明

領 事 イ ン ボ イ ス

ア ラ イ バ ル ・ノ ー テ ィス

イ ン バ ウ ン ド ・キ ャ リ ヤ ー ・マ ニ フ ェ ス ト(Ocean/Air)

ア ウ トバ ウ ン ド ・キ ャ リ ヤ ー ・マ ニ フ ェ ス ト(〃)

特 殊 カ ス トム ・イ ン ボ イ ス(外 国)

一133一



R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

デ リ バ リ ー ・イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン

キ ャ リ ヤ ー 又 は エ ー ジ ェ ン トの 請 求 書

A・1・D書 式

保 税 仮 陸 揚

特 殊 カ ス トム ・イ ン ボ イ ス(米 国)

コ ンサ ン プ シ ョ ン ・エ ン ト リー(フ ォ ー マ ル)・

コ ンサ プ シ ョ ン ・エ ン ト リー(イ ン フ ォ ー マ ル)

キ ャ リ ヤ ー の 証 明 お よ び 譲 渡 オ ー ダ ー(無 税 商 品)

コ ン テ ナ 追 跡

の

工

2

3

4

5

6

7

8

9

01

危 険 物 カ ー ゴ ・マ ニ フ ェス ト

シ ップ メ ン ト ・ブ ッキ ン グ

外 国 で つ く られ た書 類

外 国 の 買取/販 売/支 払 書 類

外 国 の保 険 書 類

外 国 の 中 間 サ ー ビス書 類

外 国の 運 送 書 類

外 国の 輸 出 書類

外 国 の 輸 入 書 類

外 国 の 標 準 書 式(NationalMasterForms)
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CARDIS付 録1

1.5.7CARDlSの 潜 在 的 デ一 夕 エ レ メン ツ の機 能 分 析

一
ω
O

デ ータエ レメン ト

の提供者

データエ レメン トの

受 領/ユ ー ザ ー
下記の諸機能および帳票に使用 され る。(付 録H参 照)

ID デ ー タ エ レ メ ン ト

"

カテコ

SFCBIDP SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOpQRSTUVWXYZ1234567890
り 一

A ブ ッキ ン グ 允 3 C SFCD AIJ2

B キ ャ リ ヤ ー 1 S SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSUVWXYZ1234780

C シ ツパ ー/輸 出者 3 S SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSVWX127890

D 製造業者 6 S SFCBDG CT

E 購入/注 文日 6 S SFBDG DVO

F フォーワーダイ エージェント 3 S SFCBIDG *ADHPSUVW467890

G 運送手段 1 S SFCBIDG BDUW789

H 海 一ヒB/L% 3 S SFCBIDG ADGOSTUWXO

(Reference)
r

1 シ ツパ ー/輸 出 者 3 S SFCBIDG *DFGIKLR

J コ ン サ イ 二 一 4 S SF『CBIDG *ACDEFGHIJKLMNORSUVWXY47890

(Reference)

L フ オ ー ワ ー ダ ー 3 F SFCBDG *FGIKLR

M 原産国 6 S SFCBIDG *BCDFGIKLMRTUVW4890

N 通知先 3 S SFCBZDG *D

0 中 間 コ ン サ イ 二 一 3 S SFCBZDG ACDT

P ピ ー ヤ ・ ア ド レ ス 3 C SFCD *ACOP

Q 出港又 は フライ ト日 1 C SFCD *AD



ー

一
ω
O
ー

ID デ ー タ エ レ メ ン ・ト

カテゴ

SFCBIDP SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890『
リ ー A

R 予定到着日 1 C SF℃D AHNOS10

S 船 名 1 C SFCBIDG *ABD

T 船 齢 1 C FCBr D

u1
丘 「

船 級 1 C FcBIG DT

V 本 船 ・ネ ッ ト ・ トン 1 C FCIG OP

W 航海/フ ラ イ ト/% 1 C SFCZDG AHNOS10

X 国 籍 1 C FCBIG *BDJPT

Y 登録場所 1 C FCIG

一

〇

Z 登録日 1 C CIG 0

AA 港湾/空 港(積) 3 S SFCBIDG ABCDFGHIJKLMNORSTUW2467890

AB 港湾/空 港(揚) 3 S SFCBIDG ABCDFGHIKLNOPRSTUWXY246780

AD パ ッ ケ ー ジ 数 3 S SFCBIDG *CDEFGHIJKLNOPRS279'0

AE 荷姿(T}弔ofP㎏) 3 S SFCBIDG DFGIJKLNOPRS2

畑 パ レ ッ ト数 3 S SFCBIDG DGIJNOPRS2

AG コ ン テ ナ 数 3 S SFCBIDG DGIJNOPRS2

AH コ ン テ ナ ・サ イ ズ 2 C SFCZ *GS2

AI コンテナデ ィメンション 2 C SFCZ *G2

AJ コ ン テ ナ% 3 C SFCZG *AGNO

巫 シ ー ル!% 2 S SFCZ GI

AL マ ー ク ス&Nos. 5 S SFCBIDG *CDFGIJKLMNOPRSUVWXY467890

姐 予 定 シ ッ プ メ ン ト .4 S、 SDG CT

期間(月) く.

AN 外国陸運業者 3 S SFZD AZ

AP インランドB/L(日 付)' 3 S SFBIG DUW

` ●
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や

AQ 海 上B/L(日 付) 3 C SFCBIDG D, G', S

AR 米国内陸運送業者名 3 S SFCZDG A 、 u W Z

AS キャリヤー貨物受取 日 3 C SFCBID A D,. .
、

AT 受取人名 3 C CZ A

(Receiver)

AV A.1.D.イ ンプ リメ ン 4 S SFCBG T

テー シ ョン!"
i・.・ .

・r

w A.1.D.ト ランザ クシ ョ 4 S SFCBG T

ン/願

AX A.1.DDOC実 行 場 所 4 S SFCG T

AY エヤー'ウ ェイビル/% 3 C SFCIDG A P STU WX

AZ 販売期限 4 S SFBZD CD M 6 80

BB L/C・ 柘 6 S SFBZG D T

BC 開設銀行 6 S SFBZG D T

BD L/C有 効期限 6 S SFBZG D T

BF 取引銀行 6 S SFBZ D 4 0

BG イ ンボ イ ス 面 4 S SFBZDG C T 4 80.

BH イ ンボ イス発 行 日 4 S SFBZDG CD
1

TU W

BI イ ンボ イス 価格 4 S SFBID CD

BJ ユ ニ ッ ト数 6 S SFBZD C

BK イ球 イス ・コこ ット価 格 6 S SFBZDG CD T 4 89『0

BP 船積 日 3 C SFCBZD A D

BQ
,

フ ロ ー カ ー!% 3 F SFCDG W

(Reference) '

BR カ ス トマ ー% 4・ S SFBZD C
]・

BS 通貨(相 場) 4 S SFCBIDG H M V 0



一
ω
o。
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"i・A
カテゴ

ID デ ー タ エ レ メ ン ト

リ,一

SFCBIDP SFCBIDG
'.

:*ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890
メ

BU デ ィス カ ウ ン ト 4 S
…SFBZDG

V

BV コ ン ミ ッ シ ョ ン 4 S.
.

SFCBZDG
'

CT

w 保険金額 3 S SF四Ip P、HK40
BX 保険 ・料 率 ・チ ャージ 3 1 SF 、・IDG

F
T

CA リ ス ク ・カ バ レ ー ジ 3 1 SFBIDG
1'

,,,

.DT

CB 証書/証 明書% 3 1
`

SF・ 、ID

CC 上屋B% 6 S
SF.・.G

.

B,..
-,

CD 純 量 ・ユ ニ ッ ト 6 S SFG BDT890.

CE Fl.A.S。 価 格(上 屋) 4 S SFG BD

CF ライセ ンス ・シ ンボル 6 S SFG B

CG 輸出許可証番号 6 s SFC.ZG B8

CH 輸出許可証有効期限 6 S SFC,ZG B

CI 最終仕向地 4 S SFCIG B

(DiversionClause)

CJ 流用条件(SED) 4 S SFG B

CK CIE/C&F価 格 4 S SFBID D

CL 貨物品名 3 S .SFCBIDG *DEHJNOPST

CM グ ロ ス ウ エ イ ト 3' S SFCZG *BCEGHIJKLNO'RST6790

(Lbs/ki1・s) '

ノ

CN ネ ッ ト ウ エ イ,ト 3 S SFCID ES6890

(Lb・ イKil・s)

CO 容 積(グ ロス) 3 S SFCZDG *C・EHOS67890

CQ フ ラ ッ シ ュ ポ イ ン ト 5 S SFCZDG CEGHI1
4

CR 危険物品名 5 S SFCZDG CEGHI1
'

■ 〉 ◆
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CS 危険 物 分 類(Class)・ 5 ・S SFC ,ZDG CごEGHI1
>

CT
'一

カ ー コ フ ベ ル 5 S SFC,ZDG CEGHIl
-÷

CU カ ー ゴ化学 品 名 . 5 S SFCZDG CEGHI1

CV CG証 明条項 5 S SFCZDG CEGHI1

㎝ U.N.テ クニカルネーム 5 S SFCZDG CEGHI1

CX U.N(IMCO)分 類 5 S SFC'ZDG CEGHIl

CZ 危 険 物 ラベ ル 5 S SFCZDG CEGHI1

DA U.N./% 5 S SFCZDG CEGHI1

DB ス ト ー ウ エ ー ジ 5 S SFCBID DE1

on.φnderDeck

DC タ イ プ サ ー ビ ス 3 S SFCIID
.

S

(P/EE/PH.等 々)

DD フ レ イ トペ イ ァ ブ ル 3 C SFBZD DGIS

((Name/Add.)

DE 運賃+料 金 3 C SFZD、 EGHINS

DF 輸入許可証% 6 S SFBZDG CDT
'

DG 輸入許可証有効期限 6 S SFZG CDT

DH 領事 インボイス 許可証 4 S SFD C

DI D又 はF商 品(SED) 6 S SFG B

DJ 内陸輸送経路 3 S SFCZDG *GIKL.RWXZ

PK CARDIS/危 3 P SFCBIDG ABCGHIJKMNOPQRSZ1

(Shipmenしto),

DL プ ロ ダ ク シ ョ ン .. 4 S SFDG V

Assists 、L

㎜ デ リ バ リFイ ン ス ト ・' 4 S S

ラ ク シ ゴ ン発 行 日
,v! ・`;

,9,、 層 ㊨

、 「 、'r
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カテゴ
、LＬ

ID デ ー タ エ レ メ ン ト

リ ー
SFCBIDP SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890

DN ア ン ロ ー ド 日時 3 C SZD AINS

DO オーソ〉 レージ(過 大 数) 3 C SFCZDG EST

DP シ ョーテー ジ(不 足 数) 3 C SFCZDG EST

DQ ダ メー ジ(破 損) 3 C SFCZDG E・ST

DR シ ップ メ ン ト価 格 3 S SFCBID RS460

(相 場 に っ き)

DT 出港(発)時 間 1 C SFZD AIZ

DU 海外到着時間 1 C SFZD AZ

DV 推 定 デ リバ リー 日 3 C SFZD A2

㎜ 船 主 1 C SFCBIG D

DX 船長名 1 C CG P

DY パ イ ロ ッ ト名 1 C CG P

DZ エヤ ウエ イビル 日付 3 C SFBID HS

EA トランシップメント形 態 3 C SFBID SZ

EB コ ンテ ナ 自重 2 C SFCI SZ

EC コ ンテ ナ所 有 者 2 C SFCZ SZ

ED コ ンテ ナの状 態 2 C SCZ SZ

EE コ ンテ ナ詰 貨 物 2 C S,CZ SZ

EF コ ン テ ナ タ イ プ 2 C SCZ SZ

EG コ ンテ ナ材 質 2 C SCZ

EH コ ンテ ナ製 造 日 2 C SC

EI チャージ/イ ンボイス作 成 4 S' SD C

EJ 内 陸 フ レー トチ ャージ 5 S SFCBIDG CDV

EK パ ッキング十MIS(}ヤ ージ 5 S SFCBIDG CDV

■ φ ■
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一
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EL 割 引 額' 4 S SF C V

EM イ ン ボ イ ス 3 S F S 8

EN %ヒ)レ 〈プローガーインボfス) 1 F F S

EO 郵送金送先 4 S SFBD C

EP 販売人名 4 S SFBZf∫G D L V 4 9

EQ 書類番号(STD,MSTR)7 S SFCBIDG * C KL R 7890

ER 書類 日付(STD,MSTR) 7 S SFCBIDG * C KL R 0

ES バ イ ヤー 注 文 日 6 S SFCZD C

ET バイヤーの オー ダー% 6 S SFBZD CD M

EU 個 数 4 S SFCBZD D

EV 検査証明 4 S SFZD C

w ラインプライス エクステンション 6 S SFBJDG CD T 4 890

EX インボ イス価格 税 金 4 S SFIDG C T

EZ 国 際 フレー ト チャージ 4 C SFCBDG BC T

FF 容積単位 6 S SFCBZG C

FH 貨物予定入手 日 3 ,C SZD: A Z

FK 温 度 3 C SFCZ

FL FMC% 4 F Z

FN フ行Lテ ㌦ング 料 金 4 F F S

FO 保険料金 4 1 1 C

(BankingFee)

FP 銀行支払額 4 B '

FQ コ ン テ ナ 能 力 ・重 さ 2 C SF『Z Z

FS 国内輸送 ルーティング 3 S SFCD * E G・ 1 KL R・

FT トランスシップメ ン ト 亨to 4 S SFCD * G
ヂ

1 KL R '
5 790

FU 品 名(イ ンボイス) 6 S SFDG * G 1
'
KLM R V XY

、
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カテゴ ト

ID デ ー タ エ レ メ ン ト

リ ー

SFCBIDP SFCBIDG
F

*ABCDEFGHIJKLMNOPQR .STUVWXYZ1234567890

FV メ ジ ャ ー メ ン ト 5, S SFCG *GHIKLR.ST

w キャリヤーへの引渡 し日 5 S SFCD AR

FY 添付書類(数) 3 S SFC R

GB 引 渡 者(by) 3 C C AI

(identification)

GC トラ ック番 号 3 C C AI

GD 埠頭 到 着 日 ・ 3 C C ASWZ

GE チ ェ ッ カ ー 3 C C 1

GF 仮置場所 5 C SFCDG AIUWXZ

GG 海上運 賃(Prepaid) 3 C SFCBZD EGHMNS

GH 海 ヒ運 賃(collect) 3 C SFCBZD EGHMNS

GI 海 上運 賃(origin)' 4 S SFCBZD GS

GJ ポー トチ ャー ジ(複 数) 3 C SFCBZD GS

GK 海上運賃 3 C SFCBZD GS

(OceanFR.ch.)

GL 陸上仕向運賃 4 S SFCBZD GS

GM 運賃支払者 5 S SFCD GS

GO 最 終 コ ン サ イ 二 一 4 S SFCDG *CRV

ceneUS

GS 統計調査(special 6 S ・G
B、

field)
・

GT 最終仕向地(国) 6 S G B

GU キ ャ リ ヤ ー コ ー ド 1 C SFCDG ABS
'

GV 2次 数量 6 S G B

θ ♪ 〉
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㎝ 輸出 者 コ ー ド 4 S G B

GX 仕出国 4 S G BUWXY

GY SED－ 連 番 号 7 P G B

HB 商工会議所 4 S SFBG KL

HD 通知先銀行 4 S B D

HE 支払銀行 4 S B D

HF 最新のシップ・ント日付 4 S B D

田 ア カ ウ ン ト パ ーテ ィ 4 S B D

HH 受 益 者(beneficiary) 4 S B D

HJ 輸出/輸入銀行クレら ト 4 S B D・ ・ … 一 …

HL CCC委 託 4 S B D

(COmmitmentS)

(COnSignment)

皿 ユニー ク レフ ァランス/磁 4 SP SFCBIDG ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXY12

HN トラ ッ ク タ ー ミナ ル 3 C SFD AZ

(ル ー テ ィン グ)

HO 空 港(ル ーテ ィン グ) 3 C SFD AZ

HP INCOTerms 4 S SFBIDG CT ,

HQ 中 間 キ ャ リヤ ー料 金 3 C C ES

HR フレー ト/容 積 ・重量 3 C SFC EHS

HS ピ ッ クア ップ/デ リバ 3 C C ES

リー料 金

HT ヴァリュエーシ ョン料 金 3 C C EHS

HU 料 率/ク ラス 3 C q EHS

フ ラ イ ト料 金
「 ・

HV キ ャ リヤー 商 品 コー ド 3 C> C
÷'

E9'HLS'・

wpへ 、 ■.㍉ ●'^^「9、.^`'㎏.一 ■A丙 、 「 ← 会.,「 、
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カテゴ

-, ,

ID デ ー タ エ レ メ ン ト SFCBIDP SFCBIDG *ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ1234567890
リ ー

㎜ 前払運賃 3 C C EHS

HX クbスウエイト(item)・ 6 D DG UW

HY・ TSUSAネ ッ ト量 6 D DG
ら

UW

HZ TSUSA% 6 D DG UWX

IA 申告価格 6 D DG UVWXY

IB タリーフ/レ ート(ref.) 6 D DG UWXY

IC 税 金 ・公課 6 D DG
→

UWX

ID 輸入 者 に よ っ て引 取 4 D FDG V

られた場所

IE 国内消費単価 6 S FDG MV

IF 米国への輸出単価 6 S FDG MV
'

IG 購入/非 購入 4 S FDG V

IH イ ンボ イスの タ.イブ 4 S F UV

II 税 関 区 コ ー ド 4 D UY

/

◆ ■



2.セ キ ュ リテ ィ問 題 に 関 す る調 査 研 究

◆

COTISに お い て,調 査 研 究 を 進 め て い る,総 合 貿 易情 報 シス テム の形 成 に は,セ キ ュ リテ ィ問

題 を如 何 に解 決 す るか が重 要 課 題 の 一 つ とな っ て い る。 この ため,COTISで は,セ キ ュ リテ ィに

関 す る 一般 的 な研 究 の 動 向 を 把 握 す る と と もに,わ が 国 貿易 業 界 にお け る実 態 調 査 を 実 施 し た。 ま

た,併 せ て,昭 和50年9月 に開 催 され たTRADE/WP.4/GE.1に セ キ ュ リテ ィ問 題 に 関 し,

資料 を 提 出 の うえ 今後 の検 討 に資 す る た め に報 告 した 。

奪

2.1わ が 国 の 貿 易 業 界 に お け る セ キ ュ リ テ ィ 問 題 の 調 査

2.1.1調 査 の 範 囲 と 方 法

実 態 調 査 を 対 象 と し'た業 種 は,シ ッパ ー(商 社),船 会社,航 空 会 社,保 険 会 社,外 国 為 替 銀 行,

に つ い て,1社 な い し2社 を選 び,面 接 に よ り調 査 した。 調 査 に 当 って は,セ ン チ ュ リ ・リサ ー チ

セ ンタ㈱ に具 体 的 な作 業 を 委 託 し た。

調 査 の 範 囲 は,シ ッパ ー,バ イ ヤ ー間 の 輸 出 契 約 成 立 後 か ら,代 金決 済 まで の 各 業 務 に お け る内

外企 業 間,本 支 店 間 お よ び 企 業 と官 公 庁 間 にお け る,貿 易関 係 の メ ッセ ー ジお よ び書 類 の 伝達 に つ

い て の現 状 シス テ ム とセ キ ュ リテ ィの 実 態 を把 握 す る こ と とし た。 な お 貿 易 デ ー タ の セ キ ュ リテ ィ

に は,貿 易 メ ッセ ー ジお よ び書 類 の伝 達 に お け る正 確性 の保 持,エ ラ ー メ ッセ ー ジの 防 止,企 業 機

密 の 保 護 が 含 まれ る。

調 査 した 主 な 事 項 は,っ ぎの とお りで あ る。

(1)貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 お よ び 書 類 作 成 に関 す る業 務 の コ ン ピ ュー タ利 用 の 現状

(2)エ ラ ー メ ッセ ー ジ対 策

(3)機 密 保 護 の 実 態
'

2.1.2デ ー タの セ キ ュ リテ ィに 関 す る考 察

COTISで は,総 合貿 易情 報 シ ス テム 構 想 に お け る主 要 な 機能 と して,デ ー タ共 用 を ね らい に し

た 貿 易 デ ー タ バ ンク を提 案 し て い るが,こ の 阻 害 要 因 の1っ と して,セ キ ュ リテ ィの 問題 が あ る。

貿 易 情 報 は,一 般 的 にみ て,商 取 引 上 必 要 な デ ー タや メ ッ セー ジで あ って,商 取 引 当事 者 の み が

利用 し得 る もの と,法 律 ・制 度 の うえ か ら主 と して 官 公 庁 に報 告義 務 の あ る もの とに 大 別 で き,前

者 の 多 くは,自 由競 争 体 制 の 中 で他 に知 られ た くな い 情 報 で あ り,後 者 の 場 合 に つ い て も個 別 情 報

の取 扱 い に 法 律 的 な 保 護 が 加 え られ て い る。'^
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しか しな が ら,現 在構 想 され て い る 貿易 デ ー タバ ン クで 共用 しよ う と考 えて い る情 報 は,こ の 両

者 を同 一 に 扱 い社 会 的 に経 済 的 に 総 合的 な 効 果 を発 揮 す る こ とを 目的 と して い る。 そ し て,デ ー タ

の 共 用 が,コ ン ヒ。ユ一 夕を 主 体 と し た情 報 処 理 技 術 を駆 使 す る こ とに よ って可 能 とな って い る。

この 新 た な構 想 は,貿 易手 続 の 簡易 化,貿 易 デ ー タの 共用,貿 易 デ ー タの 高速 伝 達 とい った点 か

ら,時 の 流 れ とい え る。 だ が 従 来 の法 規 ・制 度,慣 習 の 枠 を越 え る部 分 が 多 々 あ る。 と くに,従 来

書 類 を中 心 とし て 行 わ れ て き た手 続,信 用 供 与 等 か ら,デ ー タ通 信,コ ン ピ ュー タ等 を 介 して,貿

易 デ ー タや 情 報 が 伝達 され る こ とに な る。

ここ に,従 来 か ら もあ る機 密 の 問題 が,新 た に セ キ ュ リテ ィ問 題 と して 重要 性 を生 じて きた背 景

が あ る。 な お,セ キ ュ リテ ィには,情 報 の 正確 性 を 保 持 す る問 題 と機 密 保 護 の 問題 との2つ の側 面

が あ る。

一般 に機 密 の 問 題 は,a.誰 れ が 護 れ に 対 して 機 密 と す るか,b.い か な る項 目が機 密 で あ るか,

い い か え れ ば情 報 を どの よ うに組 み 合 わせ どの よ うに集 約 し た もの で あ るか,c.そ の 情 報 は 何時

発 生 した もの か タ イ ミン グは?等 の3点 か ら考 察 す る こ とが で き る。

まずaの 問 題 を も う少 し詳 し く考 え て,情 報 を出 す 当 事者 を中 心 とし て 見 た場 合 の情 報 を受 け と

る側 の 分 類 を行 って み る必要 が あ る。 すな わ ち,

A.同 業 他 社:こ れ は 競 争 者 とし て最 も情 報 を 流 し た くな い 相手 で あ る。

B.取 引 先:取 引 上 要 請 され る情 報 は流 さな け れ ば な らな い が,取 引 条 件 を不 利 に す る

情 報 は流 し た くな い相 手 。

C.官 公 庁:法 律 上 ・制 度 上要 請 され る報 告 義務 と して情 報 を流 すが,そ れ 以 外 は 原 則

と し て流 す 必 要 は な い 相手 。'

これ ら以 外 の 第 三 者 は 自 らに と って 直 接利 害 関 係 は 無 い が,価 値 を認 め る相 手 に情 報 を流 す可 能 性

が あ るの で,す べ ての 情 報 を 流 した くな い 相 手 と考 え られ る。

次 に,上 記bの 情 報 の 集 約 度 に っ い て で あ るが,こ れ は 一 般 論 と して 規 定 し難 いの で,こ こで は

仮 に次 の 項 目に 分 類 し て考 え て み た い。

A単 一 項 目:こ れ はL/C,Invoice,B/L等 の 一項 目,た と えば 商 品 名,L/C開

設銀 行 名,船 名 等 の 各 々の 項 目の こ とで あ る。

B .組 合 せ 情 報:こ れ は た とえ ば どこの 商 社 が どの バ イヤ ー に どの 商 品 を い く らの 単 価 で ど

れ だ けの 数 量 を何 時 取 引 した か を表 わ す 一 連 の 他 の 商 社 等 が 価 値 を認 め る

情 報 で あ る。

C－ 書 類:L/C,B/L等 の 貿 易取 引 上 必 要 な 貿 易 手 続 き ドキ ュメ ン トの こ とで あ

る。

D .一 部 集 約 情 報:た とえ ば 特 定 銀 行 の わが 国 主 要 商 社 別 月 間 輸 出 手 形 引 受 量 とい った 個 別企

業 の 行 動 を よ く表 わ し て い る情 報 。

一146一

令

も



6

曾

E .マ ク ロ 情 報:わ が 国 全 体 と して 見 た場 合 の 動 向 を 表現 して い る情 報 の こ とで あ る。 た と

え ば あ る商 品 の あ る年 の 輸 出 通 関 実 績。

さ らにcの 要 因 を次 の よ うに 分 類 して み る。

A.即 時:コ ン ピュ ー タの用 語 で 云 え ばrealtimeの こ とで あ る。 す な わ ち情 報 が

発 生 し た時 点 で,あ るい は 情 報 が 完 成 し た時 点 で 相 手 に情 報 が 流 れ る こ と

を 意 味 す る。

B.一 定 時 遅 れ で:情 報 の 価 値 の 減 少 は そ れが どれ 程 遅 れ て 伝 わ るか に よ る。 これ は 程 度 の 問

題 で あ る の で,こ こ で は即 時 よ り価 値 は 少 な いが ま だ価 値 が 存 す る時 点 で

あ る と規 定 す る。

Cか な り遅 れ て:情 報 の 価 値 が 無 くな る時 点 で あ る。 情 報 の 種類 に よ っては この 時 点 が 存 在

し な い こ と もあ ろ う。

以 上a,b,c3つ の 要 因 に つ きそ れ ぞ れ設 定 した 分 類 を用 い,情 報 が 機密 で あ るか ど うか あ る

い は その 情 報 に 価 値 を認 め るか ど うか,あ るい は そ の 情 報 を 流 して もよ い もの か ど うか を分 析 し て

み る と,表2-1の よ うに結 論 づ け られ る。

表2-1貿 易取 引情 報 の 価 値L

●

タ イ ミ ン グ

情 報 集 約 度

情報を受ける

即 時

(数 日 中)

一 定 時 遅 れ で

(1ケ 月 ～1年 遅 れ)

かな り遅 れ て

(数 年 遅 れ)

相手

同 業 他 社

取引先(当 該取引)

取引先(他 の取引)

当該取引関連官公庁

同 業 他 社

取引先(当 該取引)

取引先(他 の取引)

当該取引関連官公庁

同 業 他 社

取引先(当 該取引)

取引先(他 の取引)

当該取引関連官公庁

組 合 せ 取 引 上 一部集約 マ ク ロ必 要 な単
一項 目

情 報_書 類 情 報 集約情報

△

O

△

○
,

×

△

△

△

×

○

×

○

△

○

△

△

×

△

△

△

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

×

○

○

○

○

○

○

○

○

●

△

×

機 密 で は な い。

機 密 では な い が情 報 を受 け る 側 に と って 無 価 値 。

場 合 に よ って は 機 密 に した 方 が よ い 。

機 密 で あ る。
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この分 析 表 は 各 要 因 の 分 類 を厳 密 に 規定 して い な い こ と もあ り,必 ず し も正 しい とは 言 い きれ な

い け れ ど も,こ こか ら我 々は 機 密 の お お よ その 傾 向 は読 み取 る こ とが で き るで あ ろ う。 すな わ ち,

官 公 庁 で 一 般 に発 表 され る マ ク ロ集 約 情 報 以 外 は,同 業 他 社 に た い し て は い か な る情 報 も機 密 で あ

る。 また 取 引 先 に関 し ては 取 引 上必 要 な 書 類 上の 情 報 以 外 は 機密 で あ る と考 え られ る。 但 し,取 引

条 件 を有 利 に す る た め に情 報 を 提供 す る こ とが あ り うるの で,こ れ は 同業 他 社 の場 合 と は異 な る。

官 公 庁 に たい し て は法 律 で定 め られ た 報 告 以 外 に も よ り有利 な 行 政指 導 を 受 け る為 の 情 報 を 提供 す

る こ とが あ り うる。 ま た マ ク ロ集 約 情 報 は,現 在 大 蔵 省 で 通 関 統計,通 産 省 で 輸 出 認 証 統 計 等 公 表

して い るの で,ま た個 別 企 業 に 関 す る情 報 で は な い の で 機 密 で は な い。

一 部 集 約 情 報 が 「機 密 で あ る」 こ との 理 由 は ,

a .個 別 企 業 の 情 報 は 商法 に 基 づ く有 価 証券 報 告 書 以 外 は 一 般 に外 部 に は 公 表 さ れ な い こ と。

b.銀 行 の 貸 付,あ るい は 与 信 限 度 を評 価 す るた め に有 価 証 券 報 告 書 以 上の 情 報 が必 要 で あ る こ

と。

c.取 引 条 件 を 有 利 に す るた め,取 引 先 あ るい は 同 業 他 社 の 商 品(主 要 な もの と して 船 会 社 は 船

腹 ス ペ ー ス,銀 行 は 輸 出 手 形 買 取 手 数 料,貨 物 保 険会 社 は保 険 証 券,航 空 会 社 は カ ー ゴ ・スペ

ー ス
,シ ッパ ーは 製 品 ・技 術 力 等)の 内容 を知 りた い こ と。

と い った 事 柄 に よ り,そ れ が 知 りた い け れ ど も調 べ られ な い情 報 だか らで あ る。

この表 で ×印 を施 した 情 報(機 密 情 報)は 共 同 デ ー タ ・バ ン クが 作 られ る際 に は,少 な くと もこ

れ だ け は 完 全 に ガ ー ドされ な けれ ば な らな い と い う条 件 の もの とな るで あ ろ う。 した が って その 漏

洩 防 止 ・チ ェ ック機 能 の 設 計 が 優 先 され る必 要 が あ る。 また △ 印 を施 し た情 報(場 合 に よ り機 密 扱

'
い に す べ き情 報)は その 情 報 価 値 と共 同 化 の メ リ ッ トや ガー ドに要 す る費 用 とを 比 較 考 量 し てあ る

い は 犠牲 に す る必 要 を生 ず るか も知 れ な い 。

ふ

2.1.3各 業 界 に お け る セ キ ュ リテ ィ問 題 の 現 状

(1)シ ッパ ー(商 社)

貿 易 に お け る シ ッパ ー と して,商 社 の 役 割 の ウ ェ イ トは 非常 に 高 く,昭 和50年 版 の 通 商 白書 に

よ れ ば,商 品 別 に差 が あ る も輸 出 の場 合,48～91%,輸 入 の場 合48～95%を 取 り扱 うに い た

って い る。 輸 出入 商品 別 業 種 別 構 成 を表2-2に 示 す 。

商 社 の 輸 出業 の 役 割 にっ い て,特 徴 的 な点 と して,つ ぎの とお りで あ る。

a.特 定 の 商品 メ ー カ お よ び流 通 業 者 には 見 られ な い 広 範 な 商 品 種類 を 取 り扱 うこ と。 そ の た め

商 品 に よ って異 な る 商慣 習 を 一 つ の 概 念 で シス テ ム化 を 実 施 す る こ とは 容 易 では な い。

b.海 外 に 同 系の 法 人 ・支 店網 を有 し,シ ッパ ー で あ る と同 時 に 当 該 輸 出 の バ イヤ ー で あ る場 合

も多 々 見 られ る(あ る大 手 商 社 の 実 例 で は 本 支 店 間L/Cの 割 合 は6'～7%,金 額 で約20%で

あ り,こ れ は ま た年 々増 加傾 向 に あ る)。

■
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表2-2輸 出入商品別業種別構成

(単 位:%)

項 目

輸 出 輸 入

卸売業
及び小
売業

百貨店 製造業
卸売業

その他 及び小
売業

百貨店 製造業 その他

食 料 ・飲 料 及 び た ば こ 81.2 0.1 17.7 1,094.6 0.15.1 0.2

■

繊維原料及び繊維製品

木 材 ・パ ルプ及び紙

動 植 物 産 品

石炭 ・石油 ・酒肥 ・ろ
う及びこれらの製品

化学工業原料及び化学
製品

金 属 及 び 金 属 製 品

非金属鉱物及び非金属
鉱物製品

機 械 機 器

そ の 他

83.2

86.2

63.5

47.8

763

91.3

76.8

55.6

65.6

O.1

0.1

*

*

*

*

o.1

*

0.2

14.8

13.3

36.3

51.9

23.7

8.6

22.7

43.7

31.6

L986.0

0.495.5

0.294.0

0.347.9

*

O.1

0.4

0.7

2.6

74.7

89.0

89.0

83.0

91.8

0,713.2

0.43.7

0.15.5

*52
.1

*

0.1

0.3

0.1

2.0

25.2

10.8

5.2

12.5

5.3

O.1

0.4

0.4

*

O.1

0.1

5.5

4.4

0.9

出所:通 商白書(昭 和50年 版)

囲 表中の 「卸売業及び小売業」が商社の概念と一致 している。

'

c.1輸 出契 約 成 立 後 の 貿 易手 続 きは 海 貨 通 関 業 者 に大 部 分 代 行 させ て お り,各 営 業 部 毎 あ るい は

積 出 港 毎 に異 な った業 者 を起 用 して い る こ と。 した が って 商社 は 海 貨 通 関 業 者 を い か に 管 理 す

るか が 課 題 に な って い る。・取 引 先(外 為 銀 行,保 険 会社,船 会 社,航 空 会 社)と の 取 引 条 件 の

取 決 めは 具体 的 手続 きの発 生 以 前 に実 施 して い る。

① 貿 易 業 務 の コ ン ピ ュ ー タ利用

商 社 にお け る貿 易 関 係 の 書 類 作 成,貿 易 デ ー タの伝 達,貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 等 に つ い ての 主

な コ ン ピュ ー タの 利用 は,つ ぎの とお りで あ る。

A.鉄 鋼 輸 出 書類 作 成処 理 シ ス テ ム

図2-1に シ ステ ム概 要 フ ロー を示 す。 この シス テ ム は,鉄 鋼 メ ー カ に 対 す る発 注 デ ー タ

を磁 気 テー プに よ り発 行 す る と と もに 海貨 通 関 業者 に対 し,輸 出 関 係 書 類 作 成 業 務 の た め に

正 確 で 迅 速 な指 示 を行 な うもの で,そ の シス テ ムの 流れ は,次 の と お り とな る。

⑤ 営 業 部 門 よ り成 約情 報 を,コ ン ヒ。ユ ー'タに 入 力 し て お き,2～3日 毎 に 各 鉄 鋼 メ ー カ に

指 定 形 式 に て磁 気 テ ー プで 出 力 す る。

⑤ 各 メ ー カで は,こ の 磁 気 テ ー プ デ ー タの注 文 に応 じ,出 荷 情 報 を鉄 鋼 メ ー カ形 式 にて 商

社 に 提 供 す る。
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メ ー カ ー 別 発 注

書2,3日 毎 に

マ'ス タ ー シ ー ト

プ リ ン ト

メ ー カ 一別

出荷 情 報(請 求 情 報
に もな う)

企 業 財 務

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム

図2-1鉄 鋼 輸 出 ドキ ュ メ ン ト処 理 シ ス テ ム

¶line

◎ 契 約 か ら船 積 ま で の 間 に バ イヤ ーか らの仕 様 変 更,エメ ー カ よ りの 代 替 品 変 更等 の 契 約 条

件 変 更が あ る場 合 は,オ ン ラ イン ・デ ィス プ レ イ に よ り変 更 す る。

④ 船 積 条 件 が 整 った段 階 で ヘ ク ト用 マ ス タ シー トを コ ン ピ ュ ー タに よ り作成 し,そ れ に も

とづ き,オ フ ラ イ ンに て 複 写 機 で,イ ンボ イス,S/1,1/A,P/L,E/D,の 各

書 類 を 作 成 し,海 貨 通 関 業 者 に 提 供 す る。

㊤ 一 方,成 約 情 報,入 荷 情 報 は,全 社 の 財務 シ ス テ ムへ の 入 力 情 報 とな る。

B.輸 出 手 形 買取 入金 情 報 の 磁 気 テ ー プ化

商社 では,輸 出 手 形 の 買取 りを外 為 銀 行 に,B/L,1/P等 の 必 要 書類 を提 出 し て 依頼

し て い る が,外 為 銀 行 で は そ の 入金 情 報 を磁 気 テ ープ で 商 社 に 報 告 して い る。

C .貿 易 メ ッセ ー ジの 交換

商 社 で は,海 外 に お け る バ イ ヤ ー,商 社 の 支店 あ るい は 海 外 法 人 との 交信 の た め テ レ ック

ス網 や コ ン ヒ。ユー タ ネ ッ トワー クを用 い て,貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 を 行 って い る。

この シス テ ム は,日 本 に あ る本 社 に メ㌧ セ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ用 コ ン ピ ュ ー タを設 置 し,本

社 お よ び 海外 支 店 間 の す べ て の テ レ ッ クス 交信 は この コ ン ピ ュ ー タの デ ー タ ・パ ン クを 通 じて

行 う。 テ レ ッ ク ス 文の 内 容 は次 の 項 目よ り構成 され て い る。

●

●

●

通 番

日付,時 間

宛 先
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・ 発 信 者

・ 電'文

ま た,コ ン ピ ュ ー タで 実 施 す る主 な機 能 は次 の とお りで あ る。

・ 複 数 宛 先 電 文処 理

宛 先 を複 数 個 指 示 す る こ とに よ り,1通 の 電 文 が 多 くの 宛 先 に配 付 され る。

・ 通 番 管 理

受 信,発 信 の 連 番 を コ ン ピ ュー タで チ ェ ック ・管理 す る。

・ 再 送,転 電 処 理

こ れ らの 機 能 は ア メ リカのRCAのAIRCON,KDDの シ ステ ム等 と同 様 の システム で あ る

が,電 文の 内容 は契 約 前 貿 易 情 報 が 含 ま れ て い る ことが 特 徴 で あ る 。A社,B社 共 電 文 の フ ォ

ー マ ッ ト化 は 実施 して い な い 。 営 業 部 毎 にInvoice,L/CのAdvice等 の 項 目の コ ー ド化,

項 目の 順番 等 の フ ォー マ ッ ト化 は 検 討 さ れ て い るが 実 現 には い た って い な い 。

② 誤 メ ッセ ー ジ対 策

商 社 に お け る企 業 間 貿 易 メ ッセ ー ジ交換 の コ ン ピ ュー タ 化が 十 分 に実 施 され て いな い現 状 で

あ るの で,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に お け る誤 メ ッセ ー ジ 対策 とい う もの は 特 にな い 。 ま た コ

ン ピ ュー タで 行 う ドキ ュメ ン ト作 成 も結 局 は マニ ァル に よ るチ ェッ ク以 外 に 方 法 は な い。

商 社 の 各 営 業 部 門 は 輸出 に際 し,契 約 書 な い しL/Cに よ り通 関 用,認 証 用,承 認 用,船 積

用 等 の ドキ ュメ ン トを マ ニ ァル あ るい は コ ン ピュ ー タに よ り作 成 す る。 ミス が発 生 す るの は,

この 時 の ク ラ リカ ル ・ ミス(転 記 ミス,タ イ プ ・ミス)あ るい は イ ン テ ン シ ョナ ル ・ミス以 外

に は な い。 この イ ンテ ン シ ョナ ル ・ミス に対 し て は チ ェッ クの 方法 はな い。

ク ラ リカ ル ・ ミス に関 し で は,各 商 社 の 外 国 為 替 担 当部 門 はB/L,1/P入 手 後,外 国為

替 銀 行 に 輸出 手形 買取 依頼 書 提 出 時 に す べ ての 当該 取 引 ドキ ュメ ン トとL/Cと の 点検 を 実施

す る。 この時 点 でB社 の場 合 約2割 の ミスが 発 見 され 訂 正 され る との こ とで あ る。 商 社 の 外 国

為 替 部 門 が ドキ ュ メ ン ト一式 を 外 国 為 替銀 行 に提 出 す る が,外 国 為 替 銀 行 で もL/Cと 他 の ド

キ ュ メ ン トを す べ て 点 検 す る(こ の 際 の ミス は ほ と ん どな い とい わ れ て い る)。 商 社 で は,い

わ ゆ る人 的 ダ ブ ル チ ェ ック を実 施 して い る とい え る。

③ 機 密 保 護 の 実 態

「コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム は す べ て 社 内 シ ス テム で あ り,そ の 限 りに お い て,情 報 が他 に 漏

れ る こ とは ない 」 と い うの が,商 社 に おけ る コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム の 機 密 保 護 対 策の 現 実 で

あ る。 社 内 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 情 報 が 外 部 に 漏 れ るか もし れ な い と い う問 題 は コ ン ピ ュ

ー タ室の 保 安 問 題 に 帰 着 す る。 本 調 査 で は この 保 安 問 題 には 特 に 立 ち入 らな い。

A.海 貨通 関 業 者 との 関 係

商 社 は 通 常,海 貨 通 関 業 者 と 業務 提携 契 約 を結 び通 関 士 お よ び 通 関 業務 従 業 者 を 自社=のオ
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フ ィス に入 れ,通 関 お よ び それ に付 随 す る業務 の代 行 を委 託 す る。 し たが って契 約,L/C

等 の 内 容 は す べ て 海貨 通 関 業 者 は 知 る こ とが で き,そ こか ら情 報 が 漏 れ る恐 れ が あ る。 通 常,

商 社 は この 業 務 提 携 契 約 で 業 者 に守 秘 義 務 を課 して い る。 さ らに 通 関 業 法 は その 第19条 にて,

通 関 業 者,通 関 士,通 関 業 務 従 事 者 に守 秘 義 務 を 規定 して お り,罰 則 は1年 以 上 の 懲 役 また

は10万 円 以 下の 罰 金 とな っ て い る。

B.対 外 国 為 替 銀 行 機 密

輸 出 業 務 に お け る 外 為 銀 行 の 利 益 の 大 きい業 務 は 輸 出手 形 の 買取 りだ と いわ れ て い る。 し

た が って 商 社 の 輸 出手 形 買 取 依 頼 を多 くす る こ とが 銀 行 の行 動 とい え る。 この た め,外 為銀

行 は 当該 商 社 の 手 形 買取 りの シ ェ ア を商 社 の 査 証 ベ ー スの 数 字 と 自行 取 引 量 とで計 算 し買取

条件 の 交 渉 に 入 る こ とが で き る。 この 折 衝 の 場 にお いて 銀 行 は通 常 取 引 の 多 い,信 頼 しあ っ

て い る商 社 か らは,他 の 外為 銀 行 との 取 引 状 況 に関 す る情 報 を入 手 す る(特 に 金 融 ひ っ遺時

は顕 著 で あ る)。 し か し これ らの 情 報 入 手 は 定 常 的 でな い こ とは機 密 問 題 に お い て 注意 す べ

きで あ る。 一 方L/C接 受 業務,E/D認 証,輸 出 手 形 買 取 り等 の 個 々の 取 引 に お い て は,

商 社 は 銀 行 に ドキ ュメ ン ト上 の す べ て の 情 報 を提 供 し な けれ ばな らな い こ とは い うま で もな

い。 した が って 商 社,銀 行 間 の 貿 易 情 報 に 関 す る機 密 は,も し取 引 が 多 い な らば比 較的 少 な

い とい え る。 他 の 場 合 は 当 該取 引情 報 以 外 は 機 密 とな る だ ろ う。

C.対 保 険 会 社 機 密

保 険 会 社 は 銀 行 と は異 な り,対 企 業 融 資 額 が 比 較 的 小 さい ため 銀 行 程 の 情 報 収 集 は で きな

い。 しか しな が ら,商 社 の 自社 持込 み保 険 の シ ェ アは,有 証 ベ ー スの 商社 の取 扱 高 と 自社 取

引 よ り概 略 を計 算 で きる。 この シ ェ アの 拡大 を め ざ して 営 業 活 動,料 率 等 の取 引 条 件 交渉 を

保 険 会社 は行 うが,こ の 際 の"あ れ ば有 利 な 情 報 一 他 保 険 会 社 との 取 引 量,取 引 条件"は

通 常 入 手 で き ず,機 密 扱 い とな る。

D.対 同 業他 社 機 密

自 社の 取 引 情 報 は 他 社 に対 し て は 全面 的 な 機密 扱 い に な る。

但 し,決 算 期 別 の 総 取 扱 高は 有 価 証券 報 告 書 と して 公 表 して い る。

ま た,日 本 鉄 鋼 輸 出 組 合,日 本 機 械 輸 出組 合等 商 品 別 の 輸 出 組 合 で は,会 員 各社 の 貿 易取

扱 高 を報 告 さ せ 会 員 合 計 値 と し て会 員 間 に公 表 して い る。 この こ とは 日本 貿易 会 で も同様 の

こと が行 われ て い る。 これ らは い ず れ も,企 業別 の 数 字 は 公 表 され て い な い こ とに注 意 す べ

きで あ る。 商 社 の 戦 略 上他 商 社 の数 字 は欲 しい が 自社 の 数 字 は 同 じ理 由 で他 商 社 に は渡 した

くな い とい う現 状 に な って い る。

E .ま とめ

以 上の こ とよ り,自 由競 争 体 制 下 に お い て は,商 社 の 貿 易 情 報 は 取 引 上 必 要 な もの 以 外 い

っさ い他 社 に 与 え た くな い,す な わ ち機 密 で あ る。 また 第 三 者 は,利 害 関 係 が ない 故利 害 関
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係 の あ る他 社 に 機 密 を 漏 らす こ とが で き るの で,商 社 の 情 報 は 第 三 者 に 対 して も機 密 とな る。

'

(2)`外 国 為 替 銀 行

輸 出 業 務 に係 る外 為 銀 行 の 業務 は昭 和49年 度 の 「総 合 貿 易 情 報 シ ス テム 調 査 報 告 書 」に 詳 し く

分 析 され て い る が,輸 出 業 務 に 関 連 して 外 為 銀 行 と直 接 取 引 の あ る業 界 は シ ッパ ー(商 社)お よ

び 海 外 のL/C開 設 銀 行 で あ る。 海 外 のL/C開 設 銀 行 に は 自行 の 海 外 支 店 で あ る こ と もあ り得

る。 さ らに取 引 で は な い が 制度 上 通産 省 へ は 認 証 済E/Dを 報 告 し,日 本銀 行 へ はL/C接 受 報

告 書,買 取 済 認 証用E/D等 を報 告 して い る。

A.貿 易 ドキ ュ メ ン ト処 理 の コ ン ピ ュー タ 化 の 実 態

商 社 と 同様 日本 の 銀 行 オ フ ィス と海 外 支 店 網 と テ レ ッ ク スの メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ・シ

ス テ.ムが 発達 して い る・,一'

商 社 の メ ッセ ー ジ ・・ス イ ッチ ング ・シス テ ム と異 な る点 は 送 金,振 替等 の 決 済 を この シス テ

ム に て実 行 して い る こ とで あ る。 もし誤 メ ッセ ー ジ が発 生 す れ ば 機密 が 漏 れ る とい う間 接 的 損

害 で は な く直 接 的 損 害 を招 く恐 れ が 生 じ る。

さ らに,1975年10月 のICC(TheInternationalChamberofCommerce)信 用 状

統 一 規 則 改 訂 に よ り,テ レ ッ ク ス に よ るL/Cがoriginalと し て実 際 の 取 引 に 使用 で きる信

用 手 段 とみ な され る よ うにな った(但 し,Airmaill,AirmailDetails等 のconfirm条

項 の な い場 合 に 限 る)。 この こ とは 国 際 取 引 上 の ドキ ュ メ ン ト交換 上 の 一 つの 進 歩 とみ る こ と

が で きよ う。

国 際 間 の メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グの コ ン ピ ュー タ化 の 位 置づ けお よ び貿 易 情 報 交換 の コ ン

ピ ュ ー タ化 を 見 るた め,国 内 に お け る銀 行 間 シ ス テ ム の 現 状,国 際 間 シ ス テ ムの 計 画 を 含 め た

もの を次 頁 の 表 に 一 覧 表 と して ま とめ て み た。

これ らは い ず れ も決 済 機 能 を有 す る もの で あ り,そ れ 故 に デ ー タの セ キ ュ リテ ィに は 十分 に

配 慮 され て い る。

次 に これ らを簡 単 に 説 明 す る。

(イ)国 際 テ レ ック ス

これ は 通 常 の 加 入 テ レ ッ ク スで あ り,伝 統 的 に 国 際 間 で 送 金 等 実施 し て き た もの で あ る。

送 金等 決 済 が 伴 うテ レ ッ クス 文 には 必 ず テ ス トキ ー と称 す る2行 間で 決 め られ た 暗 号 を含 み,

ま ちが って 他 人 に テ レ ック ス文 が 送 られ て も情 報 内 容 が 漏 れ な い よ う工 夫 され て い る。

その 他 の デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ対 策 とし て,次 の2点 が あ げ られ る。

①L/C等 の 貿 易 メ ッセ ー ジはL/C接 受 銀 行 の 他,シ ッパ ー に も送 っ て い る の で,こ れ

に よ り"デ ー タ化 け"が 発 見 で き る。

② 数 字 情 報 は 複記(COLLATION)を し,誤 っ'た金 額 を決済 しな い よ うに して い る。
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表2-3銀 行 間 デ ー タ交換 シ ス テム 一 覧 表

特

シ 徴

ス

テ
ム

チ メ コ

の ツン

有 セ ピ

無1ユ

ジ1
・ タ

ス に

イ よ

ッる

す コ数

る ン字
こ ピ情

と ユ報
の1を

可 タ 直

否 に接

入 自

力 社

可L

否/

C

を

含

む
こ

と
の

有 実

無 施 』

;

ζ
1

詣

対

象

銀

行

実
施
中

全 銀 共 同 テ レ

国 際 テ レ ック ス

行 内 シ ス テ ム

有

無

有

可

不 可

不 可

一

可

可

－

A

　

一

国 内,全 銀 行 加 盟

国際,指 定 な し

国 際,自 行 の み
●

計

画
.

中

SWIFT－ 次

SWIFT二 次

SWIFTグ レー ドアップ

行 内 シ ス テム 改良 版

有

有

有

有

可

可

可

可

可

可

可

可

1976年10月

1978年 春 頃

不 明

1977年

欧 米15ケ 国300行

日本 含 む6ケ 国 追 加

自行 シ ス テ ム と

SWIFT連 動

●

}

(ロ)全 国 銀 行 デ ー タ通 信 シ ス テ ム

全 国 銀 行 協 会 連 合 内 に セ ン タ ー を設 置 し,加 盟 銀 行 と専 用 回 線 で 結 ん で い る。

こ れ を 図解 すれ ば下 記 の 通 りで あ る。

A

Bank

セ ン タ ー

CPU

B

Bank

専用回線

C

Bank

◆

、

図2-2全 銀 協 デ ー タ通 信 シ ス テ ム

特 徴

Oメ ッ セ ー ジ は す べ て フ ォ ー マ ッ トが 決 め られ て お り,こ の こ と よ り 自 行 の コ ン ヒ。ユ ー タ

・シ ス テ ム に 連 動 さ れ る こ と が 可 能 に な っ て い る 。

○ デ ー タ.・ セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と し て,次 の6点 が あ げ られ る 。

① テ ス ト ・キ ー を 利 用 し て い る 。
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② 専用 回線 を利 用 し て い る。

③ ター ミナ ル ・ア ドレス を チ ェ ッ ク して い る。

④ 入 金 お よ び 支 払金 の1日 合計 を デ ー タ バ ン クよ り送 って来 る。 これ と 自行 の 数 字 とチ

ェ ック す る こ と が で き る。

⑤ セ ン 舛)CPUで 通 番 チ ェ ヅタ を行 って い る。 、

⑥iデ ー タ ・バ ン ク は ター ミチ ル よ りの リ ク土 ス トで は 引 出 せ な い。

O自 行 コ ン ピ ュー タ と の連 動 は 各 行 の オ プ シ ョン にな って い る
。

(・・)A銀 行 の行 内 シス テ ム

ζの シス テ ム の 回 線 網 は,前 頁 の 図 の とお りで あ る。

伝 送 され る電 文 は フ リー フ ォー マ ッ トで あ り,従 って コ ン ビ
.ユ1一タ に直 接 連 結 す るこ とは

不 可 能 で あ る。.'、 、,

本 シ ス デ ム の デ ー タ'セ キ ・ リ ・ ・ 対 聯 ・
,x.-'一,・

ト

① 宛 先,発 信 人 管 理 を コ ン ピ ュ ー タ で 行 う。 .

② 通 番 チ ェ ッ ク を コ ン ピ ュ ー タ が 行 う。 、 、1.

③ テ ス トキ ー を マ ニ ュ ア ル で 入 力 し,そ れ を コ ン ピ ュ ー タ が チ ェ ッ ク'す る。

④ 行 内 シ ス テ ム で あ る こ と に よ り他 人 に 情 報 が 漏 れ な い 。ll

(→SWIFT(SocietyforWorldwideInterbankFinancialTelecommunicat卜

on)

1975年5月 ス イ フ ト本 縫 行 の 「S ・W・1・F・T・ の 願 」 お 妙 ⑭5・ 年8月 ・全 期

「ス イ フ ト」 加 盟 検 討 に あ た っ ての 参 考 資料 等 の 資 料 お よ び面 接 調 査{とよ って 得 られ た 情 報

を も と に,SWIFTの 簡 単 な 紹 介 を し て お く。=1・ .

① 経 緯

1969年:国 際 間 の 銀 行 間 支 払 決 済 シ ス テ ム の 研 究 開 始 。s

ユ973年5月 ・:SWIFT(非 営 利 機 関)欧 州,北 米 の 約240行 が 発 足 さ せ る。

('本 部:・ ∨ル ギ ー の ブ ラ ッ セ ル)具 体 的 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 構 想 ま

と ま る 。

1974年5月:シ ス テ ム を,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ に 発 注 。

1976年10月:ベ ル ギ ー,オ ラ ン ダ,ル ク セ ン ブ ル グ ,西 独 の 加 盟 銀 行 間 で シ ス テ ム

稼 動 予 定 。 ㌧

1977年4月:USA,カ ナ ダ,オ ー ス ト'リ ァ,デ ン マ ー ク ,フ ィ ン ラ ン ド,フ ラ ン

ス,イ タ リ ア ,ノ ル ウ ェ イジ ス ウ ェ ー デ ン,ス イ ス,英 国 を 加 え 約

300行 で シ ス テ ム の 稼 動 を 予 定 し て い る 。

1978年 春 頃:日 本,加 盟 予 定 。 ・ ・'
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② 対 象 業 務

i)顧 客 送 金

ii)銀 行 間振 替

iiD外 貨 資金 売 買取 引

iv)特 別 通 信

V)一 般 通 信

(CustomerTransfer)

(BankTransfer)

(ForeignExchange)

(SpecialMessage)

(CommonMessage)

な お,第2段 階 と してL/C,取 立 て,証 券 の 業 務 が 追 加 され る こ と にな って い るが,

現 在 研 究 中 で あ りい つ か ら実 施 され るか は 未 定 で あ る。

③ シ ステ ム構 成(当 面 の 計 画)

SWIFTNETWORKは 下 図 の よ うにな って い る。

スイ。チング ・センター .ス イ・チング'セ ンター

コンセ ン トレータ

モン トリオ ール

コンセントレータ

1200～2400BPS

相 互 バックァップ

フフワセル

4800BPS専 用回線

コンセ ン

トレータ

ニュー ヨー ク

50BPS

コンセ ン トレータ

コンセ ン トレ一夕

テレックステレプリン

ター

コンピ三一

ターミナル

図2-4SWIFTNETWORK

(i)ス イ ッチ ン グ ・セ ン タの 主な 機 能

O本 シ ス テ ム全 体 を コ ン トロー ル し,他 の ス イ ッチ ン グ ・セ ンタ とは相 互 に補 完 し あ

っ て い る。

oデ ィス ク ・フ ァイ ル に 翌 日送 信 用 電 文,照 会 時 に 備 え て,10日 前 ま での 電 文 を フ ァ

イ ル し て お りその 機 能 を行 使 す る。

oCPUは400KBの 記憶 装 置 を持 ったDuplexシ ステ ム で あ る。

024時 間稼 動 し て い る。

(ii)コ ンセ ン トレ ータの 主 な 機能

○ 各 国 の加 盟銀 行 と ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ とを接 続 す る。
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024時 間稼 動 が 可 能 の 無 人 装 置 で あ る。

㈹ 各 銀 行 の タ ー ミナ ル

自社 コ ン ピ ュー タ との 連 動 は オ プ シ ョン にな って お り,コ ン ピ ュー タ ・ベ ー スの タ ー

ミナ ル,テ レプ リン タ ー,テ レッ ク スか ら選 択 す る。

④ デ ー タの 正確 性 の保 持 対 策

(i)コ ン ピ ュー タ ・ダ ウ ンに 備 え 回 線 は 代 替 路 線 を用 意 す る。 また コ ン ピュ ー タはDuplex

シ ス テ ム に な って い るo

(旧 ス イ ッチ ング ・セ ン タ を介 して す べ で の メ ッセ ー ジを 送 信 す る。 この 場 合,ス トア ・

ア ン ド ・フ ォワー ド方 式 を採用 して い るの で,受 信 者が 通 話 中 の 場 合 で もあ と で送 信 で

き る。

(iii)フ ォー マ ッ ト ・チ ェ ッ.ク.の機能 を有 す るの で デ ー タ管 理 上 の 正 確 性 が 高 い。

⑩ 伝 送 時 の 文字 化 け は チ ェ ック ビッ トが あ る た め発 生 しな い 。

(V)テ ・・ト ・キ ー(AUTHENTICATOR)に よ る ・パ ー ジの 授 受 の 確 認 ・で きる.・

(vDタ ー ミナル を オ ー プ ン す る時,ス イ ッチ ン グ ・セ ン タよ り送 られ て ぐる情 報 に基 づ い

た パ ス'ワ ー ド}をタ
、一 ミナ ルへ 伝 送 し な けれ ば な らな い の で ・ この 規 則 を鎚 な い オペ

・ 一 夕は タ ベ ナ ル を オ ブ ・で きな い.(L・gin/L・9・ut機 能)

な お,SWIFTの 電 文 例 を付 一1に,SWIFTのSECURITY,POLICYを 付 一2

に 添 付 し た。 ∵㌦

B ・ 外 国 為 替 銀 行 の 館 ＼'・ ・

① 対 他 行 機 密 ・・_ ,

輸 出 手形 の 買取 等 自行 の 取 引 情 報 は すべ て機 密 で あ る。

鋼 銀行齢 連合会では加盟銀澗 で若ギの情報交換はあ・が淀 蜘 ・嚇 報は(手 で

きな い・ .
.、 ・ 一,.tl

上 記Aの 決 済 を伴 う共 同 情 報 交 換 シ ス テ ム に お い て は,当 該取 引 に関 す る情 報 以 外 は とれ

な い こ とに な って い る。 ・ ・'

② 対 シ ッパ ー(商 社)機 密

他 の シ ッパ ーの取 引 情 報 は,そ の シ ッパ ー に は 有 効 な 情 報 と な る た め提 供 を 要 求 され る情

報 で は あ るが,現 実 には 要 求 され るこ とは な い し,ま た 銀 行 は他 の シ ッパ ーの 情 報 を 特 定 の

シ ッパ ーに 提 供 す る こ と は な い。 こ れ に は 特別 シ ッパ ー と銀 行 との契 約 に基 づ い て 機 密 が 守

られ て い る とか,法 律 に基 づ い て な さ れ て い る もの で ぽ な い'。

③ 大 蔵 省,通 産 省,日 本 銀 行 で公 表 さ れ る統計 にっ い て

(i)大 蔵 省 では 通 関 統 計 を 公 表 し て い るが,特 定 の 企 業 取 引 が わ か る形 式 で は 公 表 しな い 。

(旧 通 産 省 では 輸 出 認 証 統計 を公表 して い るが シ ッパ ー別,認 証銀 行 別 等 企 業 取 引 が わか る
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形 式 では 公 表 して い な い。

㈹ 日本 銀 行 で はL/C接 受 国際 収 支 統計 を 公 表 して い るが,同 様 に 企 業 取 引 が わ か る形 式

では 公表 して い な い。(守 秘 義 務)

(3)保 険 会 社 ・

輸 出 業務 に関 係 す る保 険 会 社 の 業務 は,シ ッパ ー よ り1/Aに て 輸 出貨 物 保 険の 申 し込 み を 受

け,そ れ に基 づ き保 険 料 を計 算 し,保 険 証 券(InsurancePolicy)を 発 行 す る こ とに あ る。

事 故 が 発 生 し,保 険 金 を 支払 う状 況 に な った場 合 は,通 常,バ イ ヤ ーに よ り海 外 のPolicy記 載

の 保 険 代 理 店 にPolicyが 持 ち込 まれ,外 為銀 行 経 由 で 決 済 が行 われ る。

従 って,保 険 会 社 と貿 易 メ ッセ ー ジ交換 の発 生 す る企 業 は シ ッパ ーあ るい は その 業 務 を代 行 す

る業 者 の み であ る。

① 保 険 証券(lnsurancePolicy)発 行 業務 の コ ン ピ ュー タ化 の現 状'

(i)概 要'・ ・"

シ ッパ ー はPolicyの 申 し込 み を,INVOICE(ま た はL/C)あ るい は.1/Aで 行 う他,

電 話 で も行 う。 この 情 報 を も とに保 険 会社 で は 下 図 に示 す コ ン ピュー タ化 を実 施 し て い る。

す な わ ち,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ を 使 って 保 険 料 金 を円 建 て 換 算 等計 算 させ 同 時 に マ ス タ ー

・シー トを 作 成 し,こ の マ ス ター ・シー トに てPolicy,D.note(請 求 書),D.Report

(DailyReport),D.Reportは 保 険 会 社 の 事 務 セ ンタ に まわ され,そ こで 企 業財 務 シ

ス テ ムの 入 力 情 報 に 変 換 され る。 この 間 の.

コ ン ピ ュー タ 媒体 に よ る連 結(紙 テ ー プ,

磁 気 テ ー プ,online等)は い ま だ 実 現 し

て い な い 。

しか し なが ら,D.noteを ドキ ュ メ ン ト

で シ ヅパ ー に 提 出 す る と同時 にD.Report

を コ ン ピ ュー タに 入 力 して い るの で 一定 期

間(月 間)ま とめ て 磁 気 テ ー・プで シ ッパ ー

に 提 出 して い る ケ ー スが 比 較 的 多 い 。'これ

はPolicy発 行 の 緊急 性 に 比 して 保 険 会 社'

'の 請 求 業 務 は 一定 期 間 単位 で行 って い るか

ら可能 な分 野 に な って い る。

(ii)Policyの 正確 性

ミニ ・コ ン,複 写 機 とい う比 較 的 単 純 な

機 械 で あ るの で 機 械 上の ミスは ほ とん ど発

生 しな い 。 従 って ミスが 発 生 す る と し た ら'

≡一
ド

パ

ー

ッ
カ

ジ

ジ

ヘ ク ト用

マ ス ター シー ト

D.Note

O.Repor
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図2-5

タイプライタ入 力

( .数字 情 報)

タイプ ラ.イタ入力

(ドギュメント情 報)



タ イ プ ・ミスあ るい は1/Aに 代 る電 話連 絡 上 の ミスが 原 因 にな って い る。

タ イ プ ・ミスの チ ェ ックは,D .reportと1/Aを 精 査 し行 う。

ミスが シ ッパ ーの 方 に あ る場 合 は保 険 会 社 と し て は そ の対 策 が な い。

(iii)Policyの 訂 正

Policyは,バ イ ヤ ーの 要 求 あ るい は メ ー カの 要 求 よ り起 因 す るL/C訂 正 に よ る もの と,

シ ッパ ーがL/Cの 諸 条 件 を確 定 させ る以 前 に1/Aを 提 出 す る こ とよ り発 生 す る。保 険料

金 に 関 係 しな い 船 名,航 路 等 の 訂 正の 場 合 は 外 為 銀 行 に 輸 出手 形 買 取 手 続 き以 前 に 訂 正 印 に

て 訂 正 を実 施 し てい る。

② 保 険 会 社 に お け る機 密

保 険 料 率 は 通 常1/Aを 持 ち込 む以 前 に 各 シ ッパ ー との 取 決 め に て決 定 され て い る。 国 内保

険料 率 は 独 占禁 止 法 の 適用 除 外 扱 い で 各 社 一 率 で あ るが,海 上保 険 に っ い て は 全 くの 自由 競 争

に な って い る。 従 って この 料 率 は 同業 他 社 に は 絶 対 知 られ た くな い情 報 で あ り,ま た,他 シ ッ

パ ー との 料 率 も シ ッパ ー に は知 られ た くな い 情 報 で あ る。

現 行 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムは 自社 シ ス テ ム で あ る の で,他 企 業 に情 報 が 漏 れ る恐 れ は な

いo

(4)船 会 社

A.輸 出 取 引 に お け る船 会社 の位 置づ け

一 般 に 輸出 取 引 は引 合 ・成 約 ・生 産 ・出 荷 の 段 階 を経 て
,船 積 ・代 金 回収 を も って 終 る。 船

積 業 務 は実 際 に 商 品 を 海 外 に送 り出 す とい う意 味 で重 要 な 業務 で あ る。 し か し な が ら代 金 回収

の 多 くは信 用 状(L/C)に よ る手 形 買 取 りに よ って行 わ れ て お り,船 積 に お け る ドキ ュメ ン

テ ー シ ョ ンその 他 の行 動 が 信用 状 統 一 規 則 に 従 っ て行 わ れ て い るな らば,船 積 は 書 類 作 成 お よ

び チ ェ ッ ク業 務 だ とい う こ とが で き る。

輸 出 取 引 に お け る船 会 社の 重 要 な役 割 はHagueRule(InternationalConvention

fortheUnificationofcertainRulesrelationtoBillofLading,1923)

ま た は国 際 海 上物 品運 送 法(1958)に 基 づ い て 堪 航 能 力 注 意義 務 や運 送 品 に 関 す る注 意 義 務 と

と もに船 荷 証 券(ReceivedorshippedB/L),発 行 業務 で あ ろ う。

船 会 社 は こ の よ うに 貿 易 関連 業務 の 最 後 の 段 階 に位 置 づ け られ,そ の 接 す る関 連 業 者 は顧 客

(シ ッパ ー),メ ー カ,倉 庫,海 貨 業 者,陸 送 会 社,艀 回 漕 業 者,検 数 ・検 量 業 者,荷 役 会 社,

税 関 な ど多岐 に わ た る。

この 中 で今 回 は,調 査 の 対 象 とな った 顧 客(シ ッパ ー)と の メ ッセ ー ジ交 換 にお け る セ キ ュ

リテ ィ問 題 お よ び 社 内 情 報 シ ス テム に っ い て 取 りあ げ る。

B.コ ン ヒ。ユー タ化 の現 状

船 会 社 に お け る コ ン ピ ュ ータ の 活用 は 昭 和40年 代 早 期 よ り始 ま り,コ ンテ ナ船 の 就 航(昭 和
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43年)に よ り,オ ン ラ イ ン化 が 推 進 さ れ た。 船 会 社 に お い て現 在 適用 され て い る業 務 は大 別 す

ると次 の よ うな もの が 掲 げ られ る。

① ブ ッキ ン グ情 報 シス テ ム

船 会 社 の 営 業 は 自社 の 有 す る船 腹 スペ ー ス を顧 客 に 販 売 す る こ と に あ り,国 内 各港 湾 お よ

び 主 要 都 市 に 支店 ・代理 店 を持 ち,営 業 活 動 を展開 して い る。 そ し て そ こで集 め られ た積 荷

予約 情 報 は 本 社 に 一 元 化 し処 理 して お り,こ の 大手 船 会 社 で は この 処 理 を オ ン ラ で ンに ょ っ

て 実 施 して い る。

② 運 賃管 理

船 荷 証券(B/L)ま た は ドッ ク レ シ ー トは 海 貨 業 者 が 作 成 して い る が,こ のB/L情 報

を イ ン プ ッ トす る こ とに よ り,運 賃 の チ ェ ックを 行 うと同 時 に 種 々の 統 計 資料 を作 成 し,営

業 情 報 と して 営 業 活 動 に役 立 て て い る。

こ こで イ ン プ ッ トされ たB/L情 報 は,そ の ま ま船 会 社 に お け る船 積 書 類 す な わ ち マ ニ フ

ェ ス ト,フ レー ト リス トな どの 情 報 とな り,一 部 大 手 の 船 会 社 に お い て は 書 類 作 成 の 機 能 を

コ ン ピ ュー タに 依 存 して い る。

③ 機 材 管 理

コ ンテ ナ船 の 運 航 と と もに,大 切 な 業務 と して コ ンテ ナ の管 理 業 務 が 発 生 す る。 大 手 船 会

社 は コ ンテ ナ在 庫 管 理 シス テム と して オ ン ラ イ ンに よ りこれ を処 理 して い る。 こ れ は船 会 社

自体 の管 理 の 問 題 で あ る と同 時 に顧 客 に たい す る サ ー ビス と して も欠 か せ な い業 務 で あ る。

④ 船 舶 動i浄

現 在 自社 船 が ど こ を航 海 し てお り,1何 時 目的 港 に到 着 す るか を把 握 す る もの で 運航 ス ケ ジ

ュー ルの シ ミュ レ ー シ ョン も可 能 な シ ステ ム で あ る。

C.船 会 社 に お け る機 密

船 会 社 に お い て機 密 とな る情 報 は,個 々の荷 主,積 荷,運 賃 な ど,B/L情 報 は 当然 と し『て,

集 計 され た 情 報 に顧 客(シ ッパ ー)の 実 績,自 社 の 実 績,自 社 船 の 動 静 お よ び コス トが あ る。

これ らの 機 密 と さ れ る情 報 の 一 部 は 運 輸 省 お よ び各 航 路 の 運 賃 同 盟 に報 告 を義 務 づ け られ て い

るが,他 企 業 に は 公 表 して い な い6

この 情 報 の提 供 方 法 は運 賃 同 盟 の 場 合 は 船 毎 に 書 類 を作 成 し報 告 し て い るが,運 輸 省へ は 一

か 月 集 計 し た統 計 資 料 を磁 気 テ ー プ に収 録 し て受 渡 し てい る。 その 他 企 業 に た い して は この 種

の デ ー タ 交換 は 行 って い な い 。

D.船 会 社 に お け る機 密 保 全 対 策

船 会 社 に お け る業 務 の シ ス テ ム化 は そ れ ぞれ 船 会 社 独 自の シ ス テ ム と して 開 発 され,自 社 の

専 用 コ ン ピ ュ ー タ を用 い て 運 用 され て い る。 した が って コ ンピ ュー タ化 に伴 う機 密 保 全 対 策 は

自社 の 機 器 の管 理 と機 器 取 扱 者の 管 理 に 重点 が 置 かれ て い る。 情 報(pバ ・y.チ処pal〈i:Pい て は,
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コ ン ピ ュー タ 室 の 充 分 な 管理 で 足 り るが,オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム に は 端 末 機 の 管 理 が 必 要 とな

る。 一 部 の 船 会 社 で は 端 末 機 器 の 管 理 の ため タ ー ミナ ル ・コー ド,パ ス ワー ドを設 定 して保 全

対 策 を 実施 して い る。

シ ステ ムの 確 立 に 伴 い,将 来 へ の 拡 張 と して 一 部 の 船 会 社 で は,他 業 者,特 に 顧 客(シ ッパ

ー)と の 端 末 機 に よ る デ ー タ交換 を 考 え てい る。 この 場 合,端 末 機 器 か らの ア クセ ス内 容 は そ

の 顧 客 との 取 引 に っ い て行 わ れ るが,保 全 対 策 とし て顧 客(シ ッパ ー)1/Dを 検 討 して い る。

船 会 社 にお け る重 要 業 務 の 一 つ にB/L発 行 業 務 が あ る が,船 会 社 で はB/L発 行 を コ ン ピ

ュー タ化 せ ず,B/L情 報 を 最 終 情 報 と して イ ン プ ッ トす る こ とに よ り,社 内 シ ス テ ム が稼 動

す るよ う設 計 され て い る。B/L発 行 を コ ン ピ ュ ー タ化 しな い理 由 は 主 と し て効 率 の 問題 で あ

り,入 力 の 問 題 で あ る。 別 の い い方 を す れ ば,B/L作 成 の イ ン プ ッ トで あ るS/0の 訂 正

が 多 い とい う こ とで あ る。B/L情 報 の大 部 分 は 顧 客(シ ッパ ー)を 源 泉 とし て お り,顧 客

(シ ッパ ー)の 入 力 に よ る シス テ ム 化 が 期 待 され るが,但 し,こ の 様 な デ ー タ 交 換 は 個 別 の 一

取 引 につ いて の 可 能 性 は あ って も不 特定 多 数 に よ る共 用 にっ い て は問 題 が 残 され て い る 。

E .エ ラー問 題

① エ ラーの 発 生 と訂 正

業 者 間 の 情 報 伝達 は 船 腹 予 約 の み が 電 話 で行 わ れ,他 は す べて 書 類 に よ り行 われ て い る。

こ こで 発生 す る エ ラ ーは ほ とん どが"転 記 ミス"に よ る。 エ ラー の 問 題 は 同 時 に訂 正 の 問 題

で あ る。 訂 正 は 通 常 義 務 の 中 で も割合 多 い 。 訂 正 の 主 た る もの はB/Lのcombineあ る い

はseparate,検 量 の 修 正,揚 地 変 更 な どで あ る。 これ ら修 正 の 多 い こ とは,B/L発 行 業

務 の コ ン ピ ュ ー タ化 を阻 害 し て い る一 因 で もあ る。

② 回 線 お よ び マ シ ン トラブ ル

回 線 上 の トラブ ル は,オ ン ラ イ ン施 行 以 来 一度 も無 い 模 様 で 精 度 は非 常 に 良 い 。 特 に数 字

につ い ては ロ ジ ッ ク ・チ ェ ッ ク され てお り問 題 は な い。 但 し海 外 回線(KDD→RC→AT

T)に は若 干 問題 が 残 る と され て い る。 マ シ ン トラ ブルは 機 械 摩 耗 な どに よ り生 じ易 い が,

今 の とこ ろ で は原 因 不 明 の トラ ブルは 見 あ た らな い。

㈲ 航 空 会社

A.航 空 貨物 輸 送

輸 出 に お け る航 空 会 社 は 貨 物 を 海外 に 輸 送 す る と い う意 味 で 船 会 社 と 同 じ立 場 に あ る。 しか

しな が ら,わ が 国 で は 海 外 運 航 会 社 が 一一社 で あ る こ と,ま たIATA(InternationalAir

Tr,ansportAssociation)の 規則 に 強 力 に 従 わね ば な らな い こ と が あ って ・ 船 会 社 と は立 場

が 異 な る。'船会 社 が 船 腹 ス ペ ー ス を 商 品 に して 直 接 シ ッパ ー と取 引 を行 う こ とが 多 い が,航 空

会 社 は ほ とん ど シ ッパ ー とは 直接 取 引 は 行 わな い。 航 空 会 社 と直 接 取 引 を 行 うの は 大 部 分 航 空

代 理 店 と呼 ば れ るIATA認 可代 理 店 で あ る。
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これらの代理店を通 じ直接航空会社と運送契約を結ぶ場合を直送貨物 といい,シ ッパーと混

載業者と運送契約を結び醜 貨物を滅 業者力・代理店極 じ航空会社と醒 運送契約を結ぶ場

合を混載貨物 とい う。 これ らの方式による貨物の流れは下図の通 りである。

1直 送 貨 物 輸 送 経 路1

(発 地 サ イ ド) C着 地 サ イ ド)

航

空

会
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∋
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/////////
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//////ラ
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〉
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関
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(通 関)
〉
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,

(保税)
運送

搬 入
〉

(保税)
運送

House運 混 載 マ ニ フMaster

送 状 発 行 エ ス ト作成 運 送状 発 行

蔓

出所:JAL資 料 。 図2
1-6貨 物 フ ロー ズ

この こ とか らIATA規 則 は 貨 物 の 輸送 手 続 き を規 定 して い る と考 え て よ い。.

ま た運 賃,運 送 条 件,AWBの 形 式 も規 定 し て お り,IATA加 盟 の 航 空 会 社 は この 規定 に基

づ い て貨 物 輸送 を行 って い る。 またIATA非 加 盟 の 航 空会 社 も営 業 上AWBをIATA形 式 を

採 用 して い る。

B.航 空 会 社 に お け る貿 易 情 報 処 理 の コ ン ピ ュ ー タ化

① 国 際 貨 物 の 予 約 シ ス テ ム

航 空 会 社 では,図2-7の よ うな 代 理 店,混 載 業 者 よ りの 貨物 運 送 予 約 情 報 と実 際 の 貨 物

搬 入 と連 動 させ た シ ステ ム を 稼 動 させ て い る。

これ は あ くまで 自社 内 シ ス テ ムで あ る こ と よ りデ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ問 題 は 社 内 管 理 問 題

に 帰 着 す る。 ま た本 シ ス テ ムの 入 力 を代 理 店 等 社 外 に委 託 す る計 画 もな い 。

② 新 東 京 国 際 空 港 貨 物 タ ー ミナル ・シ ス テ ム(JALTOS)

これ は現 行 の 予 約 シス テ ム に 予 約 事 務 所 か らオ ン ラ イン(ま た はTELEXで の オ フライン)
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情報の流れ

)荷 物の流れ
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図2-7情 報 フ ロー 図

空港
国際貨物事務所

無予約貨
物
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睡蓮]一一③

で 予 約 を行 え る機 能 お よ び,会 計 シス テム を 追 加 し た もの に な って い る。 一 部 稼 動 し て い る

とい わ れ て い るが 新 国 際 空 港 が開 通 を み て 本格 的 に稼 動 す る もの と思 わ れ る。

以 上 見 た と お り,航 空 会 社 の 貿 易 関係 の コ ン ピ ュ ー タ化 は あ くま で も自社 内 シ ス テム で あ っ

て企 業 間 シス テ ム は 実 施 され て いな い。 従 って現 行 シ ス テ ム に お け る デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ問

題 は す べ て社 内管 理 上 の もの とな って い る。
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2.1.4 デー タ共 用 シ ス テム の 構 想 と セ キ ュ リテ ィ問 題

我 々は21に お い て 貿 易情 報 交衡 こお け る機 密 の 問 題 を機 密 の 概 念 設 定 を中'心に 考 え・ ま た各

業 界 の 機 密保 全 対 策(セ キ ュ リテ ィ)の 現 状 を考 察 し て来 た。 現 段 階 では コ ン ピ ュー タ 化 が な さ

れ て い る場 合 で あ って も,社 内 シ ス テ ム中 心 で あ る の で,人 的 管 理 等 の手 段 に よ りそれ 程大 が か

りな 保 全 対 策 を図 らな く と も済 ん でい る と い うの が,各 業界 に共 通 して い え る事柄 で あ る。

しか し,多 業 種 ・多企 業 間 の デ ー タ 共用 シ ス テム を構 築 し た場 合,当 該 取 引に 関 係 す る情 報 は

関 係 す る企 業(ま た は 官 公 庁)以 外 に は 機 密 で あ り,漏 らし ては な らな い もの であ る と い う基 本

原 則 は やは りそ こで も崩 せ な い で あ ろ う。 し たが って この機 密 漏 洩 の 危 険 性 は デー タ共 用 シ ステ

ム 構 想 に た い して 一 つ の大 きな要 因 を 形 成 す るtことに な る。 た だ コ ン.ピュー タ!ヒの 側 面 か ら見 れ

ば,現 状 が 上 記 の と お りで あ るの で,デ ー タ共 用 シ ステ ム構 想 を前 提 とし た 機密 保 全 問 題 に は,

各 業 界 と もい ま だ それ 程 飾 的 な 対 応 策 を持 て ・・な い とい うの が実 坪 よ うで あ る・ 機 密 保 全

も重 要 な 問 題 点 では あ るが,各 業 界 の デ ー タ共用 シ ス テ ム構 想 に た い す る見 方 の強 調 点 は む し ろ

そ れ を含 め た大 枠 的 問題(コ ス ト負担 関 係,自 社 メ リ ッ ト等)に 置か れ て い る。

しか も多 業 種 ・多企 業 間 シス テ ム に お け る機 密 保 全 を遂 行 す る技 術 的 手 段 は 既 に紹 介 し た 国 際

銀 行 間 のSWIFTに 見 られ る とお り,可 能 で あ る。今 後 の デ ー タ共 用 シ1テ ム構 想 の 際 に は,こ

のSWIFTが 一 つ の 参 考 とな り,技 術 的 可 能 性 の 背 景 は 存在 す る、。 ま,た理 想 案 を述 べ る とす れ ば

データ共用 ・・テム構 築し場 合で も,そ こでの館 保全対策 デー堺 壊防止対策と併行し

て 各 企 業(ま た は官 公 庁)独 自 に デ ー タ ・フ ァイル ・シ ス テム お よ び そ の 保 全 対 策 を 講 ず る こ と

が 望 ま しい で あ ろ う。 あ る い は これ は理 想 案 とい うよ り,む し ろデ ー タ共用 シ ス テム 推 進 の 現 実

策 か も知 れ な い 。 この よ うに デ ー タ共 用 シ ス テ ム に お け る機 密 保 全 問 題 は 保 全 シ ス テ ム組 込'みの

費 用 並 び に 効率 の 問 題 に 帰 着 す る。
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付 録1ス イ フ トメ ッ セ ー ジの 電 文 例

'』 出所:全 銀 協 資 料 よ り抜 粋

ス ィ フ トメ ッセ ー ジの 電 文 形 式 に つ い て
,基 本 的 な 電 文 の 作 成 方法 お よ び 電 文例 を示 す と次 の と

お りで あ る。

1.顧 客 送 金 の 電 文作 成 方法 例

(取 引 例)

AlgemeneBankの 取 引 先Aが,FNCBBrusselsの 取 引 先BにB・FIOO,000を 送 金 す

る。

(電 文例)

… … … ①

一 ②}㌶憲
… … … ③

・・… ・… ④

… … … ⑤

… … … ⑥

… … … ⑦

… … … ⑧

… … … ⑨

(説 明)

①ABNANLAA200254

-}、 〉 －

ABNANLAA200254

100

CITIBEBB

20:495432DEVMI

32A:741030BEM100000,

50:CUSTOMERA

AMSTERDAM

59:CUSTOMERB

BRUSSELS

L=鑑 ∵1㌢澱
国 コ ー ド(〃

銀 行 コ ー ド(〃,

1.コ ー ド体 系 はISOコ ー ド を 用 い る 。

2.通 貨 コ ー ドは 国 コ ー ド2桁 にMを 加 え て ア ル フ ァベ ッ ト3桁 で 表 わ さ れ る 。

②100MessageTypeと 呼 ば れCustomerTransferを 表 わ す 。

1.MessageTypeは3桁 の 数 字 で 構 成 さ れ,対 象 業 務 毎 に 異 な る。

2.MessageTypeの い くっ か の 例 は 次 の と お り。

100CustomerTransfer

101〃(Multiple)

200BankTransferforitsownaccount

-166一

6桁)

2桁)

2桁)

4桁)

白

鷺

■



●

■
・

■

i

202BankTransferinFavourof3rdBank

300ForeignExchangeConfirmation

950Statement'

n99FreeFormatMessage

(nは1～9の 数 字)'

③CITIBEBB

＼一}}'

域 コ ー ド(ア ル フ ァ ベ ッ ト2桁)

コ ー ド(〃2桁)

信 銀 行 コ ー ド(〃 ・4桁)

④20:495432DEVMI

ー

コ ロ ン

TAG

LTAG

フ ィ ー ル ド(内 容)の 前 に は 必 らずTAGと コ ロ ン を 記 入 す る 。

TAGは 数 字2桁 ま た は ア ル フ ァ ベ ッ ト2桁,ア ル フ ァ ベ ッ ト1桁 の3桁 で 表 わ さ れ る 。

2.フ ィ ー ル ド とTAGの い くつ か の 例 は 次 の と お り。

15Testkey

19SumofAmount

25 .AccguntIdentifieation

30Date、.

72BanktoBanl(Information

ぼ

3.MessageType別 に フ ィー ル ドの 配 列 は 定 め られ て お り,そ の フd .Lル ドに は1必 らず

記 入 す る必 須 の もの と,非 必 須 め もの とが あ る。 ・

⑤32A:741030BEMIOOOOO,一 一}一'・
L金 額

通 貨 コ ー ド

日 付(1974年10月30日)

コ ロ ン

ー一 一 一 －TAG

－167一



1.日 付 は6桁 の 数 字 で年 月 日の 順 序 で表 わ す 。

2.通 貨 コ ー ドは 国 コ ー ド2桁 にMを 加 え る。

3,金 額 は 小 数 点 以 下3桁 ま で 最 高15桁 とす る。

(最 高)

× × × × × × × × × × × × × × ×,× × ×

ポ イ ン ト(・)等は 使用 で きず,使 用 で きる の は コ ンマ(,)の み で桁 数 に は コ、ン マ を含 め る。 ま た

3桁 に 区 切 る コン マ は用 い て は な らず,小 数 点 以 下 は コ ンマ で 区 切 り,小 数 点 以 下の 数 字 が

な い場 合 で もコ ン マ を 最 終 数 字 にっ け る。

(例)1165,0,'669,

⑥50:1;1:跳I

MA}・ ・der・・gC・ ・t・merの 氏 名 住所

○ フ ィー ル ドに よ って 文 字 数 ,行 数 に制 限 が あ り,こ の場 合 は1行35文 字,4行 以 内 とな

って い る。.

⑦59:盟;821§B}》lneficia「yCustome「 の氏 名・住 所 ・n座 番 号 も記 載 で き

'

2.CustomerTransfer以 外 の 対 象 業 務 の 電 文 例

(1)顧 客 送 金

(取 引 例)

KredietBank,Brusselsの 取 引 先Aが,US$500,000をMidlandBank,London

の 取 引 先Bに 送 金 す る 。

カ バ ー はN・YのBankofN・Yを 通 じ て 行 う。

(電 文 例)

KREDBEBB200456

100

、MIDLGBLL

2023232

32A750217USM500000,

50.CUSTOMERA

BRUSSELS

53D:BankofN・Y

NEWYORK

59./20671908

CUSTOMERB

LONDON

70.INVOICENO1234DATED

－
タ

ツへ

ー

ノ

取 引 番 号

支 払 日,通 貨,金 額

}依 頼人

送 金 側 コ ル レ ス

} 銀行

}
(口 座番号)

受取人

支払明細

郁

■

一 ■68一



■

`

■

6

昊－
Krediet

Bank

(フ ィー ル ドの 記入 例)

－
Bankof

N・Y

Midland

Bank
－ ※

囲 一必 須 フ イー ル ド

ー非 必 須 フ ィール ド

(2)銀 行 間付 替

(取 引 例)

B・A・NYがBanqued・B・u・ ・ll…B・usse1・ あ て に・ 叩 勘 定 をdebitし

て,B.F1。,50。 をB。nqued,F,anceP。,i,{・ 支 払 姻

(電 文例)

BOFAUSNY400841

202-:

BBRUBEBB・:

20:9876ZWV

,

21:45670PO

32A'・750218BEMIOsOiO,

58A:,BDFEFRPP

}へ〃
取引番号

関 連 番 号 、 、.:

支 払 日,通 貨,金 額'.

受 取 銀 行 ・

一 ・169r



團z
(フ ィール ドの 記 入 例)

Bq.de

Bruxelles

Bq.de

France

/

200銀 行 付 替 ・本 人 勘定

202〃 第 三 者 あ て

205〃 実 行

難 簗灘 …,…… ……・……纐 ～漁 ・……………鐵

i:i:i=こi:i:i:i:::嚢1・:漠:::ミ::::

15: テ ス トキ ー

ご ゴ ＼ 20: 取引番号

＼i十 w 21: 関連番号

Wi徽 徽 32A: 支払 日 通 貨 コ ー ド 金 額

㎜ 灘i難
…灘

52S:'依 頼 銀 行

峯iil………iiiliiiiliilililiii
53S: 送 信 側 コル レス 銀行

:=…ii…ii灘灘毒 54S: 受信 側 コル レス 支店

_、,、 欝_撚 灘 ・羅56S・ 仲 介 銀 行

鑛 難57S・ 決 済 銀 行

こ… 繊 塵58S・ 受 取 銀 行

::=:::==i:i=ii舗iミiili=iiiiiiiiiii

i皐i…i…i…72: 銀 行 間 通 信

{3)外 貨 資 金 売 買取 引 の コ ン フ ァメー シ ・ン

(取 引 例)

∵:=∵:㌻.竺 ご100000をUS$対 価で@,2'3353でBe「1ine「Ba-

(電 文例)

CRESCHZZ300025

300

BEBEDEBB

20:5482ABC

21:NEW

22:NEW

30:750129

36:2,3353

32R:750203GBMIOOOOO,

・7D・LAZARD・P・ 寧.
.&・b

LONDON

33P:750203USM233530

57A:CHEMUSNY

}へ ・ダー

取引番号

送信側番号

取引 コー ド

契約 日

交換 レー ト

期・ぽ 貨,金 鯛)

}… 行
期 日,通 貨,金 額 て売)

決済 銀 行

一170一
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●

ピ

参

Swiss

Credit

Bank

Lazard

//Brotherco.・ や、

//London、 、 、
!、

/
!

/

ス イ ス ＼ ＼

(フ ィー ル ドの 記 入 例)

£100.000

(買)

$233.530

(売)-'

＼
＼

＼Ch・mi・al

《ごn‡

Berliner

Bank

/プ
/

/

///

〉 300 外 貨 売 買 コ ン フ ァ メ ー シ ヨ ン

、 20: 取 引 番 号

、 21: 送 信 側 番 号

w 22: 取 引 コ ー ド

、 30: 契 約 日

懲 36: 交 換 レ ー ト

iiiiiiiii:i:…iiiiiiii茎iiii…i:iiiiiiiiiiii72: 銀 行 間 通 信

＼32A・ 期 日 通 貨 コ ー ド 買 金 額

、57S・ 決 済 銀 行

＼33・ ・
期 日 通 貨 コー ド 売 金 額

1鑛蘂
53S: 送 信 側 コ ル レス銀 行

物57S・ 決 済 銀 行

一171一



付録2 SWIFTの セ キ ュ リ テ ィ ・ポ リ シ ー

出所:
コ

S.W .1.F.T. NEWSLETTERよ り抜 粋

SECUR:TYpoucy

Securitywasoneofthemajorltemsontheagend8

0ftheBoardmeetingonAprillstwherethefoltowing

principleswereag}eed=

-Thelog・inprocedurelsmandatoryforlmplementa・

tionintheS.W」.F.了.system、

-Theuseof|nputSequenceNvmbers8ndOutput

SequenceNum6erslsmandatorylnsystemope・

ration■_

－S ・W・1・F・T・ignotresponsiblefor|lneprotectlon

betweenNationatconcentratorandUser8ank.

-Cryptoequ|pmentwirlbeinstatledon-allmaln

lnternationa|Ilneg.

-Banksutilizing・ ・computeξbasedtbrmlnalswi|1 .

makeuseofthestandardauthenticatora8pro・

vldedbyS.W.1.F.了.'

-Bank⑨notuti「izlngcomputerbasedterminalsnlay

c。ntinuetousebilaterallyagreedtestkeysaccor・ 、

dingtopresentpracticeuntilSW.1.F.T.hasdeve・ ・r

IopedanapPropriate|owco⑨tdevice .fprmanual

userStousetheauthenticator.

Someoftheminl・S.1.D.'⑨mayfaltlnto .thlscate・

gOryduet。inSUffiCientmemOry、

Thisconfirmationof.bollcyenab|esS.W.ILF.T.to

proCeedwithdetailedirnplementationofthevarious'
procedures.

・
,A8cons|derabtetnteresthasbeenshowrtlnthe.

securltyprocedure⑨,thefollowingparagraphsexpand

upontheiruse.

5

、

●

A

ハO

－ ・172一



1

【09・ln

－

NevvstetterNdlcontainedanarticleexplainlng

Log.inanditsbaslefunctionsofconfirmingtothe

systemwhichterminalitlscommunicatingwith,con・

firmingtotheterminatthatit|scommunicatingto

S.W.t.F.T.and己pecifyingtheuseofthesystemthe

bankauthorises「oraterminal.

AtlmessagesoutputfromS.W.e.F.T.(withthe

exceptionofmessageacknowledgements⊃vviitincTu・

deanO.S.N.ltwiltbe・theBank'sresponsibilityto

checkthatthesequenceofthesenumbersismain・

tained.'

BankConnectlon.toNatlenalConcentrator
㌔.

●

・

The・1。9・inprocedureconsists。fanexchange。f

messagesbetweenthetermina|andihesystem.The

terminalfirstsendsamessagetothesystemsp8・

cifyingtheldentificationoftheterminal,anauthorト

zati。nc。deandtheuseofthesystemt。bepermitted

tothatterm|nal.

"willbe6ach8ank'9responsibilitytoprOvide

theIineandanyothernecessaryequipment{e.9.

modems〕tlnkingthelrterrhinalstotheNationalCon・

centiator⑨.Anysecurltyequipmentthe8ankswishto

lnsta||ontheselinesI8entire|yat8achBank'sdiscre・

tionandco5t.

Thesystemreplywi|lbeanackn。wledgement。f

theterminarsmessagθandac加firmationc。dθcor・

respondingtotheauthorizationcode.
CrypteEqulpment

S.W」.F.T.willis⑨ueuniquesequences・ofauthori・

zationandconflrmationcodestoeachuserwhowiti

beresponsiblefortheirsecurityandcorrectyse・

Astandardthreecharactercodewitlb6provlded

tospecifytheuseoftりesystemtobepermittedto

8terminal.Terminalscanbe1。9ged・inf。rm日ssag。

tranSmiSSI。n.thereCepti。nOfn。rmal。rurgentmeS・

sageS,orvarlouscombinationsoftheabovo.

S.W」.F.T.willinstallcryptoequlpmentonallmain

International|ineslin .kingconcentratorsandswitche§..・　 ヒ
了hisequlpmentw"Iencryptthemessagesintoan　ヒ
apParentlyrandomsptofcharactersandanyaltera・

tiontoacharacterwillrendertheentiremessage

void.Anypersongalningunauthorisedaccesstothese

tlneswlllthereforebeunab|etoachievecomprehen・

sionof'thedatatransmisslonortofraudulenttyinsert

oramend8message.

lnputandOutputS●qu6nc●N凹mber
Auth●ntlcato■一

⑪

For●achtermlnalidentMerl了.1.DJeverym■s・

8ag9(lnctudlngLog・ln)inputtoS.W.1.F.T.mustcon・

tainanI叩utSequenc6Number【ISN)whichwlllb●

checkedbythesystem.Anymessagewithanoutof

sequencel.S.N.wlnnotbeforwardedandS.W」.F.T.

wilttog・outtheT.'.D.andnotifyitofthecorrectI.S.N.

TheT」.D.wlrttheref。r6havet。|09'inagainbefore

anyfUrtherinputlsp。ssible.・

Theauthentlcato「Is8n8d∨ancedautomatedver・

slonoftoday'gtestkey81n∨o|vlngauthenticationof

om8ssag6betweensender8ndreceiver.S.W⊥F.了.ロ ロ
w川acton|yasacerrierandwillnotbθ|nvorvedin

enywaylntheauthenticationproc683.Theauthenti・

cat。rls,effective|y.8nautomatiCa|lygeneratedtest

keybased。ntheentlre・messaget6xtratherthan。n

selectedflelds佃themessag8.Thegeneratedtest'

keylsplacedattheendofthemessagesothatthe

－173一



authenticationdeviceneednotbu仔ertheentiremeg.

8age・(阯ismuchsimpterf。rauヒomaticequipment

togenerateatestkeybasedontheentiremessage

thantoselect.onlyspecificfietdsftomthemessage

t。beusedinthetestkeygenerati。n .)ThisapP・ ・ach

ensuresthatanychangelothemessagetextwillb6

detected.

● ・` ● ●

了hemessagetobetransmittedunderend.to.end

authenticati。nispreparedinthenormalway.The

authe・ticat。 ・・gene・atl・nfeatu・ep・ 。c・sSesthee・ti・e

「nessage,andproduce3a4壺characte「qauthentica・

tor・ ・Theproce8su8edtogeneratethis4-character

authenticatorlsaunlqueS.W.1.F.T.arlthmeticalpro-

cessinvolvingallletters加dnumberslnthemessage

加dutilises白keyvarlabl。8har。duniquelybyth●

86ndingbankaodthor8colVlngbank.εachugerha⑨

thereforeontyt。store。nec。mputerpr。gramand白

filec。ntalningthekeyvariablef。reachcorr8s卿 ・

dent.

了heauthentic
,ator.ptacedinthemessagebythe

8endingbank.remalnsinthemessagethroughthe

S.W.1,F.T.system,whichcanperform"snormaltext

va|idationfunctions.Thecorrectnessefth6authenti⇔

catorIscheckedbythereceiVingbankbyareverse

proceSsofthatge .neratingltlnthefirstplace.

Theauthenticatorcanbelmplementedlnthreg

way⑨:

8.8yaco「 叩ute「basedterminafwltho品lneacces3

totheauthent|catorprogramandthecorrespon・

dents'keyvariable⑨.'.

b.Byacombuterbasedterminalwithon・lineaccess

、.tOth・○・t輌!ca!・ ・P・・9・amb・t・6q・ 川・g。P?・a・
.t。rlhput。fth'ecorresp。ndents'keyvariables.

c・Byauserobtainingspec|aloff・tineequ|pmentcon・

talningthe ..authentlcatorprqcess..

AS.1.D.willbeabletohave・on;lineaccesstoboth

theauthenticatorprogramandthecorrespondentS'

key・variable⑨.Thoughamini・S.LD,differsfromcom・

puterbasedterminalsinitslnterface'speoifications,

somewlllbeabletohaveon.lineaccesstothe

authenticatorprogramandthemaincorrespondents'

keyvarlables.Keyvarlablesforcorrespondentsless

frequentlyuse'dwillrequir80peratorinput..

S.WJ.F.T.lscurrentlyevaruatingsuitabtealgorithms.

forgeneratl加oftheauthenticator8ndthiswi|lbe

includedinthesoftwareavailable.intheS」.D.Users

。f。therc。mputerbasedtem|na|swillre'ceivefull

specificatlons.:

A8thegenerationoftheauthenticatorinvolves

comptekarithmeticelprocesslngof・8achcharacter,

thiscamotb8achievedwithoutautomationofa

reasonabbdegree.了heref。re.U8er3currentlypfan・

nlngto'operateTelexand了eSepr|nterswouldb6

unabletolmplem .entthe8uthent|catorbypvrely

manualmethods.HOwever,S.W」.F.T.181nvestigating

theposs|billtyoftheprovlslonofspecialequipment

whichwouldenab168uchuserstolmplementthe

authenticator...・.・

Otherprocedures.reviewedbutrejectedinctude:

－Cypheringfromtermina|toswitch:

ItI8notposslb|etoconslderImplementationof

8uchaprocedureforseveralyears,8sconsidera●
ぞ 　 ド
bl8furtherresource3wouldbe「equlredtoesヒa・

b|lsh8at|sfact。ryeperatlonalc。nditions.

一8ank't《 チS.W.LF.T.Te3∀:

『..),

了houseof8uch8procedurehvolvesS.W.1.F汀.

8●ath|rdpartylntheauthentlcatlonofatransac.

tl。nandw。uldrequir6extraadd川 。nalpr。cesslng
'
8ndon・|inestorageattheSW|tche⑨.

一8ank・tひ8ankEncryptlon:・

TheuseofthisprocedurewoutdpreventS.W」.F.T.

fromfutfiltingltsobtlgationstochecktheformats

ofmessages..・ ∴.'・".・
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⑨

2.2国 連 貿 易 手 続 簡 易 化 部 会 に お け る セ キ ュ リ テ ィ 問 題

2.2.1経 緯

セ キ ュ リテ ィ問 題 に つ い て は,国 連 欧 州経 済委 員 会 貿 易 手 続 簡易 化部 会(TRADE/WP.4/G

E.1)で も検 討課 題 と して お り,COTISで は,日 本 政 府 の 専 門 ア ドバ イ ザ ー とし て,本 年 度 は6

月 お よ び9月 に 資料 を用 意 し報 告 した。

日本 か ら,本 問題 に っ い て報 告 す るに 至 った 事 情 を 経 過 的 に述 べ る と,TRADE/WP.4/GE.

1に お い て,提 案 され た 「国際 貿 易 に お け る 交換 メ ッ セ ー ジ構 成 の 方法 に つ い て の 予 備 実 験(以 下

ECE-INTERFACE案 と略)」 に っ い て,昭 和50年2月 の 国 際 会議 上,フ ィー ル ド ・コ ー ドの

拡 大,計 算 単 位 コー ド等 の 問題 と と もに メ ッセ ー ジの エ ラ ー処 理 の 問題 に つ い て 問題 提起 を行 った 。

そ の後,議 長 よ りエ ラー ・メ ッセ ー ジの 責 任 問題 に 関 す る調 査 研 究 に つ い て,日 本 か ら何 等 か の報

告 を期 待 す る 旨の 依 頼 が あ った。

COTISで は,日 本 政 府 か らの 依 頼 を受 け,同 年6月 に 「ProblemsofErrorsinData

Transmission」 と し て,調 査 研 究 の 方 向 につ い て提 案 説 明 を 行 った。 この とき に配 布 し た 資 料 は,

GE.1/R.56と して 正 式 に 登 録 され た。 その 詳 細 は,12.2に 既述 した と お りで あ る。

その 後,TRADE/WP.4/GE.1で は,ECE-INTERFACE案 の エ ラ ー ・メ ッセ ー ジの 問

題 か ら,貿 易情 報 の セ キ ュ リテ ィ問題 を 検 討 す る こ と とし て主 要 議 題 と した 。 そ して,前 回 と同 様

日本 に対 し研 究 の 方 向 につ い て 報 告 す る よ う要 請 が あ った。

COTISで は,前 回 に引 続 き これ を受 け,従 来 か ら調査 研 究 を進 め て い た成 果 を中 心 に,セ キ ュ

リテ ィ問 題 の 背 景,セ キ ュ リテ ィの 範 囲,現 状 の研 究 の 方 向,国 際 的 な検 討 問題 等 に つ い て,昭 和

50年9月 に 資 料 を も って説 明 した。 この 資料 は,GE.1/R.66と して 正 式登 録 され た 。その 内容

は2.2.2に 示 す とお りで あ る。

い●

2.2.2セ キ ュ リテ ィ問 題(TRADE/WP.4/GE.1/R.66/和 文),

① ま えが き

セ キ ュ リテ ィの問 題1ヰ各分 野 に お い て 一般 性 の あ る問 題 で あ るが,特 に 国 際 貿 易 分 野 との 関 連

に お い て 考 慮 す る と次 に 掲 げ る点 か ら非 常 に 重要 な 課 題 で あ る こ とが指 摘 で き る。

a .国 際 貿 易 に は関 係 す る産 業が シ ッパ ー,商 社,代 理 店,フ ォワ ー ダ,キ ャ リア,税 関,政 府,

銀 行,保 険 等,広 範 囲 で あ り,ま た 同 一 業種 で も多 くの 企 業 が 参 画 して い て,相 互 に 利 害 関係

を も って 営 業 活動 を行 な って お り,多 くの 機 密情 報 が 存 在 す る。 ・ ㌦

b.シ ッパ ーか らキ ャ リ アま で の 国際 貿 易 のr環 した 業 務 の 中 で貿 易 デー タを 重 複 して 使用 す る

場 合 が 多 々あ・りメ ッセ ー ジロ)円滑 な 交換 や コ ン ピ ュ ー タ を利 用 した デ ー タの 共用 に よ り'貿易手

一175一



続 きの 簡 易 化 が 行 われ ・事 務 処 理 の 能 率 向 上 が 期 待 され る
。 特 に 貿 易 デ ー タ を 交換 した り,共

同 で利 用 す る シ ス テ ム にお い て は,セ キ ュ リテ ィが どの レベ ル まで ,保 持 され るか に よ って,

貿 易 デ ー タを 入 力 す る者 が 安 心 して 情 報 の 交換 ま たは 共 用 の シス テム に参 加 す るか
,ど うか の

キ ー ポ イ ン トに な るで あ ろ う。

c.国 際 貿 易 に 関係 す る企 業 は,対 象 業 務,取 扱 い 規 模 が ,バ ラエ テ ィに 富 ん で お り,貿 易 業 務

の た め の デ ー タ処 理 や デ ー タ伝 送 に お け る手 段 もテ レッ クス等 の レベ ル か ら
,コ ン ピュータを利

用 した ハ イ ・レベ ルな 手 段 まで が 利 用 され て い る。

この 貿 易 業 務 処 理 に おい て,入 力 の手 作 業 や デ ー タの伝 送 中 に ミス ・オ ペ レー シ
ョンや 外部

か らの デ ー タの 盗 聴 や 破 壊 が生 じ る可 能 性 が あ る。

d.一 方,貿 易 デ ー タの処 理 や 伝 送 の シ ス テ ム に っ い て 見 る と,企 業 や政 府 機 関 が 自 己 の 業 務 を

処 理 す る個 別 シス テム が あ り,ま た,シ ッパ ー と商 社,あ るい は,キ ャ リア と フ ォ ワー ダ とい

った よ うに資 本 的,業 務 的 に密 接 な 関 係.にあ る企 業 が,相 互 の シス テム を結 合 す る シ ス テ ムが

あ る。 わ れ われ は,こ れ を異 企 業 間 ネ ッ トワー ク と呼 ぶ 。 さ らに,発 展 して,貿 易 デ ー タ ベ ー

'スの 共 同 利 用 の た め に
,全 国 的 な コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ーク を形 成 す る シス テ ム,国 際 的 な

グ ロ ー バ ル ・ネ ッ トワー クの 形 成 と い った シ ス テ ムの 拡 大 が将 来 予想 さ れ る
。

以 上 の よ うに,シ ス テ ムの レベ ルが 異 な って い て も,セ キ ュ リテ ィ問 題 は 避 け るこ との で きな

い 問題 で あ る。 した が っ て,早 い 時 期 に各 国の 専 門 家 に よ っ て この 問 題 の 解 決 策 につ い て論 議 を

重 ね コ ンセ ンサ ス を得 て お くこ とが 必 要 で あ る。・

② セ キ ュ リテ ィ ・ア スペ ク ツ

セ キ ュ リテ ィの 問 題 は,古 くて新 しい 問 題 で あ る
。利 害 関係 を も って 企 業 競 争 が 行 わ れ て い る

以 上,そ こに は,何 等 か の 形 で の セ キ ュ リテ ィ問 題 が 存在 して お り,こ うい った よ うな 意 味 での

セ キ ュ リテ ィにつ いて は,企 業 個 々 の 問題 また は ,商 慣 習上 の問 題 と して 考 え る こ とが で き,A

DPと コ ーデ ィ ン グ専 門 家 会 議 の 外 で扱 わ れ るべ き で あ ろ う
。

し か しな が ら,新 しい 問 題 と して の セ キ ュ リテ ィ問 題 は コ ン ピ ュー タ とい う新 しい道 具 を
,わ

れ われ が 使 い始 め て か ら起 きて きた 。 そ れ は 二 つ の 観 点 か ら指 摘 で き る
。

一 つ に は,貿 易 書類 を 中 心 と して コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を行 って きて い た 従 来 の 方 式 か ら,貿 易

デ ー タ を電 気 的,磁 気的 な 信 号 に変 換 して,デ ー タ処 理 や デ ー タ伝 送 を行 う方 式 が 広 く採 用 され

て きて い る。 これ に対 し て は デ ー タ の 正 確 性 を保 つ とい うイ ンテ グ リテ ィの 問 題 と して 技 術 的 な

保 護 手 段 を 考 えな けれ ばな らな い。

他 の 一 つ は ・ コ ン ピ ュー タ を使 用 して デ ー タ処 理 や デ ー タ伝 送 を行 う こ とに よ り,デ ー タの 集

中 化 が行 わ れ コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク と して 接 続 され る多 数 の 端 末 よ り,デ ー タ の ア クセ ス

が 可能 に な った こ とか ら,機 密 保 持 の 手 段 を 講 じ る必 要 が 生 じ て き た
。

以 上の よ うに,セ キ ュ リテ ィが 問 題 に な り,そ の 技 術 的 な 保 護 手 段 を講 じ る とな る と,セ キ ュ
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リテ ィ問題 につ い て,シ ス テ ム ・プ ロセ デ ュ アの 面 か ら問題 点 を明 らか に す る必 要 が あ る。 現 在,

主 と して,情 報 処 理 と コ ン ピ ュ ー タ分 野 の 科 学 者,技 術 者 が この 問題 の研 究 を行 って い る。

③ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク

貿 易 の デ ー タ処 理 と デ ー タ伝 送 の ため,既 に コ ン ピ ュー タ の利 用 が進 ん で い るが,さ らに幅 広

い コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クが 形 成 され つ っ あ る。 図2-8～11は コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー

クの パ タ ー ンを例 示 した もの で あ る。

図1.{まA型 ネ ッ トワー ク(星 型 ネ ッ トワ ー ク)… …LACESシ ステ ム

図2.はB型 ネ ッ トワー ク(A型 の 途 中 に 集 配 信 装 置 をつ け た もの)… …SOFIAシ ス テ ム

図3。はC型 ネ ッ トワー ク(専 用 回線 で ホ ス トコ ン ピュ ー タを結 ん だ もの)

『

図4.はD型 ネ ッ トワー ク(交 換 ネ ッ トワー ク と ホ ス トコ ン ピュ ー タ を結 ん だ もの)… …

'"'…ARPAシ ステ ム

わ れ わ れ の調 査 に よれ ば,自 己 の 条 件 によ り貿 易 関係 の企 業 は シ ステ ム(個 別 シ ス テ ム とい う)

を開 発 し て い るが,こ れ を貿 易 デー タの 共 用 の た め に 根 本的 に 変 更 す る こ とは 非 常 に困 難 で あ る。

この た め,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク技 術 に よ り,論 理的 な 情 報 空 間 と して .e個 々 に保 有 さ れ

て い る情 報 や デ ー タ を相 互 に 交換 利用 す る シ ス テム が 考 慮 され るべ き.であ る。 この よ うな シス テ

ム が発 展 す る ため には,セ キ ュ リテ ィに対 し十 分 に 配 慮 され る こ とが 必 要 で あ り,重 要 で あ る。

分岐

ト7福 諸 磐 一けル
◆キーボー ド・プリンタ

・業 種 専 用 歩一 ミナル

リモ ー トザ 一 夕 ・ステー シ。ン
・リモー ト ・データ ・エン トリー

・リモー ト:ジ ョブ ・エン トリー

図2-8A型 ネ ッ ト ワ ー ク

集配信処理装置等

ト盗 ㌘ 迦 適用歩一けル

キーボード・プリンタ
業種 専用ターミナル

図2-10

リモー ト ・データ ・ステーシ ロン

サテライ ト処 理

R翼 翼駅 ㌍ 一カル処理
ローカル ・ファイル

C型 ネ ・ッ ト ワ ー ク

A/B型
ネットワーク

A/B型
ネットワーク

D型 ネ ッ トワー クの前段 階
データベース

図2-9

A/B型
ネットワーク

デ一夕ペー

B型 ネ ッ ト ワ ー ク

NA型 ネットワーク

N● 一一 スイ・チング ソ ードN

N
B型 ネットワ_ク ホス ト ホス ト

デ一夕ベース デ一夕ベースA'難 雷 撃冠煕 糠
…

図2-11D型 ネ ッ ト ワ ー ク
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④ セ キ ュ リテ ィの 範 囲 と対 策

SecurityAspectと して 参 考の た め にSecurityandDefenceの 概念 図 とAnalysis

TableofSecurityMeasures'Effectsを 他 よ り引 用 し て添 付 した。

a.SecurityandDefence

セキュリテ ィ問 題 に は,火 災,地 震 等 の 天 災 によ る コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェ アや記 憶 媒 体 の

破 壊 か ら,DataFileへ の 侵 入 ま で各 種 の 態 様 が あ る。 こ れ らに対 す る対 策 とし て,Pysi-

calSecurityか らDataFileSecurityの 図 示 を行 っ て い る。 そ して これ らの対 策 の う

ち,OperationalPractice,PhysicalSecurity,Personnel等 は,個 別 の ケ ー スで

解 決 す る こ とが 可能 と考 え られ る。

b.セ キ ュ リテ ィ対 策 の 効 果 分 析 表

デ ー タ侵害 に は,故 意 の もの か ら過 失 に よ る もの まで 各 種 の もの が あ り,こ れ に対 し て,セ

キ ュ リテ ィ対 策 も,管 理 運 営 的,ハ ー ド的,ソ フ ト的 な もの とい くっ もの もの が あ る。

この 表 は,こ れ らを マ ト リ ック ス状 に整 理 し,あ る侵害 に 対 し て,ど の 対 策が 有 効 で あ る か'

を 分 析 し た もの であ る。

⑤ セ キ ュ リテ ィ問 題 と して 共 通 の 場 で検 討す べ き事 項 の 例

これ ま で,貿 易 分 野 にお け る コン ピ ュー タの 利 用 とセ キ ュ リテ ィ問題 の技 術 的 な対 応 策 に つ い

て の 一般 的 な研 究 に っ い て,AFIP研 究 を例 に 引用 した 。

以 上 の 結 果 か ら,わ れ わ れ はTRADE/WP.4/GE.1に お い て検 討 す べ き事項 と して,と く

に ア クセ ス ・コ ン トロ ー ル,デ ータベース ・ス トラクチ ャに っ い て研 究 す る こ とが 重要 で あ る と考

え る。

aア ク セ ス ・コ ン トロー ル

ア ク セ ス ・コ ン トロー ル は デ ー タ バ ン ク等の 方法 に よ って,'国 際 的 異 企 業 間の,デ ー タの 共

同 利 用 が 可 能 に な った場 合,ア クセ ス者の アイデシテ ィフ ィケ ー シ ョン に よ るア ク セ ス範 囲の 認

可,パ ス ワ ー ドに よ る フ ァイル 関 門 で の通 過 コ ン トロー ル 等 を行 う もの で あ る。

この場 合,ア イデ ンテ ィフ ィケ ー シ ・ン符 号 や パ ス ワー ドの 中 味 は 機 密 の 事 項 であ るが,コ ン'

トロ ー ルの 方 式 の 種 類,コ ン トロー ルの 対 象 とな る ア クセ ス者 の 区 分,そ れ に対 応 し た アク セ ・

ス 可 能 な フ ァイ ルの レベ ル,パ ス ワー ドの 桁 構 成 な どは,国 際 的 に共 通 な 場 で 検 討 して お く必

要 が あ る。

bデ ー タベ ー ス ・ス トラ クチ ュ ァ

ア クセ ス ・コ ン トロー ル に関 連 して,貿 易情 報 の 十 分 な セ キ ュ リテ ィを保 ち得 る と と もに,

利 用 者 の 効 率 が 十 分 に考 慮 さ れ た デ ー タ ベ ー スの ス トラ クチ ュァが 検 討 され る必 要 が あ り,こ

こで も機 密 の 重 要 度,ア クセ ス権 利 を もつ 範 囲が デ ー タ ベ ー ス内 で 複 雑 に 錯 綜 した場 合 の 処 理

方 法 を,貿 易 情 報 の 特 性,業 界 とし ての 事 情,関 係 者 の 便 宜 を十分 に 検 討 して,こ れ に マ ッチ
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し た デ ー タ ベ ー ス ・ス ト ラ ク チ ュ ァ が 実 現 さ れ る べ き で あ ろ う。.・

表2セ キ ュ リ テ ィ対 策 の 効 果 分 析 表

(
、ビ ジ ネ ・ ・コ ミ ・ ニ ケ ー シ ・ ン'74V・1・11"68)

セ キ,リ テ イ対 策

、

侵入行為の種類

機 密 保 護 安 全 性 維 持

技術的対策 管 理 的 対 策 技 術 的 対 策 管 理 的 対 策 ・・

ア

ク

セ

ス

.

コ

ン

ト

ロ

「

ル

デ

1

タ

の

暗

号

化

//

符

号

化

通

信

回

線

の

漏

洩

防

止

シ

ス

テ

ム

の

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

セ

ン

タ

室

の

入

退

出

管

理

フ

ァ

イ

ル

の

保

管

管

理

ド

キ

ュ

メ

ン

ト

管

理

入

出

力

帳

票

管

理

機
械

・

媒
体
の
貸
出

k

持
出
し
管
理

デ

1

タ

伝

送

管

理

外

注

作

業

管

理

職

員

外

来

作

業

者

管

理

夜

間

作

業

者

管

理

組

織
(

責

任

権

限
の

明

確

化
)

教

育

訓

練

ア

ク

セ

ス

■

コ

ン

ト

ロ

|

ル

プ

ア

イ

ル

の

二

重

化

フ

ァ

イ

ル

の

階

層

化

同

時

更

新

コ

ン

ト

ロ

|

ル

ジ

ャ

|

ナ

ル'

に

よ

る

ロ

ギ

ン

グ

チ

エ

ツ

ク

.

ポ

イ

ン

ト

の

設

定

防

火

対

策

(

耐

火

金

庫
)

地

震

対

策

電

源

設

備

対

策

防

災

訓

練

防

塵

対

策

作

業

管

理

組

織
(

責

任

権

限
の

明

確

化
)

教

育

訓

練

障

害

対

策

連

絡

ル

|

ト

偶
発
的
事
故

ユ ー ザ ・ エ ラ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ O ○ ○ ○ ○ ○

シ ス テ ム ・

エ ラ ー
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ O ○ ○

消
極
的
侵
入

.

電 磁 気 の
ピ ッ ク ・ ア ップ

○

1

0
. O

ワ イ ヤ ・

タ ッ ピ ン グ
○ ○ b

使用済用紙等
の入手

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ O

積

極

的

侵

入

盗み読 み

(拾 い読み)
○ ○ O ○ ○ ○ O ○ O ○ O ○ ○ O ○

擬 装 O O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ o ○ O O ○ O ○ O O ○ O

システム担 当者

の 不iE侵 入
○ O ○ O ○ ○ ○ O ○ O O O ○ O ○ ○ O O O O

システムのパ グ

か ら侵入
○ ○ ○ ○ O ○ ○ O ○ ○

.

○ ○ ○ ○ ○ ○

コ ア ・ ダ ン プ O O O O ○ ○ ○ ○ O ○ ○

媒体 その もの を

盗 む
O ○ ○ ○ O ○ ○ O ○ O O ○ ○ O ○ O ○
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3.米 国CARDIS計 画 に 関 す る調 査 研 究

●

昭 和50年6月,国 連 欧 州 経 済 委 員 会 貿 易手 続 簡 易 化 部 会ADPと コ ー デ ン グ専 門家 会議(以 下,

TRADE/WP.4/GE.1と 略)に お い て,米 国 代 表 よ り,貨 物 情 報 の デー タ交換 シ ステ ムCA

RDIS計 画の 概 要 が 紹 介 され た。 そ して,こ の計 画が,TRADE/WP.4の 標 準 化 作 業 に大 きな

影 響 を 与 え る と と もに,他 の 諸 国 が 推 進 して い る貿易 情 報 シ ス テ ム の 形 成 に も重 要 な 問 題 を 提起 す

る もの で あ る との 発 言 が 各 国 よ り行 わ れ た 。

その後,CARDIS計 画 の詳 細 な 報 告 書 が 各 国 に 提 供 され,計 画 の 全 体 が 明 らか にな って きた が,

COTISで は,総 合 貿 易 情 報 シ ス テ ムの 概念 を 検 討 す るに際 して,非 常 に有 効 な 資料 とな る もの と

して 調 査 研 究 を行 な った。 以 下 に,CARDIS計 画 の 概要 を紹 介 す る。 な お,米 国 運 輸 省Report

u6DOT-TSC-OST-75-20SystemConceptStudyforaCargoDataIntercha-

ngeSystemの ほん 訳 を 巻 末 の 資 料 とし て掲 載 した の で,e参 照 い た だ きた い。

●

■

3.1CARDIS計 画 と 開 発 の現 状

3.1.1CARDlS計 画 の ス ケ ジ ュー ル と そ の 作業

1975年6月5日 ～6日 に開 か れ た 第10回ECE,ADP及 び コ ー デ ィ ン グ専 門家 会 議 にお いて

米 国 代 表 よ り発 表 され たCARDIS計 画 に よれ ば 次 の通 りで あ る。

(1)米 国 国 内 の 国 際 商 取 り引 き分 野 に お け る貨 物 情報 の 流 れ を,次 の理 由 に よ り ス ピー ド ・ア ップ

す る必 要 性 が あ る。

① 現 在,国 内 及 び 国 際 商取 り引 きに お い て,貨 物 輸 送 をめ ぐる不 必 要 な 書類 作成 業務 を取 り除

き,貿 易,運 輸 両 面 の 貨 物 デ ー タの 作 成,転 送,引 き渡 し,処 理 の ス ピ ー ドが必 要 とな って き

て い る。

②1971年,米 国 の 国 際 貿 易 面 で必 要 と され るペ ー パ ・ワ ー クは,年 間8億 件の ドキ ュ メ ン ト

に達 す る と推 定 され,こ の 関 連 書 類 作業 には,船 荷 証 券,ド ック レ シー ト,輸 出 申 告 書等 が 含

まれ る。 今 日で は この書 類 の 量 は 膨 大 な もの に な って お り,依 然 増 え続 け て い る。

③1971年,こ の 国 際 貿 易 書 類 の 作 成 作 業 の 関 連 費用 は,年 間65億 ドル に も達 し,米 国 の 国際

貿 易総 額 約860億 ドル の7・5%を 占 めて い る と推 計 され た 。米 国 商 品 を扱 う海 外の 業 者へ 送 る

文 書 の コ ス トを加 えれ ば,こ の 数 字 は 恐 ら く倍 増 す る もの と思 われ る。

現在 米 国 の 輸 出 入 総 額 は 年 間2,000億 ドル を超 え て お り,従 って ペ ー パ ・ワー ク コ ス トの 増

加 も推 測 で き るで あ ろ う。
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④ さ らに,〔 一 パ ・ワ ー クは 貨 物 の 動 き を遅 くす る。 託 送 品 は,そ の 貨 物 デ ー タの 処理 や授 受

に数 日或 い は 数 週 間 もか か るた め,途 中 で 待 機 させ られ て お り,も し この ネ ッ クが解 決 され れ

ば 目的 地 の タ ー ミナル 迄,も っ と迅 速 に 到 達 す る こ とが で き るは ず で あ る。 遅 延 や タ ー ミナル

での 停 滞 は コ ス トが増 加 す る だ け で な く,貨 物 の 破 損 や 盗 難 の 危 険 性 も増 大 させ る。

⑤ 輸送 情 報 の 作 成,転 送,引 き渡 し,処 理 等 を ス ピー ド ・ア ップ させ,ペ ーパ ・ワー クを 削減

させ る とい う商取 り引 き分 野 の要 求 を 満 た す ため,米 国 の 関 係 業 界 と政 府 は,近 代 的 な シス テ

ムの 開 発 に 乗 り出 した 。 この シス テ ム とは 貨 物 情 報 の 交換 に オ ー トメ ー シ ョ ン化 の 技術 を応 用

し,全 て の 関 係 団体 に 供 す る とい う もの で,こ の 野 心 的 な 試 み … …商 取 り引 き活 動 の殆 ん ど全

て の 分 野 にCARDISを 適 用 さ せ る こ と をね らっ た… … は,着 実 な歩 み を続 け,実 現 化 の過 程

に あ る こ とか ら米 国政 府 及 び 業界 は と もに 楽 観 的 で あ る。 今 後 もこの 協 力 体 制 は うま く機 能 し

て 行 く もの と思 わ れ る。1967年 以 来 ペ ー パ ・ワー クの 負 担 を減 少 させ て きた 両 者 の 協 調成 果

が 背 景 にあ る。

⑥ 米 国 は また,何 ヵ月 か 後 に はCARDISの 開 発 が 他 の 国 々に も有 効 で あ る こ とが 立 証 され る

で あ ろ うと考 え て お り,多 くの 国 が現 在,貿 易 と運 輸 の 効 率 を高 め 各 々の 貿 易 市場 の コス トを

軽 減 させ るた め,同 様 な プ ロ グ ラム に 着 手 して い る。

(2)CARDISの 定義 と予 定 目標

①CARDISの 定 義 と 目標

定 義:国 内,国 際 商取 り引 きで 使用 され る貨 物 情 報 を交換 す るゼ め 自動 化 技 術 を応 用 す る計 画。

目標:O世 界 的 に 商 品 表 示(記 述)・ コー デ ィ ングの体 系 を調 和 させ る こ と。

○国 内,国 際 両 面 の デ ー タ標 準 に適 切 な イ ン タ フ ェ イ ス を導 入 す る こ と。

Ol976年 迄 に 実 験 的 デ ー タ交換 を実 施 す る こ と。

01977年 迄 に テ ス トの 評 価 を完 了 させ る こ と。

ol978年 乃 至1979年 にCARDISを 実 際 に 稼 働 させ る こ と。

○貨 物 の 関係 書 類 コ ス ト,盗 難,破 損,停 滞,遅 延 等 を大 幅 に 削減 させ る こ と。

(3)CARDISの 歴 史 的背 景

CARDISは,最 近の 問 題 と し て と り上 げ られ た もの で は な い 。 米 国 の 国 内,国 際 貨物 の 輸 送

コ ス トが 年 間1,000億 ドル に も達 し,輸 出 入 貨 物 の 量 も同様 な レベ ル に到 達 して い るが,貿 易,

運 輸 両 面の ペ ーパ ・ワ ー クの 負 担 や 圧 力 が 膨 張 し過 ぎ,こ れ らの 問 題解 決 の 手 段 と して 提 起 され

る もの で あ る。 米 国 で は1967年 か ら官 民 一 体 で,ペ ーパ ・ワ ー クの 量 及 び コ ス トの 減 少 に 全 力

投 球 して きた が,そ の 成 果 と し て本 計 画 を と らえ る こ とが で き る。

「CARDISl975年 」 を基 点 と した これ まで の 主 要 な 足 跡 を要 約 す る と次 の よ うにな る。

a.1967年 ～1968年

国 際 貿 易 に関 す る書 類 の 合 理 化 国 内 委 員 会(NCITD),運 輸 デ ー タ 調 整 委 員 会(TDCC)
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,

及 び連 邦 運 輸 省(DOT)の 創 設 。

b .1970年7月

商 品 表 示 及 び ゴ ー ドの 標 準 化 に 関 す る予 備 的 な 報 告 書 の 作成 。

c .1971年11月

国 際 貿 易 に関 す る書 類 シ ステ ムの 包 括 的 な 研 究 の 実 施 。

DOTとNCITDと 共 同作 業 「国 際 貿 易 に お け るAO－ パ ・ワ ー クか?,合 理 化 に よ る利 益 か

?」 の レポ ー トの 作 成 。

d.1973年3月

米 国か ら英 国へ 輸送 され る貨 物 の 自動 デ ー タ交 換 を 含 む電 子 デ ータ 交 換 デ モ ン ス トレー シ ョ

ンO

e .1973年7月

上 記 の 「ペ ー パ ・ワ ー クか 利 益 か?」 に 関 す る最 初 の経 過 報 告 を公 刊 。 国 際 的 な ペ ー パ ・ワ

ー クを対 象 に18ケ 月 間 の 協 同作 業 を 実施 し,年 間46億 ドル の節 減 可 能 性 が あ る こ とを 報 告。

f.1974年3月

CARDISの 最 初 の 実施 草 案 を発 表 し,CARDIS推 進 計 画 と達 成 目標 の 実 施 予定 表 作 成。

g.1974年12月

TDCCに よ る標 準 商 品 記 述 ・コー デ ィング体 系 の 完 成,第5回 報 告 の 答 申 の み な らず,貿 易

・運 輸 ・統計 の諸 目的 に 合 せ た 商 品記 述 や コ ー ドの 調 和 化 を 包 括 した 商 品 記 述 一 覧 表 の 提 出 。

h'.1974年

CARDIS開 発 の た めの 調 査 契 約 の 交 渉 が,NCITD,TDCC及 びDOTの 運 輸 シス テ ム ・

セ ンタ に よ り実施 され,連 邦 政 府 以 外 の 省 庁 で 行 わ れ て い る 同様 な 自動 化 計 画 の 進 捗 状 況 に つ

い て の報 告書 の 提 出。

(4)CARDIS開 発 の スケ ジ ュ ー ル

有 効 か つ 実 用 的 なCARDISの 完 成 ま で に は,次 の5段 階 の スケ ジ ュー ルが 予定 され る。

第1段 階:CARDISの8つ の 歴 史 的 な 背 景 。1974年 に集 成 。

第2段 階:実 験 的 な デ ー タ 交 換 シ ス テム の 開 発 。1976年6月30日 ま で に終 了 予 定 。

第3段 階:実 験 シス テ ムの テ ス ト及 び 評 価 。1977年6月30日 まで に終 了 予定 。

第4段 階:新 開 発 のCARDISを 利 用 す る た めの 自発 的 な協 定 ・調 整 の 完 了。1978年 に完 了

予定 。

第5段 階:1978年 乃 至1979年 を 目途 と'して,CARDISの 実 稼 動 。

3.1.2CARDISプ ロジ ェク ト

CARDISプ ロ ジ ェ ク トと して 開 発 され る主 要 な 活動 は,次 の10項 目が挙 げ られ て い る。
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(1)デ ー タ ・エ レ メ ン ト

貨 物 輸送 に 関係 す る全 て の産 業界 と政 府 の 参 加 者 が 要 求 す るデ ー タ を特 別 に 固 定 し,CARDIS

の 設 計 の た め に用 意 され な け れ ば な らず,デ ー タ ・エ レメ ン トの 予 備 リス トは,デ ー タ交 換 デ モ

ンス トレー シ ョンに よ っ て 根 本的 に整理 され る。

(2)コ ー ドの開 発

標 準 コ ー ドが 必 ず 必 要 で あ り,こ れ はCARDISプpグ ラム の も とで の 輸 送 貨 物 の 関 係 者 の 間

で 効 果 的 に 情 報 交 換 を 行 うた め に 開 発 され る。

(3)コ ー ドの メ ン テ ナ ン ス

コ ー ドが 適用 され,関 係 を もつ 全 て の シ ス テム と 両立 性 を持 ち,そ の 通用 を確 立 す るた め,適

任 の ス タ ッ フに よ り,コ ー ド ・シ ス テム の メ ン テ ナ ンス を行 わ な け れ ば な らな い 。

(4)要 求 さ れ る機能

潜 在 的 利 用 者 に よ る個 別 的 な 費用 効果 の 評 価 に よ って,CARDISに 最 終 的 に含 まれ るべ き機

能 を設 定 す る。 しか し,有 意義 な パ イ ロ ッ ト ・テ ス トの 基 礎 とし て,産 業 界 が 期 待 す る予 備 的 な

指 示 事 項 が必 要 で あ る。

⑤ 出 力 帳 票

自動 交換 の た め の デ ー タ ・エ レ メ ン トを 定 義 す る こ と に加 え て,形 式 化 され た出 力 帳 票 に 対 す

る要 求 事 項 お よ び,要 約 報 告 が 作 成 され な け れ ば な らない 。

⑥ 実 験 シ ス テ ムの 設計

CARDISの 標 準 コ ー ド,プ ロセ デ ュ ァ,そ の 他 の 形 態 に っ い て,国 内 外 の レベ ルで の 同 意 を

得 る た め に,実 験 シ ス テ ム が必 要 な デー タ を準 備 す る た め に設 計 され,テ ス トされ る。

(7)デ ー タ 交換 の 調整

デ ー タ 交換 ネ ッ トワ ー ク は,最 終 的 に は 私 的 部 門 で運 営 さ れ る こ とが 期 待 され るが,ど の よ う

な 管 理 が 政府 に よ って行 わ れ るか が 決 め られ な け れ ば な らな い。

(8)法 的 障害

書 類 に代 る デ ー タの 自動 交換 を 禁 止 した り,少 な く と も抑 制 す るよ うな 法 的 障 害 が 予 測 され る。

それ ら障害 は 国 内 と国 際 的 な取 り引 きに 関 係 して い るの で,こ れ を取 り除 い た り,回 避 し た りす

る努 力が 必 要 で あ る。

(9)関 税 簡 素 化

各 種 の 運 輸 業 者 の 形 態 に よ って 米 国 統 制 当局 は,関 税 率 を決 め る。 コ ン ピ ュー タ化 され た 見積

りがCARDISの 一 部 とな る前 に,現 存 の 関 税 見 積 りシ ス テ ム は 簡 素 化 され,自 動 化 され る必 要

が あ る。

日0政 府 との イ ン タ ー フ ェ イス

多 くの 米 国 政 府 部 局 と代 理 機 関 は 貨物 輸 送 に関 す る 自身 の 自 動 化 シ ス テ ム を開 発 して い る。
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CARDISと この よ うな 個 別 シス テ ム

とが 両 立 す る イ ンタ ー フ ェイ ス の 準備

が され て い な け れ ば な らな い。CAR

DISと こ れ に 関 連 す る個 別 シス テム

につ い て諸 外 国 の 最大 の理 解 を得 る と

共 に,世 界 的 な ネ ッ トワ ー ク と関 係 す

る個 別 シス テ ム との 必 要 な イ ンタ ー フ

ェイ ス を達 成 す るた め に,米 国 政 府 は

二 国 間 ま た は,多 国 間 の チ ャネ ル を利

用 し て 協 力 す べ きで あ る。

3.1.3CARDISの 内容

.CARDISの 内 容 を要 約 す れ ば 次 の3

っ の概 念 で 代 表 され る。

(1)CARDISの 第1の 概 念 は,統 一化

され た デ ー タ ・ベ ー ス で あ る。

罵
ψ

関税の
簡素化 チ

法的障害

審 実

験

設 シ

計 ス

ム

の

ア
ー

タ

エ

レ

メ
コ
「ー

ド

の

開

発

コ ー ドの

メ ン テ ナ ン ス

竃獣

図3-1CARDISプ ロ ジ ェ ク ト

デ ー タ ・ベ ー スは,全 て の 輸送 貨 物 デ ー タが,シ ス テ ムの フ ァイル に入 力 さ れ,全 て の ユ 一二ザ

が シ ス テ ム の フ ァイル に 登 録 され て この フ ァイル を使 用 す る こ とが で きる よ うに構 築 され る。 こ

の 考 え方 は,中 央 に 集中 され よ うが,あ るい は 各 地 域 に分 散 され た処 理 装 置 か ら使用 され よ うが,

い ずれ の 場 合 で も1つ の 普 通 の フ ァイル 構 造 と,デ ー タ管 理 機 能 を提 供 す る もの で あ る。

(2)第2に,CARDISを1っ の デ ー タ伝 送 装 置 として 利 用 す る概 念 で あ る。1

この 考 え方 に お い て は,メ ッセ ー ジの処 理 及 び編 集 機 能 を も った メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ『と して,

作 動 す る こ とで あ り,CARDIS・ セ ン タ を 介 して ユ ーザ 間 に お け る輸 送 貨物 デ ー タの 流 れ を 伝

達 す る。 この 場 合 シス デ ムは デ ー タ ・ベ ー ス を保 守 す る こ どは 無 いが,ユ ーザ の デ ー ダ ・ベ ニ ス

を ア クセ スす る こ とは 可能 で あ る。

(3)第3の 考 え方 は,複 数CARDISの 概 念 で あ る。 こ こ では,CARDIS・ セ ンタ に接 続 され る

一 連 の 各 シ ス テ ムは ,各 地 域,或 い は ユ ー ザ の 集 団 に 対 して 部 分 的 な輸 送 貨 物 デ ー'タを保 持 す る。

各 々の シ ス テ ム は,公 開 さ れ るCARDIS・ 設 備 とレ て 開 発 され るか,あ るい'は,指 定 され た 標

準 的 な 機 能 を持『つ よう に 拡張 ま た は修 正 さ れ た 他 の シ ス テ ムか ち 「「CARDISと 同 じ」 シ ス テ ム

とな る よ うに展 開 す る こ とが で き る。 ・ ・
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3・2CARDISに お け る 今後 の 問 題

CARDISに つ い て ・ か な り明 確 な 概 念 や その 背 景 とな った 調査 デ ー タが 報 告 され て い るが
,概

要 が,発 表 され た 当時 各 国 よ り発 言 が あ った 問 題 につ い て,CARDISレ ポ ー ト*で は,今 後 の 問

題 と して は,い くっ かの 課 題 が あ る こ と も同時 に 述 べ られ て い る
。

ノ

そ の うち㍉ デ ー タ ・コー ドを始 め と した 各種 標 準 の 開 発 と管 理 およ び メ ンテ ナ ン スの 問 題 ,貿 易

情 報 のADP化 にお け る法 律 上 の 障 害 に関 す る 問題d)2つ が,と くに 重 要 であ り,解 決 に相 当時 日

を要.す る問題 で あ る。 それ は,9ARDISが,イ ンターフ ェイスを も って接 続 しよ うとす る どん な シ

ス テ ム よ り も,広 範 囲 で あ る こ と と,輸 送 貨 物 にっ い て 完全 な デ ー タベ ー スの 機能 を 目標 と して お

り,こ れ らの 問題 解 決 な しに は,形 成 し得 な い か'らで あ る。・

この 点 に関 し て,少 な か らず 各 国 か ら反 響 が あ っ た
。 日本 とし て も 日本 対 米 国 間の 貿 易 量 の大 な

る こ と を考 えれ ば,静 観 し て い る わ け に は い か な く
,今 後 共 に十 分 調 査 研 究 を重 ね て お く必 要 が あ

る。

3.2.1CARDISに 対 す る各 国 の 反 響

GARDISの 開 発 に対 して,カ ナ ダ,英 国 及 び ソ連 の 反 響 は 次 の通 りで あ る
。

(1)カ ナ'ダ

CARDISの 開 発 に つ い て,カ ナ ダ国 内 で は 大 変 注 目 して お り,カ ナ ダ と米 国間 での 協 議 の必

要 性 が 極 め て大 きい の で,相 互接 触 を 通 じて 開 発 が 行 わ れ る必 要 があ る
。 事 実,CARDISが 巻

き込 ん で い る問 題 に は多 種 多 様 な もの が あ り,そ れ らは,ど の問 題 が 他 の 問題 よ り重 要 か とい う ヨ

ーこ とを 見 分 け る こ とが困 難 で あ り
,ま た,ど の 範 囲 に対 してCARDISが 適 用 され るべ きな の か,

だ れ が どの よ うに費 用 を分 担 す るの か,運 営 主 体 は ど こが た ず さ わ るの か
,シ ス テ ムの 大 きさ と

プ ロ グ ラム の 数 は どれ く らい にな るの か,業 界 の 意 見 は ど うか
,開 発 スケ ジ ュ ー ル通 りあ くま で

も実 行 す る もの と して,そ の 可 能 性 は ど うなの か … …等 多 くの 疑 問 を も って い る
。

(2}ソ 連

この 広 範 囲 に わ た るCARDISの 開 発 に あ た り,米 国 の成 功 を確 信 して い るが ,CARDISが

他 の 国 々の ユ ー ザ に 対 して 公開 され た 以 上,そ の 開 発 は 単 に米 国 国 内 の活 動 と して は 考 え られ な

くな っ て きた。CARDISはTRADE/WP .4/GE.1の 研 究の 一 部 とな るで あ ろ う し,同 時 に,

イ ン タ ー フ ェイ スの 説 明 とCARDISの 標 準 に っ い ての 情 報 が提 供 され る こ とが必 要 で あ る
。

ε

●

*ReportNo .DOT-TSC-OST-75-20SystemConceptStudyforaCargo

DataInterchangeSystem .
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(3)英 国

CARDISの 規模 の大 き さ に印 象 づ け られ て お り,計 画の 大 き さが 数多 くの 大 きな問 題 を 引 き

起 す 可 能 性 があ ろ う との カ ナ ダの 意 見 に 同 意 しな が ら,現 状 に お いて,さ らに次 の2つ の 問 題 点

を指 摘 して い る。 す な わ ち,

①CARDISの 標 準 に っ い て の 問 題

CARDISが 稼 動 で き るよ うに な る前 に 発 表 され るべ き多 くの 標 準 は,何 時,ど'こ で開 発 さ

れ る の か,そ して,ま た対 応 す る国 際的 な標 準 とや が て 一 致 し た時 に,何 時 どこ で修 正 す る こ

とが 可能 な の か 。'「

② 法 律 上 の 問 題

国 内 で の立 法 上 の 努 力 とは別 に,関 係 国 間 の国 際立 法 が 形 成 され る必 要 が あ り,ま た これ が

形 成 され るま で の タ イ ム ・ラ グに注 意 をは ら う こ と と,現 行 の 諸 協 定 に も適 当な 変 更,修 正 を

加 え る こ とが 必 要 で あ る。

以 上 の よ うな 各 国 の 反 響 お よ び 問 題 点 の指 摘 に 対 して,CARDIS開 発 の 推 進 者 で あ る米 国 運 輸

省 は,次 の よ うに 応 え て い る。

①CARDISは 米 国 の 経 済 的 な利 益 ば か りでは な く,世 界 的 な 経 済利 益 に 対 じて も'貢献,サ ー

ビス す る こ とが 目的 で あ り,CARDISの 開 発 に 参 加 して い る政 府(官 庁)或 いは,業 界(民

間)団 体 もこ れ に 興 味 を示 しCARDIS開 発 の 成 果 に期 待 し て.いるδ"

②CARDISが 国 際 討 論 の場 で 議 論 され るの は 今 回(1975年6月5日 ～6日)が 最 初 で あ り,

現 時 点 に お い て 各 国 の 質 問,疑 問,問 題 点 の 指 摘 に答 え られ な い点 が あ る こ とは 誠 に残 念 で あ

るが,米 国 に お い て も目 下,標 準 化 の 問 題,国 内 及 び 国際 的 立 法 に っ い て,検 討 作業 を進 行 中

で あ り,必 ず や 満 足 の い く結 果 が得 られ る もの と確 信 して い る。

■ 3.2.2法 的障 害 の 問 題 、

CARDISに お い て 法 律 上 の 問 題 を解 決 す る こ とは 一 つ の 大 きな 課 題 で あ り,こ れ にっ いて も検

討 が 行 わ れ,報 告 が な され て い る*。

この 報 告 は 国 内 及 び 国 際 的 商取 り引 きにお け る貨 物 デ ー タの 交換 に 対 す る,自 動 化 技 術 の 適 応 を

妨 げ るで あ ろ う法 的 障 害 の 性 格 を要 約 し た もの で あ る。

これ ま で に確 認 され た 種 々な 潜 在 的 な 法 的 問 題 が,こ こに幾 つ か の カテ ゴ リー に分 類 され て 簡 単

に 要 約 され,そ し て そ れ ぞ れ に 評 価 が 加 え られ て い る。 こ の こ とはCARDIS計 画 に お い て,種 々

な 産 業 界 や 政 府 の 利 益 に 協 力 す る こ とに よ って,考 察 と勧 告 を整 理 す る た め に有 効 な 構 成 を 準 備 す

:」-lr層L

*REPORTOFDOTMARCHl,1975SURMOUNTINGTHELEGAL'BARR-

IERSTOTHEUNITEDSTATESCARGO,'DATAINTERCHANGESYSTEM
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べ きで あ り,ま た この 問 題 に 関 連 した 多 くの 外 国 や 国 際機 関 に対 す る有 効 な基 本 情 報 と し て提 供 す

べ きで あ る と述 べ て い る。.

(1)最 優 先 的 な 問 題

こ こ で最 も優 先 的 に検 討 しな け れ ば な らな い 問 題 は,国 内 及 び 国 際 貨 物 輸 送 にCARDISを 適

応 させ る た めの 基 本 で あ る。

a .書 類 証明 の 要 求 が何 で あ る か,ま た,CARDISと 本 質 的 に 相 入 れ な い 署 名 の 如 き要 求 事 項

を いか に避 け得 られ るの か?

b.輸 送 契 約 に お け る最 少 限の 要 求 事 項 は何 か?

c .CARDISに お い て 交換 され る デ ー タの 安 全(機 密 保 護)の 必 要 な 保 証 を準 備 す るた め に,

法 律 上 の 見地 よ り,し な けれ ば な らな い 要 求 は 何 か?

d.慣 例 的 な 書類 の 削減 を 想定 し て,CARDISの も とで 占 め るべ き商 議 可能 な処 理 を,ど の 範

囲 まで 存 続 す る こ とが で き るの か?

e .CARDISをt、 実 際 に 使用 す る こ と に よ り,こ れ ま で に解 決 す る た め に 議 論 した こ と との 関

連 にお い て どの 様 な 発 見 や証 拠 とな る問 題 が 今 後 発 生 す るで あ ろ うか?

① 証 明 と署 名

今 日書 類 が 署 名 の 形 での 証 明 を しな け れ ば な らな い の は,護 れ が 証 明 を要 求 し,そ して 何 の

た め に要 求 され るの か を確 か め る必 要 が あ る 。

英国 の バ ー ナー ド ・ウ ィー グ ル氏 の 言 に よ れ ば,署 名 の 必要 性 は,ス タ ンプ に よ る名 前 また

は,印 刷 さ れ た文 字以 上 の もの を含 ま な い と い うこ と とは 別 の 問 題 で あ り,克 服 す べ き主 な 法

的 障害 は,、人 の 署名 以 外 での 受 領 承 認 を 認 め る こ とで あ る。 確 実 性 の 十 分 な要 素 が,コ ー ド化

され た 署 名 で 個有 の もの を 表 示 す る こ とが で きる な らば慣 例 的 な 習 慣 や手 続 へ の 執 着 は 打 解 さ

れ る。

国 際 的 な 契 約 に お い て は しば し ば,幾 つ か の 書 類 に署 名 す る こ と を要 求 して い る。 例 え ば,

他 の108カ 国 の そ れ と同 様 に合 衆 国 の 航 空 貨 物 輸送 に 適用 され て い る ワル シ ャ ワ条 約 は,エ ヤ

ー ・ウ ェ イ ビルが ,荷 送 人 及 び 輸送 者 に よ り署 名 され るこ とを要 求 し て い る(第6条)。

1972年ll月21日 の 国 連DOC.A/CN.9/WGIV/WP.2に お け る 国際 為 替 手 形 と国 際

約 束 手 形 に関 す る標 準 規 則(案)の 中 で,署 名 の 必 要 性 を 規定 す る こ と を提 案 さ れ たUNCI-

TRALは,電 子的 な デ ー タ伝 送 と も両 立 す る もの で あ る。 第27条(3)は,署 名 は 「手 書 き,ま

たは,フ ァク シ ミル,打 ち抜 き(穿 孔),記 号,"或 い は そ の他 の 機 械 的 な方 法 に よ って も良 い 」

と規 定 して い る。 署名 を要 求 して い る他 の 国 際 的 な 契 約 に 挿入 され てい る同 じよ うな 文 言 が,

CARDISの 稼 動 に も使 用 で き る。

② 輸 送契 約 の た め の 最少 限 の 法 律 制 度 上 の 必 要 性

ADPに よ るデ ー タ処理 が 最 近 発 展 して い る こ とか ら,貨 物 輸 送 の た め の 現 在 あ る国 際 的 協
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定 は,CARDISの 使 用 を妨 た げ るか,或 いは 阻 止 す るよ うな 必 要 条 件 を 含 ん で い る。 従 って

CARDISの 完 成 を促 進 す る ため に,協 定 や契 約 を適 応 す る よ うに あ らゆ る機 会 を有 効 に 活用

す る努 力 が 必 要 で あ る。

例 え ば,現 在 ブ ラ ッセ ル 条 約 と ワル シ ャ ワ条約 の 改 正 及 び,内 陸 複 合 輸送 に関 した 条 約 の 草

案 の 準備 が 進 行 中 で あ る。

③ デ ー タの 機 密 保 護(安 全)

コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ ・バ ン ク に お け る,広 義 の デ ー タ収 集 に 対 す る合 衆 国 に おけ る最 近 の

一 般的 な 論 議 は ,最 初,ど の よ うな 情 報 が 収 集 され,デ ー タ ・バ ン クに 保 管 され るべ きか 統 制

の 各 々の 範 囲 にっ い て,次 い で,如 何 に利 用 し分 担 す るか とい うこ とに 集 中 した 。CARDIS

に お け る考 えは,個 人的 な デ ー タ よ りは,む しろ,営 業 上 の デ ー タの 収 集 と流 れ を反 映 す る こ

とで い さ さか 異 な って い る。

デー タの 機 密 保 護 の 問 題 は,一 般 的 には つ ぎの4つ の 部 類 に 分 割 す る こ とが で きる。

a.機 密 保 護 を保 証 す る た め に 必 要 な コ ン ピ ュー タの 技 術 。

b.デ ー タ を知 りた い と要 求 す る者 が 正 当な 権 利 を もって い る こ との 確 認 。

c.承 認 さ れ た 権 利 者 が デ ー タ を ア クセ ス す る こ との ため の 手 続 。

d.法 令,規 則,或 い は デ ー タ の 安 全 を 保 証 す るた め に 必 要 な 法 的 保 護 の 確 立。

で あ るが,こ こで取 り上 げて い る デ ー タの 機 密 保 護 の 問 題 は,最 後 の 意 味 即 ち④ の"法 的保 護"

に つ い て で あ る。

④ 商 議 可 能 な 書 類(流 通 可 能 書 類)

注 文 書 の 使用 に対 し て,現 在 の と こ ろ法 的 な必 要 条 件 は 何 もな い 。 そ れ 故,国 際 商 取 り引 き

に お け る流通 可 能 書 類 は 正 に 商 取 り引 き上 の 慣 習 とな って い る。 現 在,航 空 会 社 で は,ま れ な

ケ ー ス と して ネ ゴ シ ァ ブル ・エ ァ ・ウ ェイ ビル を 受 け入 れ て お り,そ して 特 別 な 協 定 を行 って

い る。

NCITDは,当 初,「 国 際 船 荷 証 券 の 問 題 」 と題 し た レ ポ ー トの 中 で,流 通 可 能 書 類 の 必 要

性 に っ い て 調 査 研 究 を行 って お り,流 通 運 送 書 類 は,僅 か に5つ の 状 態 に つ い て の み 要 求 され

て い る点 を 主 張 して き た。

② 中 位 優 先 の 問 題

これ らはCARDISに と って 考 慮 すべ き重 要 な 領 域 では あ るが,し か し実 際 に は 統 制 的 な もの

で あ りま た,米 国 政 府 の 或 る機 関 に 直 接 関 連 す る もの で あ る。 政府 機 関 の 評 価 は,い か な る法的

な障 害 を も速 や か に認 め これ を解 決 す る ため に最 初 に要 求 さ れ るで あ ろ う。 これ に 関 して は,

① 統 制 機 関 の 不 一 致

② 反 トラス トの 問 題

等 が 挙 げ られ る。
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米国貨物デー タ交換システムの概要

(CARDIS)
こ の 資 料 は 米 国 運 輸 省(DOT)の 下 記 の レポ ー トを翻 訳 した も

の で あ ります 。
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●

第1章 序 文

この報 告 書 は,貨 物 デ ー タの交 換 シス テ ム(CARDIS)の 概 念 の研 究 結 果

を内容 と し てい る。 この研 究 の 目的 は,可 能 な必要 条 件 に照 し合 せ てCARDIS

の 可能 性 を決 定 す る こと で あっ た。 従 っ て,利 用 出来 る 資料 に基 づ い てCAR-

DISに 対 す る定 量 的 な必 要 条 件 を明 確 に してお くこ とが 必要 で あ った。

これ ら研究 の'結果 は,CARDISの 成 果 に よっ て得 られ る実 際 の 必要 条 件 よ

りは む しろ,潜 在 的 な必 要 条 件 を指 摘 す た め の準備 で ある。 しか し なが ら,シ

ス テム の大 き さを決 め る た め の大 体 の見 積 りの適 応 性 を指 摘 す るた め の調 査 を

通 じて,産 業 界 と政 府 との 同意 が 得 られ た。 シス テ ムの 拡張 に 対 す る予 備的 な

必要 条 件 に基 づ い て,現 状 の技 術 の 内 でCARDISの 可能 性 が,十 分 に 立証 さ

れ た もの と思 わ れ る。

更 に一 層 の調 査 に よっ て,十 分 に 根拠 あ る トレーード ・オ フ分 析 が 可 能 に な る

点 に ま で,シ ス テ ムの概 念 を開 発 す る た め に必 要 な デ ー タが 提 供 さ れ るで あろ

う。

この作 業 は,"CARDISが 有 効 と認 め られ た シス テ ムの必 要 条 件k・ よび,産

業 界 の 賛 同 に もとつ い て 開 発 され る"と い う,本 質的 な もの で あ り,こ れ に よ

っ てCARDISが 成功 す る可 能性 が 生 まれ る。

CSC(ComputerSciencesCorporation)は,最 初 の調 査 と中 間 報告 に提

出 され た資 料 にお け る彼 等 の見 解 を通 じて,CARDIS調 査 委 員 会 メ ン バ ー と,

NCITD(NationalCo㎜ittee。nInternationalTradeDocumentation)

及 びTDCC(TransportationDataCoordinatingCo㎜ittee)代 表 の協同 の

努 力(作 業)を 認 め,謝 意 を表 す る もの で あ る。

調 査 委 員会 に よっ て提 案 さ れ た とお り,初 期 の報 告書 の内 容 は,委 員 会 メ ン

バ ー の 資料 と して取 り入 れ られ た様 に修 正 され,こ の 中 に繰 り返 さ れ て い る。

以 前 に作 成 され たす べ ての 資 料 を含 め,調 査 の過 程 を通 じて この レ ポ ー'トは
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自動 的 に更 新 さ れ る。

我 々 は,特 に,米 国 運 輸 省協定 委 員 友 び ,そ の 他 運 輸 シス テ ム ・セ ン ター
,

簡 易 化 局 と シス テ ム ・エ ン ジ ニ ヤ リン グ局 の代 表 者 の ,継 続 した支 持 に謝 意 を

表 す る もの で あ る。

トピッ クー1概 要

デ ー タ ・エ レメ ン トと ア クセ ス の 分 析 か ら,CARDISに 対 す る機 能 上の 必

要 条 件 と,シ ス テ ムの 大 き さに っ い て の議 論 が 展 開 され た。 それ ぞ れ選 択 す る

ことので きる三 つのCARDIS概 念 が 追 加 で き,分 類 しアイデ ンテ ィファイされ た。

こ の プ ロジ ェ ク トの最 初 の作 業 は ,

(a)デ ー タの 交 換 に 関す る,シ ス テ ムの 全 体 に わ た る役 割 。

(b)シ ス テ ムに 含 ま れ るべ き特 定 の機 能 の 確 認

(c)政 府 や業 界 の ユ ー ザ を,サ ポ ー トす べ き必要 な デ ー タの 形 式 と量
。

に つ い て,CARDISの 必要 な条 件 を 分析 す る こ と に当 て られ た
。

この研 究 の 方 向 は,選 択 す る こ との で きる い くっ か の シ ス テム概 念 を展 開 す

るた め の基 礎 を準 備 す る こ と にあ った。 この 研 究 方 法 に よ り,参 加 関係 者 が要

求 す る情 報 に 重 点 を置 い て tt』国 際貿 易 に 関 わ りの あ る業 務 の再 検 討 を 行 った。

各 々 の輸 送 貨物 に 対 して要 求 され る デ ー タ の形 式 と量 の見 積 りが 行 わ れ ,そ

して,デ ー タの入 力(或 は 修 正)と 取 り出 しの 両 方 につ い て ,ア ク セ スの 必要

条 件 が明 らか に され た。 この 分析 成 果 は,前 述 の研 究 及 び ,他 の貨 物 シス テ ム

か ら作 成 した デ ー タ ・エ レ メン ト一 覧 表 を も含 め た 第2段 階 の 調査 資料 に依 存

した。 この分 析 に お け る中 間 結 果は ,業 界及 び政 府 の 代 表 者 達 に よっ て再 検 討

さ れ た。

これ ら代 表 者 達 は.た とえ これ 等 が 予 備 的 な性 格 で あ る とし て も
,追 加 の入

手 資料(初 期 資 料 と し て)を 準備 し,提 出 さ れ た調 査 結 果 を承 認 した。 項 目1

の必 要条 件 の 結 果 は,第2章 に提 示 され て お り ,そ の 背 景 どな った デ]タ は,

巻 末 付録 に 含 まれ てい る。

も
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CARDISに っ い て の第1の 手 が か り,或 はttt概 念 は統 一 化 され た デ ー タ ・

ベ ー ス で あ り,こ の デ ー タ ・ベ ー ス に おい て ,す べ ての 輸 送 貨物 デ ー タが,シ

ステ ムの フ ァイ ル に入 れ られ ,す べ て の ユ ーザ が使 用 出 来 る様 に作 られ て お り,

この考 え 方 は,中 央 に集 中 され よ うが ,各 地 域 に分 散 した 処 理 装 置 が 使 用 され

よ うが,い ず れ の 場 合 で も一 つ の 普 通 め フ ァイ ル構 造 とデ ー タ管理 機 能 を提 供

す る もの で あ る。

第2の 考 え方 は,CARDISを 一 つ の デー タ伝 送 装 置 と して考 察 してい る。

ここに お い ては ・メ ッ セ ー ジの 処 理 及 び編 集 機 能 を も った ,メ ッゼー ジ ・ス ウ

ィ ッチ と して オペ レー シ ョンす る こ と で あb,CARDISセ ン ター を介 して ユ

ーザ間 に お け る
,輸 送 貨物 デ ー タの 流 れ を伝達 す る。 この場 合,シ ス テ ムは デ

ー タ ・ベ ー ス を保 守 す る こ とは 無 い が
,ユ ー ザの デ ー タ ・ベ ース を ア ク セス す

る こ とは可 能 で あ る。

第3の 考 え方 は,複 数CARDISの 概 念 で あ る。 こ こではCARDIS:`[ン タ

ー に接続 され る一 連 の各 シス テ ム は
,各 地域,或 は,ユ ー ザ ーの集 団 に対 して

部 分的 な輸 送 貨 物 デ ー タを保 持 す る。 各 々の シス デ ムは,公 開 され るCARDIS

設 備 と して 開 発 さ れ るか,或 は,指 定 され た標 準 的 な機 能 を持 つ べ く拡張 又 は

修正 され た他 の シス テ ムか ら,"CARDISと 同 じ"シ ス テ ム と なる様 に展 開

す る こ とが出 来 る。

第3章 は,こ れ らの概 念 を より詳細 に説 明 してお り,又 は,シ ス ,テムの加 入

者 に対 す る任 意 の サ ー ビス とし て,メ ッセー ジ伝達 機 能 につ い て記 述 してい る。

第4章 は,国 内 と海 外vak－ け る他 の シス テ ム及 び,個 々 の 関係者 とCARDIS

との イ ン ター フ ェ イス に 関連 した,考 慮 す べ き問題 点 に つ い て記述 してい る。

※項 目1の 必 要 条件 の 分析 に 関連 して ,CARDISへ の考 え方 を明確 に記 述 す る様 努 力が な され

た。 その 結 果,三 つ の考 え方 が記 述 され,そ れ ぞれ,シ ス テム の 代表 的 な 或 は総 括 的な 概念 を

表現 して い るo
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そ して,本 報告 書 は,CARDISの 一 般 的 な デー タの流 れ に つ い て検 討 し,更

に,主 要 な ユ ー ザ ・ トラ ン ザ ク シ ョン ・フ ロー に つ い て記 述 し.第5章 を もっ

て終 了 し てい る。

第6章 は,本 研 究 の 主 な結論 に つ い て提 示 し てteb.三 つ の基 本 的 な考 え 方

と,そ の変形 は,技 術 的 な特 徴及 び,実 行 と運 用 に連 携 した 要 素 につ い て分 類

され てい る。

最 後 に,CARDISの 初 期 の段 階 に お け る開 発 プ ラ ンが,政 府及 び 産業 界に

よっ て,CARDISの 必要 条 件 及 び機 能 を正 当 な もの で ある こ とを認 め,CA-

RDIS開 発 の 方針 を決 め る段 階 に至 っ てい る こ と を提 言 して い る。
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第2章CARDIS必 要 条 件 の 分 析

2-1 運 用 上 の 特 色

トピッ クー1CARDlSが 強 調 す るデー タ交 換 の機 能

国 際 輸 送 貨 物 を促進 す るた め,CARDISは 米 国 に おけ る輸 出/輸 入産 業 の

た めの 情 報 と書類 を受 け 入 れ,伝 達友 び処 理 を行 わ なけ れ ば な らな い。

6

鈷

"

・CARDISは,国 際貿 易 の 管理 に 関連 した情 報 の流 れ を促 進 させ るた め に ,

自動 処 理 技 術 を採 用 してい る。

・CARDISの コ ン ピュー タ と通 信 装 置 は,活 動,管 理,企 画,金 融 及 び輸 送

貨 物 保 険 に 関係 す る政 府 や 企業 経営 者 に,速 や かに使 用 出来 る デ ー タ を提供

す る。

・CARDISの 第1の 目的 は ,各 々の 関係 者 の必要 とす る情 報 を維 持 し,適 時

入手 出来 る様 な 方法 で,必 要 な デー タを提 供 し,併 せ て,こ れ ら情 報 の流 れ

に関 わ る 費 用 を低 廉 化 す る こ とで ある。1

こ の シス テ ムに よ リサ ー ビス を受 け る関 係 者 は,荷 主/輸 出業 者,フ レ ー ト

・フ ォ ワー ダ ,輸 送業 者,政 府 機 関,銀 行,保 険 会 社,及 び ブ ロー カー で ある。

全 て の ユ ー ザは,合 法 的 な権 利 を もっ て い る特 定 の輸 送 貨物 デ ー タ ・エ レ メ

ン トを アク セ スす る こ とが 出来 る。 この方 法 に おい て は,各 々の ユ ー ザが,自

分 の 目的 を達 成 した い と要求 す れ ば,情 報 は 直 ち に使 用 可 能 と な り,必 要 書類

は,必 要 な時 に 自動 的 に作成 す る こ とが 出来 る。

デ ー タ交 換 の機 能 を実行 す るた め に,CARDISは,交 換 の機 能 を実 行 す る

た め に,CARDISは,ユ ーザ 間 を移 動 す る輸 送 貨 物 デー タの保 守 及 び管 理 す

るた め の,基 本 的 な設備 を備 え て い る。 この シス テムは,各 々の輸 送 貨物 に関

す る.最 終的 か つ,最 も正 確 なデ ー タが使 用 出来 る こ とを保 証 しなけ れば な ら
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ず,又,何 時,如 何 なる処 で の ユ ー ザ の要 求 に対 して も,こ れ らの デ ー タを 準

備 提 供 出来 る能 力 が な け れ ば な らな い。

デ ー タの機 密 保 持 に つ い ては,正 当 な権 利 を持 っ てい る者 に対 して の み に ,

輸 送貨 物 に 関す る デー タへ の ア クセ ス を制 限 す る こと に よっ て保 護 され,又,

更 に,輸 送 貨 物 の デ ー タ ・レコ ー ドの 中の特 定 項 目へ の ア ク セス を,個 々の ユ

=ザ を基 準 に限 定 す る こ と に よ り保 護 され なけ れ ば な ら ない。

これ らの拘 束は,ア ク セ ス ・コ ン トロール と,デ ー タ ・エ レ メン トの登録,

或 は 変 更 訂 正 に 対 して,各 々別 々に 賦課 され なけ れ ば な らない。 加 うる に,処

理.デ ー タの保 管 及 び,シ ス テム の 通信 機 構 の中 に,十 分 な機 密 保護 の対 策 を

組 み込 む こ とに より,こ の シス テ ムは,不 正 な デー タ操 作 や,外 部 か らの干 渉

を防 が なけ れ ば な らな い。

こ の他 の 本 シス テ ムに お け る機 能 と し ては,全 て の トランザ ク シ ョンの検 査

跡 証(Audittrail)の 保 守 がある。 これ は.起 り得 る安 全 と秘 密 へ の侵 害 を

診断 ・検 出 し,又,失 敗 や シス テ ムに お け る エ ラー に よ り.消 滅 され て しま う

デー タを バ ッ ク ・ア ッ プす る機 能 を 備 え た 方法 と し て役 立 つ。 そ し て統 計分 析,

概 要 報 告 書,シ ス テ ム管 理 情 報 な どの た めの,時 系 列 デー タの資源 を提 供 す る。

この シス テ ムの一 つ の重 要 な問 題 は,外 国 の諸 シス テ ム と イン ター フ ェ イ ス

を と る こ とが 出来 る機 能 が あ り,こ れ に よ り,荷 主 か ら荷 受 人 ま での す べ ての

必 要 情 報 が適 用 され る こ とで あ る。

表1-1CARDISの 機 能

●

●

輸 送 貨物 デ ー タ伝 送 の 促進

デ ー タ ・ベ ース の保 守 と管理

一 現 時 性

一 秘 密 と安 全

一 正 確 性

一 信 頼 性
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●

●

●

●

■

一 応 答 惟

一 保 全

政 府 及 び 産 業 界 に 対 す る輸送 貨 物 書類 又 は デー タの 作成

検 査 跡 証 の提 供

外 国 の 諸 シス テ ム との イン タ ー フ ェ イス

貿 易及 び 輸 送 に 関 す る諸 コー ドの保 守 の 提供

一 品 目 コ ー ド

ー ・債 権 者 番 号 ,又 は 他 の 関係 者 識 別 符 号

一 地 名 コー ド

ー 輸 送 貨 物 番 号 の取 り方 につ いて の約 定

トピッ クー2ユ ー ザ ・ア プ リケー シ ョン とCARDlSオ ペ レー シ ョン との 対

比

デー タ交 換機 能 を 含 め て,安 全,調 整,イ ン ター フ ゴ イス,書 類 作成 及 び検

査等 の 企画 した諸 機 能 を 実行 す るた め の,CARDISの オ ペ レー シ ョン上 の特

色 の 主 要点

r
亀

」

CARDISに よ る デー タ交 換 を促 進 す るた め,ア ク セ ス ・コン トロール,デ

ー タの編集 ,フ ァ イル ・メンテ ナ ンス,通 信 制 御,報 告書 作 成 な どの管理 機 能

に とっ て,自 動 化 され た デ ー タ処 理 方法 が必 要 で あ る。 現 在 企 画 さ れ てい る様

な この シス テ ムは,ユ ー ザの 内 部 の オ ペ レー シ ョン には,一 般 的 に相 反 す る様

な諸 機 能 を強調 し てい る。 例 え ば,CARDISそ れ 自体 は,船 会 社 に船 積 作 業

や 船 舶動 静 表 の 作 成 方 法 や,或 は ブ ッキン グ機 能 を実行 す る方 法 を提 供 す る も

ので は ない。 む しろ,上 記 の様 な諸機 能 を実 行 す る ユー ザの シス テ ム と イ ンタ

ー フェ イス す る機 能 を持 つ もの で,又,そ れ に よっ て ユ ー ザ の シス テム に対 し,

ユ ー ザの必 要 とす る デー タの 資 源 を供 給 す る もの で あ る。
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この デ ー タ交 換 の機 能 は,全 国 的 な基 準 の上 に立 っ て ,輸 出入 貨物 共通 に適

応 させ る もの で あ る。 そ れ は,す べ て の運 送 方 式,即 ち,鉄 道 ,ト ラ ック,航

空 及 び海上 に よる 国 内 及 び 国 際 的 な貨 物 輸 送 を も包 含 す る。

、この シス テ ム運 用上 の 安 全 特 徴 は,ユ ー ザが 占有 す る情 報 を保 護 す る とい う

点 に おい て,非 常 に重 要 な こ とで ある。 シ ス テ ムは,特 定 の輸 送 貨 物 に つ い て

の正 当 な権 利 を有 す る,正 規 の シス テ ムへ の 加 入者 に よ り ,ア ク セス が 行 わ れ

て い る こと を判定 す る た め に,又,デ ー タの取 り 出 しや ,登 録,或 は修 正 の正

当性 を立証 す る ため に,そ れ ぞ れ の アク セ ス を検 査 しな け れ ば な らな い。

故 意 また は,偶 然 の プ ログ ラム,或 は,安 全や 秘 密 を危 険 に さ らす の み な ら

ず,シ ス テ ム ・エ ラーや,シ ス テ ム ・ダ ウ ンの原 因 と な る,フ ァ イル へ の干 渉

を防止 す るた め の規 定 が 必 要 で ある。

常 に変化 し,増 大 して行 く国際 貿 易 の環境 の 中 で存 続 して行 くた め に ,C.A

RDISは 調 整 出来 る も の で な け れ ば な らな い。 そ の た め には ,平 常 の操 作運

用 を極 端 に妨 げ る こ とな く,機 能 の修 正 が組 み込 ま れ なけ れ ば な らない。 同様

に,拡 大 す る貿 易 活 動(増 加 す る ユ ー ザの集 団)を 維 持 す るた めの容 量 の 増 大

及 び,付 加 され る 国 内 や 外 国 の シス テ ムの イン タ ー フ ェ イス が シス テ ムの 拡 大

'発 展 と し て
,そ の 中 に 含 ま れ て い な け れ ば な らな い。

ユ ーザ と外 国の シス テ ム とが イ ン タ ー フェ イス 出 来 る 様 に
,CARDISは,

デー タ及 び,通 信 の た め の 標準 に従 わ なけ れ ば な ら ない。 コー ドとレ イア ウ ト

の形 式,通 信規 制,デ ー タの 量 と伝 送 技 術 は ,適 合 す る もの で な け れ ば な らな

いo

CARDISと 国 内 の各 ユ ー ザ の シス テ ムや,接 続 され るべ き外 国 の デー タ交

換 設 備 との イン ター フ ェ イス の特 質 を定 義 す るた め に,綿 密 に 規 定 され た標 準

が必 要 で あ る。

CARDISさ え も,従 来 の 形 式 に よる或 る(2～3の)書 類 に つ い て の要 求

が まだ存 在 している。従 って,シ ス テ ムは ,そ の様 な書 類 を作 成 す る機 能 を もっ

てい なけ れ ば な らな い。 特 定 の ユ ー ザの依 頼 に応 え るか ,或 は,一 定 の前 もっ
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`1

■

へ抄

・

て規 定 され た標 準 が ある場 合 に は,CARDISは,そ の標 準化 され た形 式 にの

っ とっ て適 切 な書類 を プ リン ト ・ア ウ トす る。 こ れは,直 接 ユ ー ザの端 末 プ リ

ン タ ー を使 用 して作 成 す る こ と も出来 るが,こ の場 合,書 類 は,郵 送 に よ り受

領 者 に 送 られ る。

シス テ ムの検 査 跡証 の機 能 に は二 つ の形 式 が ある。 即 ち,オ ン ・ラ イン とオ

フ ・ラ インで あ る。

オ ン ・ラ イン にお け る検 査 情 報 は,関 係 者 が修 正 す る処理 時 間,イ ンプ ッ ト

さ れ た デ ー タ等 の項 目を含 めて,修 正 しゃ す い形 式 に保 持 さ れた 輸 送 貨物 デー

タか ら構 成 され て い る。 これ は,調 整 に かSわ らず あ る 関係 者 の 注意 を喚 起 さ

せ,見 分 け られ るべ き輸 送 貨物 の情 報 に相 異 を認 め て い る。

入 力,或 は デ ー タ ・ア クセ ス の た め のす べ ての トラ ン ザ ク シ ョンか らな る,

オ フ ・ライ ン検 査 跡 証 の 内容 は,よ り遅 い速度 か つ,磁 気 テ ー プの様 な廉価 な

装 置 で維 持 され る。

記 録 さ れ るべ き デー タの性 質,保 持 の 周期,ア ク セ ス の標 準,保 管 の防 護,

処 理 手順 等 を管 理 す るた め,特 定 の 管 理 制 御方 法 が確 立 され なけ れ ば な らない。

表1-2CARDIS運 用上 の必 要 条 件

本質的 な特 徴

原 始 デー タの交 換

付 属抵 当 の制 限 的 応 用

ユ ー ザ ・ア プ リケー シ ョンへ の デー タの供 給

米 国 に お け る輸 出/輸 入

す べ て の 輸送 形 態 へ の適応

2種 類 の ア クセ ス

一203一



ム デ一 夕の登 録/取 り出 し

ム デ 一 夕の取 り出 し

会 社 の所 有 す る デー タの保 護

書 類 の作 成

シス テ ムの装 置 に お け る作 成

ユ ー ザ の 装置 で の作 成

モ ジュ ー ル性

ハ ー ド ウ ェ ア 及 び ソ フ ト ウ ェ ア の モ ジ ュ ー ル 追 加 に よ る 拡 張 性

磯 目ヒ

ユ ー ザ の 集 団

春 里

イ ン タ ー フ ェ イ ス.

国 内 及 び 国 際 的 な イ ン タ ー フ ・ イ ス
,

検

コー ド

規 定

デー タ量

伝 送 技術

査

オ ン ラ イ ン

オ フ ラ イン

デ ー タ の 登 録

デ ー タ の ア ク セ ス
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2-2デ ー タ の 特 徴

トピ ッ クー1CARDISの ユ ー ザ は,す べ ての 輸 送 貨 物 の 関 係者 を 含む

国 際 貿 易 産 業 に役 立 たせ るた め,す べ ての 関係 者 は,当 然 知 る権 利 を持 った

輸送 貨 物 に つ い て の情 報 を提 供 さ れ な け れば な らない。

頓」

■

●

46種 類 もの異 っ た タ イプの産 業 が見 込 ま れ てteり,政 府 諸 機 関 も,国 際 的

な輸 送貨 物 に関 連 し てい る。 そ れ故,輸 送 貨物 の情 報 が 要求 され て い る。'

数 万 もの個 々の企 業 及 び,政 府機 関 が,い くつ もの部 類 に 類 別 さ れ る様 々な

役 割 を果 し なが ら,こ れ に参 加 してい る。

28も の個 々の会 社 や 機 関 が,一 つ の輸 送 貨物 に 関係 して い る。 この こ とは,

CARDISの 潜 在 的 な ユ ー ザ人 口の 大 き さ と,多 様 性 の一 つ の指 標 とな る。

輸 送 貨物 に 関 す る各 関 係 者 の,情 報 に 対 す る要求 は,独 自 の役 割 や 処 理 方法

に よっ て異 っ てい る。 従 っ て輸 送 貨物 の 関係 者 と,彼 等 の ア ク セ ス を,そ の活

き

動範 囲 に よっ て分 類 す る こ とが 出来 る。 例 え ば,輸 送 貨 物 につ い て.フ レ 」 卜

・ フ ォ ワ ー ダ の 義 務 は ,会 社 か ら 会 社 へ の 仲 立 ち を す る こ と で あ る。 特 徴 と し

て,一 つ の フ レ ー ト ・ フ ォ ワ ー ダ は,特 別 の サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る 都 度,記 述

に よ り.各 々 の 荷 主 と 異 っ た 契 約 を し て おb,従 っ て,CARDISの ユ ー ザ は
ほ

アク セス につ いて 広範 囲 に わ た る要 求 を持 つ こと に な り,そ れ が た め.そ れ等

の要 求 は,シ ス テ ムの ア ク セ ス ・コン トロール の要 素 と して考 慮 さ れ なけ れ ば

な らない。

特 定 の デ ー タ ・エ レ メ ン トを取 り出す 要 求 に対 す る明 確 な範 囲 にっ い ては,

種 々の ク ラス の参 加 者 と に関 係 が あ る。 同 様 に,項 目の 入 刀 や,項 目の修正 の

機能 ば,.一 般 的 に は情 報 の提 供 者 と関 連 が あ る。…'・

この研 究 の 目的 の た め に 九 つ の主 な ア クセス の 分類 が 定 義 づ け られ た。1

巻 末付 録 に提 示 され て い る デー タ ・エ レ メジ ドの分 析 は,各 デ ー タ ・土 レメ

ン トに 関 し て,各 々の ユ ー ザの ア ク セス の タイ プの部 類(即 ち,登 録 と取 り出
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しのみ ・或 は ・ア ク セ ス 出来 な い もの)を 示 して い る。 そ れ らの デー タは ・荷

主 の利 益 のた めに 行 っ て い る荷 主 自 身及 び フ ォ ワー ダ が,最 初 の 情 報 提 供 者 で

ある こ とを示 して,い る ・そ してそ の輌 関 係者 は ・正 当 捷 利 を もっ てい て も,

最 初 は デ ニ タ ・エ レメ ン トを取 吻 出す こ とを制 限 され て い る。 例 えば,商 業 用

イン ボ イス の情 報 を必 要 と しない 船 会 社,又 は,不 注 意 か ら安 全 を侵 害 して し

ま うか も しれ ない他 の 関係 者 と同 様 に,政 府 機 関 も輸 送 貨物 の 商業 用 イ ン ボ イ

スの デ ー タを ,ア ク セ スす る こ とを 制限 さ れ る。 他 方,こ の デ ー タは,輸 入 貨

物 に課 税 す るた め,税 金 を決 定 す る税 関 に とっ て は重 要 な もの で あ る。 従 っ て,

シス テ ムの アノ セ ス ・コ ン トロ ール は ,輸 出及 び 輸 入 貨物 の異 った 状 況 を十 分

に考 慮 し て,設 計 さ れ なけ れ ば な らない。

表1-3ユ ー ザ の ア ク セ ス 分 類

、

・

■

荷 主/輸 出 者

フ レ ー ト ・ フ ォ ワ ー ダ

内 陸 輸 送 業 者(鉄 道',ト ラ ックetc)

国際 輸 送 業 者(船 会 社,航 空会 社etc)

政 府

銀 行

保 険

荷 受 入

輸 入 ブ ロ ー カ

』

トピ ッ クー2レ コー ドの 大 き さ を決 め るため の デー タ ・エ レメ ン ト分 析

必 要 と され るデ ー タ ・エ レ メ ン トの分 析 は,輸 送 貨 物 の レ コ ー ドと し ては

2・OOO文 字 か ら4・000文 字 の範 囲の 桁 数 が必 要 で あ る こ とを示 し てい る。
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●

CARDISの デ ー タ分 析 は,一 つ の 輸 送貨 物 を検 証 し,記 述 す る の に,ほ ぼ

100個 の デ 一一タ ・エ レ メ ン トが必 要 で ある こ とを指 摘 し て い る。 これ 等 ∂ 項

目は表1-4(輸 送 貨 物 デ ー タ)に 示 す 如 く,八 つ の デー タの体 系 に 分類 され

る。 六 つ の 参 考 資 料 か ら作成 さ れ た デ ー タ項 目表 は,必 要 な項 目を決 定す るた

め に整 理 され た もの で あ り,又,そ の 結 果 出来 た 表 は,そ れ を受 け た 業 界 と政

府 の代表 者 に よっ て,更 に精 密 に調査 さ れ た。

各 項 目に対 し て,参 考 資料 か ら利 用 出来 る情 報 は,必 要 とす るフ ィ ール ドの

寸法 即 ち,ス トー レ ッジ の大 きさ を決 定 す るた め に収 集 さ れ た。 見積 りの範 囲

は,各 フ ィ ー ル ドの最 小 及 び,最 大 の寸 法 を考 慮 して検 討 され た。 最 小 の寸法

は,コ ー ド化 さ れ た情 報(特 に.現 在 標 準 コー ドが 開発 され つつ あ る会 社 名,

品 目の記 述)の 部 分 的 な使 用 に基 づ い てい る。最 大 の 寸 法 は,コ ー デ ィン グを

使 用 し ない こ とを仮 定 し てい る。 三 つ 目の 見 積 りは,コ ー ド化 され た デ ー タが

最 大限 に使 用 さ れ る こ とを想 定 して作 られ た。 詳細 の見 積 りは,巻 末 付録 に表

わ され てい る。 八 つ の デ ー タ体 系 につ い ては表1-4に 示 され る とお りで ある

が,業 界 の調 査 に 依 れ ば,輸 送 貨物 は,平 均 し て四つ の品 目を含 み,か つ そ れ

ぞれ の 品 目は,平 均 して10項 目で表 示 さ れ てい る こ とが判 明 してお り,物 理

的(品 目等)記 述 体 系 に お い て,特 定 の品 目 に関 す る これ 等 の デー タ ・エ レメ

ン トは,1品 目に 対 し て4ケ 分 の必 要 な寸 法(大 き さ)が 割 り当 て られ た。

商業 イ ン ボ イス の 部 類 にお い て,個 々の 項 目を表 示 す る フ ィール ドは,40

※ これ につ い ては,或 る 輸送 貨物 は もっ と少 な い項 目(多 分,50～60位 の数)で すむ が,

大部 分 の他 の 輸 送貨 物 が そ れ以 上 を必要 と してい る。

※ ※一 輸 送 貨 物 当 り,平 均4品 目 とい う概 算の 平 均 は,多 過 ぎるの では な いか と注 目 され た

(例え ば,統 計 調 査局 は,平 均1,4を 使用 実 施 し ている)。 又,品 目当 りの項 目数 も巾広 く

変 る(5か ら500迄 とい う見積 りは,一 般 的 で は ない に して も)点 が考 慮 され ている が,

修 正 を実 証 す べ き決 定 的 な情 報 が見 い出 され てい な いが,そ れ に して も,平 均 値10を 使用

す る こと は少 な す ぎる。 上記 の釣 合 いの とれ た考察 に照 し合せ て,シ ス テ ムの 詳細 設 計 を す

る前 に,よ り正 確 な見 積 りを 得るた め,将 来,再 検 討 を する こ とが要 請 され て いる。 この 事

を認 め て,今 回 の研 究 の 目的 に対 す る原 案を 採用 す る こ とを 決 定 した。
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個 の単 位 寸法(即 ち,各 々四 つ の 品 目に対 し て10項 目つ つ)に 割 当 て られ た
。

輸 送貨 物 の各 々にお け る商 業 イ ン ボ イス ・デー タの 説 明書 ,更 に,価 格,計 算

結 果,或 は 日付 等 を,通 常 適応 され るべ き,40項 目 もの多 くの項 目に 加 え て
,

この部 類 は いず れ の場 合 も,1 ,291桁 が 必 要 で あ る。 表 に 示 され て い る様 にr,

デ ー タ ・エ レメ ン トに 部 分 的 コ ー デ ィ ン グ を行 うか ,否 か に よっ て,各 輸 送 貨

物 に対 し て,tosよ そ,3,000か ら4,000の 桁 数 が必 要 と な る。

表1・ 一・-4輸 送 貨 物 デ ー タ

■

/

デ ー タの部類
桁 数

備 考
最 小 最 大

コード化 された

情 報

'関 係 者
910 1,366 130

品 目 記 述 373 833 373 4品 目/輸 送貨物め仮定平均桁数

商業 イ ンボ イス(確

定 され た記 述書 に対

す る 要求)

1.29'1 1,291 1,291 品 目当 り10項 目

運 賃 ・ 手 数 料 200 200 200 全 て コー ド化

政 府 用 デ ー タ 85 85 55 全 て コー ド化

輸 送 経 路 情 報 68 179 55

信 用 状 114 190 40

保 険 67 67 67

総 計 3,108 4,181 2,211

(商 業 インボイス分総 計) 1.81'7 2,890 920

標 準 が使 用 出来 るか,或 は,こ れ が業 界 単 位 で 使 用 す る こ と を基 本 原 則 と し

て,コ ー デ ィン グ を最 大 限 に 利 用す る こ とに よっ て,こ れ を2 ,000の 桁 数 に減

らす機 会 が あ る。 ス トー レ ッジ に対 す る コー ドの使 用 は ま た,人 との イ ン ター

フ ェ イス を保 つ 場合 に,シ ス テ ム が平 易 な文 章 の ア ウ ト ・プ ッ トを作 成 す る こ

オ
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とを可 能 にす るた め の 翻 訳 の テ ー ブ ル を組 み込 む こ とを意 味 す る。 又 コ ー ド

の使 用は,(CARDISで 使 用 さ れ る コ ー ド表 が完 全 かつ,通 用す る様 コ ー ド

メン テ ナ ンス体制 が 確 立 され る こ とを必 要 とす る。

●

2-3シ ス テ ム性 能 の 必 要 条 件

●

トピ ッ クー1デ ー タ ・ベー ス の大 き さ決 定 に必 要 な基 本 シ ス テ ムの パ ラ メー

タ

数 量 に関 す るデ ー タ及 び,時 間 の特 性 は

条 件 を 引 き出 す た め の基 礎 を形 成 す る。

CARDISデ ≡ タ ・ベ ー ス の 必 要

NCITDの"ペ ー パ ・ワー ク の浪 費 か,利 益 か?"の 報 告 書 の中 で,米 国 の

輸 出/輸 入 の輸 送 貨物 は,1971会 計 年 度 に お い て

(a)輸 出:1,000万 件

(b)輸 入:800万 件

に も達 してい る と報告 され てい る。 この数 値 は,1件250ド ル以 上 及 び,そ

れ以 下 の価 格 の輸 送 貨物 に つい ての,政 府 統 計 の デ ー タに基 づ い て い る。1973

会 計年 度 につ い て の,同 様 な統計 調 査 局 の デ ー タは,1件250ド ル を越 え る

価格 の,ほ ぼ,775万 件 の輸 出及 び,340万 件 の輸 入t'合 計1,115件 の

輸送 貨物 件 数 が あ った こ とを示 し てい る。 こ の事 実 を もって,CARDISの 背

景 と した システ ムは,発 生 す る輸 送貨 物 の件 数 が,デ ー タ ・ベー スに 収 容 さ れ,

1年 間 を基準 に し て,1,000万 か ら2,000万 件 の 輸 送 貨物 件 数 を取 り扱 い,

適応 出 来 る様 に設 計 さ れ て い なけれ ば な らな い。

前 述 した とお り,各 輸 送貨 物 は,2,000か ら4,000桁 の容 量 を必要 とする。

国内 の 輸 送 貨物 は,そ れ よ りい く らか 少 ない ス トー レ ッジが 見込 ま れ る。 しか
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しなが ら,容 量 を決 定 す る た め には,更 に検 討 が 必 要 で あ る。

輸 送 貨物 デ ー タを ア ク セ ス可 能 な状 態 に確 保 して お く期 間 は,シ ス テ ムの デ

ー タ ・ベ ー スの大 き さ に お い ては
,オ ン ・ラ イン の記 憶 容量 に 直 接影 響 す る。

業 界 及 び,政 府 の 学 識 経 験 者 に より.表 明 さ れ た見 解 に よれ ば,輸 送 貨物 の

手 配 が 開始 され た時 に,CARDISの 輸 送 貨 物 フ ァ イル が生 成 され る。 これ は,

買 手/売 手 の 交 渉,注 文,製 造,集 貨 とパ ッキ ング等 の 諸 機 能 に伴 っ て起 る も

の で あ る。 特 徴 と し て,荷 主 が,輸 送 業者(船 会社 等)と 直接 に,ま た は,フ

レー ト ・フ ォ ワー ダ を介 して ,ブ ッキ ン グ(船 積 予約)準 備 を 開始 した時 か ら

発 生 す る。 フ レ ー ト ・フォ ワー ダ の機 能 は,そ れ が独 立 した もの,或 は,会 社

の 一部 門 で あ る に しろ,輸 送 貨物 に 関 しては,最 も早 い 時 点 で 関係 す る論 理 的

な立 場 に あ る。 この概 念 は,LACES(LondonAirportCargoEDPSys-

tem)及 び,SITPRO(Simplification .ofInternationalTrade

Procedure)の 職 員 と接 触 し て確 認 され た。

輸 送 貨物 の デ ー タは,貨 物 が移 動 す るに必 要 な時 間 と,国 際及 び国 内輸送時間

の遅 延 を含 め て,内 陸 及 び 国際 輸 送 の段 階 で,ア ク セス(即 ち,オ ン ・ラ イン

で)出 来 る様 に残 っ て い な け れ ば な らない。 輸 送 貨 物 が 荷 受 入 に受 領 され た後,

デー タは,受 領 さ れ た とい う受領 書 の承 認 の た め,ま た,関 わ りの あ る関係 者

か ら照 会 され る,他 の貨 物 到 着 後 の職 務 の た め に,十 分 な期 間,オ ン ・ラ イン

で ア ク セ ス 出来 る状 態 で残 っ てい る。 そ の後 で,デ ー タは 不 使 用 の状 態 に 移 さ

れ,そ して(多 分,磁 気 テ ー プに)累 積 され る。 図1-2(国 際 輸 送 貨物 の ラ

イ フ'サ イク ル)に 示 さ れ て い る様 に,国 際輸 送 貨 物 に つ い て は,一 度 受荷 主

の手 に受 け と られ た輸 送 貨 物 の調停 を含 め て,平 均 だ いた い90日 間,活 動可

能 な状 態 に と どま る もの と見 込 まれ てい る。 総 じて,国 内輸 送 貨物 に つ い て は,

より短 い ラ イフ ・サ イ クル で あ る。

も し,貨 物 引 き渡 しの時 点 で,CARDISと の 関係 が 切れ れ ば,大 体輸 送 貨

物 情 報 の"長 さ"は20パ ー セ ン ト縮 少 され,そ れ に よ り,デ ー タ ・ベ ー ス の .

大 き さ も予 想 され る で あろ う。 これ 等 の見 積 り に は,少 な か らず不 確 定 な要 素
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に よ る部 分 が あ る こ とは明 らか で あ る。 シス テ ムは,シ ス テ ム設 計 の 必 要条 件

と同 じ規 定 の範 囲 内 で,運 用上 必 要 な変 更 を行 うこ とが 可 能 で あ る以 上 に,拡

張 性 を持 っ てい なけ れ ば な らな い。

●

●

や

船 積 デ ー タのCARDISへ の入 力
一 一

非常にまちまちで 船積貨物が受荷主に
あ る よ り受 領 され る。

一 一.

注 文,製 造,梱 包

etc. 平 均2、5日
デ ー タ が オ ン ・

ラ イ ン記憶装 置
船積手配 と 平 均50日 よ り移 され る。
準備

船積貨物が国内及び国 平均15日

際輸送業者経由輸送 さ

れ る 。 受取 り認承 と

貨物到着後の

業務
ぺ

025507590日

CARDIS前CARDIS
'

図1-2国 際 輸 送 貨 物 の ラ イ フ ・サ イ ク ル
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トピツ クー2ス ル ー プ ッ ト分 析 の た め の基 礎 と して の シ ステ ム ・ダ イナ ミッ

ク 的 特 徴

ア ク セス及 び端 末 か らの要 求 は,シ ス テ ム ・ス ル ー プ ッ ト ・・サ ー ビス の程

度 及 び,通 信 要 求 の基 礎 を設 定 す る。

輸送 貨 物 につ い ての ア クセ ス

ほ とん どの輸 送 貨物 デ ー タへ の アク セ ス は,輸 送 貨物 が 移 動 し てい る時 間 に

は関係 が な く,輸 送貨 物 の取 り扱 い を通 じて,す べ ての 関 係 者 が 必 要 と し てい

る情報 が 目的 で ある。 代 表 的 な ア ク セス は,輸 送 貨 物 の基 本 デー タの 登 録 と修'

正 で あ り,輸 送 計画 や 目的 の た め に必 要 な デ ー タで あ る,輸 送 貨 物 書 類 の作 成,

転送地点での受領書の登録等を黙 する・ 醐 輸送貨物 関 連 した活動の再調

査 に よれ ば,こ の様 な形 態 の要 求 の.ア ク セスが,通 常 の輸 送 貨物 に対 して,約

50も の機 会 が あ る こと を示 して い る。 以 前 に100と 見 積 っ た の は,膨 大 な

量 の書 類 とそ の コ ピー が,合 す ぐ,作 られ て い る とい う見 地 か らで あっ た。 書'

類 の広 範 囲 に わ た る使 用は.,情 報 に対 す る追 加要 求 の 指標 で あ り,そ れ に よ り/

シス テ ムへ の 追 加 ア ク セ ス と見 なさ れ る。 最 近 で は,政 府 や 産 業 界筋 の標 準 化 .

と簡 易 化活 動 の 推進 の 結 果,情 報 に対 す る要 求 が 減 少 す る様 に予 想 が な さ れ て

い る点 か ら ・一輸 送 貨 物 当 り,50回 の ア ク セ ス が適 当 で あ る とい う意見 が確

定 的 で あ る。 従 っ て,一 輸 送 貨 物 当 り,50ト ラ ンザ ク シ ョン と い う見 積 りが,1

シス テ ムの大 きさ の 分 析 にお い て採 用 さ れ た。

'̂

ア クセ ス ・メ ソッ ド

ユー ザ のCARD工Sへ の ア ク セ スは ,四 つ の 形 に 分類 さ れ る。

・対 話 形 式

これ は,ユ ー ザ の活 動 を維 持 す るの に必 要 とされ る輸 送 貨物 デ ー タの 特 定 の

エ レ メ ン トを入 手 す るた め の ,テ レ タ イプや キ ー ・ボ ー ド/デ ィス プ レイ装

置 の様 な遠 隔 端 末機 の 使 用 を も含 む。 これ らの照 会 用 の トラ ン ザク シ ョンは,
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・そ,

0

通 常,ユ ー ザ と 要 求 さ れ る デ ー タ と を 確 認 す る た め の,短 い イ ン プ ッ ト ・ メ

ッ セ ー ジ で あ る 。 シ ス テ ム は,ユ ー ザ の 便 宜 の た め に 決 め ら れ た 形 式 で,適

当 な ラ ベ ル と ヘ ッ デ ィ ン グ を 付 け て,要 求 さ れ た デ ー タ を 提 供 す る 。 こ れ ら

の ア ウ トプ ッ トは,大 体400文 字 で あ る 。 登 録 番 号 と 安 全 保 護 コ ー ドの 登

録 及 び,要 約 さ れ た デ ー タ を 使 用 し た ア ウ ト プ ッ ト の 様 な 全 般 的 な 機 能 を 含

め て,対 話 式 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン(.ユ ー ザの イ ン プ ッ ト と シ ス テ ム の ア ウ ト

プ ッ ト)が,平 均 し て,3回 交 換 さ れ る 。 こ の 様 に,平 均1,260文 字 〔(400

十20)×3〕 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,平 均 し て,2分 の オ ペ レ ー シ ョ ン(即

ち,端 末 機)の タ イ ム を 必 要 と す る 。 これ に は,オ ペ レ ー タ の 能 力 ・,シ ス テ

ム の 処 理 機 能 及 び,フ ァ イ ル ・ ア ク セ ス と 通 信 時 間 が 含 まれ て い る。 こ の 様

な,対 話 式 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,全 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 内,ほ ぼ50%を 占

、め て い るo

● コ ン ピ ュ ー タ と コ ン ピ ュ ー タ

多 く の ユ ー ザ は,自 営 の コ ン ピ ュ ー タ を 介 し て,又 はCARDISと イ ン タ ー

フ ェ イ ス を も っ て い る 他 の シ ス テ ム を 使 用 す る こ と に よ っ て,CARDISと

イ ン タ ー フ ェ イ ス を 持 つ こ と に な る 。 こ の 場 合 の ア ク セ ス は,ユ ー ザ の コ ン

ピ ュ ー タ が デ ー タ の 中 継 を す る が,こ れ は オ ペ レ 三 夕 か 或 は,そ'の シ ス テ ム

の 持 つ 処 理 機 能 に よ っ て 生 成 さ れ た 照 会 に よ っ て,コ ン ピ ュ ー タ 間 の 情 報 交

換 が 行 わ れ る。CARDISは,ユ ー ザ の コ ン ピ ュ ー タ 機 能 の 助 け と な る 様 に,

順 次,ユ ー ザ の コ ン ビ ュ ー タ へ 情 報 を 提 供 す る 。 こ の 形 式 に お け る デ ー タ 交

換 は.端 末 機 操 作 に 対 す る ラ ベ リ ン グ や フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ が 必 要 で な い の

で,対 話 方 式 の ア ク セ ス よbも,少 な い デ ー タ(1,260の 代bに 約300文

字)が 要 求 さ れ る 。 こ の 形 式 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,CARDISト ラ ン ザ ク

シ ョ ン の 約30%で あ る 。
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・ バ ル ク ・ イ ン プ ッ ト

こ の 形 式 の ア ク セ ス は,対 話 形 式 の 端 末 機 よ り も 高 速 の バ ッ チ ・ イ ン プ ッ ト

用 の 端 末 機 を 使 用 す る,オ フ ・ ラ イ ン 用 の デ ー タ(即 ち,カ ー ド,ペ ー パ ・

テ ー プ 等)を 用 意 す る 。 こ の 様 な 端 末 機 を 使 う イ ン プ ッ トは,大 量 の デ ー タ

・ エ、レ メ ン ト或 は,複 数 の 輸 送 貨 物 を 包 含 す る,ま と ま っ た 照 会 と 同 様,輸

送 貨 物 の 基 礎 デ ー タ も 含 む 。 平 均 し て,各 々1,000文 字 の バ ル ク ・ イ ン プ ッ

トは,CARDISト ラ ン ザ ク シ ョ ン の10%を 占 め る 。

■

・書 類 の 作 成

輸 送 貨 物 の書 類 及 び,低 速 の端 末 機 に とっ て余 りに も長 い 報 告 書 の プ リン ト

は,CARDISま た は,ユ ーザの 設 備 す る パ ッチ ・プ リン ターの い ずれ か に,

直接 ア ウ トプ ッ トされ る。 ア ウ トプ ッ トの 大 部 分 が これ で,全!ラ ンザ ク シ

ョンの約10%を 占 め て い る。 これ に は,平 均2,000文 字 の 大 きさが 見 込 ま

れ る。

表1-5基 礎的 輸 送 貨 物 の パ ラメ ー タ

年 間 輸 送 貨 物 件 数

平 均 レ コ ー ド長

シ ス テ ム 内 の 平 均 オ ン ・ ラ イ ン 作 動 時 間

輸 送 貨 物 当 り の ア ク セ ス 回 数

対 話 形 式

コ ンン ヒ ュ 一 夕 と コ ン ピ ュ ー タ

バ ル ク ・ イ ン プ ッ ト

書 類 の 作 成

対 話 形 式 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 当 り の オ ペ レ ー

シ ョ ン タ イ ム

ピ ー ク フ ァ ク タ ー

10～20百 万 件

2,000～4,000文 字

90日

50回

50%

30%

10%

10%

平 均2分

■
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ト ピ ッ ク ー3バ ッ フ ァ ー ・メ モ リー の 大 き さ

CARDISコ ン ピ ュ ー タ に は 周 辺 機 器 及 び 通 信 制 御 メ モ リ ー 用 に,『1/0バ ッ

フ ァ が 必 要 で あ る 。

●

●

ユ ー ザ が ト ラ ン ザ ク シ ・ ン を 用 意 す る 間 ,デ ー タ を 確 保 し て お く た め に 必 要

な バ ッ フ ァ ー ・エ リ ア が,コ ン ピ ュ ー タ ・ メ モ リ ー の 重 要 な 部 分 と し て 要 求 さ

れ る 。 デ ー タ ・ ベ ー ス の 情 報 は,照 会 や,新 規 登 録 の 受 け 入 れ,変 更 に 応 答 す

る だ け の 十 分 な 期 間,記 憶 装 置 に 残 っ て い な け れ ば な ら な い 。

い ず れ の 場 合 で も デ ー タ は,フ ァ イ ル か ら 記 憶 装 置 に 持 ち 込 ま れ,か つ,コ

ン ピ ュ ー タ の 演 算 処 理 が 終 了 す る 迄 の 間,保 存 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 即

ち,デ ー タ が 修 正 の た め に 取 り 出 さ れ,ま た は ダ新 規 デ ー タ が 登 録 さ れ,レ コ

ー ドが フ ァ イ ル に 戻 さ れ る 迄
,保 存 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 処 理 す る た め に 必 要 な 記 憶 バ ッ フ ァ の 大 き さ を 見 積 る と,

oフ ァ イ ル か ら の デ ー タ が 記 憶 装 置 に 在 駐 す る 時 間 平 均 し て 約1秒 間

oデ ー タ ・ レ コ ー ド の 長 さ 大 体1 ,000文 字

が 必 要 と さ れ る 。 従 っ て,毎 秒64か ら し て128ト ラ ン ザ ク シ ョ ン(本 節 ト ピ

ッ ク ー6参 照)の ピ ー ク ・ フ ァ ク タ ー を 基 に,64,000か ら128,000文 字 の 記

憶 容 量 が 必 要 と な る。

或 る ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に つ い て は,そ れ 以 上 長 い 期 間,記 憶 装 置 に デ ー タ が

と ど ま る こ と が 要 求 さ れ る 。 デ ー タ の 修 正 の 場 合,例 え ば,フ ァ イ ル か ら の デ

ー タ は
,新 し い デ ー タ が 受 け 入 れ ら れ て か ら 編 集 さ れ る 迄 の 間,記 憶 装 置 に 残

っ て い る で あ ろ う。 そ れ に は,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 処 理 時 間 と し て,2分 は 必 要

と 予 想 さ れ る 。 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の10%が こ の 部 類 に 属 す る と 仮 定 す れ ば,

768,000か ら1,536,000文 字 も の 追 加 バ ッ フ ァ ・ メ モ リ ー が 必 要 と な る 。 即

ち,

(64か ら128ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の10%)×100文 字 ×120秒

=768 ,000～1,536,000文 字
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こ の 追 加 バ ッ フ ァ は,す べ て の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 検 査 跡 証 と し て,磁 気 テ

ー プ に 書 き 込 ま れ る 様 割 り 当 て ら れ た デ ー三夕 を 収 容 す る の に 必 要 で あ る
。

こ れ ら バ ッ フ ァ の 大 き さ は,更 新 や 照 会 に 対 す 検 査 用 レ コ ー ド及 び レ コ ー ド

'ブ ロ ッ キ ン グ ・ フ ァ ク タ と 同 時 に
,テ ー プ ・ ユ ニ ッ トの 台 数,ス ピ ー ド,記

録 密 度 及 び,テ ー プ ・ユ ニ ッ ト の 構 成 に 依 る も の で あ る 。 同 様 に,特 に,オ ペ

レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 及 び,イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ ト ・パ ッ ケ ー ジ に お け

る,ソ フ ト ウ ェ ア の 機 能 に も 関 係 す る 。 こ れ ら 種 々 の 変 動 項 目 を 考 慮 し て,最

初 の メ モ リ ー の 大 き さ 決 定 の 段 階 で,10,000～200,000文 字 の テ ー プ ・ バ

ッ フ ァ ・容 量 が 組 み 込 ま れ て い る 。

デ ィ ス ク ・ シ ス テ ム の イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ ト ・オ ペ レ ー シ ョ ン の た め の

バ ッ フ ァ'エ リ ア も ,テ ー プ に つ い て と 同 様 な シ ス テ ム 設 計 思 考 に よ り 決 定 さ

れ て い る 。 し か し な が ら,こ れ ら の バ ッ フ ァ は,多 数 の デ ィ ス ク ・ チ ャ ネ ル が

必 要 な こ と と,検 査 レ コ ー ド ・ エ レ メ ン ト(100バ イ ト)で は な く て,個 々

の デ ィ ス ク ・ レ コ ー ド が 増 大(1,000バ イ ト)し て 長 い と い う 観 点 か ら,い く

ら か 大 き く な る と 予 想 さ れ る 。`

デ ィ ス ク ・バ ッ フ ァ に 影 響 す る そ の 他 の 要 素 は ・,デ ィ ス ク ・ サ ブ シ ス テ ム と,

使 用 す る デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ,制 御 装 置 及 び,チ ャ ネ ル 等 の 構 成 そ の も の で あ

る。 例 え ば,同 時 デ ィ ス ク ・ シ ー ク の 制 御 比 の 低 い ド ラ イ ブ を 持 つ こ と は,デ

ィ ス ク ・ア ク セ ス の ス ピ ー ドア ッ プ を す る こ と は 可 能 で あ る が,更 に 追 加 の パ

ツ フ ァ'ス ペ ー ス が 必 要 と な る 。

ま た,同 じ 制 御 装 置 で 同 時 に 多 重 デ ィ ス ク ・オ ペ レ ー シ ョ ン を 処 理 し,か つ,

探 索 時 間 中 に,一 時,チ ャ ネ ル を 解 放 出 来 る 様 な サ ブ ・ シ ス テ ム ・ ハ ー ド ウ ェ

ア の 機 能 は,デ ィ ス ク ・ バ ッ フ ァ の 大 き さ に 影 響 す る 。

テ ー プ ・ サ ブ ・ シ ス テ ム の 場 合 の 様 に,オ ペ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム ・ ソ フ ト

ウ ェ ア 及 び,イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ ト ・ル ー テ ィ ン の 特 徴 は,ま た 同 様 に,

バ ッ フ ァ の 大 き さ に 影 響 す る 。 デ ィ ス ク ・バ ッ フ ァ の 予 備 的 な 見 積 り と し て ,

200,000か ら400,000バ イ ト が 組 み 込 ま れ て い る 。
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表1-6バ ッ フ ァ の 大 き さ

・

バ ッ フ ァ ・ タ イ フ 文 字 数(パ イ ト数)

照 会etc

更 新(ア ップ ・デ イト、etc

テ ー プ ・ア ウ ト プ ッ ト

デ イ'ス ク1/0

64,000か ら

768,000か ら

100,000か ら

200,000か ら

128,000

1,536,000

200,000

400,000

合 計 1,132,000か ら 2,264,000

ト ピ ッ ク ー4在 駐 す る ソ フ ト ウ エ ア の 大 き さ の 決 定(シ ス テ ム の セ ン タ ー

・ コ ン ピ ュ ー タ)'

コ ン ビ=L－ 夕 の 記 憶 容 量 は,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ーシ ス テ ム,フ ァ イ ル 管 理,

1/O制 御 及 び,ア ッ プ リ ケ ー シ ョ ン を 含 め て,在 駐 す る ソ フ ト ウ ェ ア を 収

容 し な け れ ば な ら な い 。

オ ン ・ ラ イ ン ・シ ス テ ム を 運 用 す る の に 必 要 な,す べ て の プ ロ グ ラ ム を 収 容

し 得 る コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 容 量 が 用 意 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 こ の 部 類 に

含 ま れ る ソ フ ト ウ ェ ア ・ エ レ メ ン ト は 次 の と お り で あ る 。

オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム(OS)

コ ン ピ ュ ー タ の 働 き 全 体 に わ た る コ ン ト ・ 一 ル

フア イル 管 理

ア ク セ ス,輸 送貨 物 レ コー ドの更 新 及 び,主 要 な イ ンデ ック ス の 準 備

安 全

正 当 な る 権 利 の な い ア ク セ ス 及 び,操 作 か ら の シ ス テ ム ・フ ァ イ ル 及 び,ソ
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フ ト ウェ アの保 護

1/0制 御

周辺 機 器 を含 め ての オ ペ レー シ ョ ンの コ ン トロー ル

そ の 他,

編 集,報 告 書 作 成,管 理 機 能及 び,更 に 通 常 の保 管 とプ ロ グ ラ ムの連携 編集

等 を含 む。

これ らの ソ フ ト ウ ェ ア ・エ レ メ ン トに 必要 な記 憶 容 量 は ,当 然 の こ と なが

ら,ソ フ ト ウ ェ ア,シ ス テ ム設 計,使 用 出来 る標 準 パ ッケ ー ジ ,選 定 され た

ハ ー ド ウェ アの 特 性 ,使 用 ラ ン ゲー ジ及 び,シ ス テ ム の設 計 と完成 の 段階 を

通 じ て指摘 され るそ の他 の要 素 に よる と ころ が大 きい。

次 の見 積 り必要 記 憶 容 量 は,要 求 さ れ るで あ ろ う目安 が考 慮 され てい る。

表1-7ソ フ ト ウェ ア の 大 きさ

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

プ ア イ ル 管 理

安 全

1/O制 御

ア ップ リケ ー シ ョ ン及 び そ の 他

桁 数(バ イ ト数)

100,000

100,000

100,000

250,000

450,000

これ ら記 憶 装 置 の大 きさ の 見積 りは ,極 め て 大 ざっぱな ものであり,後 刻,不

正 確 で あ る こと が指 摘 さ れ るで あろ う。 しか しなが ら,こ れ らは,CARDIS
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の 必 要 条 件 が,現 在 の 技 術 で 十 分 に カ バ ー さ れ,か つ,ハ ー ド ウ ェ ア 及 び,

ソ フ ト ウ ェ ア ・ エ レ メ ン トを 使 用 し て 成 し遂 げ う る こ と を 示 し て い る。

8
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図1-3CADIS記 憶 装 置 の 配 分

トピッ ク、-r5フ ァ イ ル記 憶 容 量 の 大 き さの 決 定

オ ン ・ライ ン及 び,オ フ ・ラ イン に必 要 な記 憶 容 量 は か な り大 き な ものに な

るが,新 しい'コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム は十 分 に そ の機 能 を備 え てい る。

オ ン ・ラ イ ン ・ス トー レツ ジ

CARDISシ ス テ ムに お け るフ ァ イル は 、実 際 に生 きた 輸 送 貨 物 の情 報 を も

っ てお り,こ れ らの フ ァ イル は,ユ ー ザが更 新 及 び 必 要 とす る情 報 の取 り出 し

サ ー ビス を行 うた め に,容 易 に アク セ ス出来 る もの で なけ れ ば な らな い。 大 部

分 の国 際 輸送 貨 物 は,数10億 文字 で記 憶 され,現 在す で に 出来 てい る大 デー

タ ・べ一'スの 中 に収 納 さ れ る が,そ れ は記 憶 装置 及 び,処 理 シス テ ム の技 術 の

領 域 の問 題 で ある。

年 間 ・1,000万 か・ら2,000万 件 の輸 送 貨物va対 して,平 均 して90日(1/4
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年)間,オ ン ・ラ イ ン ・デ ー タ ・ペ ー スは,常 時250～500万 件 の輸 送 貨

物 を 収 容 す る。 輸 送 貨物 の基 礎 デ ー タは2,000文 字 か ら4,000文 字 もあ り,こ

れ らの ファ イル は50億 桁 か ら200億 桁 もの桁 数 を必 要 とす る。 加 え て,原 始

デ ー タを含 め て,す べ て の デ ー タ の更 新 と修 正,登 録 の 時 間 及 び.同 じデ ー タ

を記録 す るの に十 分 なオ ン ・ラ イ ン検 査情 報 を保 存 す るた め に,必 要 基礎 デ ー

タの50%の 拡 大 が見 込 まれ る。 従 って結 果 と し ては,オ ン ・ラ インの記 憶 容

量 と し ては,75億 ～300億 桁 が必 要 とな る。 現 在 の2億 桁 ま で の容量 を も

っ た使 用可 能 な デ ィス ク ・パ ック で,38か ら150パ ック で,全 オ ン ・ラ イ

ン'デ ー タベ ース を収 容 す る こ とが 出来 る。

オ7・ ラ イ ン ・ ス ト レ ー ジ

オ ン ・ ラ イ ン の オ ペ レ ー シ ョ ン 中 に は ア ク セ ス 出 来 な く て も よ い が,保 管 は

し な け れ ば な ら な い デ ー タ に は,シ ス テ ム が 処 理 す る す べ て の ト ラ ン ザ ク シ ョ

ン の 検 査 跡 証 デ ー タ を も 含 む 。 更 に,パ ッ ク ・ア ッ プ の 目 的 に 対 し て は,オ フ

● ラ イ ン 記 憶 装 置 に も 収 納 さ れ な け れ ば な ら な い
。

1ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 当b100桁 の 検 査 跡 証 デ ー タ と,1年 間'の オ ン ・ ラ イ

ン'デ ー タ ・ベ ー ス 情 報 に 基 づ き,下 記 の 如 き オ フ ・ ラ イ ン 記 憶 容 量 の 見 積 り

が 適 用 さ れ る。

■

トラ ン ザ ク シ ョ ン ・ デ ー タ 検 査 跡 証

(1,000万 か ら2,000万 件/年)×(50ト ラ ン ザ ク シ ョ ン/輸 送 貨 物)

=(5億 か ら10億 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン)×(100桁/ト ラ ン ザ ク シ ョ ン)

=500億 か ら1 ,000億 桁 の 検 査 デ ー タ/年

6,250BPIの テ ー プ を 使 用 す る と,標 準2,400フ ィ ー トの テ ー プ は,全 容

量 の1/3の イ ン タ ー ・ ブ ・ ッ ク ・ ギ ャ ッ プ を 含 め て,1億2,000万 桁 の デ ー タ

を 収 容 す る 。 従 っ て,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン検 査 デ ー タ 用 に は 年 間418か ら835

本 の テ ー プ が 必 要 と な る 。 近 い 将 来 期 待 さ れ る,9,600BPIの テ ー プ を 使 用

Ct`
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す れ ば,270か ら540本 の テ ー プ が 必 要 で あ る 。 こ の 必 要 な300億 ～

1,200億 桁 に 加 え て,(4回 に わ た っ て の)オ ン ・ ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス か ら

の1年 分 の デ ー タ を 収 容 す る た め に 必 要 な テ ー プ の 本 数 は,次 の 様 に な る 。

・6,250BPIの テ ー プ で668か ら1,835本

・9
,600BPIの テ ー プ で は440か ら1;220本

■

■ ∈≡∋… ∈≡∋

Q…Q

デ ス ク 容 量(オ ン ・ ラ イ

ン)75億 か ら300億 パ イ

テ ー プ 作 成:

6,250BPI密 度 で668か

ら1,835本/年

図1-4必 要 記 憶 容 量

トピ ッ クー6ス ルー プ ッ ト/作 業 負 荷 パ ラメー タ

予 想 され るオ ン ・ラ イ ンで の ユ ー ザの数 と,そ れ に よる トラ ンザ ク シ ョンの

発 生 割 合 は,CARDISの 作 業 負 荷 の 目安 を もた らす。

トラ ン ザ ク シ ョ ン 発 生 割 合

前 述 し た 如 く.年 間5億 か ら10億 の トラ ン ザ ク シ ョ ン が 見 込 ま れ る 。1年

365日,24時 間 オ ペ レ ー シ ョ ン と 仮 定 し て,こ れ らの ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,

8,760時 間 以 上 も の 処 理 と なb,こ れ は,ほ ぼ1時 間 当 り ・57・000か ら

114,000件 或 は 毎 秒16か ら32件 で あ る 。



128件 と推 定 され る。

端 末

年 間 のCARDISト ラ ン ザ ク シ ョ ン の50%は,対 話 形 式 で あ り,こ れ ら は

平 均2分 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ タ イ ム で あ る(本 節 ト ピ ッ ク ー2参 照)。 こ

の こ と は,1時 間 当 り30端 末 の 割 合 で,114 ,000か ら228,000ト ラ ン ザ ク

シ ョ ン と な り,3 ,800か ら7,600端 末 が 同 時 に オ ン ・ ラ イ ン で 接 続 さ れ る こ と

を 示 す 。 前 述 し た 様 に,残 り の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は.コ ン ピ ュ ー タ と コ ン ピ ュ

ー タ との アク セ ス及 び
,バ ル ク ・イン プ ッ トと書類 作成 の た め の 高速 自動 バ ッ

チ端 末 機 に よっ て処 理 され る。 これ ら装 置 の高 速 度 と,か つ 相 互 に操 作 を す る

オ ペ レ ー タの 不 足 力㍉ これ らの端 末 に とっ て よ り高 い作業 負 荷 と なる。

非縮 形式 の ワ ンザ㍗ ・ンを収容す るた めに ・… か 臼 ・・の端末

が 見 込 ま れ る。350か ら700の 回 線 に お い て 通信 回 線 の 必 要 条 件 は ,適 切

な ポ ー リン グ基 準 と正 当 な ユ ー ザへ の 配信 を想 定 して ,端 末 の 人 員 を維 持 す る

こ とで あ る。

●

櫛

デ ィ ス ク ・シー ク

フ ァ イル に対 す る ユ ー ザ の数 回 の ア ク.セス に よっ て発生 す る,各 々の トラ ン

.ザク シ ョ ンを処 理 す る こ とが 要 求 さ れ るが,こ の こ とは,要 求 され る デー タが

収納 され る位 置 を決 める イン デ ック ス ・フ ァ イルの 参 照 ,,要 求 され る デー タ を

保 管 す る輸 送 貨物 の基 本 フ ァ イル の参 照,ト ラ ン ザク シ ョンに よっ て変 換 さ れ

た デ ー タを 再 び 書 き込 むた め の アク セ ス及 び,ト ラ ンザ 久 シ ョンを実 行 す る に

必 要 なルーチンの ためのプログラム ・ライブラリー を参 照す ること も含 むもので ある。

デ ィ ス ク ・ス ト ー レ ッ ジ が,ダ イ レ ク ト ・ ア ク セ ス ・ フ ァ イ ル ・ シ ス テ ム の

装 置 と し て 使 用 さ れ る と 想 定 す れ ば,1ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 当 り,5回 の ア ク セ

ス(デ ィ ス ク ●シ ー ク)が 必 要 に な る と 見 込 ま れ る
。 こ れ は,ピ ー ク 時 を 通 じ

、て,1秒 当b32.0か ら640回 の ア ク セ ス にkる 。 こ の 予 想 さ れ る 稼 動 基 準

》
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●

●

は,コ ン ピ ュ ー タの 記 憶 装 置 及 び フ ァ イル 制御 装置 の 選定 に 重 要 な意 味 を もつ。

書 類 の印 刷

現 在,輸 送 貨物 当 り,46種 類 の 書 類 が必 要 とされ て い るが,こ れ らは簡 素

化 及 び,標 準 化 の努 力 に よb,50%は 減 らす ことが 出来 る もの と見込 ま れ て

お り,又,残 りの書 類 の ほs50%はCARDISの も とで 自動 デ ー タ交換 に よ

b代 替え さ れ,最 終 的 に は,輸 送 貨 物 当 りほs12の 書 類 がCARDISに よb

作 成 され,合 計 約75%が 軽 減 され る こ とにな る。 一書 類,50行 と して.年

間 の印 刷作 業 負 荷(荷 重)は60～120億 行(=・1,000～2,000万 輸 送 貨物

×12種 類 ×50行)或 は,1日 当bほ ぼ2,000～4,000万 行 とな る。 毎 分

1,000行 の 割合 で,24時 間,365日 オ ペ レー シ ョン を原 則 と して,大 体15

か ら30台 の プ リン ターが 必 要 とな る。 この ス ピー ドの 何倍 か の 有効 な プ リン

ター で あ れ ば,そ の 台 数 は減 少 す る 。

トラ ンザ ク シ ョ ン

発 生

64～128ト ラ ン ザク シ ・ン/秒

320～640ト ラン ザク シ ョン/秒

ク

ク

ス

・

印 刷2千 万～4千 万行/日
350～700通 信 回 線

図1-5シ ス テ ム ・ ス ル ー プ ッ ト
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第3章CARDISの 概 念

)

トピッ クー1概 要

CARDISは,種 々 の通 信 設備 を通 じて ,国 際 貿 易 社 会 に おけ る数 多 くの領

域 に対 して,情 報交 換 機 能 を 提供 す る。

一 般 的 に い え ば
,CARDISの 本 質 は,国 際 貿 易 を営 む に必 要 な情 報 の交 換 を

を行 うた め に ・次 の図3-6に 示 さ れ る如 く ,三 つ の 異 っ た要 素 と相 互 に 作 用

す る こ と で あ る 。

■

ユ ー ザ

国際 貿 易 に参 加 す る企 業 と政 府 関係 当局 は ,CARDISユ ー ザの共 同体 を形

成 す る・ シス テ ムへ の ア ク セス は 魂 ・の デ ー タ端 末機 及 び
,一 ザ 自身 の所

有す るか 故 は ・導 入 す る ・ ン ピ・一 夕 ・シス テ ム ,或 は,必 要 な装 置 を も っ

てい な い者 に も適 応 す る様,既 存 の サ ー ビス ・セ ン ター を通 じて行 う こ とが 出

来 る。

コ ミュ ニケ ー シ ョ ン

シス テ ム とユ ー ザの 端 末 装 置 を接続 す る通 信 装 置 が必 要 とな る
。 こ こで ま た,

多種 多 様 な技 術 が適 用 され る。 個 々の端 末 装 置 は ,シ ス テ ムに順 次 通 信 集 中制

・御装 置 に接 続 され る。 従来 の ダ イヤ ル 式装 置 も し くは
,専 用 回 線 の いず れ か が,

取 り引 き の必要 に 基 づ い て経 済 的 な情 況 に よ って 使 用 さ れ る。 また 様 々 な技術

を要 す る メ ッセ ー ジ ・ス ウ ィ ッチ ・ネ ッ トワ ーク も使 用 さ れ る。

■

外国 の システ ム

国際 的 な レベ ル で,貨 物 輸 送 の 形 態 に 関連 した シス テ ムの数 が増 加 し ,開 発
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が進 ん でい る。 これ らは また,CARDISに 対 す るユ ー ザが要 求 す る ア クセ ス

の一 つ の形 式 と して見 る ことが 出来 る。

更 に.通 信 装置 は.情 報交 換 に 対 す る方 法 を も備 え て い る。 これ らの シス テ

ムは ,CARDISと 直 接 イン タ ーフ ェ イス す る こ と も出来 る し .或 は,必 要 な

互換 性 を もたせ る様 に設 計 した,特 定 の イ ン タ ーフ ェ イス ・セ ン タ ー経 由接 続

す る こ と も出来 る。

CARDlS

CARDISは,受 け入 れ,保 守 及 び,ユ ーザ よb要 求 され る情 報へ の アク セ

スを提 供 す るた め の機 能 を備 え て い る。CARDISは,通 信 装 置 を経 由 して,

・ 個 々 の 端 末 装 置

・ コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム

・ サ ー ビス ・セン タ ー

・LACES

・CLEAR/INSPECT

・COMPASS

・SOFIA

●COSTPRO

図3-6

● コン セ ン ト・レ イター

・ メッ セー ジ 交 換

不 ッ トワ ー ク

● ダ イヤ ル ・ア ップ

●専 用 回 線 ネ ットワrク

CARDISの 概 観
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ユ 一一ザ団体 の,メ ン バ ーに.イ ン タ ー フ ェ イス し.ま た,ユ ー ザ が 関係 す る輸 送

貨 物 に つ い て の情 報 につ い て,彼 等 の 要 求 に 応 え る。

この章 の後 の部 分 は,ア プ ローチ の しか た 及 び, .CARDISに 採 り入 れ られ

て い る概 念 に つ い て記 述 され て お り,実 際 の ユ ー ザ の相 互 作 用 が,こ れ らの ア

プ ロ ーチ の 方 法 と全 く異 っ て い る間 は,す べ て の イツ ター フ ェ イスは,複 雑 な

通 信 装置 を通 じて行 われ る こ とに な る。

4

3-1統 一 化 され た デ ー タ ・ベ ー ス の 概 念

トピ ッ ク ー1解 説

こ のCARDISの 概 念 は,唯 一 の 要 点 と し て,ユ ー ザ に 公 表 さ れ る デ ー タ ・

ベ ー ス を 準 備 す る 。

統 一 化 さ れ たデ ー タ ・ベ ース の 概 念,或 は,そ の 変形 は,先 に定 義 したCA

RDIS機 能 を実 行 す る た め の最 も端 的 な アプ ローチの方 法 で あ る。 様 々 な業 界

の ユ ー ザの た め の適 用業 務 が,CARDISに て履 行 され ない様 な場 合 は,輸 送

貨物 に対 す るす べ て の適 切 な デ ー タ資源 と して,CARDISに よb保 守 され た

デー タ ・ベ ー ス を参 照 し て実 行 され る。

この概 念 は,CARDISが 情 報 を 伝 達 す る こ とを助 け るの に 必 要 な,オ ン ・

ライ ン及 び,オ フ ・ラ イン の デ ー タ を ア ク セ ス し,維 持 す るた め に,コ ン ピュ

ー タ装置 を使 用 す る。 取 り引 き の実 績 に よれ ば,デ ー タ ・ベ ー ス は,中 央 に 設

置 す るか,ま たは,地 理 的 な輸 送 の分 布状 態 に応 じて 分散 す るか,い ず れ で も

出来 る。

最 初 の シス テ ムの 大 き さを決 め る た め に,複 雑,か つ,関 連 した 周 辺 機 器 を

もった 一 つ の コン ピュ ー タ を使 い,要 求 さ れ る デ ー タ ・ベ ース を準 備 す る こ と

、
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は 技 術 的 に は 十 分 可 能 で あ る 。

CARDISチ ー タ ・ベ ー ス 装 置 に お け る 通 信 制 御 コ ン ピ ュ ー タ(フ ・ ン ト ー

エ ン ド ー プ ロ セ ッ サ)は,通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と の イ ン タ ー フ ェ イ ス を も っ て お

り,こ れ ら は,ま た,主 要 な 部 分 を 処 理 す る 時 間 を 節 約 す る た め,管 理 と そ の

他,反 復 し た 通 信 機 能 を 取 扱 う。

■

宇

遠 隔地 のCARDIS構 成 を 介 して 外 国 と イ ン ター フ ェ イス す るの と同様 に,

　

特 定 の ユ ー ザの議 定書 と フ ォ ー マ ッ ト(追 加 の ネ ッ トワーク の イ ン ター フ ェ イ

ス に よ り提 供 さ れ るい くつか の例 に示 す様 に)を 使 用 して,ノ ッ 七一 ジ の伝達

を行 う準備 が な され る。

統 一 さ れ た概 念 は,プ ログ ラ ミン グ,シ ス テムの保 守 及 び,オ ペ レー シ ョン

に と っ て有 利 で あ る。 シ ス テ ム のオ ペ レー シ ョンに つ い ての 完 全 な コ ン トロー

ル は,最 少限 の調 整 に よっ て,質 的 向 上 と,シ ス テ ムの機 能 の拡 張 を 可能 にす

る。 同時 に,外 国 シス テ ム との イン タ ー フ ェ イスは大 い に 促進 さ れ る。 他 方,

統 一 され た概 念 は,最 初 の 出 だ しに お い て問 題 が あ る。

最 初 の オ ペ レ ー シ ョ ンに 対 して,シ ス テ ム を用意 す る た めに,多 額 の投 資 が

な され なけ れ ば な らず ピま た,装 置 の設 置 場 所 潤 発 の研 究 方法 工 用上 擁

限,費 用 の分 担 及 び,シ ス テ ムに関 す る責 任 関係 等 の事 項 に 関 して,か か わ り

の あ るす べ ての 関係 者間 で 協定 が成 立 しなけ れ ば な らな い。

か くの如 く,規 模 の節 約 及 び,均 等 化 に もか か わ らず,初 期 の完 成時 に は相

当 の困難iが 見 越 され る。

※議 定 書:Protocol・
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トピッ クー2運 用上 の 特 徴

基 本 的 なCARDISの 機 能 は,CARDISの 統 一 化 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス構

造 に よ り,大 い に促 進 さ れ る。

'

●

ア ク セ シ ビ リ テ ィ

こ のCARDISの 概 念 に 拾 い て.す べ て の 輸 送 貨 物 デ ー タ に 対 す る ア ク セ ス

は,デ ー タ ・ ベ ー ス 内 の 適 当 な フ ァ イ ル に,唯 一 つ の ア ド レ ス を 通 じ て 行 わ れ

る 。 フ ァ イ ル は,最 適 な ア ク セ ス が 出 来 る 様 に 組 立 て ら れ て い る 。

シ ス テ ム は,制 御 す る 要 素 か ら の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン,或 は,ア ク セ ス の た

め に 十 分 に 制 御 さ れ た 議 定 書 に 従 っ て 行 わ れ る 受 領 者 か ら の 照 会 に よ り,ユ ー

ザ に デ ー タ を 提 供 す る 。

●

デ ー タ ・ベ ー ス ・ メ ン テ ナ ン ス

デ ー タ ・ベ ー ス 内 の す べ て の レ コ ー ド の 特 性 は 同 一 で あ る 。 ユ ー ザ や シ ス テ

ム の ア ク セ ス は,割 り 当 て ら れ た デ ー タ ・ベ ー ス の 個 々 の 部 分(セ グ メ ン ト)

に 関 係 な く,標 準 化 さ れ て い る 。

地 理 的 に 全 く 異 っ た デ ー タ ・ベ ー ス の セ グ メ ン ト(こ れ は 任 意 に 使 用 さ れ る)

間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は,ア ク セ ス と 登 録 の た め に ユ ー ザ に 対 し て,一 つ の

明 確 な 設 備 を 提 供 す る。

輸 送 貨 物 の 状 態 を 含 む デ ー タ ・ベ ー ス の 現 時 性 は,各 々 の ア ク セ ス が 適 用 出

来 る よ う に,デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド を 直 ち に 更 新 す る こ と に よ り 保 守 さ れ る 。

す べ て の デ ー タ が;シ ス テ ム ・モ ニ タ ー リ ン グ(監 視)に 役 立 っ の で,輸 送

貨 物 に つ い て,時 間 と 状 態 の チ ェ ッ ク に よ り,自 動 通 知 の 様 な 特 徴 を 組 み 入 れ'

る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た,そ の 他 の 特 徴 ど し て は,デ ー タ の 正 確 性 を チ ェ ッ

ク す る こ と も 可 能 で あ る が ,∵ バ パ

周 辺 機 器 や シ ス テ ム が,オ ン ・ ラ イ ン 中 の 時 間 を 利 用 し て.,シ ス テ ム・に 在 駐

し て い る ソ フ ト ウ ェ ア に よ り,デ ー タ ・ベ ー ス を ア ク セ ス し て,税 関 用 報 告 書
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及 び,統 計 の 作 成 も 容 易 に 出 来 る 。

デ ー タ'ベ ー ス の ア ク セ ス は,各 輸 送 貨 物 レ コ ー ドの 一 部 と し て フ ァ イ ル 内

に 組 み 込 ま れ た,ソ フ ト ウ ェ ア ・ キ ー に よ リ コ ン ト ・ 一 ル さ れ る。 更 に,シ ス

テ ム の 安 全 保 護 の た め に,フ ァ イ ル 及 び,ソ フ ト ウ ェ ア 両 方 を ア ク セ ス す る 端

末 装 置 や,ユ ー ザ の 装 置 を チ ェ ッ ク す る こ と が 必 要 で あ る 。

輸 送 貨物 書 類 と デー タ生 成

シス テ ム に よる デ ータ ・ベ ー ス の ア ク セス は,ユ ー ザ の命 令 ま たは,シ ス テ

ムの状 態 変 更 に対 して ,自 動 的 に応 答 す る こ と に よ り,輸 送 貨物 にか か わ る書

類 を 自動 的 に 作 成 す る こと を容 易 に す る。

デ ー タの準 備 に つ い ては,オ フ ・ラ イン装 置 に よ り,大 量 の デー タを処 理 す

る機 能 が,容 易 に補 充 さ れ る。 この設 備 は,中 央 に設 置 さ れ る か,或 い は,

CARDISセ ン ターに おい て は,通 信 ネ ッ トワ ーク の節 ま たは,集 中 点 に隣i接

して設 け られ る。

検 査 跡 証

こ の概 念 に お い て,シ ス テ ムの すべ て の トラ ン ザク シ ョンは,演 算 処 理 装 置

或 は,CARDISデ ー タ ・ベ ース をサ ー ビスす る設 備 を通 じて 送 られ るの で,

す べ て の トラ ン ザ クシ ョンに対 す る範 囲 の 広 い検 査 跡 証 を 用意 す る こ とは,比

較 的 簡 単 な事 柄 で あ る。

受 け 入 れ た もの 及 び,受 け つ け られ な か っ た もの 共 に,す べ て の照 会 に つ い

て の検 査 は,オ フ ・ライ ンの 磁 気 テ ー プま た は,他 の大 容量 記 憶 装 置 に保 存 さ

れ るo

デ ー タ ・ベ ー スそ れ 自体 へ の 変 換 は,輸 送 貨物 に関 わ りの あ る関係 者 間 で,

相 違 点 が調 停 され る ま で,オ ン ・ラ イン上 に 保 存 され る。

検 査 跡 証 は,失 敗 した時 の シス テ ムの 回復 を容 易 にす るす べ て の トラ ンザ ク

シ ョン を含 む(例 え ば,照 会 や 更新 に加 え て,デ ー タの登 録)。

●

◆
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●

外 国 の シ ス テム との イ ン ター フェ イ ス'・

統一 化 され た デ ー タ ・べ 」 ス の概念 は,外 国 シス テ ム と の イ ン ター フ ェ イス

の方 法 を備 え てい る。 この概 念 に よ って,す べ て の フ ォ ー マ ッ トと議 定 書 が,

外 国 へ の デ ー タ伝 送 を 容 易 に行 え る様 にす る。'

外 国 との イ ン タ ー フ ェ イス は,外 国 シス テ ム と イン ター フ ェ イス す る通 信 の

接続 と同様 に,外 国 の 関係 者 に 対 す る窓 口を提 供 す る外 国CARDIS設 備 を も

包含 す る こ と も出 来 る。

ア ク セ シ ビ リ テ ィ

・ デ ー タ ・ ベ ー ス へ の ア ク セ ス に よ る 照 会 と 更 新

・最 適 な ア ク セ ス の た め の 構 造

・オ ン ・ ラ イ ン 及 び オ フ ・ ラ イ ン の ア ク セ ス

輸送貨物書類 とデー タ生成

・地 域 的 な大 量 の 書類 作 成 と セ ン ターの 指定

・通 信 ネ ッ トワ ーク を介 し ての デ ー タ ・ベ ー スか ら政 府機 関 へ の デ ー タ送

信

検 査 跡 証

・テ ー プの全 トラ ン ザ ク シ ョン

・関係 者 間 で の一 致 を可 能 に す る デ ィス クの フ ァ イル変 換

・CARDISデ ー タ ・ ベ ー ス の す べ て の 登 録 と 更 新

・ デ ー タ 管 理 機 能

・ ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 機 密 保 護

・ 自 動 通 知
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・堅 固 さ と保 全 の た め の 検 査 、

・機 器 及 び ソフ トウ ェ アに よる バ ック ア ッ プ と重 複

・使 用 可能 な輸 送 貨 物

外 国 シ ス テ ムとの イン タ ー フ ェ イス

・ シ ス ァ ム ・ フ ォ ー マ ッ ト ・ デ ー タ

つ

,

3-2 .デ ー タ 伝 送 の 概 念

トピ ッ ク ー1シ ス テ ム の 特 徴

こ の 概 念 は,ユ ー ザ の デ ー タ ・ ベ ー ス 間 で の デ ー タ の 伝 送 を 容 易 に す る
,特

別 の メ ッ セ ー ジ ・ス ウ ィ ッ チ と し て のCARDISの 役 割 に 由 来 す る
。

CARDISに 対 す る この 概 念 は.関 係す るユ ーザ間 で の デ ー タ の経路 に お い

て,メ ッセー ジ ・ス ウ ィ ッチ と して提 供 す るCARDISセ ン タ ーに ,相 互 に連

結 した ネ ッ トワーク を用意 す る こ とに よ り ,輸 送 貨物 の 関係 者 間 の デー タ交 換

を容 易 にす る。

CARDISに おけ る メ ッ セ ー ジ伝 送 の考 え 方 は ,附 随 す る機 密 保 護 の 問題 と

.か らん で,ア ク セ ス可 能 な デー タ ・ベ ース の不 足 してい る こ とか ら:産 業 界 の

大 多数 の ユ ー ザ の間 で支 持 され た。

添 付 す る図3-8は,ユ ーザ間 で デー タを 送 るた め の メ ッセ ー ジ ・ス ウ ィ ッ

チ と し て提 供 す る,多 数 のCARDISセ ン タ ーを提 示 し てい る。 重 要 な特 徴 は,

輸 送関 係 社 会 の 中 に埋 没 してい る 関係 者 を 参考 に して ,デL－ 夕伝 送 を促進 す る

ア ィ レク ト リーの保 守 で あ る。

オ ン'ラ イン記 憶 装 置 に 要求 され る ものは
,シ ス テ ム ・メ ッセ ー ジの た め の

■

タ
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含

○

バ ッ フ ァを も うけ る こ と と ,デ ィ レク トリー情 報 を保 持 す る こ とで あ る。 これ

は相 当 に大 き な もの と な る。

も しこの概 念 が輸 送 貨 物 デ ィ レク トリーに よっ て手 順 を決 め る こ とを も含 め

る様 に拡張 され る な らば,フ ァ イ ルの寸 法 の決定 と,そ の メ イ ンテ ナ ンスは,

特 に ス ウ ィ ッチ ン グ ・セ ン タ ーに お い て,デ ィ レク トリー情 報 を複 写 す る こと

が必 要 で あ る との観 点 か ら,フ ァ イ ルの大 きさを決 定 し,そ れ を維 持 す る こ と

は,デ ー タそ の もの を保 有 す る必 要 の割 合 を推 測 し得 る。

ユ ーザ が メ ッ セ ージ を送 るの に手 助 け を必要 とす る場 合 ,ア ク セス の ため に

CARDIS伝 送 セ ン ター の一 つ に,デ ィ レク トリー を保 有 す る こ とは 可能 で あ

るo

この方法 は,一 切 を含 め た デ ィ レク トリーの 結果 と して,メ ッセ ー ジ伝 達 を

増 大 させ る。 この概 念 の 中 に は,輸 送 貨物 デ ー タ∴ ベ ース が な い の で,バ ッフ

ァ ・ス トレー ジ とオ フ ・ライ ン ・ス トレー ジは,デ ィ レク ト リーの 送 り出 しと

臨時 の メッセ ー ジ ・キ ュ ー に適 応 さ れ る。

この二 つ の部 類 に必 要 な ス ト'レー ジの量 は,シ ス テ ムの ス ウ ィ ッチ の数,ユ

ーザの 数 とそ の分 布 の仕 方 お よび
,当 然 の こ とな が ら,ユ ー ザ 間 の メ ッセー ジ

の伝 達 回数 に よ っ て決 ま る。 も しデ ィ レク ト リー と レコ ー ドの 保 持 に 沿 って,

デー タの保 存 と転 送 の機 能 が要 求 され なけ れば,ネ ッ トワ ーク に 加 え られ た価

値 は,CARDISの デー タ交 換 には 十 分 であ るが,し か し,時 間 帯 の変 更 と稼

働 中 の端 末 装置 に対 す る メ ッセ ー ジ ・キ ューの 必要 性 は,CARDISの メッセ

ー ジ転 送 が
,保 管 と伝 達 の機 能 を提 供 す る こ とを示 し てい る。 そ れ か らCAR

DISセ ン ター は,シ ス テ ムの ユ ー ザに,経 済 的 な方 法 を立 証 す る た め,付 加

され たネ ッ トワ ーク の価 値 に 対 す る手 助 け とし て作 用す る。
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図3-8CARDISの デ ー タ伝 達 の概 念

トピッ クー2運 用 上 の特 徴

この概 念 に お い て は,基 本 的 なCARDISの 特 徴 の 内の 幾 つ か を提 供 す るた

めに,ユ ーザの シス テ ム に信 頼 が置 か れ なけ れ ば な らな い。

デ ー タ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ

デ ー タ 伝 送 の 概 念 は,シ ス テ ム に よ り保 守 さ れ る ア ク セ ス 出 来 る デ ー タ ・べ
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一 ス に は適 用 しな い。 従 っ て この概 念 で は,CARDISに 参 加 す る ユ ー ザの設

備 に お い て,種 々 の形式 で デ ー タ ・ベ ース が存 在 す る。

輸 送貨 物 にか か わ る様 々 な関 係 者(重 複 の度 合 に もよ る)が,一 般 的 に,デ

ー タ ・ベ ース の(特 定 の)部 分 に関 心 を もっ てい るの で.輸 送 貨物 に 関す る総

合 的 な情報 は,特 別(例 え ば,荷 主 が,完 全 な輸 送貨 物 フ ァ イル を保 有 す る と

い う様)な 手 配 が なさ れ な い限 り,ど こに も存在 しな い。

関 係者 が照 会 を行 う デー タ ・ベ ース の個 有 な部 分 に 対 して,直 接 自分 の照 会

をす る こ とが 出来 な い限 り,デ ー タ ・ベ ース の分 散 は,照 会 を 困難 な もの に す

る。 いず れ に して も,CARDIS内 の複雑 な ディ レク トリー の処 理 手順 は,輸

送 貨物 を参 照 す る こ とに よ り,保 有 す る デ ィ レク トリーに基 づ い た個 有 の デー

タ ・ベ ース を照 会 す る メ ッセ ー ジ を送 る こ とが 出来 る。 しか し なが ら,こ の デ

ィ レク ト リー情 報 の メ ンテ ナ ン スは複 雑 で ある。 … …CARDISデ ー タ ・ベ ー

スの メ ンテ ナ ンスは 殆 どが これ で あ る。 また,デ ィ レノ トリー の複 写 は.も し

輸 送 貨物 の ディ レ ク トリーが,一 つ のCARDISの 中央 に お い て メ ン テナ ンス

され な いか或 い は,特 定 の 輸 送 貨物 に割 り当 て られ た各 ト ラ ンザク シ ョンに よ

っ て ア クセ ス され な・い限 り,要 求 さ れ る。 この追 加 メ ッセ ー ジの 要 求 は,例 外

に よ る,デ ィ レク ト リー の助 け の た め に再 分 類 す る こ とに よっ て,或 る程 度緩

和 さ れ る。

…… ほ とん どの場 合 ,ユ ー ザは メ ッセ ー ジ転 送 の た め に,仕 向 地 迄 の経路 に参

加す る。

この デ ィ レク ト リー負 荷 が,メ ッセ ー ジ ・ス ウ ィ ッチ ング ・シス テ ムに関 連

して通 常 の デ ィ レク トリー機 能 に加 え られ る。

デ ー タ ・ベー ス ・メ ン テナ ン ス

デー タ ・ベース の現 時 性 を保 証 す るた め に,輸 送貨物 の 状 態 を更 新 す る の に,

そ れ ぞ れ 与 え られ た デ ー タ ・ベ ース に対 す る複 数 の メ ッ セ ー ジ を生 成 す る必 要

が ある。 更 に,こ れ に は"識 別 す るた め に必 要"な ア ーク セス を 含 む,非 常 に 複
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雑 な ディ レ ク ト リー の メ ン テ ナ ンス を も意 味 す る
。

シス テ ムの機 密 保 護 は ,必 然 的 に メ ッセ ー ジの 保 全 の保 証 に 限 定 され ,そ し

て,受 領 者 と照 会 端 末 が この 名 簿 の 中 に 登録 され て い る こ とを 判定 す る た め に

検 査 す る。

個 々の ユ ー ザの デ ー タ ・シス テ ムは,デ ー タ ・フ ァ イル の照 会 ,解 放 及 び 更

新 を保 証 す る精 密 な ソ フ トウェ ア を 用意 しなけ れば な ら ない。

サ ー ビス の 内容(例 え ば ,サ ー ビス の程 度 と メ ッ セー ジの保 全)は,伝 送 を

取 り扱 うCARDIS機 能 と,照 会 や 更 新 を取 り扱 う個 々の ユ ー ザ の シス テ ム の

機 能 の 両方 を もっ た 一 つ の機 能 で ある。 従 っ て応 答 時 間 の 不 均 等 の度 合 は
,

CARDISに 関連 す る と同時 にオ ペ レー シ ョン され る ,特 定 の ユ ー ザ の シス テ

ムに よ り予 想 さ れ る。

必 要 な メ ッセ ー ジの形 式 は,デ ー タ伝 送CARDISシ ス テ ム の信号 とコ ー ド

に従 い,全 く独 自の 議 定 書 や形 式 を設定 す る ユ ー ザの シス テ ム に とっ て も可能

で あ る。 しか しなが ら,税 関 や外 国 シス テ ム との デ ー タ交 換 は
,標 準 化 しよ う

とす る傾 向 に あ る。 編 集 とユ ー ザの た めの 他 の 補 助 的 なCARDISの 助 力は
,

各 々のCARDIS中 央 装 置 を通 じて結合 され る。 ま た,こ れ は産 業 界vateけ る

標 準化 の度 合 を意 味 す る もの で あ る。

輸 送 貨 物 書類 とデ ー タ生 成

要求 され る書 類 作 成 業 務 は,主 と して この シス テ ムで は ,ユ ー ザか らユ ー ザ

へ 送 られ る メ ッセ ー ジに よっ て作成 され ,受 信 者 の装 置 で プ リ ン ト ・ア ウ トさ

れ る。 そ れ で,大 量 に プ リン ト出来 る装 置 が 望 ま し く ,メ ッ セ ー ジは.書 類 作

成 と封筒 詰 め す るた め に使 われ る 印刷 装置 に送 られ る。

■

検 査 跡 証

す べ ての メ ッセ ージ を記 録 す る こ とは むず か しい の で ,検 査 機 能 は限 定 せ ざ

る を得 な い。
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そ れ は.た とえCARDISに おい て 望 ま しい簡 易 化 と正 確性 とが結 果 的 に阻

害 され る と して も,ユ ー ザに 対 し て,個 々の検 査 跡 証 を提 供 す る こ とは 可能 で

ある。

照 会 や 更 新 に対 す るCARDISの 検 査 は,メ ン テナ ンス と輸 送 貨物 の レ コ 一一

ドを確 認 す るた め に オ フ ・ラ イン ・デ ー タを 使 用 す る こ と を意 味 し,ユ ー ザの

機能 と適正 な照会 を評価 す る こ とで あ る。 照 会 の適 正 の監 視 は(シ ステ ム を妨

害 す る様 な"不 合 格 メ ッセ ー ジ"を 検 出す る こ とに よって),拒 絶 され た照 会

の記 録 を参 考 に し て達 成 さ れ る。 しか し現 時 性 に おけ る デー タ ・ベ ース の正 確

性 の 監視 は,そ の様 な情報 が シス テ ムの 中 に存 在 し ないか ら,全 くユ ーザ の処

理 に よ って のみ 可 能 と なる。

外国 シ ステ ム との イ ン ター フェ イス

この概念 では,CARDISは 固有 の 通信 に 関 す る議定 書,デ ー タの量及 ひ,

外国 の シス テ ムに 関 す る エ ラ ー処理 の 方 法 を明 確 にす る。LACES,SOFIA,

CLEAR等 の如 き外 国 の シ ス テ ムに 向 け られ る メッ セー ジの形 式 と内容 に つい

て は,ユ ー ザの シ ス テ ムに責 任 が あ る。

竜

・ デ ー タ ・ベ ー ス に 記 憶 さ れ な い も の

・照 会 に 対 す る 能 力

・経 路 デ ィ レ ク ト リ ー

・ 輸 送 貨 物 デ ィ レ ク ト リ ー

輸送貨物書類 とデー タ生成

・ ユ ー ザ か ら プ リ ン ト装 置 へ ま た は

さ れ る。

適 当 な機 関 へ の メ ッセ ー ジ と して作 成
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外 国 シ ス テ ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

・ ユ ー ザ が デ ー タ に 対 す る 責 任 を 持 つ

・CARDISは 通 信 イ ン タ ー フ ェ イ ス を 使 用 す る
。

デ ー タ ・ ベ ー ス ・ メ ン テ ナ ン ス

・複数 メ ッセ ー ジ の生成

・ユ ーザ の デ ー タ ・ベ ー ス に対 す る ア ク セ シ ビ リテ ィ

・ユ ーザ機 能 に お け る機 密 保 護

・サ ー ビス の程 度 及 び保 全 の機 能 別 配 分

・CARDISに よ り提 供 さ れ る編 集

検 査 跡 証

・ す べ て の メ ッ セ ー ジ の 記 録 (大 作業)

■

3-3複 数CARDISの 概 念

トピ ッ クー1解 説

複 数CARDISの 概 念 は,基 本 的 なCARDIS機 能 を実 行 す る 多数 の シス テ

ムを準 備 す る。
傷

CARDISの 基 本 的 な機 能 は既 に説 明 され て い る が,こ の概 念 にお い て,貨

物 を取 り扱 う業 界 の ア ップ リケ ー シ ョ ンのた め に 設 さ れ た ホ ス ト・シス テ ムに,

CARDISの 基 本 的 な特 徴 を組 み 入 れ る こ とに よっ て,CARDISの 開 発 に お

け る柔 軟 性 が達 成 さ れ る。 図3-10を 参 照 す れ ば,港 ま た は,業 界 の グ ル ー プ

(銀 行,船 会 社,フ レ ー ト ・フォ ワー ダ等)毎 に使 用す る様 に 開発 され た 一 つ
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◆

●

●

の シス テ ムは,確 立 設 定 され た一 組 み の基 本 的 なCARDISの 機 能 を,ユ ー ザ

・サ ー ビス の レパ ー トリーに加 え る こ と に よ り,"CARDISと 見 なされ た"

シス テ ム と なる。 これ らは,ユ ー ザ の 団 体 に均 等 の サ ー ビス を 保 証 す るた め に

指定 さ れ た.基 本 的 な ア ク セ シ ビ リテ ィ,書 類 の作 成,検 査 及 び イ ン ター フ ェ

イス の特 徴 を含 ん で い る。 これ らの 特 徴 を組 み 入 れ た シス テ ムはCARDISと

見 倣 され,ユ ー ザ に対 し て,CARDISの サ ー ビス を提 供 す る こ とが 認 可 さ れ

るo

ホ ス ト ・シス テ ム が存 在 しな い処 に,基 本 的 なCARDIS機 能 を もたせ る た

め に シス テ ム を設 立 す る こ とが 出来 る(こ れ は,ほ か の貨物 取 り扱 い業 務 の た

め に 自動化 が行 わ れ ない様 な地 域 や 産 業 界 で も達 成 す る こ とが 出来 る)。

CARDISと 見 な され た シス テ ム に も,CARDIS専 用 シス テ ム も共 に,設

立 され た す べ ての シス テ ムに対 す る あ らゆ るユ ー ザか使 用 出来 る,総 合 的 な デ

ー タ ・ベ ース の形 成 に つ な が る。

この概 念 の もとで は.一 つの シス テ ムを アク セ スす る ユー ザは,CARDIS

内 部 の リンク を経 由 して,全 体 の デ ー タ ・ペ ース を ア ク セスす る こ とが 出来 る。

この様 に,こ の概 念 は,デ ー タ ・ベ ー スの 管 理 と同 様 に,一 つ の 重要 な メ ッ セ

ー ジ ・ス ウィ ッ チ ングの機 能 を も含 ん で い る。

大 手 の ユ ー ザ に とっ ては,通 信 を 助 け る た めに 一 つ以 上 のCARDISシ ス テ

ム を ア ク セ ス す る こ とが 出来 て有 効 で ある。 ま た,外 国 の シス テ ムに 対 す る複

数 の イ ン ター フ ェ イス問題 は,こ れ らの イ ン タ ー フ ェ イス を推 進 す る た め,恐

ら くCARDISのt'ク リヤ ー リン グ … ウス"と い う節 に よっ て解 決 され るは

ず で あ る。

この概 念 は,既 存 のハ ー ドウ ェア また は,貨 物 輸 送産 業 に お い てほ か の 目的

の た め に計 画 され た ハ ー ドウ ェア を使 用 す る と い う,分 散 して別 々に 開発 が 出

来 る点 が有 利 で あ る。

ま た,各 地 域 に お け る政 府 当 局 と併 せ て,産 業 界 で の支持 が得 られ る様 に,

シス テ ム の局 部 的 な コン トロー ル機 能 も備 え て い る。
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こ の概 念 の もつ難 し さは ,ソ フ トウ ェア を重 複 して開発 しなけ れ ば な らない

こ とと,外 国や 他 の シス テ ム との 複 数 の イ ン ター フ ェ イス を保 持 しなけ れ ば な

らない こ と で あ る。

将 来 は,デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トと議 定 書 の標 準 が 開 発 され る こ とに よ り
,い

くらか は緩 和 さ れ る で あ ろ う。 しか しなが ら ,多 数 の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー

ジ を更新 しな けれ ば な らな い とい う条 件 下 で は ,シ ス テ ム を 変更 す る こ とは 非

常 に難 か し くなるo
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■

●

SOISに て 行 わ れ て い る 様 に,コ ー デ ィ ン グ と,共 有 す る ソ フ ト ウ ェ ア ・

パ ッ ケ ー ジ の た め の ,統 一 さ れ た 標 準 は,こ の 問 題 に 対 し て あ る 程 度 救 い と な

っ て い るo

国 中 のCARDISオ ペ レ ー シ ョ ン の 現 時 性 を 保 証 す る た め に,イ ン タ ー フ ェ

イ ス を 保 つ と 同 様 に,開 発 に 当 っ て は 十 分 な 注 意 が 払 わ れ な け れ ば な ら な い 。

トピ ッ クー2CARDISレ ー7イ ン グ

CARDISレ ー テ ィ ン グは,政 府 及 び 産 業 界 と結 合 した シス テ ムの 多 様性 に

よっ て提供 され る,同 一 基 準 のCARDIS機 能 を確 立 す る。

'複 数 のCARDISと 見 なされ る シス テ ムの概 念 の も とで
,そ の シス テ ム に対

す る基 準 と実行 の 必 要 条件 を開 発 す る こ とが 提案 され て い る。 そ して そ の シス

テ ムは,完 成 した時 点 で 業 界 に対 し て 自'由にCARDISの サ ー ビス を 提供 し,

ス ポ ンサ ーに利 益 を もた らす。

基 準 の最 終 的 な決 定 が早 め られ る一 方,そ れ らの 大 部 分 は,後 の 分 析 の た め

の事 例 と して設 定 さ れ る。

基本 的 なCARDIS機 能の 提 供

CARDISと 見 なされ る シス テ ム とな るた め に,指 定 され た条 件 を求 め る各

シス テ ムは,設 定 され た標 準 に従 っ て,ア ク セ ス,デ ー タ ・ベ ー ス の メ ンテ ナ

ンス,機 密 保 護 と検 査 の基 本的 な特 徴 を備 え てい なけ れ ば な らな い。 この こ と

・は ,シ ス テ ム間 を横 断 す る … … 例 え ば,一 つ のCARDISシ ス テ ムか ら他 の シ

ス テ ムへ の照 会 を 確 実 に し,決 め られ た 方 法 で期 待 した結 果 を得 る こ とが出来

るo

外 国 の シ ス テ ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

CARDISレ 　 テ ィ ン グ は,名 簿 に 登 録 さ れ て い る 外 国 の シ ス テ ム と の イ ン
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ター フ ェ イ ス を持 つ こ と も意 味 す る。 この名 簿 は,自 動 的 に 外 国 の 貨物 輸 送 業

界 に ま で拡 張 さ れ る。 同 様 にCARDISと 見 な さ れ るシ ス テ ム で は な くと も,

貿 易⊥,重 要 な影 響 の あ る産業 界 及 び,港 の シス テ ムに適 応 さ れ なけ れ ば な ら

な い。

会計 及 び請 求

これ らの手 続 き の一 貫 性 は,ユ ー ザ に対 して公 明 正大 さ を保 証 し,ま た,産

業 界 全体 を通 じて差 別 的 な或 は,不 公 平 な扱 い を最 少限 にす る。

機 密 保 護 と検 査 報 告

デー タ ・ベー スの 保 全 とユ ー ザの 情 報 保 護 を保 証 す るた め に,機 密 保 護 に対

す る手 続 きが規 定 され なけ れ ば な らない。

シス テ ムか ら,権 限 外 の情 報 を取 り出そ うとす る 企 て に端 末 装 置 が使 用 され

て い な い こ とを確 か め るた め に,ユ ー ザの ア ク セ ス を検 査 す る こ とが 重 要 で あ

るo

表3-8CARDISと 見 な され る機能

基 本 的 なCARDISサ ー ビス の提 供

・ 他 の"CARDISと 見 倣 さ れ る"シ ス テ ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

認 め ら れ た 通 信 の 形 式
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■

標 準 コ ー ド

・他 の外 国 及 び産 業 界 の シス テ ム との イン タ ー フ ェ イス

・会 計及 び 請 求 手 続 の 導 入

・機 密 保護 の 承 諾 と報 告 の た め に検 査 手続 の導 入

トピ ッ クー3運 用上 の特 徴'

ト

複 数CARDISの 概 念 に 対す る運 用上 の特 徴 は,統 一化 され た デ ー タ ・ベ ー

ス 概 念 で触 れ た こ と と同 じ で ある。

デ ー タ ・ベ ー ス の分 散 は,適 当 な メ ッセニ ジ ・ス ウィ ッチ ン グ及 叫,デ ー タ

交換 の特 徴 を追 加 す必 要 が あ る。

ア クセ シ ビ リテ ィ

この概 念 で は,デ ー タ ・ベ ー スが殆 どの シス テ ム間 に分 散 され て い るが,各

輸 送 貨 物 に対 す る デー タ ・ベ ース は,完 全 な レ コー ドと して シス テ ム内 の特 定

な場 所 に存 在 して い る。 通 常 の シス テ ムの オ ペ レー シ ョン の下 では,輸 送貨 物

.に関 わ りの ある大 部 分 の 関係 者 が初 め て アク セス し ・CARDIS内 に デー タが

存 在 す る こ とが予 想 され る。

CARDIS内 部 の デ ー タ ・ア ク セスはi例 外 に よb,シ ス テム間 の デ ー タの

流 れ を最 少 限 に と どめ る の に 役立 つ。

デー タ ・ベー ス ・メ ンテ ナ ンス

CARDISレ ー テ ィ ン グの概 念 の も とで は,設 定 され た基 本 原 則 に 従 っ て,

すべ て のCARDISデ ー タ ・ベース が 標準 シス テ ムに保 持 され る結 果,処 理手

続 が 標準 化 され る。

ア ク セ ス と変 更 に 対す る機 密 保 護 は,ト ラ ンザ ク シ ョンが 割 り振 られ る シス

テ ムの責 任 で ある。
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輸 送 貨物 書類 とデ ー タ生 成

これ らの書 類 と デ ー タ生 成 は ,各CARDISが 大 量 の作 成 セ ンタ ー と して供

給 す る こ とを除 い て は,統 一 化 さ れ た デ ー タ ・ベ ース の 概 念 に おけ るの と同様

な方法 で 提供 され る。

検 査 跡 証

各CARDISと 見 倣 さ れ る シス テ ムは,設 定 さ れ たCARDIS標 準 に従 っ て,

.検 査跡 証 を提 出す る。

外 国 シス テ ム との イ ン ター フェ イ ス

この概 念 の 下 で は,各CARDISと 見倣 さ れ る シス テ ムは,通 信 回 線 ま た は ,

他 の デ ジ タル ・デー タ伝 送 装 置 を通 じ ての ア ク セス手 順 に 沿 っ て,外 国 シス テ

ム との イ ン ター フェ イス ・ソフ トウ ェ アの蓄 積 を促 進 す る。

デー タ交 換 のた めの 外 国 のCARDIS中 枢 と関 係 した 協定 は ,'外 国 の デ ー タ

伝 送処 理 を大 い に促 進 す る こ とに な り,ま た,海 外 の シス テ ムや ユ ー ザに,同

一 標準 のCARDISイ ン タ ー フ ェ イス を提供 す る手 段 と して 役 立 つ。

ア ク セ シ ビ リ テ ィ

・ シ ス テ ム 間 で デ ー タ ・ベ ー ス を 分 散

・一 つ の デ ー タ ・ベ ー ス 内 の 輸 送 貨 物 デ ー タ

・通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て の ポ ス ト ・ デ ー タ ・ベ ー ス へ の ユ ー ザ の ア ク

セ ス

・ 例 外 に よ るCARDIS内 部 の デ ー タ ・ア ク セ ス

・ オ ン'ラ イ ン 及 び オ フ ・ ラ イ ン ・ ア ク セ ス

●
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●

・機 密保 護 に対 す る個 々の セ ン ターの 責 任

・ セ ン ター との 相 互 連 絡

輸 送貨物書類 とデー タ生成

・通信 回線 ま た は 外 国 の"ク リヤ リン ク ・ハ ウス"を 介 し て個 々に行 わ

れ る複 数CARDISシ ス テ ム との交流 に役 立 つ。

3-4メ ッ セ ー ジ 伝 送 ・オ プ シ ョ ン

トピ ッ ク ー1潜 在 的 な メ ッ セ ー ジ ・ス ウ ィ ッ チ ン グ の 機 能':

統 一 化 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス 概 念 及 び,複 数CARDIS概 念 は 共 に,メ ッ セ

ー ジ 伝 送 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。

●

●

前 述 し た デ ー タ 伝 送 の 概 念 は.CARDISを 基 本 的 に,デ ィ レ ク ト リ ー と 送

信 機 能 を 備 え た メ ッ セ ー ジ ・ス ウ ィ ッ チ ン グ ・ ネ ッ トワ ー ク と し て 考 え て い る 。

こ れ は,ユ ー ザ に よ っ て 保 守 さ れ る 輸 送 貨 物 デ ー タ が 伝 送 さ れ る こ と を 認 め,

し か も,シ ス テ ム は そ れ 自 身 の デ ー タ ・ベ ー ス を 保 守 す る 必 要 は な い 。 『

他 の 二 つ の 概 念 は,他 の ユ ー ザ に と っ て ア ク セ ス 出 来 る 一 つ ま た は,そ れ 以

上 の デ ー タ ・ベ ー ス に.輸 送 貨 物 情 報 を 入 力 す る ユ ー ザ を 保 有 す る こ と に よ り,

デ ー タ 交 換 機 能 の 目 的 を 達 成 す る 。

デ ー タ ・ベ ー ス 指 向 の 概 念 の 内 の 一 つ に,メ ッ セ ー ジ 伝 送 の 機 能 が オ プ シ ョ

ン 特 徴 と し て 組 み 込 ま れ て い る。 … … オ プ シ ョ ン と し て の 理 由 は,個 々 のCA－
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RDISセ ンタ ーに組 み 込 ま れ た り .或 は,組 み込 ま れ な い こ とに よb,ま た,

そ の機 能 が 使 用 出来 る と して も,そ れ は ユ ーザ の選 択 の 問 題 で ある こ とに よ る。

メッセ ー ジ伝 送 サ ー ビス に よ り ,ユ ーザは,輸 送 貨 物 デ ー タ(ま た は,ほ か

の どの様 な情 報)を ・シ ス テ ム に よる いか な る編集 ,記 憶 杜 は醒 せ ず に,

CARDISを 経 由 して送 る こ とが 出来 る。 送 信 考及 び ,受 信 者 が 共 に,CAR-

DISに 参 加 してい れ ば,シ ス テ ムは,タ ー ミナル ・ア ドレス ,デ ー タ伝 送経

路 ・回 線 ス ピー ド及 び ・必要 な議 定 書等 の通 信 に関 す る情 報 を要 求 す る。 従 っ

て,CARDISは ま た,両 立 性 を達 成 す る た め に必 要 な変換 を行 い ,異 な る機

器 また は通 信 装 置 を持 っ た・ユ ーザ間 で の イン テ リジ ェ ン ト ・イ ン ター フ ェイス

と して役 立 つ。

次 の様 な メ ッセ ー ジ伝 送 能 力 を もった,幾 つ か の オ ペ レ ー シ ョンの形 が 可能

で あ る。

単 一 のCARDISセ ン タ ーの 加 入 者間 で の メ ッセ ー ジ交換 。

受信 者 が,創 設 者 と し て同一 の セ ン ターの ユ ー ザ で な い場 合 ,幾 つ か の

CARDISセ ン ター を介 しての メ ッセ ー ジ の 伝 送。

メ ッセ ー ジの 中 に特 定 の デ ー タ ・ベ ー ス の情 報 を含 め る。

受信 者 の,メ ッセ ー ジ を受 け 取 る迄 の メ ッセ ー ジ待 ち。

通 信適 合 性 の た め の 必 要 な交 換。

指 定 され た条 件 に合 致(例 え ば,輸 送業 者 が 輸 送 貨物 を受 領)す る時 の輸

送 状 態 の メ ッセ ー ジ。

CARDISシ ス テ ム との 結 び つ きは,直 接 的 な通 信 か,価 値 が付 価 され た ネ

ッ トワー クを とお して 出来 る。 十 分 な準 備 と ,進 ん だCARDISの 機 能 は,基

本 的 な メ ッセー ジを 加 え られ た ネ ッ トワ ーク に よ り提 供 され る伝 送 能 力が 増 大

す る 。
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第4章 イ ン タ ー フ ェ イ ス へ の 考 察

4-1ユ ー ザ と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

トピ ッ クー1広 範 囲に わ た るユ ー ザ の 複 雑化

CARDISは,複 雑 さ と必 要 条 件 に お い て,広 範 囲 に わ た っ て非 常 に変 る,

ユ ーザ と の イン ター フ ェ イス を備 え てい る。

商 品 の売 手 と買手(荷 主/輸 出業 者及 び荷 受 人),更 に,商 品 を或 る者 か ら

他 の者(ト ラック業 者,鉄 道,海 上 輸 送業 者.航 空 会 社 等)に 移 送 す る機 関 に

加 え て,CARDISは,輸 送 貨物 に 種 々手 配 をす る保 険 の 填 補,金 融 或 は,関

連 す る他 の 関係 者 の代 理 入 と して.法 令 に かxわ りの あ る関 係 者 の 役 に立 つ で

あろ う。 輸 入/輸 出 の管 理,報 告機 能 に 関 わ る政 府 当 局 もま た,CARDISの

ユ ーザ で あ る。

多種 多様 か っ大 多 数 の潜 在的 なCARDISの ユ ー ザが,非 常 に異 なる要求 や,

使 用 出来 る能 刀 を求 め て い る。

これ は,ユ ー ザの そ れ ぞ れ の役 割 の相 異 や,同 一 の組 織 で さ え変 化 の大 きさ

が異 な り,ま た,輸 送貨物 の必 要 条 件 や相 互 間 の 協 定 に よ り,実 行 さ れ る機 能 の

目的 が異 なる ことに よるもので ある。 従 って,CARDISと イ ン タ ー フ ェ イス を

もつ た めの 必 要 条件 及 び手 段 は,ユ ー ザ毎 に各 々異 な る。 その結果,CARDIS

は,キ ー ・ボ ー ド/プ リン ター;CRT;デ ー タ ・エ ン ト リーシ ス テ ム を 指 向

した テ ー プと デ ィス ク;マ グ ネ テ ィク.ペ ーパ及 び カ セ ッ ト ・テ ー プ装置;及

び種 々の 大 き さの コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム を含 め た広 範 囲 にわ た る様 々 な機 器

か らデ ー タを イン プ ッ トし,デ ー タを取 り出す 要求 を受 け 入 れ る こ とが出来 な

け れ ば な ら ない。

この ユ ーザ との イ ン ター フ ェ イス の 多様 性 は,多 数 の ユ ーザ に適 応 出来 る し,

∨
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■

また,現 在 す で に導 入 され て い る ユ ー ザの ハ ー ドウェア が,'CARDISに よっ,

て専 用 され る こ とが な い様 に保 証 す る。'〉これ に よ り,ユ ーザは,自 身 の特 有 の

要 求 事 項 と コス トを 考慮 して,適 切 な イ ンタ ー フ ェ イス 用機 器 を 自 由 に選択 す

る こ とが 出来 る。 更 に,次 の事 を考 慮 しなけ れ ば な らな い。 即 ち.特 にCAR-

DISの 開 発 の初 期 に お い て は,国 際 貿 易 に 関 わ る 多 くの 関係 者 が,直 接 シス

テ ム をア ク セ スす る費 用 を正 し く評 価 す る こ とが 出来 ない とい う点 で ある。

CARDISは,ユ ー ザが 有 効 に業 務 を処 理 し続 け る こ とが 出来 る様 に す る た

め,こ れ ら 関係 者 とデ ー タ交 換 す る様 準備 し なけ れ ば な らな い。 これ は.こ れ

らユ ーザに,有 効 な メ ッセ ー ジの形 式 と輸 送 貨物 書類 の形 式 に プ リン ト ・ア ウ

トす るこ とに よ り準 備 出来 る。 同様 に,そ れ ら関係 者 か らの イン プ ッ トは,彼

等 が 関係 して い る輸 送 貨 物 の デー タが完 全 な もの に なる様 に適応 され なけれ ば

な らな い。 一 つ の輸 送 貨 物 に 関係 す るCARDISの ユ ー ザ に とっ て,一 つの 方

法 が あ る。 それ は,輸 送 貨 物 に アク セス す る機 能 を もた な い関係 者 と イン ター

フ ェ イス す る た め に 用意 され て る。 例 え ば,フ レー ト ・フォ ワ ーダ が従 来 の 法

的 資格 と同様,荷 主 の代 行 をす る場 合 で あ る。 そ の他,ユ ー ザに用 意 さ れ る イ

ン ター フ ェ イ スは,サ ー ビス セ ンタ ー で あ る。 この 設備 は,CARDISイ ン タ

ーフ ェ イス の た め に導 入 設置 され,セ ン タ ーの 職 員 に よっ て オペ レー シ ョン さ

れ る端 末 装 置 を含 ん でい る。 ,・

自分 の機 器 を持 た ない輸 送 貨物 の関 係 者 は,サ ー ビス セ ン タ ーに電 話 して オ

ペ レ ー タ を確 保 し.CARDISと イ ン タ ーフ ェ イス を持 っ て,照 会 や デー タ ・

イ ン プ ッ トを行 う。 セ ン タ ーは,書 類 や 自動的 に処 理 出来 る媒 体 の形 式(即 ち,

カ ー ド,磁 気 テ ー プ等)で イ ン プ ッ トを受 け,同 じ形 式 での ア ウ トプ ッ トを提

供 す る。

セ)∠ターは・ま た,限 定 され た機 器 を もつCARDISの ユー ザ に,作 業 量 が最

高 の時 期 の 処理 を す る為 に一 つ の 方法 を提 供 す る。 そ れ は,大 量 の イ ン プ ッ ト

・デ ー タを受 け入 れ ,そ し て書 類 や統 計 報 告 を ア ウ トプ ッ トす るの に有利 な設

備 で あ る。
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図3-12CARDISの ユ ー ザ

この様 に,サ ー ビス セ ン ター は ,CARDIS設 備 と して運 用 さ れ,ま た,開

発 さ れ る 否と も可能 で あ り,そ して更 に営 業 を 目的 と した組 織 に よ り運 用 され

るo

フ レー ト'フ ォ ワー ダは ,ユ ー ザに この サ ー ビス を提 供 す る論 理 的 な関 係 者

で あ る。
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トピ ッ クー2ユ ー ザ の基 準/責 任

CARDISに 参 加 す るす べ ての ユ ー ザは,設 定 され た標 準,オ ペ レー シ ョン

の手 順,レ ポ ー トの 必 要 条 件 及 び,機 密保 護 の規 定 に従 わ なけ れ ぱ な らない。

●

■

CARDISは,多 く の ユ ー ザ 及 び,種 々 の 形 の 機 器 に イ ン タ ー フ ェ イ ス を 適

応 さ せ る が,そ れ は,シ ス テ ム の 効 果 的 な 使 用 の た め に 設 定 さ れ た 基 準 に 適 合

し,か つ こ れ を 保 持 す る こ と が ユ ー ザ に 義 務 と し て 課 せ ら れ て い る 。 シ ス テ ム

は,デ ー タ の 保 守 及 び デ ー タ を ア ク セ ス す る ユ ー ザ に 対 し て 責 任 が あ る と 同 様

に,ユ ー ザ に も オ ペ レ ー シ ョ ン を 管 理 す る 標 準 と手 続 に 従 う 義 務 か あ る 。

こ こ で,適 合 が 要 求 さ れ る も の の 内 で,基 本 的 な も の は,コ ー ド,通 信,レ

ポ ー テ ィ ン グ 及 び,機 密 保 護 で あ る 。

商 品,組 織 及 び 地 域(地 名)を 識 別 す る た め の コ ー ド化 の 意 義 は 十 分 に 確 立

さ れ て い る 。

コ ー ドが 提 供 す る 利 益 に は
,必 要 ス ト ー レ ッ ジ の 削 減,通 信 効 率 の 改 善 及 ひ

標 準 化 を 含 ん で い る 。CARDISと イ ン タ ー フ ェ イ ス す る ユ ー ザ は,CARD-

ISの た め に 設 定 さ れ た コ ー デ ィ ン グ ・ シ ス テ ム に 適 合 さ せ な け れ ば な ら な い 。

同 様 に,輸 送 貨 物 を 識 別 し,処 理 す る機 能 を も っ た シ ス テ ム と イ ン タ ー フ ェ イ

ス す る た め の 協 定 が な け れ ば な ら な い 。

通 信 の 領 域 に は,数 多 く の イ ン タ ー フ ェ イ ス 組 み 合 せ が あ り,そ れ ら が 実 際

に 採 用 さ れ,CARDISの 設 計 に 取 り 入 れ ら れ て,広 い 範 囲 に わ た っ て ユ ー ザ

に 適 応 さ れ る 。 シ ス テ ム と 通 信 す る た め に 設 定 さ れ た 議 定 書(例.半 二 重,全

二 重 信 号,伝 送 速 度 等),デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ・ ン ・ コ ー ド(例.ASC-

II,EBCDIC等)及 び,メ ッ セ ー ジ ・フ ォ ー マ ッ トに 従 う の は,個 々'の ユ

ー ザ の 責 任 で あ る
。.

CARDISの 有 効 性 は,デ ー タ の 完 全 さ と 時 宜 を 得 て い る こ と に 直 接 関 係 が

あ り,そ れ は,ユ ー ザ に と っ て 有 効 で あ る 。 勿 論,ユ ー ザ 自 身 も ま た,デ ー タ

の 源 で あ り,従 っ て ユ ー ザ は,流 通 し て い る 輸 送 貨 物 の 状 鋲 が,ン ス テ ム に 反
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映 さ れ る こ とを保 証 す るた め に,輸 送 貨 物 の デ ー タを タ イ ム リーか つ,正 確 に

イン プ ッ トす る責 任 が あ る。

機 密保 護 につ い て は,シ ス テ ムの 別 の 面 での 問 題 で あ り,そ れ に関 して ユ ー

ザは,一 定 の基 準 に 対処 しな け れ ば な らな い。CARDISは,シ ス テ ムに蓄 積

及 び 伝 送 され る デ ー タを保 護 す る た め に,特 別 の機 能 を 組 み 入 れ てい る。

次 い で,ユ.一 ザは,或 る 意 味 で は シス テ ム に合 った,自 分 の イン ター フ ェ イ

ス装 置 の管 理 と運 用に 関 し て も責 任 が あ る。 … … 例 え ば,シ ス テ ム を ア ク セ ス

す る ユ ーザ側 従業 員 の 意図 的 ま た は,偶 然 に よ る,安 全 へ の侵 害 を防 ぐた めの

方 法 が講 じられ な け れ ば な らな い。

これ らは,ユ ー ザ ・コー ド,パ ス ワー ド,端 末 装 置 に対 す るア ク セ ス,ハ ー

ド'コ ピー ・ア ウ トプ ッ ト,及 び そ の他 のCARDIS使 用 に付 帯 す る要 素 を綿

密 に 管理 す る こ とを意味 す る。 この 点 に関 して は,手 続 上 の 機 密保 護 と,物 理

的 な安 全手段 の両 方 が 必 要 で あ る。

CARDISの 検 査 は,権 利 の な い ア クセ ス に 対 して保 護 す る ため の もの で.

モ ニ タ ー ・シス テ ムの使 用 に よ り管理 さ れ る。

表4-9CARDISイ ン ター フ ェ イス に 対 す る ユ ーザ の基 準

ド

商 品 コー ド

債 権 者番 号 ま た は 関係 者 識 別 符 号

地 名 コ ー ド

輸 送貨 物 ナ ン バ ー リン グ規 則

・通 信 用 イン ター フ ェ イ ス

議 定 圭

ド

形 式(フ ォ ー マ ッ ト)
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・報 告 の責 任

デ ー タ ・ベ ー スに 対 す る輸送 貨 物 状 態 の タ イム リー な提 供

・安 全 対 策

不正 な照 会 に 対 す る処理

物 理 的 な安 全 対 策

●

4-2他 の シ ス テ ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

ト ピ ッ ク ー1外 国 及 び 他 の シ ス テ ム と の イ ン タ ー フ ェ イ ス … 一… 全 貌

CARDISは,国 内 及 び 外 国 に お け るtコ ン ピ ュ ー タ を 基 礎 と し た 他 の シ ス

テ ム と 通 信 す る 。

●

潜 在 的 なCARPISユ ー ザ団体 の 中 に は ・多 ≦の企 業 が ・彼 等 の活 動 を さ さ

え るた め,デ ー タ処理 シ ス テ ムを持 っ てい る。 これ らの シス テ ムは,通 常 の会

計 業 務 や管 理 業 務 を処 理 す る簡 単 な事 務 シ ス テ ムか ら,管 理 及 び運 営 上 の必 要

条 件 の 両方 を 助 け て,会 社 の 様 々 な分 野 に 関連 す る複 雑 なコ ン ピュ ー タ ・ネ ッ

トワー ク に迄 広 が っ てい る。 或 る シス テ ムに お い て は,輸 送 貨物 の書 類 処 理 に

関 わ る情 報 が 協 同 の情 報 と し て保守 され る。

この様 な シス テ ムが存 在 す る か ま た は,開 発 され つ つ あ る処 で は,CARD-

ISイ ン タ ー フ ェ イス に 対 す る方 法 を 用意 す る こ とに よb,大 き な利 益 が可 能

とな る。

手 作業 に よ る デ ー タの作 成 と登録 は 削 減 さ れ,精 度 とス ピー ドが 増大 され,

タ イ ミ ング の よい情 報 が,CARDISと ユ ー ザの改 善 さ れ た シス テ ム の両 者 に

使 用 可能 とな る。

計 画 さ れ た シス テ ムの イ ン ター フ ェ イス が,他 を補 充 す る各 シス テ ムに集 中

一253一



す る よ りはむ しろ,分 散 さ れ る様 に重 点 をお く こ とが重 要 で ある。

ユ ー ザ の シス テ ムは ,彼 等 の 適 用業 務 を継 続 して処 理 す るが,CARDISよ

b必 要 な デ ー タを受 け取 り,ま た,CARDISに イ ン プ ッ トを供給 す る。 この

様 な イ ンタ ー フ ェ イス を完 成 す るた め に,コ ー デ ィ ング標 準,メ ッセ ー ジ形 式,

通 信 の議定 書 等 がCARDISと ユ ー ザ の シス テ ムに よっ て設 定,実 行 さ れ なけ

れ ば な らな い。

この こ とは,ユ ー ザ側 の機 器 や,或 は,ソ フ トウ ェ アの特 別 の変 更 が 必 要 に

な る か も しれ な い。 特 に これ らの シス テ ム には,様 々 な ハー ドウ ェア が使 用 さ

れ て い る とい う観 点 か ら,こ れ らの ハ ー ドウェ ア が 直 接CARDISの 機 器 に適
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ら

合 し な い こ と も あ り 得 る 。 同 様 な 考 え が,ユ ー ザ の シ ス テ ム と,LACES.

CLEAR/INSPECT等 の 様 な 政 府 の シス テ ム 両 者 共 に,外 国 の シ ス テ ム と の

イ ン タ ー フ ェ イ ス に も 当 て は ま る 。

一 つ の 方 法 と し て ,CARDISと 外 国 の シ ス テ ム と の 間 の 媒 介 物 と し て 作 用

す る,CARDISイ ン タ ー フ ェ イ ス ・ セ ン タ ー を 特 定 の 外 国 に 設 置 す る 方 法 が

あ る 。

国 内 のCARDISと.通 常 の イ ン タ ー フ ェ イ ス の た め に 設 計 さ れ た こ の 様 な

セ ン タ ー は,外 国 の 相 手 と イ ン タ ー フ ェ イ ス す る た め に 特 別 の 準 備 を す る 必 要

が あ る 。

こ れ ら の イ ン タ ー フ ェ イ ス は,も し 事 情 が 許 せ ば,直 接 的 な つ な が り(即 ち,

デ ー タ 通 信)が 出 来 る か,或 い は ま た,適 切 な 形 式 に 書 類 を 作 成 し.こ れ を ユ

ー ザ や 政 府(官 庁)に 提 供 す る こ と も 出 来 る 。 ま た.こ れ ら の セ ン タ ー は,デ

ー タ を 入 刀 す る 一 つ の 方 法 と し て,直 接 或 は,手 作 業 に よ る イ ン タ ー フ ェ イ ス

い ず れ か に よ り,外 国 の デ ー タ ・ ソ ー ス よ りCARDISに 供 給 す る 。

トピ ッ クー2外 国 シス テ ム との イ ン タ ー フ ェイ ス ーtプ シ ョ ン ー

米 国 で設 立 さ れ たCARDIS機 能 は,イ ンター フ ェイスが 避 け られ ない世 界

中 の同様 な シ ス テ ムの 一 つ にす ぎない。 この様 な イ ン ター フ ェ イス を確 立 す る

た めに,三 つ の 可 能 性 が 確 認 さ れ て い る。

■

(IATAのCARTや ヒー ス ロー空 港 のLACESの 様 な)CARDISに 関連

す る シス テ ム の機 能 と同様 に,(英 国 に お け るSITPROや カ ナダ にお け る

COSTPROが 考 え てい る様 な)CARDISの 外 国 の相 手 との 国 際 的 な輸 送 貨

物 に 関 す る デ ー タを 交換 す る こ とに よる利益 は 明 白 で ある。

CARDISや 多 くの外 国 の シス テ ムが,企 画 や開 発 の段 階 で 変 更 され る ので,

イ ン ター フ ェ イス を達 成 す るた めの 方法 は,必 ず しも確定 した もの では な い。

た とえ そ の イ ン ター フ ェ イス の価 値 が 認 め られ て も,一 般 的 に.シ ス テ ム ・イ
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ン タ ー フ ェ イスの 技 術 的 な面 は無 視 され てい る
。 表 面 上 は,完 全 に 自動化 さ れ

た イ ン ター フ ・ イス の 確 立 が .外 国 シス テ ム との デ ー タ交換 の 最 善 の 方法 を提

供 す る様 に 見 うけ られ る。 しか しな が ら .シ ス テ ム間 に お け る 開 発 の 不均 衡 ,

シス テ ムの機 能 の相 違点 を満 た す こ と及 び
,コ ー デ ィ ン グ,通 信,処 理 手 順 等

の不足 を考 慮 し て,初 期 の オ ペ レ ー シ ョンの段 階 が 少 な く と も'
,半 自動 化 され

た イ ン ター フ ェ イス の準 備 が必 要 で あ る
。 従 っ て,選 択 の 自 由 とい う考 え 方 か

ら,オ ペ レ ー タに よる イン ター フ ェ イスの 監 視 機 能 を備 え てお・り
,オ ペ レー タ

は,イ ン プ ッ トが 必 要 とな った時 に は介入 す る こ とが 出来 る
。 技 術面 が,完 全

に 自動 化 さ れ た デー タ交 換 を行 うの に必 ず し も十 分 に進 ん でい な く と も
,外 国

の シス テ ム との 通信 は可 能 で ある。

イ ン ター フェ イス の 方法 と しては 次 の ものが 挙 げ られ る
。

電 子 的 な イ ン ター フェ イ ス

この 方法 に お いて ,一 つ の通 信 制 御 コ ン ピュ ー タが,国 際 通 信 回 線 経 由 ,

CARDISか ら伝 送 さ れ る デ ー タを受 け 入れ ,必 要 な デ ー タ処 理 を行 い,そ し

て外国 の シス テ ム と適 合 す る様 に通 信 の 変換 を行 う
。 そ れ か らこの通 信 制 御 コ

ン ピュー タは ま た ,オ ペ レ」 タが 必 要 に応 じ追 加す る で あろ う,コ ン トロー ル

・パ ラ メー タ
,認 可 コー ド及 び,そ の ほ か の イン プ ッ トに よ り ,外 国 の シス テ

ムに情 報 を伝 送 す る。

オペ レー タ もまた,シ ス テ ムが検 出 した エ ラー ・デー タの 訂 正 や 発 生 す るで

あ ろ うそ の他 の問 題 を 調 整 す る こ とに参 加 す る。

オ フ ・ ラ イ ン ・ イ ン タ ー フ ェ イ ス

選 択 さ れ た イ ン タ ー ラ ェ イ ス に お い て,CARDISに よb伝 送 さ れ る デ ー タ

は,パ ン チ ・ カ ー ド,磁 気 テ ー プ ,ペ ー パ ・ テ ー プ 等 のADPの 形 式,或 は,

ハ ー ド コ ピ ー 形 式 に 作 成 さ れ
,前 項 で 略 述 し た 様 に,オ ペ レ ー タ の 参 加 に よ り ,

外 国 の シ ス テ ム に デ ー タ を 登 録 す る た め に,固 有 の 方 法 が 用 い ら れ る
。 本 質 的
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な 相 違 は,通 信 装 置 と 外 国 シ ス テ ム と の 間 に 直 接 的 な 連 結 が な い こ と で あ る 。

そ の 代 り 遠 隔 地 に あ っ て も,デ ー タ は オ フ ・ ラ イ ン で 受 け 取 ら れ,ま た,通 信

回 線 に よ る よ り は む し ろ,テ ー プ ・ リ ー ダ,キ ー ・ ボ ー ド或 は,カ ー ド ・ リ ー

ダ の 様 な 周 辺 装 置 を 使 用 し て シ ス テ ム に 入 力 さ れ る。 従 っ て ,外 国 の シ ス テ ム

と の 通 信 上 の 適 合 性 は 要 求 さ れ ず,デ ー タ の 変 換 は オ フ ・ ラ イ ン で 行 わ れ る 。

`

オ ペ レー タが 介添 え す る イ ン ター フ ェ イス

こ の方 法 は,外 国 の シス テ ムの た め の デー タの 受領 設 備 と しで,海 外 のCA

RDIS設 備 を使 用 す る。 こ の設 備 は,す べ ての点 に お い てCARDISと 適 合

す る し,外 国 の シス テ ム との適 合 性 を達 成 す るた めの 必 要 な変換 機 能 を もっ て
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い る。 この場 合,オ ペ レ ー タの介 入 が 必 要 ない の は,外 国 の シス テ ム に お い て

よ りはむ しろ,CARDISに お い てで あ る。 海 外 のCARDIS設 備 は(通 常 の

CARDIS機 能 に 加 え て)前 述 した通 信 制 御 コ ン ピュー タ と同 じ様 な 方法 で作

用 し,ま た,外 国 の シ ス テ ム の ユ ーザ と して明 確 に な る。

4-3外 国 の 関 係 者 と の イ ン ター フ ニ[イ ス

トピ ッ クー1海 外 ユ ー ザ との イ ン ター フ ェ イ ス 一 升 プ シ ョ ン ー

海 外 の 関 係 者 は,国 際 輸 送貨 物 の た め の総 合 的 な情 報 交 換 に必要 な条件 に合

わせ てCARDISを ア ク セス しなけ れ ば な らない。CARDISと イ ン ター フ ェ

イスす る'ため に,外 国 の 関係 者 に幾 つ か の選 択 の 自由 が与 え られ てい る。

CARDISの 国 内 の諸 要 素 が,広 範 囲 の ユ ー ザに 役 立 つ と同 様 に,海 外 の各

種 の ユ ー ザ に も,シ ス テ ムの 可 能性 が 十 分 に 達 成 出来 る様 に考 慮 され な けれ ば

な らな い。

これ らの関 係 者 と しては,荷 主 及 び 受荷 主(そ れ ぞ れ 輸入 及 び 輸 出 に 対する),

そ の他 関 係 者 の代 理 業 者,米 国 企業(特 に 荷 主 及 び 輸 送 業 者)の 海 外 事 務 所 及

び,そ の他 を含 む こ とが 出来 る。

CARD'ISと 適 切 に イン ター フ ェ イス す る こ とは,多 くの関係 者 が 全面 的 に

参加 す る こ とを促 進 し,す べ ての参 加 者 に対 し て利 益 を 増大 させ るで あろ う。

次 の 図解 は,CARDISと イ ン ター フ ェ イス を持 つ 海 外 の ユ ー ザに提 供 す る

荷 主 銀 行

プ レ 『 ト ・

フ オ ワ ー 輸 送業 者

冶

,
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ため の,四 つ の 方法 を 表 わ して い る○

国 際 間 の通 信 は,国 内 のCARDISネ ッ トワー ク と,外 国 の ユ ーザ に提 供 さ

れ る郵 便 電 信 電 話 局(PTT)と の 間 の,通 信 衛星 ま た は,海 底 ケ ー ブル に よ

り成 り立 っ て い る。

直 接 通 信

外 国 の 関係 者 は,自 か らの端 末 装 置 や コツ ピュ 一 夕を導 入 す る こ とに よ って,

シス テ ムを順 次 アク セ ス す るC・ARDISの 国 内 ユ ー ザ と,直 接 通 信 す る こ とが

出来 る。

これ は,同 じ会 社 の支 店 が外 地 に あ り,内 地 と外 地 の支 店 間 で既 に通 信 が行

われ てい る場 合,実 際 的 な一 つ の方 法 で ある。 直 接 通信 のそ の 他 の形 式 は.国

内の ユ ー ザ が行 っ てい る の と全 く同 様 に,外 国 の ユ ー ザ に対 して国 際 間 の電 気

通 信 を使 用 す る こ とに よ り,シ ス テ ム を ア ク セ ス し,国 内CARDIS設 備 と直

接接 続 す る方 法 で ある。

直接 通 信 の利 用 は,需 要 が少 な い場 合 と,既 存 の通 信 設 備 に僅 か な費 用 で す

むか.或 は,費 用 をか け ず に追 加 され る必 要 事 項 を維 持 す る こ とが 出来 る場 合

に有 効 で あ る。

■

海外 のCARDlS設 備

この ア プ ロ ー チは,国 内のCARDIS設 備 に'相対 す る もの として,海 外 に 公

開 され たCARDIS設 備 を設 立 す る こ とに あ る。 海 外 の設 備は,外 国 の ユ ー ザ

に対 し て標 準 的 なCARDISの サ ー ビス を提 供 す る と共 に,外 国 の シス テ ム と

の イン ター フ ェ イス も用 意 す る。 これ らの 設備 は.電 気 通 信 チ ャ ネ ル を介 して

国 内CARDISと 接 続 され る。 これ に よっ て,外 国 の ユ ー ザに よ る国内 シス テ

ムの ア ク セス が 行 われ,そ して また,国 際 間 の 通 信 に 関 わ る費 用 を 分担 す る方

法 が 用 意 さ れ てい る。
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外国 の シス テ ム

国 際 の 貨 物 を取 り扱 う政 府 及 び 産 業 界 の シス テ ム は ,ま す ます 海 外 に お い て

普 及 しつ つ ある。 こ れ らの シス テ ムの ユ ー ザ は,CARDISの ユ ー ザ と情報 の

交換 を必 要 と して お り,従 っ て彼 等 自 身,CARDISの 潜 在 的 な ユー ザで もあ

る。

これ ら外 国 の シ ス テ ム とCARDISと の 間 の イ ン ター フ ェ イス を 用意 す る こ

とに よ り,こ れ ら外 国 シ ス テ ム は,CARDISと 接続 され る外 国 の ユ ー ザ に対

して,伝 達 の 方法 と して役 に 立 つ。

こ の様 な シス テ ムは,通 常 の サ ー ビス に加 え て ,設 定 され た 標 準 に 従 っ て

CARDISに 情 報 を 伝 達 す る。 そ して 先 に記 述 した ¶℃ARDISと 見 倣 された"

シス テ ム と全 く相 似 し てい る。 こ の ア プ ロー チ は ま た ,個 々の ユ ー ザが,国 内

CARDISと 直 接通 信 を行 う必要 を取b除 く。

海 外 のCARDISサ ー ビス セ ン ター

適 切 な端末 装 置 と,訓 練 さ れ た職 員 に よっ て操 作 され るそ の機 器 を備 え た セ

ン ター は,CARDISと イ ン ター フ ェ イス を もつ外 国 の 関係 者 に ,別 の 方法 を

提供 す る。 これ ら外 国 の 関 係 者 は,電 話 或 は メー ル に より,セ ン ター の オ ペ レ

ー タ に イン プ ッ トと照 会 を委 ね る
。 オ ペ レー タは,依 頼 者 に代 っ てCARDIS

に必要 な入 刀 を行 う。

セ ン ター で受け 取 られ た ア ウ トプ ッ トは ,同 じ方 法 でユ ー ザへ 中継 さ れ る。

こ の ア プ ロ ー チは,通 信 の 費 用 を 相 互 に分 担 し合 う別 の 一 つ の 方 法 で あ り ,ユ

ー ザが 端末 装 置 を持 たず にCARDISを アク セス 出来 る様 に す る
。

'

■
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第5章CARDISの 情 報 フ ロ 『

5-1一 般 的 な シ ス テ ム ・ フ ロ ー

トピ ッ クー1ユ ー ザ ー間 の デ ー タ ・フ ロ ー

CARDISに お け る輸 送 貨 物 の デ ー タの流 れ は,輸 送 貨 物 にか か わ る一 つ の

関係 者 か ら,直 接 的 に他 の 関係 者 に流 れ る よ りはむ しろ,ユ ーザ と シス テ ム と

の間 で 行 われ る。

関 わ りの あ る 関係 者 間 に お け る,輸 送 貨物 情報 の交 換 は,し ば しば 電話 と手

作 業 に よ り作 られ た書 類 の送 付 に よ り,慣 例 的 に行 わ れ る。 輸 送 貨 物 の デ ータ

が伝 達 され なけ れ ば な らな い と きには い つ で も,(郵 送,電 話,メ ッセ ン ジ ャ,

テ レタ イ プ等 に よる)一 対 一 の原 則 に よ り,直 接 交 渉 が 行 わ れ る。 したが っ て,

同 一 の情報 が二 つ 以 上 の受領 者 に提 供 され なけ れ ば な らない 時 は,そ れ ぞ れ に

分割 して用 意 し伝 達 しなけ れ ば な らな い。

CONVENTIONAL

INFORMATION

FLOWS

■
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CARDISの ア プロ ーチは,こ の環境 を デ ータ交換 を簡 易化 し 、改 善 す る た

め の シス テ ムで置 き換 え る○

各 々の デ ー タの作 成 者 は,要 求 され る情 報 をCARDISに 入 力 す る。 そ して

この 一 つ の入 力 か ら,他 の す べ ての 関係 者 が,必 要 な時 に,必 要 な形 で全 体 を,

又 は,部 分 的 に ア クセ スす る こ とが 出来 る。即 ち,一 関係 者 か ら他 の各 々の関

係 者 へ,別 々 に デ ー タが流 れ る とい う よ りは む しろ,デ ータの作成 者か らCARD

ISへ,又,CARDISか ら選 択 して各 受 信者 へ流 れ る。従 っ て,不 必 要 な重 複

が 取 り除 かれ,デ ータは,た だ一 回 作 られ る だ けで あ り,そ して適 切 な デ ー タ

だ け が,各 々の受 け取 り側 の 関係 者 に提供 さ れ る 。

○//○

ρ 。
CARDIS

○ハ＼

○

CARDIS

DATA

FLOW

●

CARDISは 、関係 者 間 の情 報 交 換 に おけ る インターフェイス ●ポ イン トと し

て 作 用 す るば か りでは な く,次 の様 な サ ー ビスを提供 す る媒 体 と し ての働 きを

す る。

・正 確 か つ完 全 の ため の イ ン プ ッ ト ・デ ー タの チ ェ ッ ク

・正 当 な権 利 を もつ 者 に対 して の み デ ー タ供給

.デ ー タの 作 成 者に便 利 な形 式 で の デ ー タの受 け 入れ 及 び,受 信 者 に とっ て便

利 な形 式 で の デ ー タの提供

・先 に 入 力 され た デ ー タの 更新 と訂 正
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・特定 の照 会 に対 す る応 答

・標準 化 さ れ た書 類 の作 成

この 特 色 と して 満 主/輸 賭 牡 ぱ 礁
の 代 行 者 と して,。 レ ー 、.フ

ナ ワーダ が 輸 送 貨蜘 関 す る難 デ ー ・を入 力 す る
.他 の 関儲 は,白 鍵

の業 務 を実 行 す るた め に 必 要 な これ らの 繍 の適 切 細
分 を ア クセ スす る。

各 々の 関係 者(荷 主 ・頬 フ レ ー ・ ・フ ォ ワ ーダ)は
,初 期 情報 を完 全 な もの

にす る ため の追 加 デ ー ・を入 力 し
・エ ・ 一を証 し,そ して その状 態 醸 示 す

る・ シ ステ ムは ・・れ らの灘 を提 供 す る ため に
シス テ ムの 一 ザ の漣 の

トラン ザ ク シ ョ ンに 関係 す る
。

CARDISと そ の 一 一ザ間 の 搬 的 情 報 の流 姉
つ い ては 上言己の と詞 で

あ る・主 要 な 　 ザ ・・ランザ ・シ
・ ン閲 して,シ ス テ ・の関 切 の あ る諸

フ ローは ,本 章 の終 りに示 され て い る。

フ ロ 『 チ ャ[ト は ,い か 略 ・ラ ンザ ・シ ・ ンが管 理 され て い る か を
,_

般 的 妨 法 で表 示 す る様 に考慮 され て い る
。

これ らの最終 的 雄 様 ピ すべ ての他 の シスデ
ム機 は,運 搬 枝 輪 や

,
その結果 と しての詳細 なシステム設計作業 いかん で経 る

。提示 され てい る.

シ ック,表 示 され て い る難 と・
・ イ ルは,単 に シ ス テ ・臨 け る情 報 の代 表

的 な流 れ を説 明 した もの で あ る。

他 に多 くの可 能 齢 あ り,そ れ らは ,シ ス テ ムの蟻 を と札 て考 慮 さ れ な

けれ ば な らな い。

タ
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5--2代 表 的 な トラ ン ザ ク シ ョ ン ・ フ ロ ー

トピ ッ ク ー1サ イ ン ・オ ン

CARDISと 如 何 な る や りと りを行 うため に も
,=・ 一ザ雌 ず 自分 が加入 し

な けれ ば な らな い,そ して シ ス テ ムは
,そ の 一 一ザの 加入 も承 認 し,歎,そ

の ユ ーザ が,そ の デ ー タ と要 求 され た機 能 に対 して
,正 当 な権 利 を もってい る

か否 か を判 定 し鮒 れ ば な らない ・ ・れ は
,シ 市 ムの基 本 的 な繊 懸 順

素 であ るサ ・ 一 オ シ ・
.・ラ ンザ ク シ 』 ン直 って達 成 され る。

●

ユ ーザは ,都 度CARDISと の通 信 を接続 し ,.ユーザの端 末 装置 は(機 械 的な

酉己線 或 い は ・キ ー ・・ ンされ る1=一 宇ドに よろて)確 認 され
,qキ ー,ン また

は 磁 気 カ ー ド等 に ・ り)一 ーザ 勤 人 者 一 ・の撤
,及 び 一 ザの個 証

明番 号 が入 力 され なけ れ ば な'らなら。 、

こ れは す べ て ・治 テ ムに よ フ'てチ ー ・ クされ・,も し,正 当 ご ユ ーザで な い

こ とが 判 明 した場 合 に は ,正 当 な 一 ザ'であ る情 幸跡 供 給 され るま では ,正 当

な る ユ ー ザ と して認 め られ ず,そ れ 以 上 の トラン
.ザク シ ョ ンは許 され ない 。

正 し く受 け入 れ られ た場 合 に は,ユ ーザは 自分 が取 り扱 うべ き トランザ クシ

ョンの形 式(デ ータの登 録,書 類 の作 成 等)を 指 定 す る ,そ れ に よ って シス テ

ムは,そ の ユ ー ザが そ の指 定 した機 能 を実 行 す る資 格 が あ るか 否力
・を判定 す る。

コ

を

ζ れ ら ・景 仰 チ ー ・クが完 全 に な っ嬬,=一 ザ は ・有 効 な ・リ1ス、に追

加 さ れ る・ も し:シ 巧 ムが,・ ・七 一拒 達 畷 能 を も つ 駆 る とすれ ば
,

こ の 　 ザに 嚇 す べ く縮 され た ・あ 戸 る ・ ・セ ー ジが ・そbユ]泳 伝

送 さ れ る こ と に な る 。

こ れ で,サ イ ン ・オ ン の 処 理 手 順 を 完 結 し ,三 一 ザ は,他 の ト ラ ン ザ ク シ ョ

ン に 進 む こ と が 出 来 る
。 シ ス テ ム は,各 々 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン が 完 結 し た 時 点

で シ ス テ ム ・ ロ グ に,或 い は ,ユ ー ザ が 拒 絶 さ れ た 時,或 い は,ト ラ ン ザ ク シ

ョ ン が 何 ら か の 理 由 で 不 完 全 で あ っ た 場 合 に は
,エ ラ ー ○ グ に 必 要 な コ ン ト
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図5-17 サ イ ン ・ オ ン ・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン
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ロ ー ル情 報 を 記 録 す る 。

図5-17に 示 さ れ て い る フ ロー は,基 本 的 な も の で あ る 。 そ の 他 ・端 末 装 置 の

不 注 意 に よ る オ ペ レ ー シ ョ ン を 防 止 す る た め の タ イ ム ・ ア ウ トの 如 き 特 徴 は,

CARDISの 通 信 制 御 コ ン ピ ュ ー タ の 適 当 な ソ フ ト ウ ェ ア に よb可 能 で あ る 。

サ イ ン ・オ ン 及 び サ イ ン ・オ フ の 規 則 は,責 任 に 対 す る 基 本 原 則 で あ り,ま

た,シ ス テ ム 設 計 を と お し て 十 分 注 意 い 深 く 指 摘 さ れ な け れ ば な ら な い 点 で あ

るo

も

ト ピ ッ ク ー2デ ー タ ・エ ン ト リ ー

通 常,輸 送 貨 物 に 対 す る 第 一 のCARDIS機 能 は,基 本 的 な 輸 送 貨 物 情 報 を

イ ン プ ッ トす る こ と で あ るoこ れ は デ ー タ ・エ ン ト リ ー ・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン に

よ り達 成 さ れ るo

●

荷 主 ま た は,フ レ ー ト ・ フ ォ ワ ー ダ は,キ ー.・ ボ ー ド ・タ イ プ の 端 末 装 置 ま

た は,カ ー ドか テ ー プ の 様 な イ ン プ ッ ト媒 体 を 使 っ て,正 規 に 輸 送 貨 物 の チ ー

タ を 入 力 す る 。 そ し て,輸 送 貨 物 を 確 認 し,必 要 な デ ー タ 項 目 を 供 給 す る 。 そ

の デ ー タ 項 目 は シ ス テ ム に よ っ て編 集 さ れ る 。 デ ー タ は,一 つ の 輸 送 貨 物 レ コ

ー ド を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ,輸 送 貨 物 レ コ ー ドは,後 に チ ー タ の ア ク セ ヌ

に 使 用 さ れ る た め に イ ン デ ッ ク ス と し て 作 ら れ た 固 有 の 登 録 名 簿 を も っ た フ

ァ イ ル に 加 え ら れ るo

も し,デ ー タ に エ ラ ー が 検 出 さ れ れ ば,ダ ィ ア グ ノ ス テ ィ ク ・ メ ッ セ ー ジ が

ユ ー ザ に 送 ら れ,そ れ に よ っ て 訂 正 が 行 わ れ る 。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 終 り に,固 有 の ロ グ 記 録 が 行 わ れ る 。

よ く 訓 練 さ れ た 多 く の ユ ー ザ の 場 合,最 初 の デ ー タ の 登 録 は,ユ ー ザ の チ ー

タ 管 理 シ ス テ ム へ の 登 録 か,ま た は,キ ー ・ ツ ー ・テ ー プ か,或 レ・は ま た ・小

型 コ ン ピ ュ ー タ に 基 づ い た シ ス テ ム の い ず れ か に よ っ て 、オ フ ・ ラ イ ン に て 実

行 さ れ る 。
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●

この場 合,登 録 は,す べ ての 登録 エ ラーの 戻 し表 示(記 号)と して用 意 され

る。 ま た エ ラー 表示 もま とめ て一 緒 に行 わ れ る。

オ ン ・ラ イ ンに よ リ デ一 夕 ・エ ン ト リー が行 われ る と こ.ろでは,シ ス テ ムは

デ ー タ ・エ ン トリーのた め に,オ ペ レー タの 援 助 を提供 す る。

初 期 の編 集 は,フ ォ ー マ ッ トの保 全 のた め に通信 制御 コ ン ピ ュー タに よ り実

行 さ れ る。 一 度 完 全 な もの に な った 輸 送 貨 物 の レコー ドは,そ れ以 後 は精 度 の

確 実 性 の た め の,よ り複 雑 な チ ェ ック を受 け る こと にな る。

トピ ツ ク ー3デ ー タの 更新

輸 送 貨 物 の一 生 の間 に は新 しい デ ー タ,エ ラー の訂正,入 刀状 態 の情 報 或 い

は,先 の入 力 の取 り消 しが必 要 とな る。 これ らの機 能 は,デ=タ 更 新 トラン ザ

ク シ ョンに よ り実 行 され る。

●

輸 送 貨 物 デ ー タ を更 新 す る た め に,ユ ー ザはそ の輸 送貨 物 と,実 行 さ れ るべ

き更 新 の形 式 を 確 か め なけれ ば な らない。 シ ス テ ムは,ユ ー:ザが,指 定 さ れ た

輸 送貨 物 に要 求 さ れ る変 更 を行 う権 限 を与 え られ て い るか を判定 し,そ れ が正

しい こ とを 保 証 す るた めに,入 刀 さ れ た どの新 しい デ ー タを も校 訂 し,そ れ に

応 じて シス テ ムの フ ァ イ ル を修正 す る。

も し,ユ ー ザが,そ の輸 送 貨物 或 い は,要 求 さ れ る機 能 に 対 して,権 限 を与

え られ て い な いか,或 いは また,イ ン プ ッ ト ・デ ー タに エ ラー が あ る場 合 は,

そ の トラン ザ ク シ ョンは 取 り除 か れ,ユ ー ザ には必 要 な訂 正 を行 う機会 が与 え

られ る。

トピッ クー4照 会

この トラ ンザ ク シ ョンは,対 話 式 に か つ 選択 して,輸 送 貨物 を ア ク セスす る

方法 を ユ ー ザに提 供 す る。
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●

ユ ー ザが 正 当 な る権 限 を もってい る輸 送 貨物 につい て ・以 前 に 入 ㌃され 乏 デ ー

タを取 り出 す た め に,ユ ー ザは 初 め にそ の 輸 送貨 物 を 確 認 したけ 力巨 ヂ らっ㌔

そ して必 要 な情 報 を指 定 す る。

シス テ ムは,そ の ユ ー ザ が,当 該 輸 送貨 物 をア ク セ スす る資格 か あ るか,ま

た,選 択 さ れ た 特 定 の デ ー タ ・エ レメ ン トを取 り出す こ と を認 可 され てい るか

を照合 す る。 そ して正 しけ れ ば 要 求 さ れ た デ ー タは 取 り出 さ れ,ユ ー ザの固有

の プ リ ン タ ー また は,デ ィス プレ イ に伝送 され る。

この トラ ン ザク シ ョン を使 用 して一 連 の 照会 が行 わ れ,更 に 取 り出 しに 対 し

て単 一 の 輸 送 貨 物 ま た は,追 加 の輸 送 貨 物 が 抽 出 さ れ る。

ユ ー ザ と シス テ ム 間の 相 互 のや り と りは,要 求 さ れ る 情 報 を選 択 す る と きに,

ユ ーザ に便 利 な よ うに 対 話 体 で,会 話式 に適 応 さ れ る。 これ は,ユ … ザ を指 導

す る た めの 一 連 の 助 言的 な問 題 を提 示 す る シス テ ム に よ っ て達成 さ.b－る。

ユーザに よる どんな エラー もユ ー ザ の 注意 を喚 起 す る様 に,シ ス テ"・は エ ラー

を表示 し,独 自の 入 力 を示 唆す る こ とに よっ て訂正 を行 え る様.ユ ・ザを援 助

す る。

トピ ッ ク ー5レ ポ ー ト ・ リ ク エ ス ト

CARDISの ユ ー ザ は,CARDISリ ク エ ス ト ・ ト ラ ノ ザ ク シ ョ ン を 介 し て,

統 計 用 レ ポ ー トや 管 理 用 総 括 表 に 加 え て,標 準 的 な 輸 送 貨 物 書 類 を ノ、手 す る こ

と が 出 来 る 。

こ の ト ラ ン ザ ク シ ・ ン は 〆 ・一 .ド ・ ・ ピ ー の 書 類 や レ ボ ゴ 鈴 成 を ニ ン ト

ロ ー ル す る 。 個 々 の ま た は,幾 つ か の 輸 送 貨 物 を 選 択 ア る こ と に 二 っ て,ま た,

作 成 さ れ.る べ き ア ウ ト プ ッ トの 形 式 に よ っ て,ユ 一 三 はtt要 求 さ れ た 書 類 を1乍

成 す る 自 動 的 な 手 段 を 持 つ こ と に な る 。

ア ウ ト プ ッ トの 作 成 は,CARDIS設 備 の 高 速7'リ/タ ー.一 ‥ 一 『llO端 末

装 置 ま た は プ リ ン タ ー で 行 わ れ る か,或 い は.三 婆 蕩 三者 に 送 る こ ～一{)嵐 殺 る 。

こ の 方 法 に お い て 輸 送 貨 物 は,自 動 的 に 作 成 さ れ る と 同 時 に 配;';も さIL㍉
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シス テム は,必 要 な 認 証 チ ェ ック,要 求 され た デ ー タの 取 り出 しを行 い,要

求 され た書 類 の た め に 適 当 な形 式 を作 成 す る。 或 る場 合 に は,税 関 に 対 す る総

括表 の 様 な ハ ー ド ・コ ピーの 形 式 に代 るア ウ トプ ッ トを 作成 す る こ とが望 ま し

く,そ れは,し ば しば磁 気 テ ー プで提供 され る。

トピ ッ ク ー6メ ッ セ ー ジ の 伝 達

こ の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン は,CARDISに メ ッ セ ー ジ ・ ス イ ッ チ の 特 徴 を 持 た

せ る こ と に よ り,ユ ー ザ 間 の メ ッ セ ー ジ 交 換 を 行 う機 能 を 提 供 す る 。

■

他 の ユ ー ザ に メ ッセ ー ジ の伝 達 を必 要 とす る ユ ー ザは,ア ドレス を確 認 し,

また,送 られ る べ き情 報 を供 給 す るか 或 い は ま た,メ ッ セ ー ジに含 ま れ る べ き

蓄 積 さ れ た デー タを指 定 す る こ と に よっ て メ ッセ ー ジ交 換 す る こ とが 出来 る。

シス テ ムは,要 求 さ れ る デ ー タ と受 信 者 の 装 置 の特 性 に 合 った メ ッセ ー ジの

形 を取 り出 し,そ し て必要 な通 信業 務 を遂 行 す る。 こ の場 合,シ ス テム は ス イ

ッチ と同 様 に,通 信 の イ ン ター フ ェイス と して 機 能 す る。 そ れ は,異 った ユ ー

ザ とイ ン タ ー フェ イ ス をす るの に必要 な フ ォ ー マ ッ トと議 定 書 の 変換 をす る こ

とに よっ て可 能 で あ る。 そ して,固 有 の 規 則 書 を介 し て受 信 者 が直 接 接 続 出来

るか或 いは,メ ッセ ー ジが受 信 者 に到 達 す る様 な,他 のCARDIS設 備 に 送 ら

れ なけ れ ば な らな い か を判 定 す る。

メ ッセ ー ジが 初 め に作 られ た時 点 で,受 信 者 がオ ン ・ラ イ ンを使 用 出 来 る状

態 に なけ れ ば,記 憶 装置 の容 量 は,メ ッセ ー ジが 配 送 さ れ るま で の間,メ ッ セ

ー ジ'キ ュ ー を準備 す る こ とが必 要 で ある。 ユ ー ザ が(サ イン ・オ ン ・トラ ン

ザク シ ョン に よ り)シ ス テ ム と接 続 して か ら,シ ス テ ムは 蓄 え られ た メ ッセ ー

ジ を転 送 し,ス トー レ ッジ(記 憶 装置)か ら移 送 す る。

CARDISオ ペ レー シ ョンに対 し,こ の オ プ シ ョ ン機 能 を用意 す る こ とは,

正 確 な形 式 を 確 実 にす るた め に,公 平 に詳細 な考 慮 を 必 要 とす る。 例 えば,公

共 の レコ ー ドで あ る輸 送貨 物 の或 る一 部 の デ ー タは,税 関 や統 計 の 目的 の た め

◆

'
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に取 出 され る が 渓 際 に は 不 活動 の 賑 貨 物 レ・ 一 ドが保 存 され て 靖 .こ

の機 能 や,そ の他 の 特定 の機 能 は,二 般的 に 受 け 入 れ や す い設 計 をす べ き業 界

の ユ ーザに よ り,十 分注 意 し て検 討 す る と と を要 求 し てい る。

と りわ け ・国 内 で のCARDIS鯛 は, .商学 な メ ・セ ージ伝 達 機 能 に対 して

の 強 い 推 進 力 とな るb

トピ ツ ク ー7サ イ ン ・オ フ

CARDIS・ ユ ー ザ の 活 動 ・期 間 の 順 序 正 し い 終 了 は,サ イ ン ・オ フ ・ ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン に よ り 完 了 さ れ る。

●

シス テ ム の ユ ー ザ は.自 分 の計 画 した業 務 をCARDISで 完 了 させ る と き
,

シス テ ムか ら切 り離 す こ とを,シ ス テ ムに 知 らせ る た め .サ イ ン ・オ フの コ_ド

を入 力 す る。 この点 に お いて,ど の未 配 送 の メ'ッ 七一 ジが待 ち行 列(キ ュー)

上 に あ り,そ れ ぞれ 伝 送 す る か否 か を判 定 す る た め に ファ イル が チ ェ ック さ れ

るo

シス テムは ま た.請 求 業 務 の 目的 の ため に後 刻 使 用 さ れ るべ き使 用実 績 を記

録 す る。 そ し て,こ の情 報 の概要 を ユ ー ザに 送 る。 次 に ユ ー ザは,活 動 の状 態

か ら移 され,ま た(ユ ーザの)次 の サ イ ン ・オ ン ・ トラ ンザ ク シ ョンま で シス

テ ムか ら切 り離 され るo

も し も通信 回 線障 害 や 自か ら手 を下 して終 止(例 え ば,デ ー タ ・ホ .一ンを 切

る,端 末機 また は,ま た通 信 装置 の電 源 を 切 る等)す る こ とが 原 因 で ,ユ ー ザ

が,シ ステムか ら切 り離 された状 態 に なっ た場 合 は ,シ ス テ ムは,当 然 の こ とな

が ら,伝 送 中の メ ッセ ー ジや,ユ ー ザへ の適 応 デ ー タの取 り扱 い を除 い て は ,

全 く同 様 な処 理 機 能 を 実行 す る。

実 在 の タ イム シ ェア リン グ ・コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムの オペ レー シ ョンに ,

この形 の手 順 につ い て の良 い 前例 が あ る。

範 囲 の 広 い試 み と独 特 のCARDISの 必要 条件 を もった これ らの特 徴 の 組 合

竜

一276一



せ は,タ ー ミ ナ ル(端 末 装 置) の コ ン ト・一ル の た め に有効 技 術 を備え てい る。
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第6章 結 論 と 勧 告

トピ ッ クー1CARDlSの 技 術 面 で の可 能 性

この 研究 は,す べ て現 状 に お け る技 術 的 な能 力 の 内 で,CARDISを 完 成 出

来 るい くつか の 方法 を提 示 した。
q吟 ・t'

こ こで展 開 さ れ て い る三 つ のCARDIS概 念 は,す べ て技 術 的 に可 能 で うる。

次 に挙 げ る注 意 が,既 に進 め られ て い る作 業 に反 映 され て お り,ま た,プ ロ ジ

ェク トの 方針 を通 じて観 察 され た要 点 を提 供 して い る。

1.CARDIS概 念 は,多 くの業 界 の分 野 に お い て好 感 を もた れ て い る。 特 に

現 在 企業 内で の 自動 化 が進 ん で い る 大手 の 荷 主 や 輸 送業 者 は,CARDISに

よ り得 られ る利 益 につ い て理 解 して い る1。 しか しなが ら,小 規 模 の 関 係者 や

業 界(特 に フ ォ ワ ー ダや ブ ロー カー)の 分野 で は,シ ス テ ムか ら受 け る 利益

を 論 証 出来 る様 に,明 確 に 表 示 され なけ れば な らない 。

これ らの分野が実際 にCARDISに よ り利益 が 得 られ る こ とを保証 し,か つ,

これ ら潜 在 的 な シ ステ ム ・ユ ー ザに,こ れ らの利 益 が あ る こと を知 らせ,そ

して シス テムの 設計 と開 発 の 過 程 にお いて,あ らゆ る段 階 で そ れ を は っ き り

と保 証 す る こ とか,非 常 に 大 切 でか つ 必要 な 条件 で ある。

2.技 術的 な問 題 は,業 界 の 協 定 や標 準 を開 発 す るた め に必 要 な,努 力 に比 べ

て大 変 小 さ な もの で あ る。

CARDISの ニ ー ズ をV－ ビスす る こ とにつ い て最 も大 き な問 題 は,現 状

と,計 画 さ れ た デー メ処理 シス テ ム の処 理 機 能 との 関 係 の 内 で管理 が しや す

い こ とで ある。

この点については,本 レポー トで概 略述 べ られ てい る が う計 画 さ れ た シス テ

ムの 必要 条 件 が ,一 つ の × 型 コ ン ピ ュー タ設 備 で処理 さ れ る とい うこ とを考

え れ ば,ま さに そ の とお・りで あ る。 従 って.

寸

●
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●

`

・デ ー タ ・ベ ース の 大 き さは ,現 状 の 可能 性 の 範 囲 内 で ある。

・計 画 され た トラ ン ザク シ ョ ンの率 は ,或 る大 手 航 空会 社 の リザ ーベ イ シ ョ

ン ・シス テ ムで 経験 した もの より少 ない。

。通 信 の ニ ー ズは 比 較 的 簡 単 で ある。

・優 れ た ,確 実 な オペ レー ティ ン グ ・シス テ ム と フ ァ イル管 理 の ソ フ トウェ

アが,す で に使 用 す る こ とが 可能 で あ り,ま た ,シ ス テ ム開 発 の た めの基

準 が使 用 出来 る。

最 も好 ま しいCARDISの 開発 は,複 数 の 設備 を使 用 す る こ とを考 慮 す れ ば,

そ れ らの必 要 条 件 は そ れ ほ どの 重 荷に な らない と思 わ れ る。

3.'℃ARDISと 見 倣 され る"シ ス テムに対する機能の確認 とサ ー ビス ・パ ラメ

ー タの程 度 は ,結 果 的 には 営 業 的 な機 会 とい う見 地 か ら確 か め る こ とは 難 か

しい。 例 え ば,CARDISパ ラ メ ー タが協議 され た時 点 で は,殆 ど疑 い な く

ユ ー ザに 対す る輸 送 貨 物 デ ー タの 処理 をサ ー ビスす るシス テ ム で あ ろ う
。

この シス テ ムの適 応 性 に よっ て,運 用費 の標 準 を実行 す る こと の疑 問 が生

ず る とき,重 要 な 論争 が 予 想 され る。 そ れ故,CARDISの 需 要 と,他 の シ

ス テ ム にす で に提 供 さ れ て い る サ ー ビス との 間 で 妥 協 出来 る様 に これ ら基 準

は,十 分 に考 慮 の上 開発 され る べ きで あろ う。

4.CARDISの 成 功 は,ユ ー ザ に提 供す る ことそ れ 自体 に よる。 この様 に

"最 少 限"のCARDISは
,純 粋 な チー タ ・ベ ース の管 理 機 能 に 対 す る僅か

な需要 で あ る とい う こ とに こだ わ るべ きで ない。 従 っ て ユ ー ザの見 地 か らの

望 ま し い参 加 のた めに は.十 分 な"ア プ リケ ー シ ョン的"特 色 を準 備 す る必

要 が あ ろ う。

5.CARDISの 政 府 運 用 が拒 絶 され る一一方 で は,政 府 が 多 分',そ の シス テ ム

を 実 現 し得 る唯 ∴ の堅 実 な(首 尾 一 貫 した)説 得者 で あ る。

貨 物 の 国際 的 輸 送 に対 す る税 関 と国 内輸 送貨 物 に対 す る 取 り締 ま り機 関

(当 局)と の組 み合 せ ば.シ ス テム開 発 の大 きな刺 激 とな る。

CARDISが 政府 ユーザ に 直接 利益 を もた ら し得 る処 を検 証 す る た めには,
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よ り多 くの作 業 が必 要 とな る。

基本 的には政府取 り扱 い(及 び勘 定)で,CARDISシ ス テ ム開 発 の た め の

資 金 源 調 達 が 容 易 に な る。

外国 の相手 と同様,こ れ らの 機 関 との よ り一 層 の調 整 が,イ ン ター フ ェイ ス

及 び相 互 の サ ポ ー ト手 段 を見 い 出す た め,作 業 レベ ル で 必要 とな る。

6.機 密 保 護 と安 全 に 対 す る考慮 は .,産 業 界及 び政 府 の利 益 両 方 に とっ て,シ

ス テ ムの 重 要 な 問題 で あ る。

これ らの議 論は,必 要 条 件 の分析,機 能 の説 明,パ イ・ロ ッ ト ・テ ス ト及 び シ

ス テ ム設 計 の 努 力 の 中 に 含 まれ て い なけ れ ば な らな い。,,

この章 の …部 で,暫 定 的 な 計画 が提示 され て お り,そ し て この 計画 は,CA-

RDIS開 発 の将 来 の 方 向 を決 め るの に必 要 な 方法 を 指 摘 して い る。

この試 み は,実 施 を開 始 す る と ころ を得 る に必 要 な,そ の ほ か の方 法 と同様,

作業 の 促進 を はか ろ う とす る もの で ある。

トピ ッ クー2各 々の シス テ ム の 比較

本 レ ポー トに 提示 され て い る三 つ の 方法 の 比較 は,CARDIS完 成 の た め の

非 常 に柔軟 な方 法 に対 す る要 求 を指摘 して い る。 複数CARDISρ 考 え 方 は,

完 成時 には 種 々 の変 形 を許 容 す るた め,こ の時 に現 実 的 で見 込 み が あ る。

この研 究 の 推 進 刀は,CARDISを 完 成 す る種 々の方 法 の た めの技 術 的 な可

能 性 を判 定 す る作 業 を進 め て来 た の で,最 適 な 方法 の 決 定 が 早 め られ る。 厳密

な シス テムの 構 成 との 比 較 分析 は,CARDIS機 能 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの た

めに 現在 行 わ れ てい る必 要 な努 力の結 果 を待 た なけ れば な らな い。

添 付 してい る 図表 中 に,三 つの 方法 とそ れ らの 変 形 体 が,本 研 究 及 びCAR-

Tの 様 な同 じ研 究 か ら抽 出 され た多 くの シ ス テ ム の特 徴 につ い て,相 対 的 に位

置づ け られ て い る。

,
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シ ス テ ム の 選 択 に お い て は,

姿 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。

あ る 様 に 。

デ ー タ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ,

これ ちの 特 徴 の 中 か ら各 々の 相 対 的 な望 ま しい

例 え ば,広 く輸送 に関 わ る社 会 に とっ て有 利 で

書 類 及 び デ ー タの作 成,外 国 シス テ ム の イン.タ

図6-24 各 概 念 の 比 較
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一 フェ イス
,デ ー タ ・ベース ・メンテナンス及 び 編 集 につ い て の基 本 的 なCARD-

IS機 能 に 加 え て,CARDISは,少 な く と も或 る実 質 的 な ユ ー ザの機 能 を 用

意 す る 可能 性 を持 つべ きで あ る。

輸 送 貨 物 の トレー ス をす る の に助 け とな る一 つ の 実 例 が あ るが,そ れ は 多数

の ユ ー ザの 見 地 か らは望 ま しい もの と して注 目さ れ る。

追 加 調 査 の 最 終 目的 と しては,国 内及 び 国際 的 な輸 送 貨物 両 方 に 関 係 す る

業 界 の 関係 者 に 関 わ る正 当 な 必 要 条 件 と し て開 発 され たCARDIS機 能 に 基 づ

い た注 意 深 い評 価 を し なけ れ ば な ら ない 。

トピ ッ クー3CARDISプ ラ ン

CARDISの 開 発 は.国 際 貿 易社 会 の 多 方 面 に わ た っ て の 留意 が必 要 で あ る。

レポ ー トの 中で概 説 さ れ てい る最 初 のCARDIS研 究 は ,種 々多 くの 方法 を

通 じて完成 の可能性 を証 明 した。既 に業 界で標 準化 が進 め られ てお り,企 業 内

部の完 成 した シス テ ムは,重 要 な設 備 と手 順 の基 礎 がCARDISを 組 み 立 て る

上 で 役立 つ こ とを保証 して い る。 実 行 しなけ れ ば な らな い多 くの 作 業 の 複雑 さ

のた め に,正 確 な時 間(タ イ ミン グ)と 道 程 標 が 計 画 の す べ ての 段 階 を通 じて

要求 され る と共 に,多 方面 に わ た っ て調 整 出来 る様 に 弾 力的 で なけ れ ば な らな

いo

添 付 され た図 は,主 要 な作 業 の 一一部 に つ い て概 略 述 べ て い る が,こ の主 要 な

作業 は完 成 前 に処 理 さ れ てい なけ れ ば な ら ない。

CARDISの 完 成 が い ろ い ろの 形 式 … …相 互 に 占有 し合 う とは限 ら ない … …

を と る こ とが 出来 る こ と を最 初 に指 摘 し てお くべ きで あ る。 完 成 後 は,適 切 な

標 準 と手 続 を 設定 す る こ と に よっ て,政 府 と/或 い は また産 業 界 の グ ル ー プに

代 っ て,非 常 に限 定 され た 参 加 が 要 求 さ れ る こ とは 有 り得 る。

そ の 代 り,関 係 集 団 の メ ン バ ー の各 々の ニー ズ に サ ー ビス す るた め に設 計 さ

れ た他 の シ ステ ムは,国 内及 び 国際 的 なCARDIS機 能 に対 して ,ホ ス ト ・シ

1

●
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ス テ ム とな る た め の修 正 をす る こと は可 能 で ある。

図 を参 照 す れ ば 明 らか な如 く,現 状 に おけ る努 力 は,NCITD及 びTDCC

に よ る業 界 の標 準 化 の 努 力 に関連 して,可 能 性 の 調 査検 討 に集 中 した。

この際 ↓(,貨 物 輸 送 業 界 の 分野 で,詳 述 さ れ た調 整 を通 じてCARDISの 機

能的 な か つ,量 的 な必 要 条 件 を定 義 づ け る努 力が な さ れ た。 同 時 に,貨 物 輸 送

過程 に関 わ る 関係 者 間 の デ ー タ交換 に対 す る ニ ーズ は す で に確 認 さ れ てい る。

これ らの 努 力が デー タ作 成 を開 始 す る時,必 要 条 件 の整 理統 合 を行 う こ とが

出来 る。 こ の点 か ら,詳 述 され た 種 々の独 自 の シス テ ム概念 を よ り明確 に定 義

づけ る技 術 的 な必要 条 件 を開 発 す る こ とは 可能 で あ る。

技 術 的 な必 要 条 件 に つ い ては,必 要 な努 刀が,詳 述 され た ンス テ ム概 念 を開

発 す るた め に使 わ れ る技 術面 の パ ラメ ー タに投 入 され て い る。

必 要条 件 の検 討 は また,複 合 輸 送形 態 に 対 す る コ ミュ ニ ケー シ ョン と同様 ・

ドキ ュメ ン テ イ シ ョンの た めの標準 を 開 発 す る重 要 な方 法 に対 して基 礎 的 な入

刀 を提供 す る。'

現 状 の 複 合 輸 送 形 態 に 対 す るコミュニ ケーシ ョンに つ い ての調 査 は,コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン問 題 の概 念 を検 証 す るた め に,最 初 の テ ス トを行 うこ とを 認 め る。

十 分 な必 要 条 件 の分 析 を行 う こ とに よ って,デ ー タ伝達 を促 進 す る 目的 の た

めに必 要 な業 界 の 協約 や標 準化 の作業 が 開 始 出来 る。

このCARDISプ ログ ラムの ア ウ トプ ッ トは,複 合輸 送 形 態 に対 す る デー タ

・トラ ンス フ ァ と ,CARDISの た め に選 定 され た 実 際 の完成 とは 関係 な い外

国 の シス テ ム との イン タ ー フェ イス に と っ て大 変 な衝 撃 とな る。

CARDISの た め の トレー ド ・オ フ概 念 は,技 術 的 な必要 条 件 か ら開 発 され

る。 す で に検 討 され た特 定 の機 能 的 な必 要 条 件 を適 応 す る様 に,一 層 改 善 さ れ

る。 そ れ か ら,現 在 存 在 してい る シス テ ム及 び計 画 さ れ た シス テ ムの上 に 組み

立 て られ る,一 連 の密 接 な関 係 を もった実 在 の物 と して,CARDISの 複 合 体

を定 義 す る こ とが 可 能 で あ る。 同様 に,新 しい セ ン ター もこれ らの 必要 性 を立

証 す べ きで ある。 これは,適 応 出来 る 多 くの(主 要:ち 、ソフ トウェ ア ・モ ジュ
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一ルの 定 義 を導 き 出す で あ ろ う
。

シ ス テ ムに対 す る機 能 上 の 設 計 明細 書 及 び
,主 要 な ソ フ トウ ェ ア'モ ジュ ー

ル の定 義 に基 づ い た 実験 用 の シス テ ム設 計 が ,基 本 的 なCARDISシ ス テ ム の

設 計 と共 に存 在 し うる。

輸 送 貨 物 に関 す る種 々 の 関 係 者 に利 益 を もた らす で あ ろ うCARDISの も と

での,ど の様 な手 続 も デ ー タ交 換 を も認 め る シ ス テ ム機 能 の 設 計 明 細 書 を使 用

して,最 初 のCARDISの 実 用 的 な分 析 が開 始 出来 る。

一 度 ,実 用的 な シス テ ムが 開 発 され,参 加 して い る業 界 の 分 野 に関 連 した実

験 が行 われ た が,実 用化 の最 終 的 な決 定 は,概 念 と計画 の 観 点 か ら行 わ れ る と

い っ て よい。

この 点 に 関 しては,広 範 囲 に わ た る政 府 及 び業 界 の一 つ の見 解 が ,将 来 の

CARDIS開 発 の 方向 を決 め る こ とに な ろ う。

この 結果 は,国 内的 な また.国 際 的 な調 整 か ら推 定 され る標 準及 び 協定 の案

と同 様 に,最 終 的 なCARDIS完 成 の た め の 計画 とな るべ き で あ る。

■
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付 録 デ ー タ ・エ レ メ ン ト分 析

この付録 －Aに 提 示 され て い る デ ー タ ・エ レ メ ン ト分 析 は,CARDISで 取

り扱 わ れ る デー タの特 性 を 同一 にす るた め に示 した"参 考"欄 に含 ま れ て い る

デ ー タ項 目を組 み合 せ て 編 集 さ れ た。

デ ー タ ・エ レメ ン トは 各 々関 連 が あ り,か つ,冗 長 な同 じ項 目を簡 易 化 す る

た めの"部 類"に よっ て グル ー プ化 され てい る。

六 つ の参 考 資料 が 使 用 さ れ,そ の 資料 に含 まれ て い るそ れぞ れ の デー タ ・エ

レメ ン トに つ い て表 示 され てい る。

三 つ の 前提(条 件)に 基 づ い て,そ れ ぞ れ の エ レメ ン トの必 要桁 数 の 見 積 り

がな さ れ た。 即 ち,

① 特 定 の フ ィニル ドに 対 して コ ー ディ ング を用 い て桁 数 を最 少 限 にす る こ と。

② コ ーデ ィ ング を行 わ ない 場 合 は最 大 の桁 数 が必 要 とな る こ と。

③ 及 び コー ド化 さ れ た フ ィ ー ル ドを最 大 限 に 拡 張 利 用 す る こ とを想 定 して寸

法 を決 め る こ と。

で あ る。 総計 に は,三 つ の見 積 りに つ い てそ れ ぞ れ の部 類 に つ い てす べ て含 ま

れ てい る。

2章2-2,ト ピ ック ー2.に,全 体 の要 約 が 図 示 さ れ て い る。

必 要 とす る各 デ ー タ ・'エレメ ン'トに対 す るア ン セ スの 形 式 及 び,図 表 上 に 輸

送 貨物 に 関 わ る各 関係 者 名 が 記 載 され た。

こ こ で符 号"A、"は,関 係 者 が 関連 した エ レメ ン トを追 加 ま たは変 更 す る こ

とを示 す の に使 用'さ,れて い る。 符 号"R"は,関 係 者 が そ の エ レ メン トを取 り

出 しは 出来 るが',入 力 ま た は,変 更 は しな い こ とを 意味 す る。

な お,一 つ の エ レ メ ン トを追 加 又 は変更 す る関 係 が,同 時 に取 り出 しをす る

こ とが 予 想 さ れ る,即 ち,図 表 上 の 一 つ の"A"は 取 り出 し(即 ち"R")も

出来 る こ と も含ん で い る。

これ らの アク セ ス ・コ ー ドは,国 内 の もの も含 め て国 際 的 な輸 送 貨物 に適 用

一286一
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亀

す る。

コ マー シャ ル ・イ ン ボ イス部 類 にお け る他 の 項 目が項 目毎 に記 述 さ れ るの に

対 して,貨 物 部 分 の記 述 及 び 運賃 と諸 手 数 料 の 部 類 に おけ るい くつ か の(図 表

上 苦 印 をつ け られ た)デ ー タ ・エ レ メン トは,輸 送 貨物 の品 目毎 に要 求 さ れ る。

この場 合,割b当 て られ てい る桁 数 は,1輸 送 貨物 当 り,4品 目で かつ,i

品 目当b10項 目と して想 定 され て い る。 しか し,こ の係数 には 考 慮 しな け れ

ば な らな い 不 確定 要 素 が あ り,シ ス テ ム設 計 の 前 に確実 な 見積 りを準 備 して お

く必 要 が あ る。 しか し,こ れ ら係数 の調 整 が 輸 送 貨 物 レコー ドの大 き さや,デ

ー タ ・ベ ース の 必要 条 件 を変 え る と し て も
.こ の 報告 書 に提 示 され て い る シス

テ ムの概 念 に重 大 な影 響 を与 え る もの では な い。

4

一287一

」



トピツ クー1関 係 者

こ の部 類 に は 輸 送貨 物 に 関 係 す る"様 々な組織 が 入 る。 も .しか りに,フ ル'不

一 ム及 び フ・ル ・ア ドレ ス を記 入 す る代 りに標 準 コ ー ドを使 用す れ ば ,各 エ レメ

ン トに対 す る デ ー タの量 は 相 当 に削 減 出来 る。

.

表 一1CATEGORY関 係 者 ・,

一 「

±
田

2

㊤

留

コ

6

ACCESS

田

畠
o

靴

≡≡
口

ば

」

…
§

匡

§§

2

2

ば
国

完田

『

§
そ

生
国

>o

o
き
●

目当

目

窪
一

国

畳
目

望8

虚

日

畠
国

臣
o

良－

DATAELぴ1ENTS

REFERENCES
NUM8EROF

CHARACTERS

NごITD DART CART US-UK DOT SOIS
MIN.
TEXT

恥 【.
TEXT

㎜

SHIPPER/D③ORTER ! 、/ .ノ' .! ノ 〆ノ 104 180 10 .ノ A A

F

R R R R R R R

S肌ER/℃ONSIGNEE ノ 、! 104 180 10 、!A A R R R

CONSIGNEE ・/ / ノ ノ ノ
F

,.
. 104 180 10 ノ∧ A R R R R R R R

INTEPMEDIATE
CONSIG. / 〆 " ' 104 180 10

./
A A R R R R R R R

NOTIFYPARrY べ ン 〆 冒' 'ノ 、' 104 】80 10 / A A R R R R R R R

FREIGHrn〕RWARD班 ζ
..

L, .「. !'

.
'、 104. so 10 A A R R R R R R R

CARRIER ノ ∨'
・ノ

∀「「 ∀' ! 18 18 10 A A R R R R R R R

EXPORTREFE源CES ノ 〆 108 108 10 A A R R R R R R R

[MANDCARRIER ,〆 18 18 !0 A A R R R R R R

MASTER(VESSEL)
.'

》

7
'

/ 20 20 20 R R A R

BOα 〈1出AGENTS ノ ・! 18 18 10 A A A

SENDINW)ICETO v. 〆. 104 104 10 A A R R

Tて)TM、 910 1366 130

人

、

一288一
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トピ ッ クー2貨 物 の 記 述'』

輸 送 貨 物 の量 的 及 び記 述 の特 徴 は,こ の部 類 に含 ま れ る。 こ こでは,コ ー ド

化 さ れ るエ レメ ン トは数 値,タ イ ゾ,数 .量等 でそ の効 果 は 少 ない。 典型 的 な輸

送 貨物 は,研 究 を通 じ ての調 査 の 結果 四 つ の品 目を持 つ もの と見積 りさ れ た。

康

遣

豪

東

褒

緊

1

表 一2CATEGORY貨 物 の 記 述

'

P

、

o◎

乞

蚕
5

2
虜

蓑8

8

圏

二
L

乏

ACCESS

匿

臣

£

き

墾

…
切

ば

§

4
2

室
日

差
L

雷

三
窪
く
o

日
←
Z

←

る
Σ

'z

蓋
>
o

-o
ξ

吉
ラ

三

ジ
蛤 一

昌
z
2

芝

8

着

き

ま

臣

2

三i

DATAELEMENTS .
.

埠

REFERENCES
NUMBEROF

CHARACTERS

田

田

乏
o

o

る
二

そNCITD DART CART US弍 」K DOT SOIS
MIN.

TEXT

MAX.

TEXT
00DED

D田CRIPTION
⌒

ノ ノ ノ / ノ ノ 50 5】0 50 、〆 A
.A

R R R RR R R

00MMODITYCODES
(Sα正D8)

〆 ン ノ ノ ノ ▲6 16 16 A A R R R RR R R

N踏QUA町ITY .
」皿Dn)

〆 ノ ノ 24 24 24 A ∧ R R R R.R R R

G叙)SSWEI(丑 π&
UNiTS

ノ ン ノ ノ ノ 40 40 40 ∀' A A R R R R R R R

㎜V吃IG}む&UNITS ン ン ノ ン 40 40 40 ン A A R R R R Rl R

WEI(珊 ノ ン ノ 32 32 32 ∨. A A A A R R R R

ン ン 、/ , ノ ノ
.32

32 32 ン A A R R R R R Ri R

N)、&K困DOF
P㎜E

ン ン ノ ン
'

」 ∨ 〆 10 10 10 ン A A R R R R R R R

Ｌ
NO.OFOONrAIN恥 ノ ン ノ 2 2 2 A A R A R R R R R

α㎜AINERTYPE ノ /

,

2 2 2 A A R A R R R R R

㎜AINERI[S ノ ゾ ノ 〆 10 10 10 A A R A R R R R

㎜&NUMB田S 〆 ノ ゾ ノ ン 20 20 20 A A R R R R R R R

SIZEOF.CONTAIN日R ノ ン ノ ''

》 2 2 2 A A R A R R R R

SEALNUMBERS. 「F ノ ノ ノ ノ 10 10 10 A A R A R R R

NjMB正ROFPALL正ms ノ ノ 2 2 2 / A A R R
9

R R R

STσWAGE'
1憶TRUCTION

ノ 、/ ∨! 10 10 10
「.

A A R;R 「 R R R

SPDCIAL…)LING ノ
.

ノ 3 3 3 〆 A A R R' R. R R

UN.T脚NIC▲LNAME
.

ノ .

.

L

20 20 20 A A R R ・R R R
'

UNp(n疋0)(]]ASS . ノ F
〉 「 2 2 2

|i
A A 1R I

Ri R R R

UN.CERT.CLAUSE /
.

/

「

2 2 2 AIA
,

R R R R R

.
UNHAZlLABEL / ト ノ

7

2 2 2 A
l
A R R R R R

Ｔ ド プ δ

CGHAZ.COMMDESC. ノ

「. . .「.

20 2q 20. '

A A R R R R .R

OGHAZ.CLASS ン 10 10 10 A A R R R R R

CGLA8EL ノ 2 2 2
L

AIA R R R R R

㏄CHEM.NAME ノ 10 10110 ・1・' R R R R R

CGCERTCLAUSE ノ 2 2 2i
.

Al.～ R R R R R

HAZ.MATERIALDESC。 sノ. 10 10 10

↓._`
1

-sl㌧ R R R R R R

TOTAL 373 833 373

'↓

`.

{
, 1

畳注)ン ップ メン ト当り4品 目と仮定(国 際貨物)
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トピッ クー3コ マー シ ャ ル ・イ ンボ イ ス

輸 送 貨物 に お け る項 目に つ い て の詳 細 な情 報 は この部 類 に含 ま れ る。 証 明,

項 目の記 述,及 び 金 額 の た めに ス ペ ー ス の大 部 分 が 割 り当 て られ て い る。 品 目

コー ドは,一 般 的 に は 輸 送 さ'れる項 目につ い ての詳 細 な情 報 は十 分 で な く ,従

って通 常 の輸 送 貨物 は40項 目(4品 目のそ れ ぞ れ に対 し て10項 目)か ら成

る.と予 想 され る。

表 一3CATEGORYコ マ ー シ ャ ル ・イ ン ボ イ ス

一

吉

§

‖
8

ACCESS

田

畠
o

え

ば

目

差臣

£

臣

品

乏

『

匿

妄
.一

§

覆

§
o
薯
●

8
z

塁

易
そ

目

名

品
z

8

雷

き臣

←

き

皇

DATAELEMENTS

REFεRENCES NUMBEROF
CHムRACTERS

㊤

路 畠
竺

臣
』

薗

≡乏

o

o

そ

£
一

NCITD DART CA訂 US-UK DOT SOIS
MIN.
T斑

恥 《.
T欧 丁

COD釦
コら一

嵩房

COMM蹴IAL

口WOICEr⑩.
〆 ノ ン ン 10 10 10 ン A A R R R R

BMDICED灯E ン ノ .ン
馳

6 6 6 ノ A A R R R R

CU㎜S鋼DERm, ノ
揚

ノ ン 10 10 10 ノ A A R R R R

.α①田 》⑩.D灯E ノ ン 6 6 6 ノ A ▲ R R R R
匡めOK璃}0.

(a/LN【))
ン ノ ン ゾ 10 10 10 ノ A A R R R R

αJRRENCY ン ノ 3 3 3 A A R R R R

㎜OICEVALUE ン ノ ノ 6 6 6 〆 A A R R R R

DA㎜ 丁田MS. ン ン ノ 36 36 36 ン A R

腿LIVERYTERMs ン ン 36 36 36 〆 A R R

DISCOU厄 ノ ノ 6 6 6 ノ A A R R

0αMMISSI㎝ 、/ 2 2 2 〆 A A R R

㎜lCEITΣM ノ ノ ン ン 120 120 120 ン A A R R

胸OICEUNITS ノ ン ゾ 160 160 160
9ノ

▲ ▲
,

R R

UNITPRICE ノ ン ン 400 400 400 》イ A ▲ R R

ITEMD毘 《R凹OR ン 480 480 480 〆 A A R R
　

馳 TOTAL 1291 1291 1291

造注)シ ッブメン ト当 り4品 目と仮 定(国 際貨物)

'
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トピッ クー4運 賃 と諸 手数 料."

輸 送 貨物 の輸 送 費 用は,合 計 及 び そ の構 成要 素 共 に こ の部 類 に含 ま れ る。 こ

の デー タは殆 どが 数 量 な の で,こ の.部類 に お い ては コー ド化 の 効果 は な い。

■
.

●

適

※

峯

9

F.

'表 一4CATEGORY運 賃 と諸 手 数 科

「

巳

田

2
←田

Σ

8

ε

圏
=
△
笥

ACCESS

ば

巴

9
簑

¶

臣
ま

田
oワ

蓋
o
記

≦至

2

竺
竺

呈
L

臣

三
乏
o

o

当

芸
一

曽

星

乏
〇

-
3
←

そ

←

る
Σ

話

9
8

.

×

る
白o

巴
乏

砦

竺
一

塁
Z

竺
o
o

国
国
ピ
o

告
Ol←4-4}匡

o
錫

≡≡

δ
DATAELEMENTS

REFERENCES
NUMBEROF

CHARACTERS

NCITD DART CARr US-UK DOT SOIS
MIN.
TEXT

MAx.
TD(T

㎝画

R組'E(USS/
=L㎜ES

ノ 〆 ン ノ ン ン 40 40 40 ノ A A A A R R R R

R釦「ECHARGE/
'FREIGHrCHARGES

.

ノ ノ ノ 〆 ン ン 40 40 40 ノ A A A A R R R R

FREI㎝PP/CO㎜ ノ ン ノ 40 40 40 ン A A R R R R R R

FREI(丑π 《⌒
PAぱAT

ン ノ ノ 10 10 10 ㎡ R R A R R

WEI(丑π(㎜E ン ノ ノ ノ 10 10 10 ン A A A R R

VAL泌TI(N(㎜E ン ノ ノ 10 10 10 )! A A A R R

mムL㎜GE ン 10 10 10 ∨〆 R R A R R R

TσrALORIGm
C㎜ES

〆 10 10 10 、F R R A R R

TαrALOOL皿 丁&
ARRIVAL㎜ 踏

ノ 10 10 10 ノ R A R R R

0㎜(㎜ 踏
DVE.AG園 丁

ノ ノ ノ 10 10 10 ＼! R R A R R R

σ㎜C㎜ 踏
晒.CARRIΣR

ノ ン ノ 10 10 10 ン R R A. R R R

TOTAL 200 200 ±00
.

`

造注)シ ップメン ト当 り4品 目と仮定(国 際貨物) 、

ワ

4
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トピ ッ クー5政 府 用デ ー タ. ・ .

貿 易概 要 レ ポー ト作 成 に.必要 な デ ー タに 加 え て ,行 政 管 理 及 び認 可 目的 の た

め に 必要 な情 報 が これ に含 ま1れ る。 国 名の コー ド化 が ,あ る程 度 必 要 ス ペ ース

を節 約 出来 る。

.

表 一5CATEGORY政 府 用 デ ー タ

7

ACCESS

一

円
oぱ=一 国

臣
o

±
工

昏

白
く

臣9

主日

呈
栖

ば
国

完
当
o

o

萎

£一

日

量

笥

『

日

毎一

←
z

§

田
口
>
oo

】

乏
oo

畠
×
oば

oo

昆
o
亀

目

DATAELEMENTS
.

.

REFERENCES
NUMBEROF

CHARACTERS

9

田氏
一

ば含
の

日

当

彗

留
目

昌
z

望
5自

z

8
NCITID DA日惚 CART US山K DOT SOIS

M困.
TEXT

MAX,
TE沈丁 ㎝⑳

EXPORTLICENCENO. ン 〆
F

ン ノ ン 10 10 10 A A R R R R R

EXPIRATI(NDATE 〆 ノ ノ ン 6 6 6 A A R R R R R

GENERA山LIC卵CE

SYM駁)L
ノ ン ゾ 5 5 5 A A R R R R

IMR)RrLIC函C8M).. 〆 aノ
10 10 10 R R R R R A A

DATE ノ ノ 6 6 6 R R R R R A A

.

㎜STICORψ
POREIGN ノ 〆 ノ ノ 1

.

1 】 A A R

C(UNTRYOFORIGIN ・v〆
層

〆 18 ・18 3 A A R

㎜YOF
(X烈SI(純E ノ. ン ノ ノ 18 18 3 A A

「

R

VALUEATPOINTOF、
・EXP㎝T ノ ノ 10 10 10 A

二

A R

DIVERSICNCIAUSEノ: ノ 1 1 1 A .A R R R R

.

.

〆

・

T㏄AL 85
.ト

B5 55'

φ

.

.ぷ

ヤ

・

■

」
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トピツ クー6輸 送 経 路 の情 報 ・、 ・ ・i

航 空,航 海 の デ ー タど 同様 に.輸 送 貨 物 の場 所 及 び 出発・や到 着 の 日付吐 この

部類 縦 属 す る・ 地 名 一 ドを使 用 す る こ と に よ力 国.や港 を転 ず る ・,一

ル ドの桁 数 を 節 約 出来 る。

,
.

■

ぞ

表 一6CATEGORY輸 送 経 路 の 情 報

'

留る

Σ
吉

田

2

高

望
8

9

詔
二
式
当

ACCESS

匡

日
吉

身ぺ

臣

え
一

=
oウ

田
o

乏

差
2

竺
三

目
』

臣

;1

まl
o

c　

る

芸
一

z
国

≡≡

ま
o

ξ
国

妄
一

←

る

石
塁

き
o

差

二

巴

≧

竺

;
一

目

召
;
2=

8

嵩
×

自
oコ

臣

2
竺

DATAELEMENTS

REFER囲CES NUMBEROF
CHARACTERS

NCITO DART CART US-{」K DOT SOIS
MIN.
TEXT

MAX.

TD(T
C① 旺

VESSEL / ノ / 〆 20 20 6 A A F A R R R R R

⑭ ノ / ∨/ 3 3 3
1
A A R A R R R

FLI(ヨH『ORVOYAGE /
V ノ ゾ 》' ノ 3 9 4 ノ A A A R R R R

ORIGINOOUNTRY ノ 〆 〆' ゾ 3 18 3 lA A R
D8STINATI(W

COUNTRY ノ ノ 〆 ソ! 3 】8 3
}

lA A R R

TRANSHIPTD-一 一 ノ v' 3 18 3 /IA. Ai
⑯

R RIR
PO}冴0ドLQAD【 ♪⑩ ノ ノ ン 3 18 3 ノi・1・R A R

l
R.IRl

和… ㎜ ''.
' ' 〆 3 18 3

1

.F、AI 、川 。 R R R

PIEROFDEPARTU戚 ノ 〆 3 3 3
il

!!AIA
l

R
!

DEP㎜E放TE ノ ン ノ ノ ン 6 6 6
1

/iAiA
lI A R R R

PORTOFDIS〔 】HA正舷〕E ン
,.
'ソ ノ .3 18 3

i:ノ
,AiA A R R R

DESTINATI(NAIR

PO顧 ノ ゾ ノ 3 iδ 3 、i。1。
.

A R R R

ARRIVALaATE ノ ゾ 」 6 . 6 6

'

.1..A
i

A A R R

DATEOFDELIVERY
、.「 / 6 6 6 ノiR

|
RIR

l

A R R...

}
1 1 1

1

TOT瓦L 68 179 55 i
lI

|

|

一 ・293 .一 ・
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トピッ クー7信 用 状.、 ・ ・

この.部類 は信 用状 に表 示 さ れ た 金 融 上 の取 り決 め に 関 す る デ ー タを含 む。

.

表 一7CATEGORY信 用 状

■

F

,

,

±

i

§;

…
乏

▲CCESS

■

麟㊤

㊤
ば
o
ら

工

合

5

ば

§

き
2

臣
2

毘
』

田

§

き

2

2

田

田
臣

『

田

妄一

要

望

護

睾8差工

8
z
<
ば

房
そ

昌
z

望

望

8

ば
国
】
o

告

←

き

良
ぽ

φ

DATAELE】 遁ENTS

REFERENCES
NUMBEROF

CHARACTERS

NCITD DART CART US山K 剛 SOIS
MIN.
TE次r

㎜.
T斑 CC旺)EΣ

顕 正OF
CR日)ITDATA

ノ 104
層

180 30 R R R A A

Ｔ田MS ノ 2 2 2 R R R A A

LETTEROFCREDIT ノ 2 2 2 R R R A A

EOくPIRATIONDATA ノ 6 ε 6 R R R A A

　　 　 　

,

　

TσfAL 114' 190 40

.、

、 一

、

」

'

昏

1

,

`

一294一

'



.
トピツ クー8保 険

最後 の部類 は輸 送貨物 の保険契約 の金額.形 式お よび費 用 を含 む。

予

●i

層

P

表 一8CATEGORY保 険

.

ACC8SS

.

一

陽

2

§

き
ε

自

記
乏

ば
国

臣
o

工

三

器

ば

旨
乏

乏
2

←
図 工

2
国

匿

←

る

覧

蚤

さ
o

×

乏
03

巴る

目

窪
一

目
z.
2
口
Z

8

ば

望

9
口

←
笛

2
苔

DATAELEMENTS

REFERENCES
NUMBEROF

CHRACTERS

田

芸

当
o

o

る

£
一

匿

三
田

『

臣

妄
一疋m) DムRT

1

Cぷ巾SゼK DOT SOIS
MIN.
丁田丁

MAx.
TD(T 00DED

ム㎜TOF
INSUR㎜ ノ ノ / ノ 】0 10 10 ノ A A R

㎜OF.
INS-SHIPPER

/ ▲0 10 10 A
'A R

INSUR欄E(⌒S ノ ! ノ 10 10 10 .ノ A A R

SHIPPERINS.α{晒 ン 10 10 10 A A R

ORIGNINS・(㎜E ノ 10
'10

10 A A R

ARRIW山INS.
CHA田E

ノ 10 10 10. A A R

INSUREDR∧TE ノ ノ 7 7 ? / A A R

　 　

㎜ 初し 67 67 6? 1

・7

●

一295一



元

■

、

`

'

、



争

4

●

「

.亨

資 料 皿

オ ー ス トラiJアINSPECT-・ 」ア ・レタ 仏 通 関 シ ス テ ム

・の資料は濠 州の関税.内 国馳 省の下記の。ポ.,を 訳、たものであ、.

INSPECT-AREAL-TIMECUSTOMtSSYSTEM1973

K.T.HANAN

SENIORPRIOGRAMMER

DEPARTMENTOFCUSTOMSANDEXCISE

BARONA.C.T.

ON-LINESYSTEMOFTHEDEPARTMENTOFPOLICEANDCUSTOMS

APRIL1975

ROSSJ.0'CONNELL

DIRECTpR,COMMUNICATIONANDSOFTWARE

RichardJ・Emerton

,、 。、。r,,。9,_er,,。m伽 。、,a,、 。n、/M、 。、C。m,。,ers'

一297一



Al973年 資 料

目 次

L序 文

2.研 究 の 経 過

3.

4.古 い処 理 シ ス テ ム

5.

6.INSPECTシ ス テ ム

7.シ ス テ ム の 影 響'

8.シ ス テ ム の 利 益

9.

10.

BI1975年 資 料

1.

2.

3.

通 関 の ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

ハ ー ドウ ェ ア及 び通 信 機 器 構 成

将 来 の 開 発

結 論

質 問 と 回 答

序 文

背 景

3.1

3.2

3.3

3.4PASS

3.5

3.6

4.運 用 環 境

4.1

4.1.1

4.1.2ミ

4.1.3

4.1.4

4.2

システ ムの 説 明

INSPECT

SEARCH

SCRIBE

COMPILE

ELECTIONS

ハ ー ド ウ ェ ア

端 末 設 備

ソ フ ト ウ ェ ア

セ ン タ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ

・コ ン ピ ュ ー タ

その他の機器

_298_'

皿

㎝

㎝

蹴

皿

鋤

鍋

棚

卸

珊

珊

鍋

釦

知

㎝

田

田

細

細

細

田

細

細

細

細

㎝

斑

摺

躍

b

.■

D



ふ

4.2.1

4.3

4.3.1

4.3.2

4/72

ワ ー キ ン グ ・シ ス テ ム

通 信 プ ロ トコ ル

コ ン ピ ュ ー タ ・ ス イ ッ チ ン グ

5.ネ ヅ ト ワ ー ク ・デ ザ イ ン

5.1

5.2

5.3

サ ポ ー トの た めの機 器

ミニ ・コ ンピ ュー タ考 察

その 他 の 設 計 及 び代 替 案

322

325

325

326

326

326

330

332

G

!

曹

一299一



叫

A

,

,

?



A 1973年 資 料

1.序 文

㊤

■

この 報告 書 は,税 関 を 通過 す る貨 物 で,か つ課 税 対 象 とな る商 品の処 理 を 助 け てい る リア ル タ イ

ム ・システ ム,INSPECT(IntegratedNationwideSystemforProcessi㎎Entries

fromCustomsTerminals)}こ つ い て述 べ てい る。 この シス テ ムは 手 作 業 シ ス テ ムの 大 量 の 処理

を 代行 した り,代 替 シス テ ム とな るの では な く,む しろ現 在 の処 理 シス テムに 付 随 す る もの として

使 用 され て い る 。 こ の システ ムは 現 在 の 事 務 作 業 を 軽 減 して はい るが,基 本 的 に は 税関 吏 の頭 脳 の

拡 張 一 重 要 な範 囲 や異 例 な 問 題 点 を指 摘 し,税 関 吏 の作業 に有 効 な情 報 を与 え る能 力 を持 っ た追

加 メモ リ ー と して 働 く もの で あ る。 本 報 告 書 は,INSPECTの 実施 に関 連 す る背 景 や,全 ての 輸

入 取 引 に関 す る デ ー タを 含 む 情 報 バ ンクを 備 えて,歳 入及 び保 護 貿 易 の た め に全 関 税 の 徴収 を助 け

て い る コ ン ピーユ 「 タ ・シ ス テ ムの 役 割 に つい て 述 べ てい る。

2.研 究 の 経 過

9

●

1968年 に,関 税 ・内 国 消 費税 省 の イ ンボ イ ス処 理 セ ク シ ョンに 対 す る 自 動 デ ー タ処 理 の適 用 を 調

査 す る ため,フ ィ ー ジ ビ リテ ィ ・チ ー ムが 結 成 され た。 多 数 のADPシ ステ ム と手 作 業 システ ムが

詳 細 に 調 査 され,そ の チ ー ムは,手 作業 シス テ ムで は輸 入 の量 及 び 多様 性 の増 加 や,コ ン テ ナの 出

現 に よ る作 業 の 一 層 の集 中 化 に対 処 す る能力 を持 ってい な いだ ろ う との結 論 に達 した。 この チー ム

は,税 関 の通 関 手 続 の書 式 を ベー ス に し たADPシ ス テ ム の採 用 を推 薦 したが,こ れは,こ の シス

テ ムが 編 集の 速 度 と正 確 性 及 び重 要 な情 報へ の迅 速 な ア クセ ス等 の利 点 を与 え る一 方,既 存 の手 作

業 シ ス テ ムに 比 べて さ ほ ど難 か し く もな く,ま た 迅 速 な移 行 が で き る とい う理 由 に よ る も ので あ っ

た。 その 上 この シス テ ム は,当 初 は 税 関 に よ る強 力 な コ ン トロ ール を受 け な が ら,し だ い に 貨 物の

引 渡 し処 理 を ス ピ ー ドア ッ プ し,そ の 後,輸 入 業 者 や 代 理 店 に コ ン ビ。ユ一夕 設 備 を拡 充 し,そ れ に

よ って ペ ー パ:一 ・ワ ー ク と総 処 理 時 間 を 減 少 させ る道 を開 い た。
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こ の チ ー ム は,主 要 な9ヵ 所 の 処 理 拠 点 の み を オ ン ラ イ ン と し,そ の 他 の 小 さ な 港 は そ

の シ ステ ム を 事 後 チ ェ ッ ク 用 に 使 用 す る こ と を推 薦 した 。小 さ な港 の た めの 回 線 や端 末の 費用

は,オ ンラ イ ン ・リアル タ イ ム ・シス テ ムの 利 用 に よ っ て得 られ る収入 よ り,は る か に 多額 に な る

で あ ろ う。 シ ドニー税 関 の稼 動 に続 い て,ま ず シ ドニー 小 包 郵 便 局,シ ドニ ー空 港,メ ル ボル ン税

関,メ ル ボ ル ン小 包 郵 便 局,メ ル ボル ン空 港,ア デ レー ド,ブ リス ベ ー ン及 び フ レマ ン トル で 稼 動

す る こ とに な った。 即 時 的 な 全 面移 行 に よ って,プ ログ ラ ミン グ,訓 練 及 び 稼 動 用 要 員 に過 度 の 作

業 負担 を か け な いた め に,こ の よ うな移 行 方法 が 採 られ た 。

この推 薦 は,稼 動 日を1972年11月 下旬 とす る こ とで 承 認 され た 。ComputerSciences

CorporationofAmerica(CSC)は,フ ィ ー ジビ リテ ィ ・スタ デ ィ に お い て推 薦 され た シス

テ ムの 一層 詳 細 な デ ザ イ ンを 助 け る仕 事 に 従 事 し た 。機 器 購 入 を進 め る とい う政 府 の承 認 が 得 られ

た後,CSCは ハ ー ド ウ ェア仕 様 化 の 準 備 に加 わ り,そ れ は1970年 ・12月に終 了 した 。機 器 仕 様 の

回答 に 対 す る省 の徹底 的 評 価 の結 果,1971年9月,ICL4/72コ ン ピュー タ ・システ ムが 選 定 さ

れ る こ とにな っ た。

ComputerSciencesofAustralia(CSA)は,シ ステ ム開 発 の 援 助 の た め2年 契 約 を し

た。 機 器決 定 に先 立 ち,当 初 マ シン とは独 立 の フ ァイ ル ・デ ザ イ ン や,一 般 的 な プ ロ グラム の仕 様

化 が実 施 され た 。System4の 購 入 が 決 定 され た 直後,フ ァイル と プ ロ グラム の デザ イ ンは終 了 し,

1971年11月,コ ー デ ィ ング とテ ス トが ス ター トした。 テ ス トは 民 間 航 空 局(Depertmentof

CivilAviation-DCA)のICL4/70と,DCAの 従 来 の コ ン ピ ュ ータ に接 続 され て お

り,メ ル ボ ル ンに オ ン ライ ン ・テ ス ト用 端 末 を,ま た キ ャ ン ベラに7020リ モ ー ト端 末 を も った 供

給 省(DapartmentSupply)のICL4/50と を使 って行 わ れ た 。 テ ス ト期間 中 に は多 数の オ

ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム が使 用 され たが,そ れ らは マ ル チ ・ジ ョブ,J1300,.J140〔LJ1500

及 び 現 在 も なお 使用 され て い るJ1600で あ る。 こ うし た変 更は,予 定 期 限 を 守 り,目 的 達 成 の た

めに は 全 て の 可能 な 手 段 を使 お う とい う省 の決 定 の た め に 必要 で あ った。

コン ピュ ー タ は1972年6月 特 別 チ ャー ター便 で イギ リ スか らキ ャ ン ベ ラに 到 着 し,オ ー ス トラ

リ ア国立 大 学(AustralianNationa1.University)内 に 設 置 さ れ た。 この コン ピ ュータ とバ ッ

ク ア ッ プ用 コ ン ピ ュ ータ(こ れ は1973年8月 に 引渡 さ.れた)を1974年 第1・ 四半期 中 に貿 易 合

同 ビル の本 設 置 用 の建 屋 に 移動 す る こ とが 希望 され て い る。

こ の機 器 は,必 要 と され る ほ とん どの 受 け 入 れ テ ス トを,ICLに よ って済 ま され て い た 。 特別

の 受 け 入れ テ ス ト及 び 実際 の 作 成 テ ス トを 含 む 全 テ ス ト期 間 中:ハ ー ドウ ェ ア及 び ソ フ トウ ェ ア障

害 の た め に 失 な われ た トー タ ル ダ ウン時 間 は,160時 間 中 の64分 で あ っ た。 これ は,総 合的txoフ ォ

ー マン ス と して99
.3%と い う非 常 に良 い結 果 を示 した。

プ ログラ ム ・テ ス トは 即 刻 この コン ピュー タ に移 され,1972年9月,シ ステ ム ・テ ス トが 開始 さ

れ た 。INSPECTは1972年10月3日,シ ドニ ー税 関 で首 尾 よ く稼動 した。 これ は省 に よ って 決 定
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さ れ てい た稼 動 日で あ り,フ ィ ー ジ ビ リテ.イ ・スタ デ ィに お い て予 定 され た 稼 動 日 よ り も2ヵ 月 近

く も早か っ た。 近 々,数 台 の ご く普 通 の システ ムが 稼 動 す るが,高 級 な当 シス テ ムが 予 定 よ り早 く

稼 動 し て し ま っ てい る。 シ ドニ7空 港,小 包 郵 便 局 及 び メル ボル ンの2個 所(小 包 郵 便 局 は 税 関 と

統 合 して し ま った)は1973年7月 に オ ン ラ イ ンにな る 。 そ の他 の 州 は今 年 後 半 に 運 用 可 能 とな ろ

う。 ・,

3.通 関 の ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

'

輸 入 及 び課 税 の 目的 で 使用 され る基 本 的 な ドキ ュメ ン トは 通 関 手 続 書 で あ る。 そ れ は 関 税/物 品

税 及 び売 上 税 の計 算 と支払 に 必要 な情 報 を含 ん だ法 定 の ドキ ュメ ン トであ る。 通 関 手続 書は,輸 入

業 者 また は 輸 入 業 者 に 代 っ て許 可 を受 け た通 関 業 者 に よ って 完全 な ものに 作 り上 げ られ る。

通関 手 続 書 に添 付 す る もの とし て,イ ンボ イ ス,関 税 査 定 用 シ ー ト(ワ ー ク ・シー ト),そ の 他 、

通 関 手 続 書 上の 情 報 の補 助,証 明 に必 要 な ドキ ュメ ン ト類 が あ る。 通 関手 続書 の内 の あ る1つ は,

トラ ンザ ク シ ョンの タ イ プに よ って 定 め られた6種 類の フ ォー マ ッ トの 内 の 一つ に 該 当 す る。

4.古 い 処 理 シ ス テ ム

◆

亀

,産 業 保 護 の 方 式 の 変 更 と同様 に,省 で は 輸送 や通 信 方 式 の 高速 化 に伴 う,輸 入品 の 量 や 複雑 さの

拡 大 の 結 果起 こ る多 数 の変 更 を 実 施 して きた 。 そ れ らの 変 更 はINSPECTに 先 立 っ て行 わ れ,ADP

シ ステ ム導 入 の環 境 を 作 り上 げ るの を助 けた 。 これ らの 変 更 は,省 に と って スタ ッ フの 増 加 を引 き

起 こ さず に,ト ラ ンザ ク シ ョン量 の 増 加 をあ る程 度 ま で は 吸収 す る余 裕 を与 えて きた 。 この 時 点 ま

で は,通 関 手 続 書 と関 連 す る ドキ ュメ ン トは 税関 の イ ン ボ イ ス ・ル ニム で,完 全 な審 査 がな され て

い た こ とに注 目 す べ きで あ る。

影 響効 果 の 広 い別 の 変 更 は,「 危 険 性 の低 い」 通 関 手 続 書 が ス ク リー ナー(Screener)と 呼 ば

れ る経 験 あ る税 関 吏 に よ って審 査 され る とい う選 択的 審 査 シス テ ム の導 入 で あ った 。 この シ ス テ ム

は ランダ ム 審 査,及 び事 後 審 査 セ ク シ ョンに バ ッ ク ア ッ プ され てい た。

審 査 に適 応 し た レベ ル を 決定 す る際 に使 われ る規 準 は,商 品 の 違 い に よ って 一 様 で は な く,ま た
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各 々 の ス ク リー ナ ーは,関 連 する 産業 や 商 品 に っい て の彼 の知 識(関 税 表 の 知 識,関 係 者 の エ ラ ー

傾 向,価 格 及 び 一般 的 な関 税 の知 識 と経験)を 基 礎 に し て,作 業 に 当 ってい る。 スク リーナーが,貨

物 の正 し い通 関 手 続 書 に関 して,あ らゆ る面 で の確 実 な技 術的 知 識 を持 って い る こ とが,こ の シス

テ ムの 成 功 へ の 基本 的 必要 条 件 で あ る。

あ らゆ る 審査 レベル で,イ ン ボ イ ス審 査 官 は 関税 法,他 法令 の条 件,特 定 部 門 の 指 示 の諾 否 を審

査 し て い る。 これ らに は 輸 入 禁 止 品,検 疫,輸 入 許 可,LDC許 可,売 上税,地 方 団体 等 の 条 令 の

認 可 の 審 査 が含 まれ て い る 。

審 査段 階 で 発 生 した全 て の 疑 問 が解 決 され る と,(必 要 で あ れ ば)関 税 が 支払 わ れ,同 時 に全 て

の ドキ ュ メ ン トは マイ ク ロ フ ィル ムに 撮 られ,そ の ほ とん どは 代 理 店 に 返 却 され る。 これ らの返 却

され た ドキ ュ メ ン トの 中 に は,貨 物 の引 渡 し を可 能 にす る デ リバ リー ・ノー トが 含 ま れ て い る。

一層 古 い シス テ ムの も とで は
,税 関 吏(ExaminingOfficers-E・Oと 呼 ばれ る)は 実 際 の

貨 物 と密 接 な接 触 を持 っ て,商 品 に 関 す る広 い知 識,貨 物 の 分 類,そ の 他 関税 に 関 す る 知識 を得 て

い た 。 この 知 識 は,'税 関 吏 が荷 揚 場 とか 保税 倉 庫 とか に配 置 され た り,全 て の通 関 手 続 書 が完 全 な

審 査 を 受 け る イ ンボ イス審 査 の後 半 の整 理 作 業 に配 置 され た た め に得 られ た。

"非 常
に 貴 重 な トレー ニ ン グ の場 が,輸 入 品の 多 重 化,複 雑 化 に よ っ て失 なわ れ て きて い る。

発 生 し そ うな問 題 を 提示 し,イ ン ボ イ ス審 査 官 が正 しい 判 断 を行 う助 け をす る よ うな特 徴 が

INSPECTに 含 ま れ た のは,こ の トレー ニ ン グの 場 を失 な って きた た め であ る。

ψ

b

5.ハ ー ド ウ ェ ア 及 び 通 信 機 器 構 成

'

ICLのSystem4/72の 構成 は 第2-1図 に示 され て い る。 周辺機 器 の 切替 は(明 瞭 に す る た

め に),相 手 の機 械 との 切替 を示 す 点 線 だけ で示 され て い る。

通 信機 器 構成 は 現 在二 つの 新 しい オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの稼 動 の た め,主 要 な 拡 張 が 実 施 され て

い る。 現 在,INSPEcrはICLの タ ー ミ ・プ リン タ ー とGEの タ ー ミネ ー ト ・プ リン タを持 った

ICLの7181/2VDUとAWAのVDU(郵 政 省 か らの 借 用)を 使 用 して い る。 回線 分 割 アダ プ

タ(QueuedLineSharingAdapters(QLSA))がICLのvDUの マ ル チ プ レ クサ とし て

使 わ れ て い る。 今 後 数 ヵ月 の 間 に,9台 のGeneralAutomationのSPCl6/65ミ ニ コ ン ビ。ユ

一 夕が 設 置 され
,マ ル チ プ レ クサ 及 び メ ッセ ー ジ ・コンセ ン ト レ一 夕 と し て使 用 され る。 プ リ ン タ

ーは 一層 高 速 のPrintecの プ リ ンタ ーに置 き替 え られ るで あろ う
。 新 し い シ ス テ ムが 完 成す る と,

通 信 ネ ッ ト ワー クは,59台 の郵 政 省 モ デ ム を使 用 し てい る9台 の ミニ ・コ ン ピ ュ ー タに 制 御 ざれ る
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185台 のVDUと,52台 の プ リンタ ー とか ら構成 され る こ とに な ろ う。

特 に オ ン ラ イ ン
.・シス テ ムの 開 発 費 の 見 積 りは,併 行 開 発 が 行 わ れ た り,機 器 購 入 が他 の オ ン ラ

イ ン ・シス テ ム と同時 に行 わ れ た りす る た めに,難 か レい 。 機 器 費用 は3百3十 万 豪 ドルで あ る。

6 INSPEcrシ ス テ ム

INSPEC↑ シス テ ムは,税 関 の イ ンボ イ ス審 査官 に'対す る付 加 的,情 報 蓄 積 シス テ ム と しーて役 立

っ て い る。 ζれ は 審 査 官 に 取 って 替 わ る こ とは な!・,と い うの は,人 間 の みが 通 関 書 類 の処 理 に 必

要 な判 断 を す る こ とが で き るか らで あ る。INSPECTシ ステ ムへ の入 力 はVDUを 通 じて行 わ れ る。

オ ペ レー タ が キ ー イ ンす る通 関 手 続 書 は 二 分 割 され た メ ッセ ー ジ と して フ リー ・フ ォー マ ッ トで 与

え られ る。'

τ シ ス テ.ム の 影 響,・

.,.{N・P・;・の導入は・省;作 業 ・・多 ・r利 益・与 えた・第一儲 に対レ・・一な・の … メ
・トが鍋 三され る 「危難 緬 ・商 品・ζ開 しては・噌 迅速な・づ ・・ラウ・ドが得 られてい

ら ロ ヒコ

・・あ磯 鴫 ,・ み い の提齢 ら・碑 店への貨物引き渡・証明書の返還までの醐 が

・時間以下 ・rな
.り得る・・碑'INSPECT導 入以前・約8醐 の作業時間力`かかったの と枇 で

きる。

第 三 に,キ ャン ベ ラに 集 中 され た マ ス タ ー参 照 フ7イ ルや 全 て の コ ン ピ ュー タ処 理 た よ って,一

層 統 一 され た チ ェ.ックが 実 施 され てい る。 古い シ ス テ ムの もとで は,州 の協 力 で 中 央 官 庁 で 決 め ら

れ た ガ イ ドラ ・ ・!・従 ・て,い ・ い ・な 戊帽 吏 に よ ・ て決 定 が行 わ れ た ・ これ1まi綱 ど際 して ・

避 け が た い 差異 が ジステ ムに しの び込 む こと を許 して し ま った 。

第 三 に,税 関 に おけ ろ 作業 は 一 様 で は な く,か つ過 去 数 年 間 に 増 加 し て き てい る。 変 動 は,国 内

や海 外 で の 産業 競 争,物 資 の 欠乏,悪 天 候,季 節的 購 買 パタ ー ンと い うよ うな 関 連 の な い 事 象に ょ

っ て 引 き起 され て いる。 こ うし た変 動 や増 加 に 対 す る調 整 の 方 法 は 「審 査 シ ス テ ム(Screeni㎎

System)」 の 採 用 で あ る。INSPECTシ ス テ ムは,「 危 険 性 の低 い 」 商品 を審 査 す る こ とに ょ っ
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て,審 査 官 が 人 の判 断 を 必 要 とす るそ の他 の 商 品(の 審 査)に 集 中 で きるよ うに し,こ の 分 野 で 援

助 を してい る6コ ン ピ ュ ータ は 全 て の 通関 手 続 書 に多 数 の ラ ン ダ'ム:チ ェ ッ クを課 して い る。 その

上,税 関 の 事 後 審 査 セ ク シ ョンは,通 関 手 続 に 関 す る深 い 研 究 を 実 施 す る責任 を 負 って い る。 関 税

法 で は,起 訴 は 犯 罪 発 生 後7年 間 可 能 で あ る。

烏1 8.シ ス テ ム の 利 益

》

タ

シス テ ムは 政 府 の他 の 局 と同 様,関 税 ・内 国 消 費税 省 に 種 々の 点で 利 益 を与 え る だ ろ う,そ の利

益 の あ る もの は,金 銭 的 手 段 で計 るこ・とが で き るが,他 の もの は 評 価 す る こ とが 難 か しい が,し か

しそ れ らは省 及 び政 府 に と って 利 益 とな る もの で あ る。 人 口 調 査 ・統 計局 は,貿 易 統 計 シス テム の

た め に,通 関 手 続 書 の コ ピ ー か ら得 られ た デー タを使 用 して い る。 その デ ー タ は,か っては紙 テ ー

プに パ ンチ され,マ スタ ー ・フ ァ イル を更 新 す る 前に編 集 され た 。INSPECTシ ス テ ムの も とで は,

そ の編 集 済 デ ー タ は 副 産 物 と して 作成 され,統 計 局 に磁 気 テ ー プで 送 られ る。 これ は,デ ー タ収 集

及 び編 集 の セ ク ショ ンで,年50万 豪 ドルの 節約 に な るだ ろ う。

更 に,実 体 を握 み に くい が,恐 らく一層重 要 な利 益 は,輸 入 団 体 や国 民 へ よ り良 い サ ー ビスが で

きる とい うこ とで あ る 。 前 述 した ご と く,エ ラ ー な しの ドキ ュ メ ン トは,一 般 的 な 状 況 の も とで は,

4時 間 で処 理 す るこ とを 期 待 で き る。

税 関吏 は 一般 的 な事 務 作 業 か ら解 放 され,関 税 法 及 び 条 令 に表 現 され て い る オ ー ス トラ リア政 府

の 政 策 に 適 応 し た 一層 重 要 な作 業 に集 中 す るこ とが で き る。例 え として は,条 令 に与 え られ て い る

権 限 に 関 す る 部分 の 遂 行,計 算 者 に よ る通 関 手 続 書 の審 査,CDCの 設計 な どの 作業 で あ る。 これ

らの うち,CDCの 設 計 は将 来 の 発展 のた め に最 も直 接 的 利 益 と 可能 性 とを持 っ てい る。通 関 手 続

に お い て 基 本 的 な 審 査 を 受 け る 「危 険 性 の 低 い 」 商 品 の,通 関 手 続 上 の幾 つ か の フ ィー ル ドに 対 し

て は,,評 価 規 準 が定 め られ て い る。 シ ステ ムは,与 え られ た 情報 に 対 して これ らの 基 準 を適 用 し,

CDCの 入力 経 路 を 定 め る。 第 一 は,こ の 規準 は,一 層 統 一 した処 理 をす るた め に・,一貫 し て オr

ス トラ リ ァ中 に適 用 され る。

第 二 に,古 い シス テ ム の も とで判 断 を して きた 審査 官 は 、現 在 で は,必 要 な法 律 と法 令 を用 い て,

受 理 の難 か し い か な りの範 囲 の もの を 決定 す るた め に彼 等 の経験 や知 識 を活 用 し,CDCで な い手

続 に 一層 集 中 で き る。 第 三に,CDCに 関 す る継 続 した経 験 と,ま もな く稼 動 す る デー タ ・ペ ー ス・

シ ステ ム(第9項 参 照)に よ って,更 に多 くの通 関 手続 書 が,よ り少 な い審 査 で 済 ま さ れ,作 業 の

流 れ の変 動 や 作 業 量 の 増加 の 処理 が一 層 フ レ ク シブ ル に な る よ うに 規 準 を変 化 させ る こ とが で き る。
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キ ャ ンベ ラ に あ る コ ン ピ ュー タに処 理 を集 中 化 す る こ とは,稼 動 を 一 層簡 単 に す る と同 様,省 の

統 一 方 式 で処 理 を続 け る こ とを助 け てい る。 古 い シス テ ム の もとで は,情 報 は 処 理 をす る税関 吏 の

頭 脳 に貯 え られ た が,現 在で は プ それ は コン ピュ ー タに 蓄 積 され,必 要 な ら審 査 す べ き特 定 の事 項

を指 摘す るた め に,SCADに プ リン トされ る。 こ の範 囲 に は,輸 入 禁止 品,ダ ン ピ ン グ,輸 入 許 可

証 等 が 含 まれ て い る。 税 関 の 調 査 や審 理 の過 程 で,特 定 の通 関 手 続 情 報 が 審 理 を 助 け る こ とに な る

の で,⊃ ン ピュ 一 夕は,ス ペ シ ャ リス ト ・セ ク シ ョンが 特 定 の 状 況 を 満 す 全 て の通 関 手 続書 を 望ん

でい る とい うこ とを警 告 され て い る。

古 い シス テ ムの もと では,手 書 きの指 示 や 人 の 記憶 が 頼 りで あ った。

省 や 政 府 の 政 策 の変 化 に よ り引 き起 こ され るフ ァ イル の 内容 の変 化 や フ ァイ ルの デ ザ イ ンの変 化

は,処 理 の あ る部 分 が 集 中化 され れ ば,一 層 簡 単 に達 成 す る こ とが で き る。ADP化 され て い な い

シス テ ムの も とで は,変 更 は 書 い た もので知 らされ,プ リン トされ,そ して処 理 の拠 点 に送 られ る。

変 更 は,直 接 それ を整理 し,適 用 す る税 関 吏 に よ っ て,適 当 な 時 に 発 行 され る。ADPシ ステ ムの

も とで は,変 更 は 稼 動 日の 前 夜 に フ ァイル に 作成 され る。 これ らの変 更 は 印 刷 物 に よ っ て バ ッ クア

ップ され てい るが,こ れ らは 稼 動 の時 に 統 一 的 に適 用 され る。

数 ヵ月 前 の 政 府 に よ る関 税 率 の25%カ ッ トは,集 中 化処 理 の 効 果 を現 わ して い る。 必要 な変 更 は,

政 府 に よ る発 表 か ら,翌 日,作 業 を 開 始 す る ま で の 間 に 行 な わ れ た 。 この タ イプ の 変 更 は 珍 らしい

こ とで は な く,ま たINSPECTで は 一層 簡 単 に 行 な わ れ る だ ろ う。

入力 か らの 情 報 は,後 に情 報 検 索 シス テ ムで使 用 す るた め に磁 気 テ ー プに 蓄 積 され る 。

萄

9.'将 来 の 開 発

、

お そ ら く最 も興 味 の あ る(そ し て利 点 の あ る)開 発 はINSPECTの 第 二 段 階 で あ る。SEARCH

(SelectEntriesandRepor.ttoCustom8Houses)シ ス テ ム は,二 つ の レベ ル で情 報 の 検

索 を 許 す 情 報 検索 シス テ ム で あ る 。

即 時 的 な 検 索は 商 品 デー タ ・ペ ー スか らあ る程 度 の デ ー タ を与 え られ て い る 。 その デ ー タは,

INSPECTに よ って前12ヵ 月 間 に 処 理 され た もの の一 部 で あ り,オ ンラ イ ンで蓄 積 さ れ た もの で あ

る。 情 報 が 記載 され てい る通 関 手 続 書 は,「 危 険 性 の 高 い 」 とか 「重 要 さ 」に よ っ て 選 別 され る。

検 索 は 即 時 的 で あ り,結 果 はVDUに 表 示 さ れ る か,ま た は リモ ー ト ・プ リ ン タ ー に プ リン トされ

る。 第 二 の レベ ル は,前7年 間 の 通 関 手 続 に 関 す る情報 を 含 んで い るINSPECTの ヒ ス トリカル ・

フ ァ イル か ら,情 報 を 検索 す るた め に使 用 さ れ る。 要 求 はVDUを 通 じて 入 力 され,編 集 され,そ
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して 次 の週 末 まで 検索 の た め に貯 え られ て い る 。結 果 は キ ャン ベ ラで プ リ ン トされ,要 求 元 に 返 送

され る。

これ は,税 関 の 調 査 官 が納 税 忌避 者 を 発 見 し,産 業保 護 の 回避 を止 める た め の道 具 で あ る。

SEARCHシ ステ ム は1974年 初 期 に 稼動 す る こ とに な って い る。

検 討 中 の他 の シス テ ムは,現 在 の 入 力 ドキ ュ メ ン トの 必要 性 を 無 くして しま うイ ン ボ イス ・デ ー

タを,通 関 業 者 か ら直接 入 力 す る こ とを許 す シス テ ムで あ る。

命

10.結
ム
冊

二
一,口

■

9

関 税 ・内 国 消 費税 省 は,税 関 に よ る貨 物 の通 関手 続,及 び 内 国 消 費税 の課 税 対 象 品 を処 理 す るた

めの全 国的 規模 の オ ン ラ イ ン ・シス テ ム を稼動 中 で あ る。INSPECTの 稼 動 に 対 す る正 当性 を 明 か

に す る こ とは,そ の シス テ ムが 金 銭 上 の 節 約 や,金 銭 的 尺 度 で は測 定 し難 い 一層 迅 速 か つ統 一 的 な

処 理 と同様 に,要 員 の増 加 の抑 制 を含 ん で い るの で 複雑 で あ る。 しか し,最 適 な 正 当 化 は,偶 然 ま

た は 故意 の 不 正 手段 に よ る減収 を 発 見 で きる省 の 力 に よ って,計 画的収 入 増 加 が は かれ た こ とで あ

る 。

これ は多 数 の要 素 か ら生 ず る が,そ の 一 つ は,提 出 され た ドキ ュ メ ン トが 正確 で あ るか 否 か を 人

人 に確 認 さ せ るこ とが で き る コ ン ピ ュ ー タ ・シス テム の導 入 が 周知 の 事 実 とな って い る,と い うこ

とで あ る。 も う一 つ は,人 的 資源 を一 般 的 事務 作業 か ら解 放 し,そ の 人 々を 通 関 の 管 理,審 査 及 び

調 査 とい う一層 有 益 な作 業 に 集中 で きる とい うこ とで あ る。 この 目的 を 達 成 す るた め に,シ ス テ ム

は 多数 の レベ ル,即 ち,デ ー タ ・ペー ス か らの 迅 速,正 確 な 情 報 を備 え る だ ろ う。 収 入 の増 加 は,

「た び た び 」稼 動 の た め に支 出 され るで あ ろ う。

占

質 問 と 回 答

Q・ 人 口調 査 ・統計 局 に 手 渡 す 情 報 及 び その他 の 情 報 を説 明 して 下 さい 。

A.提 供 され る唯 一 の 情 報 は,通 関 手 続 か ら得 られ る情 報 を 含 ん だ磁 気 テ ー プ です 。 人国調 査 ・統

計 局 は,情 報 の 漏 洩 が な い と い う評 判 が あ りま す。 税 関 に 関 し て は,こ れ ま で 必要 で あ る場 合
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以 外 は,外 に 漏 れ た こ とは な い 。

Q・ プ ログラ ム作 成 に 際 して,通 関 業 者 と シ ステ ムに 関 係 して いる プ ロ グラ マ との 間 に 共 謀 が 発生

しな い こ とを確 認 す るた めに,ど の よ うな 予防 措 置 を取 りま した か。

A.我 々は 事 後 審 査 セ ク シ ョン と ラ ン ダ ム審 査 と呼 ばれ る セ ク シ ョ ンを 持 っ て い ま す 。 ラ ンダ ム審

査 セ ク シ ョンは ラ ンダ ムに 通 関 手 続 を選 び 出 し,別 の審 査 を与 え る。 従 って,も し プ ログ ラ マ

ー と輸 入 団体 との 間 で 何 らかの 共謀 が 行 われ た とし て も,我 々は 発 見 す る ζ とが で きる。 プ ロ

グ ラム を書 い てい る間 に,共 謀 を防 ぐ実 質的 な努 力 は してい ま せん が,こ の シ ステ ムは共 謀 が

行 な われ る こ とを 許 し て お りませ ん 。

、

'

一310一



B 1975年 資 料

1 序 文

命

・

,

、

■

警 察 ・関 税 省 は,最 近,オ ー ス トラ リア本 土 の 全 州に あ る ミニ ・コ ン ピ ュ ータ と,郵 政 省 の 専 用

回 線 を 経 由 し て接 続 され てい るキ ャ ンベ ラ の セ ン タ ー ・コ ン ピ ュー タとか ら成 る ネ ッ トワー クを使

用 して,4種 類 の 主要 な オ ンラ イ ン ・ システ ム を稼 動 し て い る。 これ は,1972年9月 に キ ャンベラ

と シ ドニー 間 の1回 線 の接 続 か ら始 ま り,現 在 で は全 国 的 な ネ ソ トワー クへ と急 速 に 発 展 し た。

将 来 の 発展 で は,セ ン タ ー側 へ の接 続 と,サ ブ ・ネ ッ ト ワー クに よ り与 え られ る遠 隔 地 側 の設 備

との両 面 で,さ らに ネ ッ トワ ー クの拡 張 が 見 られ るで あ ろ う。(5.1.2項 に示 され て い る)

キ ャ ンベ ラの セ ン タ ー側 は,国 内 中 の税 関 に 接 続 して い る2台 の 大 型 コ ン ピュ ー タを持 って い る。

税 関 は ブ リスベ ーン,シ ドニ ー(3ヵ 所),メ ル ボル ン(2ヵ 所),ア デ レ ー ド及 び フ レ マン トル

に あ る。 更 に,マ ス コ ッ ト空 港 の国 際 タ ー ミナル ビル と,セ ンタ ー ・コ ン ピュ ー タ か ら離 れ た キ ャ

ンベ ラ内 の 数地 区 とが接 続 され て い る。

現 在,COMPILEシ ス テ ム を導 入 す るた め に,キ 〉 ンペ ラ とタ ラ マ リン空 港(国 際 タ ー ミナ ル ビ

ル)を 接 続 し,ま た キ ャ ンベ ラか らシ ドニ ー と メ ル ボ ル ンに 臨時 の 回 線 を敷 こ う とい う計 画が 進 め

られ て い る 。 ネ ッ トワ ー クに ダ ー ヴ ィ ンを 含 め る こ と も考 え られ て い る。

遠 隔 地 の 側 で は,キ ャンベ ラか らの 回線 は,回 線及 び デ バ イス ・コン トロー ラ と し て働 く ミニ ・

コ ン ピ ュー タ と接 続 され る。 回 線 の サ プ ネ ッ トワー クは,「 イ ン ・ハ ウス 」 もま た 郵 政 省 の専 用 回.

線 経 由 も,こ れ らの ミニ コン ピ ュー タか ら,放 射状 に の び て い る。 最 近 で は,サ ブ ネ ッ トワ ー クは,

COMPILEの 導 入 とは 関 係 な く,税 関 側 に も存 在 して お り,通 関 業者 の 事務 所 は ネ ソ トワー クの 一

部 とな り,彼 等 自身 の端 末設 備 を持 つ こ とに な ろ,う。 ブ リス ベー ンや パ ー スの 国 際 空 港及 び他 の 遠 ・

隔地 の税 関,例 え ばHobertを サ ブ ・ネ ッ トワ ー クに 含め る.考え も起 きて きてい る。
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2.背 景

2.11NSPECT

1968年 に,関 税 ・内国 消 費 税 省 の イ ンボ イス処 理 セ ク シ ・ンに 対 す る 自動 デ ー タ処 理 の適 用 を

調 査 す る ため,フ ィー ジ ビ リテ ィ ・チ ー ムが 結 成 され た。 多 数 のADPシ ス テ ム と手 作 業 シス テ ム

が詳 細 に 調 査 され,そ の チ ーム は,手 作 業 シス テ ムで は 輸 入 の量 及 び多 様 性 の 増加 や,コ ン テ ナの

出現 に よ る作業 の 一層 の集 中 化 に 対 処 す る 能力 を持 って い な い だ ろ う との 結 論 に達 した,こ の チ ー

ム は,税 関 の通 関 手 続 の書 式 を ベ ー ス に し たINSPECTと 呼 ばれ るADPシ ス テ ムの 採 用 を 推 薦 し

た が,こ れ は,こ の システ ムが編 集 の 速 度 と正 確 性,及 び 重 要 な 情 報 へ の迅 速 な ア クセ ス等 の利 点

を 与 え る一 方,既 存 の手 作 業 シ ス テ ムに 比 べ さほ ど難 か し く もな く,ま た迅 速 な移 行 が で き る とい

う理 由 に よ る もの で あ っ た。 その 上 この シ ス テ ムは,当 初 は 税 関 に よる 強 力 な コ ン トロー ル を受 け

なが ら,し だ い に 貨 物 の 引 渡 し処 理 を ス ピー ドア ッ プし,そ の 後,輸 入 業 者 や 代 理店 に コ ンピ ュー

タ設 備 を拡 充 し,そ れ に よ って ペ ーパ ー ・ワー クと総 処 理 時 間 を 減少 させ る道 を開 い た 。

この チ ー ムは,主 要 な9ヵ 所 の 処 理拠 点 の み を 「オ ン ライ ン」 とす る こ とを推 薦 した 。 小 さな 港

の た め の 回 線 や端 末 の 費用 は,オ ン ラ イ ン ・リアル タ イム ・シス テ ム の利 用 に よ って 得 られ る収 入

よ り,は るか に 多 額 に な る であ ろ う。 シ ドニ ー税 関 の 稼 動 に続 い て,ま ず シ ドニ ー小 包 郵 便 局,シ

ドニ ー空 港,メ ル ボル ン税 関,'メ ル ボ ル ン小包 郵便 局,メ ル ボル ン空 港,ア デ レ ー ド↓ ブ リス ベー

ン及 び フ レマ ン トル で稼 動 す るこ とに な っ た。 即 時 的 な 全 面移 行 に よ って,プ ログ ラ ミン グ,訓 練

及 び稼 動 用要 員 に過 度 の作 業 負担 を か け な い た め に,こ の よ うな方 法 が 採 られ た。

この推 薦 は,稼 動 日を1972年11月 下 旬 とす る こ とで承 認 され た。ComputerSciences

CorporationofAmerica(CSC)は,フ ィー ジビ リテ ィ ・ス タ デ ィに お い て推 薦 され た シス

テ ムの 一 層詳 細 な デザ イ ンを助 け る仕事 に 従事 した。 機 器 購 入 を 進 め る とい う政府 の 承認 が得 られ

た 後,CSCは ハ ー ドウ ェ ア仕 様 化 の 準 備 に加 わ り,そ れ は1970年12月 に 終 了 した 。機 器 仕様

の 回 答 に対 す る関 税 ・内 国 消 費税 省 の 徹 底 的 評 価 の結 果,1971年9月,ICL4/72コ ン ピュー

タ ・シ ステ ム が 選定 され る こ とに な った 。

ComputerSciencesofAustralia(CSA)は,シ ス テ ム開 発 の 援 助 の た め2年 契 約 を し

た。 機 器 決 定 に 先 立 ち,当 初,マ シ ン とは独 立 の フ7イ ル ・デ ザ イ ンや,一 般 的 な プ ログ ラムの 仕

様 化 が 実 施 され た 。System4の 購 入 が 決定 され た 直 後 に,フ ァイル と プロ グ ラ ムの デ ザ インは 終

了 し,1971年11月 コー デ ィン グ とテ ス トが ス タ ー トした 。

その 後,INSPECTは オ ー ス ト ラ リア本 土 の他 の 州で 徐 々 に稼 動 が 始 ま り,1974年1月 フ ラ メ

ンタ ル が オ ン ラ イ ン とな っ た。

"

・

、

θ
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2.2SEARCH

1972年9月,丁 度INSPECTが 稼 動 しよ う として い る時,INSPECrに よ って蓄 積 され る デ ー

タ を使 用 す る情 報 検 索 シ ステ ムを,省 に提 供 す るべ く,プ ロ ジ ェ ク ト ・グル ー プが 結 成 さ れ た。 こ

の シス テ ム,SEARCaは,1974年3月1日,予 定 通 り稼 動 し た。

2.3SCRIBE

この システ ム は大 臣の 通 信 そ の他 の動 きを記 録 す るた め に開 発 され た。 そ れ は,フ ァイル を 割 り

つ け,経 過 を モ ニ タ ーす る ため に使 用 で きる。SCRIBEは1974年1月 に 稼 動 し た 。

●

2.4PASS

1973年3月,主 要 な 国 際 空 港 での 旅 客 の処 理 を容易 に す る シス テ ムを 導 入 する こ とを 決 定 した 。

PASSは1974年7月 に シ ドニ ーで稼 動 し,漸 時 オ ース トラ リア中の 国際 空 港 で稼 動 す る こ'とにな

ろ う。

2.5COMPlLE

COMPILE(1976年 初 めに 導 入 され る予定 だ が)は,輸 入 業 者 や代理 店 が,税 関 ネ ッ ト ワ ー ク

(セ ンタ ー ・コ ン ピュ ー タ は税 関 での 申告 を 蓄 積 し,処 理 す る)に 接 続 ず る事 務 所 の 端 末 か ら,委

託 貨 物 の関 税 を 支 払 うた め に必 要 な デー タの'入力 を可 能 に す るだ ろ う。 ・

ぜ

、 3。 シ ス デ ム の 説 明

3.11NSPECT(lntegratedNationwideSystemtoProcessEntrieS'"

fromCustomsTerminals)

INSPECTシ ス テ ム は,税 関 の イ ン ボ イス 審査 官 に対 す る付 加 的,情 報 蓄 積 シ ス テ ム とし て役 立

ってい る。 これ は審 査 官 に取 って替 わ るこ とは な い。 とい うの は,人 間の み が 通 関書 類 の処 理 に 必
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要 な判 断 を す る こ とがで き るか らで あ る 。INSPECTシ ス テ ムへ の 入 力 はVDUを 通 じて 行 な われ

る。VDUオ ペ レ ータは,各 フ ィー ル ドと フ ィー ル ド識 別 文 字 を キ ー イ ンす る通 関 手 続 書 を渡 され

る。 フ ィ ール ドが な い場 合,識 別 文 字 だ け が キ ー イン さ れ る。 シス テ ムは 通 関 手 続 書 を受 け取 る と,

オ ペ レ ー タに ・ それ が有 効 且 つ 受 け 入れ 可 能 な通 関 手 続 書 で あ るか ,あ るい は 修 正 を 必要 とす るエ

ラ ーが あ るか を知 らせ る応 答 を返 す 。 オ ペ レータ は通 関 手 続 書 が 受信 済 で あ る とい う通 知 を受 け る

と,そ の次 の 通 関 手 続 書 の 入 力 を続 け,さ もな け れ ば,エ ラ ーの 修正 をす るか,ま た は 前 に 入 力 し

た情 報 が通 関 手続 書 に 一致 して い る(即 ち,こ の エ ラ ーは ドキ ュメ ン トが 税関 に 提 出 され る以 前 に

発 生 し てい る)こ とを シス テ ムに通 知 す るよ う要 求 され る。 この段 階 で の エ ラ ー ・チ ェ ッ クは,内

容 の法 的有 効 性,項 目間 の 一致 の チ ェ ッ クで あ る 。

次 の処 理 段 階 は,マ ス ター ・フ ァイ ルの 参 照 を含 ん だ 一 層 詳 細 な編 集 とScreenAdvice

Document(SCAD)の 作 成 か ら成 り立 っ てい る。ADP処 理 の主 な 作成 物 は このSCADで あ る。

SCADは,各 通 開 手 続 書 に対 し て1枚 が,リ モ ー ト ・プ リ ンター に プ リ ン トされ る。SCADは 情報

セ ク シ ョン と エ ラー ・セ ク シ ョン とか ら構 成 さ れ てい る。 情 報SCADは,実 行 す べ き特 別 な処 理 を

指 摘 してい る。 それ は,税 関 吏 の 調 査技 術 が向 上す る よ うな範 囲 の もの で あ る。 コ ン ピ ュ ータ は,

予 め設 定 され た基 準 を用 い て,実 行 す べ き処 理 の レベ ル に つ い て決 定 す る。 「危 険 性 の 低 い」 範 ち

ゅ うに あ る処 理 は,基 本 的 な審 査 だ け を うけ る 「コ ン ピ ュータ管 理 に よ る通 関 手 続(Computer

DelectedClearance)(CDC)」 を指 定 され る。

エ ラ ーSCADは,VDUオ ペ レー タ が修 正 で き な か った り,詳 細 な編 集 段 階 で 検 出 され た;ラ ー

に 関 す る通 知 情 報 か ら構 成 され て い る。 通 関 手 続 書 は 修 正 の た めに通 関 業 者 ま た は 輸 入 業 者 に戻 さ

れ る だ ろ う。 通 関 手続 書 は処 理 が 終 る と,添 付 書 類 と共 に マ イ クロ フ ィル ム に撮 られ,唯 一 無 二の

マ イ グ ロフ ィル ム参 照 番 号 が付 け られ る。 その 後 税 が支 払 われ,貨 物 が 引 き渡 され るで あ ろ う。

納 税 の 承 認 が シ ステ ムに投 入 され る と,申 告 に対 す るオ ン ラ イ ン処 理 が 終 了 す る。'

夜 間 の処 理 に は,オ ン ラ イン用 ワー ク ・フ ァ イル か ら処 理 済 の 通関 手 続 書 の 消去,デ ー タ ・ベ ー

ス の 更 新,統 計 資料 の 作 成 が あ る 。

3.2SEARCH:asystemtoSelectEntriesAndReportto

CustomsHouses

省 の主 た る機 能 は,商 業 上 の不 正 行 為,あ るい は ま た過 失 を発 見 す るた め に,商 業 上 の デ ー タ を

調 査 す るこ とで あ る。 貨物 の 迅 速 な 引渡 し が,国 家 経 済 の ため に,コ ス ト ・ダ ウ ンを持 続 させ る基

本 とな る状 況 の も とで は.こ の 調 査 機 能 は 一層 重 要 でφ ろ う。 この 調 査作 業 の 効 果 は,検 索 手 段 が

全 く無 か った ため,防 げ られ て きてい た 。SEARCHは この 障 害 を取 り除 き,ま た同 時 に,関 税 省 だ

け でな く貿 易,関 税 率,価 格 水 準 を注 目 し てい る グル ー プが 調 査 の 目的 で 貿 易 情 報 を検 索 で き る よ

うな 道 具 を提 供 した。

,●
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'

簡 単 に言 え ば,SEAR(Hは 前12ヵ 月 間 に,省 がINSPECTに よ っ て処 理 した21百 万の 通関 手 続 書

の 詳 細 デー タ を含 む デ ー タ ・ペ ー ス で あ る。 デ ー タを ア ク セ スす る五 つの 主 要 な キ ー(必 要 な ら も

っ と追 加 で き る)は,即 ち,輸 入 業 者,輸 出業 者,商 品,倉 庫,申 請 番 号 が あ る。 全 て の 調査 は,

デ ータの他 の フ ィ ー ル ド,例 え ば価 格 の 巾,税 金 の 巾,原 産地 等,ま た は 五 つ の キ ー以 外 の もの に

よ って性 格 付 け が な され る。

税 関 吏 は 自分 の欲 す る情報 を決 め る と,そ れ をVDU経 由 で シス テ ムに 要 求 す る。 入力 形式 と し

て は,各 フ ィー ル ド毎 に 唯 一 無 二の 識 別 符 号を 持 って お り,ま た 情報 は フ リー ・フ ォー マ ッ トで キ

ー イン され る
。

その 要 求 は編 集 さ れ,エ ラ ーの あ る フ ィ ール ドに対 し てVDUに メ ソセ ー ジが 表 示 され る。 これ

らの フ ィール ドが 修 正 され る か,あ る いは 要 求 に エ ラー が 無 か った時 は,デ ー タ ・ベ ース の 検 索処

理 が始 ま っ た とい うメ ッセ ー ジがVDUに 表 示 され る。

デ ー タ ・ペ ー スは,各 々の キ ー に関 し て ポイ ンタ ーの チ ェイ ンを持 った 一 連 の リス ト構造 に な っ

て お り,デ ィ レ ク ト リ ・フ ァ イル は それ ぞれ の キ ーの チ ェ イ ン上 の 最 初 の レ コ ー ドを指 して い る。

デ ー タ ・ベ ー スの 検 索 に は,サ ーチ の 範囲,1個 の キ ーま た は キ ー の組 合 せ,及 び サ ーチの た め

の パ ラ メー タ基 準 を 明確 に し な くて は な らな い。 検 索 に よ って キ ーが 引 き出 され,デ ィ レク ト リ ・

フ ァイルが 読 ま れ る。 単 一 の キ ー検 索 に 対 して,も しキ ーが デ ィ レク トリ内 に 発 見 され ない か,ま

た は デ ィ レ ク ト リが その サ ーチ 範 囲 内 に は レ コ ー ドが無 い こ とを示 して い る場 合 に は,現 在 その フ

ァイルに は レコ ー ドが 無 い とい うメ ッセ ー ジが表 示 され る。 複 数 キ 三 の 検 索要 求 に 関 し て も,も し

キ ー の うちの い ず れ か が デ ー タ ・ベ ー スの サー チ範 囲内 に 現 存 しな い場 合 は,こ の メ ソセ ー ジが ジ

ェ ネ レー トさ れ る。

キ ーに 対 す る レコ ー ドが存 在 して い る とい うこ とが 確 定 す る と,各 々の キ ー に対 す るサ ー チ範 囲

内 の レ コー ド数 が合 計 され る。 その チ ェイ ンの申 で,最 小数 の レコ ー ドを持 っ た キ ーが サ ーチ の 経

路 を 指 示 して い る。 その 選 択 され た キ ーに 関す る最 初 の レ コー ドの 磁 気 デ ィ ス ク上 の ア ドレ スが 引

き出 され,そ れ に チ ェ イ ンが 続 い て い る。

デ ー タ ・ペ ー スの チ ェ イン内 の各 々 の レ コー ドは,サ ー チ基 準 と比較 され る 。 も し一 致 が生 ず れ

ば,そ の レ コ ー ドの ア ドレ スは 索 出 フ ァ イル(extraction:file)に 書 き込 ま れ る。 チ ェイ ン内

の そ の 次 の レ コ ー ドの 磁 気 デ ィ ス ク上 の ア ドレスが 引 き 出 され る。'チ ェ イ ン上 の その 次 の レ コー ド

が読 み 出 され,比 較 さ れ,そ して 必 要 な らそ の ア ドレスが 索 出 フ ァ イル に書 き込 まれ る。 この 処 理

は,チ ェ イ ンの 最終 に 達 す るか,ま た は100レ コ ー ド分 の 索出 数 に達 す る ま で続 行 され る。 索 出 さ

れ た レコー ド数 を 示 し,要 求 を修 正 す る こ とにな るか ど う か を問 合 せ る メ ッセ ー ジがVDU上 に表

示 され る。

修 正 は,要 求 に 関 す る元 の フ ィ ー ル ドを 変 更 す るか,新 しい フ ィール ドを挿 入 す るか に よ って行

わ れ る。 その 後,編 集 及 び 索 出処 理 が繰 り返 され る。 情 報 は種 々異 な った 形 式 で表 示 され,ま た 必
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要 な ら,プ リ ンタ ーに もプ リ ン トされ る。

SEARCHシ ス テ ム は,大 量 の 出力 を し た い とい う要 求 の た め に,夜 間 の レ・de－ト連 続 作成 機 能

を持 って い る。 ユ ー ザは大 量 の 出力 を表 示 した り,プ リ ン トした りす る よ りは む し ろ,そ の 要 求 を

夜 間 に処 理 して も ら うこ と,及 び作 成 され る レポ ー トが 連 続 して い る こ と を望 ん で い る。 レポ ー ト

は次 の フ ィー ル ド(輸 入業 者,輸 出 者,商 品,申 請 番 号,保 税 倉 庫 コ ー ド,マ イク ロ フ ィル ム参 照

番 号)の 何 らか の 組 合 せ で連 続 す る こ とに な る で あ ろ う。 緊 急 レポ ー トは,可 能 な ら,翌 日の 作 業

の 最 初 に,該 当す る港 に あ るINSPECTシ ス テ ム の プ リンタ ーに伝 送 され,残 りは 空輸 小 荷物 で 送

られ る。

SEARCHシ ス テ ムは,商 用 デ ー タ ベ ー スに は 含 まれ てい な い よ うな,通 関手 続 書 の 詳細 項 目 に

つ い ての 情 報 検 索 の機 能 を も持 っ て いる 。INSPECTシ ステ ムに よ っ て前7年 間 に処 理 され た全 て

の通 関手 続 書 の 全 フ ィー ル ドは,INSPECT・ エ ン ト リー ・ヒス トリ ー ・フ ァ イル と して 知 られ て

い る大 量 の磁 気 テ ー プに 保 存 され て い る。 この 情 報 を得 る た めの要 求 は,デ ー タ ベ ース の 情 報 を 得

る た めの要 求 と同 様 の 形式 でVDU経 由 で 投 入 され る。 その 要 求 はで きる だ け 早 く処理 され るが,

この タ イ プの 情報 検索 の遅 延 は1週 間 を越 え る こ とは な い。SEARCHは 現 在 オ ー ス トラ リア中 の

全 て の 主要 な 税 関 で使 用 さ れ て い る。

、

3.3SCRlBE:SystemforgorrespondenceBecordingand

lnterrogation巳y巳D.P.

大 臣が,議 会 及 び シ ドニ ーの 事 務 所 の 運 営 を 自分 が 望 む コ ン トロ ー ル ・レベ ル に 保 ち,省 内 の緒

・事 の 進 展 を 管理 で き る よ うに す るた め に,シ ス テ ムは 行 政 上 の 通 信 その 他 の動 き を記 録 す る よ う開

発 され た。 システ ムは',全 て の 通 信 を,発 信 人,・受 信 日,主 題,区 分,緊 急 性,議 会 の質 問番 号,

回 答 予定 日等 の 特定 事 項 を投 入す る こ と に よ って,・ シス テ ム に保 存 で ぎ る よ うに な って い る。他 の

情 報,例 え ば,省 の フ ァ イル番 号,省/支 局/課 で の受 付 日,参 照 日等 が 記録 に加 え られ る。

フ ァイルの 割 当 はVDUを 経 由 し て要 求す る・こ とが で き、,一 般 の レポ ー トは通 信,質 問,・行 動 等

の ステ ータ ス で 作成 され る。 情 報 は シス テ ム内 に12ヵ 月 間 保 存 され,そ れ 以 後 は磁 気 テ ー プに 書 き

込 まれ,.ま た要 求 が あ れ ば プ リ ン トされ る。

9

3.4PASS:PassengefAutomaticSelectionSystem

1974年7月 に,省 は オ ース トラ リア の 主 要 国 際 空港,マ ス コ ッ トで 旅 客 処 理 シス テ ム に到 着 した

旅 客 の 処 理 を し,種 々 の管 理 目的 の た めに 所 持 品 を 検 査 し,関 税 を 徴収 し,入 国 移 住 及 び保護 機 能

を実 施 し,特 に,税 関,移 民局 及 び連 邦 警 察 が認 可 し て い るか を確 認 す る義 務 が あ る。
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▲

要 注 意 とみ な され る 全 ての 人 物 の 氏 名 は基 本 氏 名 フ ァイ ル(BasicNameFile(BNF))に

含 まれ て い る。BNFは キ ャン ベ ラに あ る4/72の ラン ダ ム ・ア ク セス ・ス トレー ジ に 入 って い る。

到 着 及 び 出 発 す る個 々の 旅 客 の 詳 細項 目 は初 期 の チ ェ ッ ク時 点 でVDUに キ ー イ ン され る。 その デ

ー タは 現存 の 税 関通 信 ネ ッ ト ワ ー クを とお し て セ ンタ ー ・コ ン ピ ュ ータ に伝 送 され,二 元的 氏 名 照

合 イ ンデ ッ ク ス(一 方 はNYSIISに 基 き,他 方 は種 々のSOUNDEXに 基 づい て い る)を 使 って,

BNF上 の 情 報 と 比較 され る。 も し一 致 が 生 ずれ ば,キ ー イ ン され た その 他 の 特 徴 がBNFと 比較

され,ま た その 要素 は 重 み づ け が な さ れ て い る 。 合 計 され た重 み が,的 中 か ど うか を 決 定 す るた め

に,BNFに 対 して 予 じめ 定 め られ た基 準 あ るい は特 定 の基 準 と比較 され る。 その よ うな的 中 は,

特 定 のVDUに 表 示 さ れ る。 非 的 中の 場 合(90%以 上 だ と予 想 され る が)に は,「 不 一 致」 の 応 答

が 返 され る。 的 中 し て い る時 は,明 確 に区 別 を す る 目的 と,必 要 な ら行 動 を 起 す た め に,付 加 的 な

詳 細 基 本 情 報(BID)がVDUに 返 され る。

シ ス テ ムは,審 査 の ため の 代 表 的 な 例 証 を選 択 す る こと に よ って,旅 客 の 流 れ を容 易 にす るた め

に も使 用 され る。 これ らの 審 査 か ら引 き出 され た 情報 は,分 析 され,プ ロ フ ィ ル を よ り明快 に し,

更に 選択 処 理 を明確 に す るた め に 使 わ れ る。 この 方法 で,幾 つか の 審 査 は コ ン トロ ー ル機 能 を低 下

させ ずに 実 施 され るで あ ろ う。 シス テ ム を開 発 す る際 に,機 密 保 護 に 対 す る要 求 が,特 に 関心 が 強

か った 。機 密 保 護 は全 シス テ ム の デ ザ イ ンに組 み 入 れ られ てい るが,PASSの 特 殊 な 予 防措 置 は,

特 定 の 端 末,特 定 の 端 末 使用 者,端 末 装 置 の物 理的 な ロ ッ ク,情 報 の 暗 号変 換,パ ス ワー ドに よ っ

て 特定 の フ ァ イル し か ア クセ ス で きな い よ うにす る制限 で あ る。

3.5COMPlLE:CustomsOn-lineMethodofPreparingfrom

⊥nvoiceLodgeable互ntries

6

COMPILEは 最 近 開 発 中 で あ り,1976年 初 期 に 導 入 され る予 定 で あ る。COMPILEの た め

に,税 関通 信 ネ ッ トワー クが 輸 入 業 者/代 理 店/ブ ロー カ ーの 事 務 所 に ま で 拡張 され た。 委 託貨 物

の 通 関 をす る ため に,こ れ らの 事 務所 の 端 末 か ら所 有権,区 分,数 量,原 産 地 及 び価 格 を 含 ん だ船

荷 証券,エ ア ウ ェイ ・ビル,及 び イ ンボ イ スか らの全 関連 デ ー タを投 入す る こ とが で き る。 セ ン タ

ー ・コ ン ピ ュー タ は こ の デー タ を 受 信 す る と,全 て の 計 算,変 換,一 致 及 び統 合 を実 行 し,適 切 な

通 関 手 続 書 を 作 成 す る。 シス テ ムの 開 発 は,輸 入業 者 と,輸 入団 体 の双 方 に か な りの利 益 を保 証 す

る損 益 研 究 に よ っ て非 常 に熱 心 に 補 助 され て きた 。制 御 の 改良 と同時 に処 理 を ス ピー ドア ッ プす る

一 方
,シ ステ ム は コ ン ピ ュー タ化 し た 会 計 処 理 コ ンテ ナの収 容 能 力 の確 認 一 後 者は 今 日の オ ース

トラ リ アの 港 では重 要 な 問 題 で あ るが 一 とい うよ う な重 要な 副 次 的 利 益 を も た らし て い る。
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3.6ELECTIONS

省 の ネ ッ トワー クは,1974年5月 オ ー ス トラ リア全域 に 回 線 が つ な が り,州 お よ び連 邦 の 選 挙

には 時 間 的 制 約 が あ る とい う点 か らみ て,シ ス テ ムの フ レキ シ ビ リテ ィを示 す の に良 い例 で あ る。

4. 運用環境
、

4.1ハ ー ド ウ ェ ア

4.1.1セ ン タ ー ・コ ン ピ ュー タ ー キ ャ ン ベ ラ

2×ICL:System4/72中 央 処 理 装 置

2×512Kバ イ ト:コ ア メ モ リ,サ イ ク ル ・タ イ ム=520ナ ノ'セ カ ン ド/4バ イ ト 十256Kバ

イ トの 共 通 メ モ リ

1・Xgト ・ シ ク磁 気 テ ー プ 装 置 ・位 相 変 調 ・16・ ・bp・ ・ 転 送9R・-12・Kバ イ ・/秒 ・ デ

ュ ア ル ・チ ャ ネ ル ・コ ン ト ロ ー ル

1×7ト ラ ッ ク磁 気 テ ー プ 装 置:ノ ン ・ リ タ ー ン ・ゼ ロ変 調,800bpi,転 送 速 度=60Kバ イ

ト/秒,デ ュ ア ル ・チ ャ ネ ル ・コ ン ト ロー ル'

2×80b枚/分:カ ー ド ・ リ ー ダ

3×1350行/分,160字/行:ラ イ ン プ リ ン タ

3×5ス ピ ン ドル:交 換 可 能 デ ィ ス ク 記 憶(60Mバ イ ト/デ ィ ス ク,全 オ ン ラ イ ン 記 憶 容 量 一

900Mバ イ ト)

2× マ ル チ:チ ャ ネ ル 通 信 制 御 装 置:MCCCU(基 本 的 に は フ ロ ン ト エ ン ド処 理 装 置)(1/3は

オ ー ダ ・メ イ ド)

オ ペ レ ー タ ・ コ ン ト ロ ー ル や 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ト ロ ー ル(コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ/

VDU)の た め の 局 所 的 応 答 装 置(Localinterrogationfacilities)

CPU間 の 直 接 制 御 リ ン ク(DirectControlLink)

2× 周 辺 機 器 切替 制 御 装 置

17× 周 辺 機 器 切 替 装 置

上 記 ハ ー ド ウ ェ ア の 詳 細 は,デ ー'タ 転 送 に 特 別 な 関 連 を 持 つMCCCUを 除 い て こ れ 以 上 述 べ な い 。

,■

》
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、

マ ル チ ・プ レ ク サ ・

チ ャ ネ ル ・コ ン ト ロ ー ル

装 置

バ ッ フ ァ デ ー タ ・ラ イ ン/

MCCCU

A

図4-1マ ル チ ・チ ャネ ル ・通 信 制 御 装 置

MCCCUは,基 本 的 には,デ ー タの ハ ン ドリン グを制 御 す る ハ ー ド ・ワ イ ヤ ー ド ・プ ログ ラム を

持 った フロ ン トエ ン ド処 理 装 置 で あ る。

1,024×18ビ ットの コ ア メモ リを持 ち,制 御 情 報 や,デ ー タの 一 時 記 憶 の た め の メ モ リとな る。

MCCCUは,結 合 され て い る全 部の 回線 を事 前 に 決 め られ た 順 序 で ス キ ャ ンして デ ー タ が到 着 す

る と,デ ー タ ・バ イ トが 完成 され る ま で,デ ー タ ・ビ ッ トを組 立 て る。

逆 の プ ロ セ ス が,デ ー タを タ ー ミナ ルに 転 送 す る場 合 に起 こ る。

MCCCUに サ ポ ー トされ る各 々 の 回 線 は,バ ッ フ ァ結 合装 置 の 制 御 下に あ る バ ジ フ ァの 一 群 と一

緒 に,回 線独 自の バ ッフ ァを持 つ 必要 が あ る。

結 合 され た全 回線 の 最 大 デ ー タ量 は,MCCCUの ス ル ー プ ッ ト能 力(そ れ は モデ ル に よ って 異 な

り,57.6Kま た は76.8Kビ ッ ト/秒 で あ る)を 超 え て は な ら な い。

デ バ イス ・ア ドレ ス や,マ ル チ ・プ レクサ ・チ ャ'ネル に 余 裕 が あ れ ば,'1個 以 上のMCCCUbe使 用

す る こ とが で きる。

4.1.2ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ ェ ア

省 で 使 用 さ れ る ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ は,ア メ リ カ のG.A.(GeneralAutomation)で 製 造

され,オ ー ス ト ラ リ ア で,S.T・C(StandardTelephonesandCables)に よ っ て 販 売,サ ー

ビ ス さ れ て い る 。 マ シ ン は,SPC-16シ リ ー ズ の も の で あ り,現 在使 用 中 の もの は,SPC-

16/65ミ ニ で あ る。 税 関 に 提 供 さ れ て い る ハ ー ド ウ ェ ア は,1処 理 装 置,1デ ス ク ・ ド ラ イ ブ,

1テ レ タ イ プ で あ る 。 、

処 理 装 置

処 理 装 置 は,メ モ リ.演 算 装 置,入 出 力 装 置,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・コ ン ソ ー ル か ち 成 り立 っ て い
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る。

現 用 の メ モ リは,16Kな い し は,32Kワ ー ドで あ り,1ワ ー ド は16ビ ッ トか ら で き て い る。

SPC-16/65の メ モ リ ・サ イ クル ・タ イ ム は960ナ ノ セ カ ン ドで あ り,処 理 装 置 は16ビ ッ トの

レ ジ ス タ を8個 持 っ て い る。 入 出 力 装 置 は,ミ ニ コ ン に つ な が れ て い る テ レ タ イ プ,VDU ,プ リ

ン タ ー を 操 作 す る の に 必 要 な ハ ー ド ウ ェ ア を 持 っ て い る 。

プ リ ンタ は,非 同 期 式 通 信 制 御 装 置 に よ っ て 結 合 さ れ,全 二 重 同 期 式 通 信 制 御 装 置 を 経 由 し て 結

合 さ れ て い る 。

コ ン ソ ー ル は,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ の フ ロ ン ト ・パ ネ ル で あ り,表 示 ラ ン プ と ス イ ッ チ 群 が ら 構

成 さ れ て い る 。 最 初,プ ロ グ ラ ム は,ス イ ッチ 操 作 で デ ィ ス クか ら ロ ー ド さ れ る。

そ の 後 プ ロ グ ラ ムは,ス イ ッ チ の セ ッ ト状 態 を 見 て,そ れ に 従 っ て マ シ ン 内 の 種 々 の 状 態 を ラ ン

プに 表 示 す る 。

デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

デ ィ ス ク ・ド ラ イ ブ で はCaelusモ デ ル303で あ り,IBM5440デ ィ ス グ ・カ ー ト リ ッ ジ を 使

用 す る。

こ の ドラ イ ブ は,2個 の デ ィ ス ク を 駆 動 す る が,内1個 は 固 定 で あ り,も う1個 は 取 りは ず し 可

能 で あ る 。

デ ィ ス ク は 各 々1枚 の プ レ ー トか ら成 っ て い て,そ の 両 面 が 記 憶 に 使 用 さ れ,1デ ィ ス ク 当 り

125Mワ ー ドの 容 量 を 持 っ て い る 。 デ ィ ス クは1,500ipmで 回 転 し,ラ ン ダAな トラ ッ クの 平 均

ア ク セ ス ・タ イ ム は60ミ リ セ カ ン ドで あ る。

テ レ タ イ プ

テ レ タ イ プ は,キ ー ボ ー ド,プ リ ン タ,紙 テ ー プ ・リ ー ダ,紙 テ ー プ ・パ ン チ か ら構 成 され て い

る 。 この 機 械 は 毎 秒10文 字 の ス ピ ー ドで 動 作 す る 。

コ ン ソ ー ル ・ス ウ ィ ッ チ に よ っ て,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム が ロ ー ド さ れ た 後,オ ペ レ ー タ

は プ ロ グ ラ ム を ロ ー デ ィ ン グ し,実 行 させ る た め に テ レ タ イ プか ら 制 御 コ マ ン ドを タ イ プ す る。

s

へ

4.1.3端 末 装 置

現 在5種 類 の 端 末 装 置 が サ ポ ー ト され て い る。

ωICLVDU

(2)A・W.A(ICLコ ン パ テ ィ ブ ル)

(3}A.W.A(CUDN)VDU

(4)PRINTECプ リ ン タ

(5)タ ー ミ ネ ッ ト/タ ー ミナ ル ・プ リ ン タ

以 下 簡 単 な 説 明 をす る 。
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ICLVDU

ICLのVDUは,イ ギ リ ス でICLに よ って 製造 さ れ て い る。 こ れ は,80字 ×25行 の2,000

文 字 の 表 示 が で き,上 段,下 段 を 含 め92文 字 が用 意 され てい る。

本 モ デ ルは 毎 秒600文 字 の 動 作 速 度 を持 つ。 現 在使 用 中 の 全VDUは,ポ ー リン グを受 け る デ バ

イ スで あ る。 っ ま り,VDUは セ ンタ ー ・コン ピ ュー タの 要 求 に応 じて,セ ンタ ー ・コ ン ピ ュー タ

に デ ータを 転 送 す るだ け で あ る。 最 大48のICLのVDUが,TLSAま た はQLSA経 由 で,1回 線

に接 続 す る こ とが で き る。

A・W・A(ICLコ ンパ テ ィ ブ ル)

こ れ らのVDUは,A.W。A(ICLコ ンパ テ ィブル)VDUと 類 似 で あ る。 しか し,VDUに

対 す る デー タの転 送 及 びVDUか らの デ ー タ読込 みの ポ ー リ ング方 式 に 相異 があ る 。

PRINTECプ リ ンタ

これ らの プ リンタ は 米 国 の プ リ ン タ ・テ クノ ロジ ー社(PrinterTechnology)に よ っ て製 造

され てい る。 そ して オ ー ス ト ラ リ アのD・Cイ ンダ ス ト リーecよ り販 売 され て い る 。.プ リン タは64
>

文 字 の セ ッ トを持 ち,毎 秒105文 字 の 印 字 能 力 を持 ってい る。 デ ー タは 最 高600文 字/秒 ま で種 々

の ス ピー ドで プ リン タに転 送 され,1行 分 の デ ー タが で き上 るま で バ ッ フ7に 貯 え られ る。 ミーニ コ.

ン は プ リン タ ー120文 字/秒 の 速 度 で デ ー タを転 送 す る。 最 大15イ ンチ ま で の 種 々の紙 巾が使 用 可

能 で あ り,138文 字/行 が使 用 可 能 で あ る。

ター ミナ ル ・プ リ ン タ/タ ー ミネ ッ ト

これ らの装 置 はG・E,(米 国)の ラ イセ ン スの も とで 色 々の会 社 で 製 造 され てyる 。 我'leの使
L

用 して い る の は,ICLとAPO製 で あ る。 それ らは毎 秒10,20,30文 字の 印字 速 度 を持 つ 低 速 キ

ャ ラ クタ ・プ リン タで あ る 。

文 字 セ ッ トは,上 段,下 段 を 含 め て,94文 字 で あ る。 紙 巾 は12/27/32イ ンチ で1行 当 り118

文 字 の 印 字 が 可 能 で あ る。 ま た1イ ンチ 当 り6行 の行 数 で あ る。

新 しい モ デ ル の あ る もの は,異 な る紙 巾 に使 用 で き る トラ クタを 持 って い る。

将 来 構想 ・

税 関/輸 入 業 者 は,16/65ミ ニ コ ンに 単向4,800bps同 期式通 信 回 線経 由 で 結 ばれ て,各 々独

自 に ア ドレ ス指 定 可 能 な,VDUと 関 係 す るプ リ ンタ装 置 を 購 入す る こと に な る だ ろ う。

関 税省 独 自の 要 求 は,現 リー ス 中 のVDU(ICL,APO共 に)の リプ レー ス及 びAPSのV

DU導 入 に よ っ て増 大 す る コ ンピ ュー タ能力 へ の 対 処 要 求 に応 え るた め の 特 別 な装 置 の準 備 を 含ん

で い る。

新た曙 察 ・関税局の創設・・よ・て・警察業務に関す る・ンピ・ニ タ誠 の増加力∫琴求れ るだ

ろ う。
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4.1.4他 の 装 置

トラ ンス ペ ア レ ン ト/キ ュー ド ・ラ イ ン ・シ ェア リ ング ・アダ プ タ(TLSA/QLSA)

両装 置 と も,複 数 のVDUを1個 の モ デ ムに(珠 玉 つ な ぎに)つ な ぐこ と及 び モ デ ム,VDU間

の距 離 の延 長 を 可能 にす る。TLSAは,ポ ー リ ン グに対 し トラ ンス ペ ア レン トで あ る の に対 し て,

QLSAは 接 続 さ れ てい る全VDUに 代 っ て1ポ ー リン グ で転 送 要 求 を 受 け るこ とが で きる 。 こ れは,

回線 の 負荷 を減 少 させ る重 要 な意 味 を持 つ。

4.2ソ フ ト ウ ェ ア

4,2.14/72ソ フ ト ウ ェ ア

メ モ リ レ イ ア ウ ト

一

㎝

－S－W・駅のS

PC・C

REWRD

YL・0

ERA距

J1700System4マ ル チ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ス ー パ バ イザ

}通 信制御 プ・グ・ム

DRIVER(ア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム)

}蜘R内7.プ ・ケー・・ン・プ・㌘ ム(BEADS)用 　 旭

J1700ス ー パ バ イ ザ 制 御 下 の ユ テ ィ リ テ ィ ・プ ロ グ ラ ム領 域

図4-2オ ン ラ イ ン ・ リア ル タkム マ シ ンの コ ア 上 の プ ロ グ ラ ム ・レ イ ア ウ ト

、

人

.■

.

以 下,各 々 に っ い て 説 明 す る。

JP1700ス ー パ バ イ ザ

汎 用 マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ス ー パ バ イ ザ で あ り,14レ ベ ル ま で の マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ
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●

が可 能 で あ るが,通 信 機 能 は持 って い ない。

通 信 制 御 プ ロ グラ ム(ccp)

Jオ ペ レーテ ィ ン グ ・シ ステ ムCiS)もとで通 信 機 能 を持 た せ るた め に,ユ ーザ は 必要 な ネ ソ トワ

ー クに 合 わ せ て マ ク ロを使 用 して通 信 制 御 プ ロ グラ ム(CCP)を ジ ェネ レー トす る。

本 プ ロ グラ ムは,Jオ ペ レ ー テ ィ ング ・シス テ ムの 制 御 下 で コ ァ 上に ロ ー ドさ れ る。 要 求 され

る機 能 を 提供 す るた め に 本 プ ロ グラ ム は,特 殊 な コマ ン ドを発 し て,ス ー パ バ イザ に 結 合 され る。

利用 者通 信 プ ログラ ム(CUP)

ユ ーザ は,ち よ うどス ー パ バイ ザ 自体 が提 供 す る入 出力 機 能 を別 の プ ロ グラ ムが 利 用 す る の と

同 じ よ うに し て,ス ー ・NOバイ ザ とCCPと の 連 結 に よ っ て達 成 され る通 信 機 能 を 利用 す る利用 者

通 信 プ ロ グ ラ ム(CUP)を 書 く。

DRIVER(ア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ン トロー ル プ ログ ラム)

これ はCUPの 一種 で,関 税 ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グラ ム(BEADS)を コ ン トロ ール す る。

DRIVERは,基 本 的 に は ス ー パバ イザ/CCP共 同制 御 下 に あ る,サ ブ ・ス ー パ バ イザ で あ る。
、

こ れ は,類 似 の タ ス ク を 同 一 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム(BEADS)'に 振 り わ け ・ 異 な っ

た タ ス ク は 別 々 に 走 行 さ せ る こ と に よ っ て,ト ラ ンザ ク シ ョ ンの 多 重 処 理 を 実 現 し て い る 。 こ の

た め,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は リエ ン ト ラ ン トで な くて は な らな い 。

プ ロ グ ラ ム は(コ ァ 常 駐 ア プ リケ ー シ ョ ンを 除 い て)デ ィ ス ク ・フ ァイ ル 上 に 貯 え られ て い て,

必 要 に 応 じ て,DRIVERに よ っ て コ ァ 上 に 読 み 込 ま れ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は,

コ ア 割 当 機 能,入 出 力 及 び通 信 機 能 に 関 し て はDRIVERに ま か せ,自 分 で は デ ー タ 処 理 用 の 命

令 だ け を 含 ん で い る。 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は 入 出 力 と か 通 信 機 能 サ ー ビ ス を 受 け るた

め に,制 御 をDRIVER・ に 渡 し,そ の サ ー ビ ス が 終 了 す る ま で,他 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ンの 走 行 を

可 能 に す る 。

リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リ

省 は プ ロ グ ラ マ が リ モ ー ト ・デ バ イ ス(VDU)か らJオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 機 能 を

利 用 す る こ と を 可 能 とす る 方 法 を 開 発 し た 。 キ ャ ン ベ ラ ・ プ ロ ダ ク シ ョ ン の ミニ コ ン ピ ュ ー タ が,

両4/72マ シ ンに 結 合 さ れ,そ し て プ ロ グ ラ マ は 遠 方 か ら ジ ョ ブ起 動,プ ロ・グ ラ ム 作 成,修 正,

コ ン パ イ ル,実 行 を 行 う こ と が,税 関 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム へ の ア ク セ ス と 同 様 に 可 能 で あ る。

4.2.2ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ の ソ フ トウ ェ ア

一323一



DBOS

MLCSrst・m・ ・de}

$yctemTables
AndConstants

BufferCells

BufferManagement・

.DiskBasedOperatingSystemSupervisor

デ ィ ス ク ・ベ ー ス ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム ・ス ー パ バ イ ザ

MLCシ ス テ ム 命 令 コ ー ド

シ ス テム テ ー ブル 及 び 定 数

MiniLineControlSystem(MLC)

ミニ 回 線 制 御 シ ス テ ム

ミニ 回 線 制 御 シ ス テ ム

バ ッ フ ァ群

バ ッ フ ァ管 理

図4-3コ ア ・ レ イ ァ ウ ト

デ ィ.ス ク ・ベ ー ス ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム(DBOS)

に れ はG・A・ 社 か 魂 供 さ・れ た ・レーチ ン群 で ・大 容 量 デ ィx7記 憶 装 置 を含 むSPC-16コ

ン ピ ュー タ ・システ ム を サ ポ ー トして い る。 これ は 基 本的 機 器 構 成 及 び こ うした 構 成 を要 求 して い

.る・ユ ーザ ・プ ロ グ ラム を サ ポー トす る こ とが で,きる。FORTRANコ ンパ イ ラ,CAD-16ア セ ン

ブ ラな どの標 準 ソ フ トウ ェ ア も同 じ くサ ポ ー トされ る。

通 関 ミニ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムは 三 つ の フ ェ ー ズに 分 け て 開発 され た。

・.1.回線 制 御 シス テ ム(MLC)

ア プ リケ ー シ ・ン 及 び 回 線 制 御 シス テ ム

全 制 御 シ ステ ム(SUPPORT).,、

これ らの シス テ ムの 主 な エレメ ン トは 以 下 の と お りで あ る。

1.MLC

4/72と の結 合 制 御 とVDUに 対 す る ス テ ー タ スの 報 告

インハ ウ スま た は サ ブ ・ネ ッ トワー ク装 置 の 制 御

異 種 装 置(同 期 式VDU,非 同 期 式 プ リ ンタ ー等)の キ ャ ンベ ラ(セ ンター)へ の オ ン ラ イ ン結

合

2.MALC .
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MLCエ レメ ン ト+ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ.Pグ ラ ム の オ ー バ レ イ ・サ ポ ー トと優 先 制御

障 害 チ ェ ッ ク中 の診 断機 能

統 計 情 報 収 集 と報 告

修 正DRIVERイ ン タ ー フ ェイ ス及 び プ リンタ群 操 作

3.SUPPORT

.MALCエ レメ ン ト+VDUに 対 す る フ ォ ー マ ッ ト表 示

4/72か らの 圧縮 デー タ の 操 作

繰 り返 し プ リン トの た め の 再送

拡 張 コ ァの 利 用

拡 張 デ ィ ス ク(り要 求

新 周辺 機 器 の サ ポ ー ト

MLCシ ステ ム は ミニ ・コ ン ピュ ー タの設 置 以来,オ ー ス トラ リア一 帯 で 作成 され て き た。 こ

れ は 一 つ に 結 び合 わ され た 複 数 の ル ー チ ンか らで きて お 呪 デ ィス ク上 に格 納 され てい る。 そ し

て,シ ステ ム稼動 日に,コ ア常駐 プ ロ グラ ム とし て コ ア内 に ロ ー ドされ る。

MALCは 現 在 提 供 され て い る。

SUPPORTは1976年 始 め に リ リー ス され る 予定 で あ る.。 、;...

〔

4.3稼 動 シ ス テ ムTt't

4.3.1通 信 プ ロ トコル

Jオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・システ ム とCCPが4/72内 に ロー ドさ れ る。DRIVERは 必要 な初 期 設 備

を行 い,CCPに 対 し て 全装 置 の ポー リ ン グを 依 頼 す る。 通 信 プ ロ トコル は マ ス タ ー/ス レー ブ関

係 を 保 って 行 くCCPが 各 々 の 回 線 の 末端 に あ る装 置(ミ ニ コ ンな ど)に 対 して 継 続 的 にデ ー タ を

問 合 せ る こ とに よ って行 わ れ る。

正 常 な応 答 は 確 認 メ ソセ ー ジ(ACK)で あ り,正 し くポ ー リン グ を受 け た が 送 信 す べ き デ ー タ

撫 いこと蜘 らせてい る・否定応答(NACK)は ・ ポーリングが正常亘 力〉った瞬 ら籟 く

る。(ミ ニ ・シ ステ ムが ロー ドされ て い な い場 合 には,何 の 応 答 もな い。 そ し て 「タ イ ム ・ア ウ ト」

と診 断 され る)。

ミニ コ ンがCCPに よ って ポ ー リ ン グが1されTい る間,ミ ニ コ ンは順 番 に その 制 御 下 にあ る装 置

を ポー リン グす る。 その 時 端 末 が送 信 モ ー ドで あ る と端 末 か らデ ー タ が ミニ コ ンの バ ッ ファ ・エ リ

ア に送 信 され,gニ コン が,次 の4/72か らの ・te－リン グを 受 け た時 に直 接4/72に デー タ ・メ ッ

セ ー ジが 伝送 され る こと にな る。 メ ッ セ ー ジが 正 常 に受 取 られ た場 合,CCPはACKを 送 る こ と

を しな い で,折 返 しeven/offア ドレ スを ポ ー リン グ ・メ ッセ ー ジに付 け て や る。 ミニ コ ンか らデ

一325一



一夕が 送 信 され た 後 に ,同 じア ドレ スの ポ ー リン グが 行 わせ るか,メ ッセ ー ジが 誤 送 信 され た こ と

を示 し,ミ ニ コ ンは デ ー タ を再 送 しな け れ ば な らな い(NACKと 同 等)。 通 常 は メ ッセ ー ジは 正

常 に受 取 られ,CCPは 代 替 ア ド レ スを 付 し たサ ポ ー テ ィ ン グ ・メ ッ セ ー ジを 送 る こ とにな る。 こ

の こ とは ミニ コ ンは次 の 端 末の た め の メ ッセ ー ジ を 直 ちに 伝 送 して 良 い こ とを 意 味 し,回 線 の オー

バー ・ヘ ッ ドを最 小 限 に お さえ る こ とに な る。

CCPか ら ミニ コ ンに 対す る デ ー タ出 力 は,rte－ リ ン グの 間 に どの 時 点 で も行 うこ とが で き る。

ミニ コンは,デ ー タ を正 常 に受 取 った 時 は,ACKを 返 し,誤 受 信 した 時 はNACKを 返 す 。

プ リ ンタ に 対 す る 出力 の 制 御 は,4/72側 で プ リ ン ト速 度 を越 え た デ ー タが ライ ンに 乗 らな い よ

うに 留 保 され る。INSPECTのSCADが プ リ ン トを 終 了 した 時 に,ミ ニ コ ンか ら終 了通 知 を受 け,

4/72に 対 し,プ リ ンタ が フ リ ーで あ る 旨 ダ ミー の メ ッセ ー ジ を送 信 す る。 す る と他 のSCADが

用意 され,プ リン トの た め に転 送 され る。

亀

・4

4.3.2コ ン ピ ュー タ ・ス イ ッ チ ング

通 常 は,オ ン ラ イ ン ・シス テ ムは4/721台 に よっ て 行 わ れ てお り,他 の1台 は バ ッチ ・ジ ョ

ブ,開 発,リ モ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリー用 に使 用 され て い る。2台 の 計 算 機 は結 合 され て い て,

DRIVERと 第2の 計 算 機 の 制 御用CUPと の 間 で 会 話 が 行 わ れ る。 緊 急 事 態の 場 合,第2の 計算 機

は,そ れ 自体 の処 理 を中 止 す る こ とを要 求 され,オ ン ラ イ ン ・シス テ ムを ロ ー ドし,そ の運 用 を引

き渡 され る。 デ バ イ ス ・エ ラ ー が発 生 し た場 合,周 辺 装 置 切 替 装 置 が 用 い られ,デ バ イ ス ・コ ン ト

ロー ル ・パ ネ ル を通 じて全 デ バ イ ス が 再 編成 さ れ る。

5. ネ ッ ト ワ ー ク ・'デ ザ イ ン

4

5.1サ ポ ー ト機 器

サ ポ ー トさ れ て い る主 な ハ ー ド ウ ェ ア要 素 は 以 下 の と お り で あ る。

4/72:現 存 の ス ーtxo－ パ イ ザ/CCP/DRIVERの 制 御 下 に あ る セ ン タ ー ・コ ン ピ ュ ー タ

2× オ ン ラ イ ン 用MCCCU,各 々i2×4800bps回 線 サ ポ ー ト

1× バ ッ ク ア ッ プ 用MCCCU,ロ ー カ ル ・オ ン ラ イ ン用 で,16×4800bps回 線 を サ ポ

` 一 ト プ

'

APO:ブ リ ス ベ ー ン,ア デ レ ー ド,バ ー スlc対 し,各 々4800bps1回 線
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'

'
,

ふ

'

シ ドニ ー,ITB,メ ル ボ ル ン,テ ラ マ リ ン(・e－ ス)に 対 して 各 々4800bps1回 線

シ ド ニ ー,メ ル ボ ル ン 州 のADP室 に 対 し9600bps,4回 線

ミニ ・コ ン ピ ュー タ:ブ リ ス ベ ー ン,ア デ レ ー ド,パ ー ス,シ ド ニ ー,ITB,メ ル ボ ル ン,テ

ラ マ リ ン に 各 々16/651台.

シ ドニ ー,メ ル ボ ル ンに16/65×4

キ ャ ン ベ ラ に16/65×2(1台 は 当 シ ス テ ム運 用 用,他 の1台 は 開 発 用)

ス イ ッチ ン グ 装 置:シ ド ニ ー,メ ル ボ ル ンの 州ADP室,そ れ ぞ れ10台 で70ス イ ッチ を 含 む

ラ イ ン ・コ ン セ ン ト ロ ー ラ:こ れ ら は ネ ッ ト ワ ー クの い た る 所 に 置 か れ て い る。 集 中 率 は 出 力1

に 対 し 入 力6で あ る 。

ネ ッ ト ワー ク に っ い て は ニ ュ ー ・サ ウ ス ・ウ ェ ー ル ズ 州 の 詳 細 を 図 に 説 明 す る 。

ネ ソ トワ ー ク で サ ポ ー トさ れ る 装 置 の 詳 細

シ ドニ ー:5× ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ 各48Kキ ャ ン ベ ラに 接 続

3×INSPECT回 線

3×SEARCH回 線

1×SCRIBE回 線

96×COMPILE回 線(空 港30,市 内66)

5×PASS

5× プ リ ン タ(INSPECT用)

メ ル ボ ル ン:
.各48K

5× ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,キ ャ ン ベ ラ に 接 続

3×INSPECT回 線

3×SEARCH回 線

81×COMPILE回 線(空 港21,市 内60)

2×PASS回 線

2× プ リ ン タ(INSPECT用)

パ ー ス

ア デ レ ー ド

.1× ミ_・ コ ン ピ ュ ー タ48Kキ ャ ン ベ ラ に 接 続

1×INSPECT回 線 ・

1×SEARCH回 線

20×COMPILE

1×PASS回 線

2× プ リ ン タ(INSPECT用)

:1× ミ 三 ・コ ン ピ ュ ー タ"48Kキ ャ ン ベ ラに 接 続

1×INSPECT回 線
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6

・

》

1×SEARCH回 線

21×COMPILE回 線

2× プ リ ン タ(INSPECT用)

ブ リ ス ベ ー ン:1× ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ48K

1×INSPECT回 線

1×SEARCH回 線

19×COMPILE回 線

1×PASS回 線

2× プ リ ン タ(INSPECT用)

凡 例

キ ャン ベ ラに接 続

x

y

ミ ニ ゴ ンX－ 場 所

y=メ モ リ ・サ イ ズ

○
②

[
]
D
⇒

MCCCUx=タ イ プ

y=パ ツ プ ア ー数

モ デ ム接 続X=数

y－ ス ピー ド 単 位kbps

ス イ ッチ 装 置x=ス イ ッチ 数

VDUx=数

集 中 化装 置x－ 数



5.2ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 考 察

5.2.1コ ア の容 量

1972年 末 に 作 られ た 関 税 ・内 国 消 費 税 省 の ネ ッ トワ ー ク用 コ ン ピ ュ ー タ装 置 の スAeッ クで は,

標 準 の ミニ ・コンピュータ は,16K×16ビ ッ ト ・ワー ドと し て 規定 され てい る。 しか しな が ら,機 能

の拡 張 は確 実 な た め,容 易 な 拡 張 の 可 能 性 が要 求 さ れ た。INSPECTだ け が行 わ れ てい る所 では16

Kワ ー ドで 十 分 で あ っ た が,他 の 所 で は32Kワ ー ドが 必要 と され た 。

SEARCHの 増 大 と,全 オ ー ス トラ リ アに ま たが るPASSのm
.張llよ って,コ ァは 全 て32Kワ

ー ドに 増 加 され た
。 この 段 階 で は,ミ ニ コ ン内の シス テ ム は,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム,制 御

プ ロ グラ ム,テ ー ブ ル,コ ア管 理 な どを 含 み,全 て コア常 駐 で あ っ た。COMPILEの サ ・te－トは,

従 来 ミニ コ、ンで サ ポ ー トしな か っ た 特別 の機 能 提 供 を要 求 した 。 っ ま り,デ ー タ展 開,画 面 フ ォー

マ ッテ ィ ン グ,プ リン タ出 力 の 再 送,更 に 特別 な 制 御,サ ポ ー ト,テ ス ト機 能 な どが そ れ で あ る。

これ は,コ ァ容 量 を48Kワ ー ドに し,4/72に お け るDRIVER/BEADの よ うな 形 に 制 御 ソ フ ト

ウ ェアを書 替 え る こ とに よ って達 成 され る ことに な'ろう。 そ して48Kワ ー ドは次 の よ うに使 用 され

る。

◆

'

勺

t

、
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・今

.

・

-・

,

・
与

16K

コ ア拡 張

コ ァ レ イ ア ウ ト0～48Kバ イ ト

0

4

ワ
了

8

5

4

8

1

2

2

32

42

44

48

●

ベ グ トル ・テ ー ブ ル

DBOS+ハ ー ド ・ド ラ イ バ+DCBSEL

、 「

基 本 シス テ ム ・テ ー ブル 十DCBS

ト ラ ン ジ ェ ン トBEAD用 、 オ ー バ レ イ ・エ リ.ア

プ リ ンタ 拡 張 テ ー プ ル ー

P

,F

バ ッ フ ァ群(800文 字 用) 、

渉

バ ッフ ァ群(120文 字 用)

バ ッ フ ァ,待 行 列,管 理 ル ー チ ン

BEADド ラ イ バ ・ シ ス テ ム

ド ラ イ バ ー ・コ ン トロ ー ル 、

デ ィ ス ク ・ブ ー ト、・ ス ト ラ ッ プR.0.M..

BEAD常 駐 エ リア

ア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ン ト ロ ー ル 十 サ ブ ル.一"

チ ン群 ・

へ

「
ラ イ ン ・サ ー ビ ス,ル ー チ ン .・

"SUPPORT"シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 十

サ ブ ル ー チ ン群
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5.22デ ィス ク機 能

各16/65ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ は 以 下 の デ ィ ス ク に 関 す る機 能 を 有 す る 。

(1)固 定 デ ィ ス ク ー2面 レ コ ー デ ィ ン グ,1.25Mワ ー ド。 こ れ はDBOSソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス

テ ム の マ ス タ 及 び バ ッ ク ア ッ プ ∵ コ ピー と他 のDBOSフ ァ イル を 格 納 す るの に 使 用 さ れ る。

そ し て 駆 動 機 構 は,書 込 禁 止 に セ ッ トさ れ て い る た め,事 故(ソ フ トに.よ る)に よ っ て デ ィ ス

ク の 内 容 を 破 壊 す る こ と は あ り得 な い 。 っ ま り,必 要 な 保 護 機 能 を も っ て い る。

(2)取 外 し可 能 デ ィ ス ク ー2面 レ コ ー デ ィ ン グ,1.25Mワ ー ド6シ ス テ ム が 使 う機 能 を ほ と ん

ど有 し,読 込 み,書 出 しの 両 目的 に 用 い られ る 。 キ ャ ン ベ ラで 新 リ リ ー ス が 作1ら れ,他 州 に オ ン

ラ イ ンで 容 易 に 運 ば れ た。DBOSの 新 版 は,も ち ろ ん 取 外 し可 能 デ ィ ス ク か ら固 定 デ ィ ス ク

に コ ピ ー す る こ と も 可 能 で あ る 。 デ ィ ス ク 上 の エ レ メ ン トは 次 の とお りで あ る 。

コ ンiト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム

プ リ ン タ ・ス プ ー リ ン グ

トラ ン ジ ェ ン ト ・テ ー ブ ル

ス ク リ ー ン㌔'フ ォ ー マ ッ ト'
:

プ リ ン ト拡 張 テ ー ブ ル"

ダ ン プ エ リ ア ・ ・ ・ ・ ・… … ・・一 ・ ・ 一

統 計 情 報 エ リ ア ∵ ・・ 、 一 …

BEADオ ー バ ー レ イ ・エ リ ア 』tt・;'∴

DBOSエ リ ア'"

他の ラ;イ ル(ジ ステム作成 ファイル)/交 替 ドラック

他のスペースは,現 ラァイルあ今後の拡張め為や,局 所的た必要 とされ る用途に利用可能で

あ る 。

5.3そ の 他 の 設 計 及 び 代 替 案

:_..,.一.t、......1,

5.3.1APOマ ル チ ・ ド ロ,ッ プt、

こ れ は ミ ニ コ シ 内 の コ ン ト ロー ラに 対 す る要 求 を 減 ら し,端 末 結 合 コ ス トを 引:き 下 げ る 方 法 で あ

る 。 更 に 代 理 店 に と ら そ あ 節 約 は;モ デ ム を 減 らす こ ξ に よ っ て ・行 う こ と が で ≦ よ う 。 し か し こ

の 方 法 は,回 線/モ デ ムの 料 金 を 支 払 い,個 別 接続 を要 求す る代 理 店 に対 し て は適 用 で ぎな い 。

5.3.2ソ フ トウ ェア ・マ ル チ プ レク シ ン グ
:

こ の テ ク ニ ッ クは,ト ー タ ル ・ス ル ー ・プ ッ トの 観 点 か ら み る と,実 際 に サ ポLト さ れ る以 上 の

一332一

δ
」
ρ
「

?

ψ

～

¶

竃



葛

3

島

ゐ

‖

,
i

回線 の接 続 を可 能 にす る。 つ ま り,1回 線 に対 して1コ ン ト ロー ラを 必 要 とす るの で,コ ス トが増

加 し,バ ック ア ップ設 備 が不 可 能 とな るこ とを意 味 してい る。

5.3.3ミ ニ ・コン ピ ュー タの 位 置

全 オ ー ス トラ リアで,各 々 の ミニ コ ンに約23回 線 が結 合 され る こ とに な る の で,ミ ニ コ ン同 志 が

結 合 され る こ とにな る と,拡 張 用 入 出 力Chasisが 必 要 とな る。 前 記 の 二 つ の ア プ ロ ーチは,い ず

れ も ミニ コ ンに結 合 す る前 に 回 線 集 中 化 機 構 を付 け る こ とに よ って,取 り止 め にな った 。 ブ リ ス ベ

ー ン
,ア デ レー ド,フ レ マ ン トル では,ミ ニ コ ン とデ バ イス ・コ ン トロー ラは 一 体 とな って い る。

ミニ コ ンが 複 数 台 あ る シ ドニ ー,メ ル ボル ンで は,い くつ か の 代 替 方 式 が 可能 であ る。

ど ち らの場 合 も三 つ の 主 要 処 理 セ ン タ ーが サ ポ ー トさ れ る こ とに な る。

a)市 税 関 事務 所

b)空 港 税関 事 務 所

c)国 際 空 港 タ ー ミ ナル

好 ま しい ミニ コ ンの 配 置 は

a)4b)Oc)1

で ある。4台 は 州ADP室 に 置 か れ る こ とに な ろ う。 そ し て

オ〔 レ 一 夕の 削 減

商 用 ア プ リケー シ ョンを中 心に し,回 線 負荷 の 均等 化

旅 券 シ ステ ムの機 密 保 護

柔 軟 な バ ッ クア ッ プ機 能 の 提 供

ハ ー ド,ソ フ トメ イン テ ナ ン スの 労 力 削 減

設 置,開 発 の容 易 さ

な どの 利 点 を も た らす で あ ろ う。

他 の 可能 な 構 成 は

a)2b)2c)l

a)2b)3c)O

a)3b)2c)O

a)5b)Oc)0

な どを 含 む が,い ず れ も先 の 選 択 よ り優 れ ては いな い 。

5.3.4ミ ニ コ ン 間 の 結 合

5.3.4.1計 算 機 同 士 の イ ン タ ー フ ェ イ ス(CCIF)

CCIFは,そ れ を 通 じ て 最 大4台 の プ ロ セ ッサ を 共 通CCIFパ ス に 接 続 す る こ と が で き,ど
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の2台 の 計 算 磯 間で も,い ず れ の 方 向 に もデ ータ を転 送 す る こ とを 可 能 とす る メカ ニ ズ ムで あ る。

データはそれぞれの プロセ ッサ に結 合 さ れ たCCIFモ ジ ュール の 制 御 下 で サ イ クル ・ス テ ィ ール ・

ア ル ゴ リズム に従 って転 送 され る 。

この よ うな結 合の サ ポ ー トは,新 ハ ー ドウ ェ ア と,実 質 的 に は新 しい ソ フ トウ ェ ア ・ル ーチ ンの

準 備 を必 要 とす るに もか か わ らず,利 す る と ころ は ま ず無 いだ ろ う。

5.3.4.2自 動 バス 伝送 装 置(ABTU)

ABTUは,複 数CPUに 対 して,共 通 入 出力 パ ス を経 由 して,周 辺 機 器 を 共 有 す る機 能 を持 つ。

従 っ て,CPUの 誤 動 作 が あ った 時 に は,一 一つのCPU下 に全 ての 周辺 機 器 を配 す る こ とが で き る。

しか し正常 な処 理 時 に,両CPUが 同 時 に デー タ を転 送 す るこ とは で きず,周 辺 機 器 側 の(ま た は

入 出 力 バ スの)誤 動 作の 場 合 に,コ ン トロ ー ラを 代 替 させ る こ とは で きな い。

ま た,ABTUの サ ポ ー トには,ハ ー ド,ソ フ ト共 に 新 技 術等 が要 求 され る。
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